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公益社団法人日本産科婦人科学会
第 77 回学術講演会

学術集会長：岡山大学　教授
増山　寿

開催地：岡山県岡山市

会　場：  岡山コンベンションセンター/岡山県医師会館/ANA クラウンプラザホテル岡山/
岡山シティミュージアム/ホテルグランヴィア岡山/おかやま未来ホール

会　期：2025 年（令和 7 年）5 月 23 日（金）・24 日（土）・25 日（日）

2025 年 1月 31 日現在のデータで掲載させていただいております．
最新情報は第 77回学術講演会HP（https://www.congre.co.jp/jsog2025/）および
5月上旬公開予定 JSOGアプリ内「抄録アプリ」をご覧ください．
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第 77 回日本産科婦人科学会学術講演会 学術集会長挨拶

岡山大学学術研究院医歯薬学域 産科・婦人科学教授
増山　寿

第 77 回日本産科婦人科学会学術講演会を 2025 年 5 月 23 日（金）から 5 月 25 日（日）までの 3 日間の日程
で，JR 岡山駅隣接の岡山コンベンションセンターにおいて開催いたします．本学術講演会はポストコロ
ナの社会情勢を考慮し，現地開催およびオンデマンド配信を組み合わせたハイブリッド形式で行います．

岡山大学産科・婦人科学教室は，1888 年の開講で 130 有余年の歴史があり，私で 13 代目の教授です．
本学術講演会はこれまでに第 4 回（八木日出雄教授，1952 年），第 24 回（橋本清教授，1972 年），第 41 回

（関場香教授，1989 年），第 64 回（平松祐司教授，2012 年）を担当させていただき，今回は 13 年ぶり 5 回
目，地元岡山での開催は第 41 回の関場香教授以来，36 年ぶりとなります．

第 77 回学術講演会のテーマは，松尾芭蕉の俳諧の理念とされる「不易流行」といたしました．いつまで
も変わらない本質的な物を大切にしながらも，新しい変化を積極的に取り入れ，次の世代へと繋ぐ姿勢と
とらえ，私の教室運営方針としています．産婦人科医学・医療の急速な進歩に加えて，ポストコロナ，働
き方改革など様々な社会的な背景も加わりまさに混とんとした時代の変化をふまえ，あふれる情報を俯瞰
し我々が守るべき本質を見失うことなく次の世代に何が必要か見極めることが重要と考え，様々な企画を
準備する基本コンセプトとしています．

本学術講演会の一番大きな役割は，全国津々浦々あらゆる地域から，幅広い世代の研修医や専門医が集
い，さらには多数の海外の学会から役員や若手医師を迎え，年に一度，世代を超えて，領域横断的に学
び，語る場所を創りだすことと考えます．プログラムの内容は非常に多彩で，日本産科婦人科学会の果た
している役割を反映しています．臨床では，最先端医療，標準的な医療に加えて海外の医療など様々な視
点で学ぶセッションがあり，専攻医教育から生涯研修まで学習の機会も多く用意しています．研究につい
ても，公募シンポジウムをはじめ多くの発表で最先端の新しいデータに直接触れ，ディスカッションする
ことができるチャンスです．また，教育は，私自身が学会の教育委員会委員長をさせていただいているこ
ともあり，教育研究に関する会長特別企画シンポジウムをはじめ，多くのセッションやハンズオンセミ
ナーを準備しています．さらに，医学生や初期研修医向けのセミナーやワークショップ，産婦人科関連だ
けではなく医療・医学全体のトピックス，そして岡山大学那須保友学長，日本癌学会間野博之前理事長，
地元大原美術館の三浦篤館長をお招きしての招請講演など，この学術講演会そして岡山ならではの企画も
計画しています．さらに，FIGO，ACOG, JSOG の女性リーダーによる Plenary lecture，AOFOG，日韓
台およびDGGGとのカンファレンス，ACOG, DGGG, 韓国，台湾および日本の若手医師によるInternational 
Workshop for Junior Fellowsなど様々な国際セッションも企画しました．また，一般演題としてInterna-
tional session に国内から 331 演題，海外から 67 演題，日本語演題として 869 演題の計 1267 題のご応募
をいただきました．厳正な査読の結果に基づき選考されたJSOG Congress Award 候補演題，International 
Session Workshop 演題および高得点日本語演題の口演セッションとその他の演題のデジタルポスター
セッションを予定しています．

できるだけ多くの魅力的なセッションをオンデマンドでも聴講いただけるようにご用意する予定です
が，お時間が許せば是非会場にお越しになり，多くの仲間と会い，語らい，学び，楽しむ，そして旧交を
温め，新たな出会いにワクワクする機会となればと願っております．ご参加される皆様を，岡山という地
方都市ならではのおもてなしでお迎えし心に残る学術講演会にすべく，教室員，同門会員一同，準備を進
めてきました．学会の合間には，後楽園，岡山城，倉敷美観地区，大原美術館など魅力あふれる春の吉備
路に足を延ばしていただければ幸いです．多くの方のご参加を心よりお待ち申し上げております．
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■交通アクセス

■ JRでお越しの場合

◇航空機での所要時間 ◇関西国際空港からの所要時間
　東　京 ........................約1時間20分 　空港⇔新大阪  ...........約50分（特急）
　沖　縄 ........................約1時間50分 　新大阪⇔岡山  ...........約45分（新幹線）
　札　幌 ........................約2時間

◇岡山空港から JR岡山駅，倉敷駅までの所要時間 ◇新幹線（のぞみ）での所要時間
（タクシー利用） 岡山駅  約25分 ............. 5,500円程度 　東 京 ..........................約3時間20分

倉敷駅  約60分 ............. 10,000円程度 　名古屋 ........................約1時間40分
※交通状況により変動します 　新大阪 ........................約45分

（リムジンバス利用） 岡山駅方面  約30分 ..... 760円 　広   島 ........................約40分
倉敷駅方面  約35分 ..... 1,130円 　博   多 ........................約1時間50分

　鹿児島中央（みずほ） .約3時間

交通のご案内
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ANA Crowne Plaza Okayama

1階
バス乗り場

岡山駅西口
交通広場
岡山駅西口
交通広場

岡山国際交流センター
Okayama International Center

さんすて岡山より
2F通路で直結
さんすて岡山より
2F通路で直結

地下道地下道

岡山県医師会館
Okayama Prefctural Medical Association Hall

■ANAクラウンプラザホテル岡山

４ F
第９会場（フェニックスAB）
第10会場（フェニックスCD）
運営副本部
PC受付③

３ F
第８会場（パール）
デジタルポスター会場⑨⑩
展示会場③④　書籍展示

１ F
ネームカード発券②
LS整理券発券コーナー②
クローク

■岡山シティミュージアム
Okayama

■岡山県医師会館

西口筋筋筋西口口筋
Sujiguchi-SNishhig SujNisN guc Sgs SSSgN ShhNisNNiisshigugucucchi-S-SSujuji

クラウンプラザホテル岡山クラウンプラザホテル岡山
Crowne Plaza OkayamaCrowne Plaza Okayama

1階
バス乗り場

岡山駅西山駅西口口口駅岡山山駅西口
場場場場広広通交通交通通広広広広場広広場通広場通交通通広場広場

岡山国際交流センター岡山国際交流センタ
Okayama International CenterOkayama International Internat

医師会館
dical Association Hall

１ F
第６会場（曲水 東）
第７会場（曲水 西）
PC受付②

岡
Ok

イ
AE

４ F
日本産科婦人科学会事務局（401会議室）
学会本部（404会議室）
運営本部（405会議室）

３ F
第１会場（コンベンションホール）
第２会場（301会議室）
ハンズオンセミナー会場②（302会議室）
関連団体展示

２ F

第3会場（レセプションホール）
総合案内・ネームカード発券①
LS整理券発券コーナー①
PC受付①（201会議室）
ハンズオンセミナー会場①（展示ホール）
書籍展示　休憩コーナー

１ F 展示会場①
（イベントホール・ロビー）

１F屋外
テント

デジタルポスター会場①～③
展示会場②　休憩コーナー

■イオンモール岡山

５ F 第11会場（おかやま未来ホール）
PC受付④

ンデンン三井ガーデ三井三井井ガーガーデデンン
Mitsui Garden HMitsui GardMititstssui Ga dGaardrdedeen HHH

■ホテルグランヴィア岡山
■岡山コンベンションセンター

５ F アートなひととき
大原美術館の世界へ

４ F デジタルポスター
会場④～⑧

２ F クローク

４ F
第５会場（401会議室）
ハンズオンセミナー
会場③（402会議室）

３ F 第４会場
（三木記念ホール）２ F

会場のご案内



日産婦誌77巻 2 号108

10：00より前に会場に入られる際は，イオンモールの出入り口が制限されているため，下記順路でお越しください．
B2F地下道よりお越しの場合：未来エスカレーターで，1Fまで上がり，左手にURBAN RESEARCH Store を見なが
ら に沿って進み左折，無印良品とイオンスタイル食品売り場の間を抜けた先にある東Bエレベーターで5Fまでお
上がりください．
1Fよりお越しの場合：岡山駅側出入口から入り，B2F地下道から 1Fに上がった後と同様の順路で東Bエレベーター
を利用，または，市役所筋側の東Bバス停側出入口よりイオンモールに入り，入ってすぐの東Bエレベーターを使って
5Fにお上がりください．

第11会場 イオンモール岡山 おかやま未来ホール順路案内

西A入口

西B入口

西C
イオンスタイル

入口

南イオンスタイル入口

東A
市役所筋側
入口

東C入口地下道から直結
北 岡山駅側入口

東Bバス停側
入口

B2Fより

出入口

北西

西

西B
中央　

東B

東A
北

中央

未来エスカ

未来
エスカ

東B

出入口
東B

東B

東A北

中央
中央

東A

未来エスカ

北5Fで東Bエレベーターを降りて，
イオンシネマを左手に見ながら
直進するとおかやま未来ホール
の入り口があります．

1F フロア

5Fフロア
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█ 岡山コンベンションセンター

211 212

OAコーナー

2Fロビー

管
理
事
務
室

（
受
付
）

岡山県医師会館へ

トラックヤード

屋外広場

防災センター

Ｊ
Ｒ
岡
山
駅（
西
口
）

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山
へ

連
絡
通
路

連
絡
通
路

展示会場①
（イベントホール・ロビー）

展示会場①
（イベントホール・ロビー）

デジタルポスター会場①～③
デジタルポスター座長受付

展示会場②
休憩コーナー
（屋外テント）

デジタルポスター会場①～③
デジタルポスター座長受付

展示会場②
休憩コーナー
（屋外テント）

ネームカード発券①
LS整理券発券コーナー①
ネームカード発券①
LS整理券発券コーナー①

総合案内総合案内

書籍展示書籍展示

ハンズオンセミナー会場①
（展示ホール）

ハンズオンセミナー会場①
（展示ホール）

休憩コーナー休憩コーナー

第3会場
（レセプションホール）

第3会場
（レセプションホール）

PC受付①
（201会議室）
PC受付①
（201会議室）

1F

2F



日産婦誌77巻 2 号110

█ 岡山コンベンションセンター

倉  庫

315

314 313 312 311

402
会議室

406
会議室

407
会議室

407控室

キッズ
ルーム

403
会議室

日本産科婦人科学会事務局
（401会議室）

日本産科婦人科学会事務局
（401会議室）

ハンズオン
セミナー会場②
（302会議室）

ハンズオン
セミナー会場②
（302会議室）

関連団体展示関連団体展示

第1会場
（コンベンションホール）

第1会場
（コンベンションホール）

第2会場
（301会議室）
第2会場

（301会議室）

運営本部
（405会議室）
運営本部

（405会議室）

学会本部
（404会議室）
学会本部

（404会議室）

3F

4F
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█ 岡山県医師会館

←

←

連絡通路

ロビー4F

岡
山
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
へ

第4会場
（三木記念ホール）
第4会場

（三木記念ホール）

第5会場
（401会議室）
第5会場

（401会議室）

ハンズオン
セミナー会場③
（402会議室）

ハンズオン
セミナー会場③
（402会議室）

2F

4F



日産婦誌77巻 2 号112

█ 岡山シティミュージアム

クローククローク

デジタルポスター会場④～⑧
（企画展示室）

デジタルポスター会場④～⑧
（企画展示室）

EV

EV

岡山コンベンションセンター
岡山県医師会館

JR岡山駅（西口）

ひかりの広場

デジタルポスター座長受付②デジタルポスター座長受付②

アートなひととき
大原美術館の世界へ
（常設展示室）

アートなひととき
大原美術館の世界へ
（常設展示室）

⬅
4Fへ

JR岡山駅（西口）

⬅

2Fから2Fから

⬅

5Fへ5Fへ

⬅

4Fへ4Fへ

⬅

4Fから4Fから

⬅

2Fへ2Fへ

出入口

2F

5F

4F
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█ ANAクラウンプラザホテル岡山

フロントカウンター

ロビー

花
交

花
葉
Ⅰ

花
葉
Ⅱ

ホ
テ
ル
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

第7会場
（曲水 西）
第7会場
（曲水 西）

第6会場
（曲水 東）
第6会場
（曲水 東）

PC受付②PC受付②

1F



日産婦誌77巻 2 号114

█ ホテルグランヴィア岡山

1F

ネームカード発券②
ランチョンセミナー整理券発券コーナー②
ネームカード発券②
ランチョンセミナー整理券発券コーナー②

クローククローク

参加受付参加受付

地下道から
イオンモール岡山へ

直進

ラウンジ
ルミエール

車寄せ

記名台

フロントフロント

岡山コンベンションセンター方面へは1Fから
JR岡山駅（東口）へ
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█ ホテルグランヴィア岡山

3F

桃

エメラルドエメラルド

オーキッド

書籍展示書籍展示

第10会場
（フェニックスCD）
第10会場

（フェニックスCD）
第9会場

（フェニックスAB）
第9会場

（フェニックスAB）

PC受付③PC受付③

運営副本部
（菫）

運営副本部
（菫）

展示会場④
（クリスタル）
展示会場④
（クリスタル）

第8会場
（パール）
第8会場
（パール）

デジタルポスター座長受付③デジタルポスター座長受付③

デジタルポスター会場⑩
（トパーズ）

デジタルポスター会場⑩
（トパーズ）

デジタルポスター会場⑨
（ルビー）

デジタルポスター会場⑨
（ルビー）

展示会場③
（ホワイエ）
展示会場③
（ホワイエ）

4F



日産婦誌77巻 2 号116

█ おかやま未来ホール

第11会場
（おかやま未来ホール）

第11会場
（おかやま未来ホール）

PC受付④
（ホワイエ）
PC受付④
（ホワイエ）

イオンシネマ
出入口





日産婦誌77巻 2 号118

 腫瘍　  周産期　  生殖・内分泌　  女性ヘルスケア（その他含む）

 ：機構専門医の認定講習　 ：自動翻訳

第77回日本産科婦人科学会　学術講演会日程表
第1日目　令和7年5月23日（金）

8：00 9：00 10：00 11：00 12：00

岡
山
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

第1会場
3F 

コンベンションホール

第2会場
3F 

301会議室

第3会場
2F 

レセプションホール

岡
山
県
医
師
会
館

第4会場
2・3F 

三木記念ホール

第5会場
4F 

401会議室

Ａ
Ｎ
Ａ 

ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
岡
山

第6会場
1F 
曲水東

第7会場
1F 
曲水西

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山

第8会場
3F 
パール

第9会場
4F 

フェニックスCD

第10会場
4F 

フェニックスAB

第11会場
イオンモール岡山

5F　おかやま未来ホール

ポスター会場

岡
山
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー

ハンズオン会場①
2F　展示ホール

ハンズオン会場②
3F　302会議室

ハンズオン会場③
岡山県医師会館 
4F　402会議室

13：00

8：20～
8：40
開会式

8：40～9：10
特別講演
1

板倉

9：10～9：40
特別講演
2

伊東

9：40～10：10
特別講演
3

京

10：10～10：40
特別講演
4

小林

10：40～11：10 

海外招請
講演1
TSANG

11：10～11：40
招請講演
1

那須

12：00～13：00
ランチョンセミナー1
共催：ジェンマブ（株）

9：00～11：00
教育奨励賞/健康・医療活動賞受賞講演

安部 今井 志鎌 矢野

12：00～13：00
ランチョンセミナー2
共催：ラインファーマ（株）

8：50～10：35
JSOG Congress  
Award Candidate2
IS-AC-2-1～IS-AC-2-7

12：00～13：00
ランチョンセミナー3
共催： AOI  

Biosciences（株）

9：00～10：45
JSOG Congress  
Award Candidate3
IS-AC-3-1～IS-AC-3-7

12：00～13：00
ランチョンセミナー4
共催： インテュイティブ

サージカル（同）

9：00～10：20
International Session 

Workshop1
IS-WS-1-1～IS-WS-1-8

12：00～13：00
ランチョンセミナー5
共催： オリンパス 

マーケティング（株）

8：50～10：05
JSOG Congress  
Award Candidate1
IS-AC-1-1～IS-AC-1-5

10：20～11：30
International Session 

Workshop3
IS-WS-3-1～IS-WS-3-7

12：00～13：00
ランチョンセミナー6
共催：エーザイ（株）

9：00～9：50
International 
Session  
Workshop2

IS-WS-2-1～IS-WS-2-5

10：00～11：30
生涯研修プログラム1

思春期女性のQOLを考える
小川 渡邉 寺内

12：00～13：00
ランチョンセミナー7
共催： ノーベルファーマ（株）/

あすか製薬（株）

9：00～11：30
International Workshop for Junior Fellows（IWJF）

12：00～13：00
ランチョンセミナー8
共催： コニカミノルタジャパン（株）/

キヤノンメディカルシステムズ（株）

9：00～11：00
会長特別企画シンポジウム1
婦人科遺伝性腫瘍診療

織田 平沢 藤田 植木

12：00～13：00
ランチョンセミナー9
共催： ファイザー（株） ワクチン

メディカルアフェアーズ

8：30～9：00
教育講演
1

馬淵

9：00～9：30
教育講演
2

徳永

9：30～10：00 

海外招請
講演2

JACOBSSON

10：00～10：30 

海外招請
講演3
PARK

10：30～11：00 

海外招請
講演4

CHANDRAN

11：00～11：30 

海外招請
講演5
CLARE

12：00～13：00
ランチョンセミナー10
共催：クラシエ薬品（株）

8：30～11：30
コンセンサスミーティング1

産婦人科診療ガイドライン産科編2026

9：00～10：05
ポスター発表

10：20～11：20
ポスター発表

9：00～13：00
J-MELS講習会



2025年 2 月 119

14：00 15：00 16：00 17：00 18：00 19：0013：00
13：20～16：20 
シンポジウム1

予防医学の視点からみた適切な周産期医療を目指して 
～プレコンセプションケアから中高年のヘルスケアまで～
岩間 牛田 辻 橋本

17：00～18：00
イブニングセミナー1
共催：MSD（株）

13：20～15：20 
Faculty Development（FD）講習会

末光 星 廣瀬 品川 鈴木 小松 永昜

15：40～16：40
アフタヌーンセミナー1
共催： メンリッケ 

ヘルスケア（株）

17：00～18：00
イブニングセミナー2
共催：科研製薬（株）

13：20～15：20 
感染対策連携委員会企画（ファイザー公募型

医学教育プロジェクト助成共催）

相澤 森岡 羅 倉澤

15：40～16：40
アフタヌーンセミナー2
共催： リジェネロン・

ジャパン（株）

13：20～14：40
International Session 

Workshop4
IS-WS-4-1～IS-WS-4-8

15：10～16：40
生涯研修プログラム3

婦人科で遭遇する性分化疾患
（DSDs）

渡邉 鎌田 榊原

17：00～17：45
イブニングセミナー3
共催： ベックマン・ 

コールター（株）

13：20～14：40
International Session 

Workshop5
IS-WS-5-1～IS-WS-5-8

16：50～18：00
イブニングセミナー4
共催：バイエル薬品（株）

13：20～14：30
International Session 

Workshop6
IS-WS-6-1～IS-WS-6-7

15：30～17：00
生涯研修プログラム4

本邦が目指すべきMIGSの
Global Standarization
羽田 安彦 小松

13：20～14：50
生涯研修プログラム2
連携に基づく 

母体メンタルヘルスケア
蔭山 鈴木 小谷

15：10～16：40 
社会保険委員会企画

市塚 岡野 白澤 平沢 石川 寺井
13：20～14：20
AOFOG Session

Prepared for Pregnancy along with a 
Strategy for Safer Pregnancy Outcomes
Tait Lumbiganon Ratnasiri
Choolani Haththotuwa

15：30～17：00
DGGG Joint Conference

Yoshihara Hasegawa Katayama
Dichgans Flethe Wowretzko

18：20～20：20
情報交換会（表彰式を含む）

岡山大学鹿田キャンパス解剖実習室（大実習室）
5月23日（金） 9：30～16：00（予定）

Cadaver Surgical Training
CSTで学ぶ 

～エキスパートが見る骨盤内解剖とトラブルシューティング

13：20～17：20
コンセンサスミーティング2

産婦人科診療ガイドライン婦人科外来編2026

13：20～14：25
ポスター発表

14：40～15：45
ポスター発表

16：00～16：50
ポスター発表

14：00～16：30
日本子宮鏡研究会　子宮鏡ハンズオンセミナー

もっと子宮鏡を！
14：40～16：40

ハンズオンセミナー1
漢方の診察実技と臨床への活用法

共催：（株）ツムラ



日産婦誌77巻 2 号120

 腫瘍　  周産期　  生殖・内分泌　  女性ヘルスケア（その他含む）

 ：機構専門医の認定講習　 ：自動翻訳

第77回日本産科婦人科学会　学術講演会日程表
第2日目　令和7年5月24日（土）

8：00 9：00 10：00 11：00 12：00

岡
山
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

第1会場
3F 

コンベンションホール

第2会場
3F 

301会議室

第3会場
2F 

レセプションホール

岡
山
県
医
師
会
館

第4会場
2・3F 

三木記念ホール

第5会場
4F 

401会議室

Ａ
Ｎ
Ａ 

ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
岡
山

第6会場
1F 
曲水東

第7会場
1F 
曲水西

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山

第8会場
3F 
パール

第9会場
4F 

フェニックスCD

第10会場
4F 

フェニックスAB

第11会場
イオンモール岡山

5F　おかやま未来ホール

ポスター会場

岡
山
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー

ハンズオン会場①
2F　展示ホール

ハンズオン会場②
3F　302会議室

ハンズオン会場③
岡山県医師会館 
4F　402会議室

13：00

9：00～9：30
特別講演
5

小林

9：30～10：00
特別講演
6

若槻

10：00～10：30
招請講演
2

間野

10：30～11：00
招請講演
3

三浦

11：00～11：30
会長講演

増山

11：50～12：50
ランチョンセミナー11
共催：アストラゼネカ（株）

9：00～10：10
International Session 

Workshop7
IS-WS-7-1～IS-WS-7-7

11：50～12：50
ランチョンセミナー12
共催：（株）ツムラ

8：50～10：50 
周産期委員会企画

宮下 山田 中田 松岡 永松 板倉

11：50～12：50
ランチョンセミナー13
共催：テルモ（株）

8：50～10：50 
災害対策・復興委員会企画

今井 谷垣 近藤 津田

11：50～12：50
ランチョンセミナー14
共催： ジョンソン・エンド・

ジョンソン（株）

9：00～10：20
International Session 

Workshop8
IS-WS-8-1～IS-WS-8-8

11：50～12：50
ランチョンセミナー15
共催：ゲルべ・ジャパン（株）

9：00～10：10
International Session 

Workshop9
IS-WS-9-1～IS-WS-9-7

10：20～10：50
厚生労働
省企画 
セッション
柴田

11：50～12：50
ランチョンセミナー16
共催：武田薬品工業（株）

9：00～10：20
International Session 

Workshop10
IS-WS-10-1～IS-WS-10-8

10：30～11：20
International 
Session  

Workshop11
IS-WS-11-1～IS-WS-11-5

11：50～12：50
ランチョンセミナー17
共催：MSD（株）

8：50～9：50
モーニングセミナー1
共催：杏林製薬（株）

10：00～11：00 
JESGOセッション

植田 玉内 原賀 吉岡

11：50～12：50
ランチョンセミナー18
共催： 持田製薬（株）/ 

持田製薬販売（株）

8：50～10：50
会長特別企画シンポジウム2
PHR/EHRの利活用を踏まえた 
デジタルイノベーション

野上 田淵 泉田 牧

11：50～12：50
ランチョンセミナー19
共催：Varinos（株）

8：50～10：50   
Plenary Lecture

Message from Women Leaders
Dantas Kihara Kato

11：50～12：50
ランチョンセミナー20
共催：サノフィ（株）

9：30～10：35
ポスター発表

9：30～11：30
医会・学会共同企画ハンズオンセミナー

急速遂娩のための 
鉗子・吸引シミュレーション講習

10：00～17：00
J-MELS講習会
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14：00 15：00 16：00 17：00 18：00 19：0013：00

13：10～13：40
特別講演
7

藤森

13：40～14：10
特別講演
8

杉野

14：30～17：30 
シンポジウム2

分子生物学的知見を考慮した本邦における 
新しい子宮体癌の診断・治療戦略

朝見 坂井 滝 芳川

17：40～
18：00
表彰式

13：10～14：10 
編集委員会企画

芳川 小松

14：30～15：30
アフタヌーンセミナー3
共催：富士フイルム富山化学（株）

16：00～17：00
アフタヌーンセミナー6
共催： （株）ダナフォーム/ 

 （株）Mirai Genomics

17：30～18：30
イブニングセミナー5
共催：武田薬品工業（株）

13：10～14：40
生涯研修プログラム5
産科手術に関する話題

二井 松永 原田

15：00～16：00
学術奨励賞受賞講演

左 岩橋

17：30～18：30
イブニングセミナー6
共催： アステラス製薬（株）  

メディカルアフェアーズ
本部

13：10～14：40
生涯研修プログラム6

婦人科がんサバイバーのヘルスケア
中村 横田 吉原

15：00～17：00 
産婦人科未来委員会企画

谷口 山田 道佛 上條 加嶋 黒川 甲賀

17：30～18：30
イブニングセミナー7
共催：ロート製薬（株）

13：10～14：10
International Session 

Workshop12
IS-WS-12-1～ 
IS-WS-12-6

15：00～16：00
第5版　用語集・ 
用語解説集発刊記念
髙井 永井 大場
加藤 久具

16：20～17：20
アフタヌーンセミナー7
共催：アボットジャパン（同）

13：10～16：40
JKT Joint Conference

13：10～14：40
生涯研修プログラム7

梅毒と先天梅毒の診断・治療のコツ
野口 出口 川名

15：00～16：30
渉外委員会企画

森 石田 石田 清水
吉村 坂田 吉原

17：30～18：30
イブニングセミナー8
共催：富士製薬工業（株）

13：10～14：10 
ダイバーシティ・人材
育成推進委員会企画

野村 森 仲澤

14：30～15：30
アフタヌーンセミナー4
共催：ニチバン（株）

16：40～17：10
アフタヌーン
セミナー8
共催： GEヘルスケア・

ジャパン（株）

17：30～18：30
イブニングセミナー9
共催：中外製薬（株）

13：10～14：10 
臨床研究審査委員会

企画

福原

14：30～15：30
アフタヌーンセミナー5
共催： コヴィディエン

ジャパン（株）

16：00～17：00 
感染対策講習会

山岸

17：30～18：30
イブニングセミナー10
共催：ファイザー（株）

13：10～14：40   
International Session

Clinical Trials for Hyperglyce-
mic Disorders in Pregnancy
Simmons Arata Metzger

15：00～17：00
会長特別企画シンポジウム3
胎児治療の現在と未来

Shamshirsaz 和田 遠藤 山本 齋藤

17：00～18：30
スポンサードセミナー1

共催：ウィメンズヘルス・ジャパン（株）

13：00～18：00
医学生フォーラム

13：20～14：25
ポスター発表

14：40～15：45
ポスター発表

16：00～16：55
ポスター発表

15：00～16：00
一般社団法人子宮筋層・
内膜症病変生検研究会
ハンズオンセミナー

10：00～17：00
J-MELS講習会



日産婦誌77巻 2 号122

 腫瘍　  周産期　  生殖・内分泌　  女性ヘルスケア（その他含む）

 ：機構専門医の認定講習

第77回日本産科婦人科学会　学術講演会日程表
第3日目　令和7年5月25日（日）

8：00 9：00 10：00 11：00 12：00

岡
山
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

第1会場
3F 

コンベンションホール

第2会場
3F 

301会議室

第3会場
2F 

レセプションホール

岡
山
県
医
師
会
館

第4会場
2・3F 

三木記念ホール

第5会場
4F 

401会議室

Ａ
Ｎ
Ａ 

ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
岡
山

第6会場
1F 
曲水東

第7会場
1F 
曲水西

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山

第8会場
3F 
パール

第9会場
4F 

フェニックスCD

第10会場
4F 

フェニックスAB

第11会場
イオンモール岡山

5F　おかやま未来ホール

ポスター会場

岡
山
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー

ハンズオン会場①
2F　展示ホール

ハンズオン会場②
3F　302会議室

ハンズオン会場③
岡山県医師会館 
4F　402会議室

13：00

8：30～9：30 
教育委員会企画
小林 玉手 長又
小松 寺井

9：40～11：40
会長特別企画シンポジウム4

産婦人科における教育研究の創出
和足 菊川 衛藤 家入

12：00～13：00
ランチョンセミナー21
共催：MSD（株）

8：30～10：00 
日本産科婦人科学会 - 

日本 IVR学会 Joint Session
小野澤 松井 西尾福 狩谷 馬淵

12：00～13：00
ランチョンセミナー22
共催：（株）メディコン

8：30～9：30
高得点日本語演題1

周産期
野口 三木 西田
菅井 吉田 野平

10：00～11：30
生涯研修プログラム9
妊婦の循環管理

神谷 川口 堀内

12：00～13：00
ランチョンセミナー23
共催：あすか製薬（株）

8：30～9：10
高得点日本語演題2
生殖・内分泌
和田 上野
尾臺 謝敷

10：00～11：30
生涯研修プログラム10
健康リスクから考える 

不妊治療前後のフォローアップ
北島 岩佐 大須賀

12：00～13：00
ランチョンセミナー24
共催： コヴィディエン

ジャパン（株）

8：30～9：30
モーニングセミナー2
共催：Fotona Japan（株）

10：00～11：30
ワークショップ

荻島 光井 森田 水野

12：00～13：00
ランチョンセミナー25
共催：ゼリア新薬工業（株）

8：30～9：30
高得点日本語演題3
婦人科腫瘍

平川 山田 大城
藤岡 野﨑 谷岡

10：00～11：30
生涯研修プログラム11

AI 研究の裾野を広げる―産婦人科
臨床医が始めるAI 研究入門―
野田 植田 小松

12：00～13：00
ランチョンセミナー26
共催：エーザイ（株）

10：00～11：30 
女性ヘルスケア委員会企画

寺内 蓮尾 西岡 門間 倉澤

12：00～13：00
ランチョンセミナー27
共催： グラクソ・スミス

クライン（株）

10：10～11：40
臨床倫理監理委員会企画

三浦 永松 織田 堀江

12：00～13：00
ランチョンセミナー28
共催： DKSHマーケット 

エクスパンション 
サービスジャパン（株）

8：30～11：30 
医会・学会共同企画「生涯研修プログラム」

相良 林 鈴木 長谷川 松田 新垣 照井

12：00～13：00
ランチョンセミナー29
共催： ジェンマブ（株） 

メディカルアフェアーズ
本部

8：30～10：00
生涯研修プログラム8

HPV関連がんの総合的予防戦略
八木 丹生 鉄永

10：30～11：30 
医療安全講習会

飯生

12：00～13：00
ランチョンセミナー30
共催： アストラゼネカ（株）/

MSD（株）

9：00～10：00
ポスター発表

10：30～11：35
ポスター発表

9：00～13：00
J-MELS講習会

9：30～11：30 　ハンズオンセミナー2
分娩シミュレータで学ぼう～肩甲難産や 

胎盤用手剝離の腟内手技を安全に行うための講習
共催：（株）京都科学

12：30～15：30
ハンズオン
セミナー3
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14：00 15：00 16：00 17：00 18：00 19：0013：00

13：20～13：50
教育講演
3

柳井

14：00～14：30
要望講演

木村

14：50～15：50 
医療倫理講習会

岡田

15：50
〜
16：00 
閉
会
式

13：20～14：20
アフタヌーンセミナー

9
共催：日本新薬（株）

13：20～14：50
生涯研修プログラム12

インターコンセプションケアの 
実際―次回の妊娠に向けて―
瀧本 田中 佐々木

13：20～15：20 
セクシュアル・リプロダクティブ・ヘルス/ 

ライツ（SRHR）推進委員会企画

種部 大保 蓮尾 宮澤 宋 高島田 林 荻田

13：20～14：20
アフタヌーンセミナー10
共催： GEヘルスケア・

ジャパン（株）

13：20～14：20
アフタヌーンセミナー11
共催：久光製薬（株）

13：20～14：50
J-CIMELS　ワークショップ

望月 染谷 深見 川上 横山

13：20～15：20 
サステイナブル産婦人科医療体制確立委員会

企画

前田 城戸 川澄

13：20～15：20 
婦人科腫瘍委員会企画

志鎌 織田 高橋 小林 井箟 森定

13：20～14：50 
生殖・内分泌委員会企画

片桐 髙橋 山田 大須賀

13：20～14：30
ポスター発表

12：30～15：30　ハンズオンセミナー3
ランチョンハンズオンセミナー

～理論と実践～OASIS 修復から帝王切開の縫合技術まで
共催：ジョンソン・エンド・ジョンソン（株）



日産婦誌77巻 2 号124

 腫瘍　  周産期　  生殖・内分泌　  女性ヘルスケア（その他含む）

 ：機構専門医の認定講習　 ：自動翻訳

第77回日本産科婦人科学会・ポスターセッション時間割
第1日目　令和7年5月23日（金）

9：00 10：00 11：00 12：00 13：00

岡
山
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

ポスター会場1
1F　屋外テント

ポスター会場2
1F　屋外テント

ポスター会場3
1F　屋外テント

岡
山
シ
テ
ィ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ポスター会場4
4F　展示室

ポスター会場5
4F　展示室

ポスター会場6
4F　展示室

ポスター会場7
4F　展示室

ポスター会場8
4F　展示室

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山

ポスター会場9
3F　ルビー

ポスター会場10
3F　トパーズ

9：00～9：45
Cervical Cancer
ISP-1-1～ 
ISP-1-9
Group 1

10：20～11：00
Endometrial 
Cancer /  
Biomarkers
ISP-11-1～
ISP-11-8
Group 11

9：00～9：45
Ovarian Cancer/ 

Clinical  
Research
ISP-2-1～ 
ISP-2-9
Group 2

10：20～11：10
Ovarian Cancer / 
Biomarkers
ISP-12-1～ 
ISP-12-10
Group 12

9：00～10：05
Ovarian Cancer /  
Case Reports

ISP-3-1～ISP-3-13
Group 3

10：20～11：20
Oncology 1

ISP-13-1～ISP-13-12
Group 13

9：00～9：35
Reproductive 
Physiology / 
Endocrinology
ISP-4-1～
ISP-4-7
Group 4

10：20～10：55
PCOS / 
Surgery
ISP-14-1～
ISP-14-7
Group 14

9：00～9：35
ART 1 / 

Oncofertility
ISP-5-1～
ISP-5-7
Group 5

10：20～10：55
Endometrio-
sis / Adeno-
myosis

ISP-15-1～
ISP-15-7
Group 15

9：00～9：55
Maternal  
physiology /  
Perinatal care

ISP-6-1～ISP-6-11
Group 6

10：20～11：20
Prenatal Diagnosis /  
Fetal Congenital  

Disease
ISP-16-1～ISP-16-12

Group 16

9：00～10：05
HDP / FGR / Placenta
ISP-7-1～ISP-7-13

Group 7

10：20～11：20
Placenta

ISP-17-1～ISP-17-12
Group 17

9：00～10：00
Pregnancy with  

Medical  
Complications

ISP-8-1～ISP-8-12
Group 8

10：20～11：10
Preterm Delivery
ISP-18-1～ 
ISP-18-10
Group 18

9：00～9：45
Adolescent and 
Young Adult
ISP-9-1～ 
ISP-9-9
Group 9

10：20～11：00
Women’s 

Health Care 2
ISP-19-1～
ISP-19-8
Group 19

9：00～9：40
Women’s 

Health Care 1
ISP-10-1～
ISP-10-8
Group 10

10：20～11：00
Infection / 
HPV Vaccine
ISP-20-1～
ISP-20-8
Group 20
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14：00 15：00 16：00 17：00 18：00 19：00

13：20～14：25
Cervical Cancer / CIN
ISP-21-1～ISP-21-13

Group 21

14：40～15：20
卵巣稀少がん
P-1-1～P-1-8
Group 1

16：00～16：50
子宮体がん 
バイオマーカー

P-11-1～P-11-10
Group 11

13：20～13：45
Endometrial 
Cancer / Clini-
cal Research
ISP-22-1～
ISP-22-5
Group 22

14：40～15：45
子宮体がん　手術
P-2-1～P-2-13
Group 2

16：00～16：45
子宮体部腫瘍 1
P-12-1～P-12-9
Group 12

13：20～14：25
Oncology 2

ISP-23-1～ISP-23-13
Group 23

14：40～15：35
子宮頸部腫瘍 1
P-3-1～P-3-11
Group 3

16：00～16：45
社会問題・ 
医学教育

P-13-1～P-13-9
Group 13

13：20～14：20
ART 2 / Others

ISP-24-1～ISP-24-12
Group 24

14：40～15：20
生殖生理・ 

内分泌・不育症
P-4-1～P-4-8
Group 4

16：00～16：50
生殖補助医療 1
P-14-1～P-14-10

Group 14

13：20～14：10
Fetal / Newborn 
Physiology
ISP-25-1～ 
ISP-25-10
Group 25

14：40～15：30
胎盤・臍帯 1
P-5-1～P-5-10
Group 5

16：00～16：50
HDP（基礎）

P-15-1～P-15-10
Group 15

13：20～14：15
Abnormal  
Pregnancy
ISP-26-1～ 
ISP-26-11
Group 26

14：40～15：25
早産 1

P-6-1～P-6-9
Group 6

16：00～16：50
早産 2

P-16-1～P-16-10
Group 16

13：20～14：25
Management of  
Delivery 1

ISP-27-1～ISP-27-13
Group 27

14：40～15：25
合併症妊娠 1
P-7-1～P-7-9
Group 7

16：00～16：50
合併症妊娠 2

P-17-1～P-17-10
Group 17

13：20～14：10
Management of 
Delivery 2
ISP-28-1～ 
ISP-28-10
Group 28

14：40～15：25
産科DIC・ 
産科出血・ 
羊水塞栓 1
P-8-1～P-8-9
Group 8

16：00～16：40
母子感染 1
P-18-1～
P-18-8
Group 18

14：40～15：40
無痛分娩 1

P-9-1～P-9-12
Group 9

16：00～16：40
高年妊娠
P-19-1～
P-19-8
Group 19

13：20～14：00
Mental  
Health /  
Others

ISP-29-1～
ISP-29-8
Group 29

14：40～15：30
骨盤臓器脱（POP）
P-10-1～P-10-10

Group 10

16：00～16：45
感染症・その他
P-20-1～P-20-9
Group 20



日産婦誌77巻 2 号126

 腫瘍　  周産期　  生殖・内分泌　  女性ヘルスケア（その他含む）

 ：機構専門医の認定講習　 ：自動翻訳

第77回日本産科婦人科学会・ポスターセッション時間割
第2日目　令和7年5月24日（土）

9：00 10：00 11：00 12：00 13：00

岡
山
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

ポスター会場1
1F　屋外テント

ポスター会場2
1F　屋外テント

ポスター会場3
1F　屋外テント

岡
山
シ
テ
ィ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ポスター会場4
4F　展示室

ポスター会場5
4F　展示室

ポスター会場6
4F　展示室

ポスター会場7
4F　展示室

ポスター会場8
4F　展示室

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山

ポスター会場9
3F　ルビー

ポスター会場10
3F　トパーズ

9：30～10：25
ACOG2026  
若手派遣選考

ACOG-1～ACOG-11

9：30～10：10
卵巣性索間質性
腫瘍・その他
P-21-1～
P-21-8
Group 21

9：30～10：15
子宮頸がん 
臨床研究 1

P-22-1～P-22-9
Group 22

9：30～10：10
卵巣悪性腫瘍 
手術

P-23-1～
P-23-8
Group 23

9：30～10：20
HPV

P-24-1～P-24-10
Group 24

9：30～10：25
生殖補助医療 2
P-25-1～P-25-11

Group 25

9：30～10：15
早産 3

P-26-1～P-26-9
Group 26

9：30～10：35
HDP（臨床）

P-27-1～P-27-13
Group 27

9：30～10：25
胎児異常（CHD）
P-28-1～P-28-11

Group 28

9：30～10：10
女性ヘルスケア 

1
P-29-1～
P-29-8
Group 29
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14：00 15：00 16：00 17：00 18：00 19：00

13：20～14：10
子宮体がん 
Lp 療法

P-30-1～P-30-10
Group 30

14：40～15：25
子宮体部腫瘍 2
P-40-1～P-40-9
Group 40

16：00～16：50
子宮筋腫

P-50-1～P-50-10
Group 50

13：20～14：00
絨毛性疾患・ 
その他
P-31-1～
P-31-8
Group 31

16：00～16：50
ICI　有害事象

P-51-1～P-51-10
Group 51

13：20～14：15
子宮頸がん　ICI
P-32-1～P-32-11

Group 32

14：40～15：25
子宮頸がん 
臨床研究 2

P-42-1～P-42-9
Group 42

16：00～16：55
外陰・腟壁 

子宮頸部腫瘍 2
P-52-1～P-52-11

Group 52

13：20～14：25
卵巣がん　バイオマーカー
P-33-1～P-33-13

Group 33

14：40～15：30
卵巣がん　臨床研究
P-43-1～P-43-10

Group 43

16：00～16：55
付属器腫瘍

P-53-1～P-53-11
Group 53

13：20～14：10
悪性転化

P-34-1～P-34-10
Group 34

14：40～15：15
子宮肉腫
P-44-1～
P-44-7
Group 44

16：00～16：55
家族性腫瘍

P-54-1～P-54-11
Group 54

13：20～14：15
がん生殖・卵子凍結・ 
プレコンセプションケア
P-35-1～P-35-11

Group 35

14：40～15：20
胎盤・臍帯 2
P-45-1～
P-45-8
Group 45

16：00～16：40
異常妊娠
P-55-1～
P-55-8
Group 55

13：20～13：55
母子感染 2
P-36-1～
P-36-7
Group 36

14：40～15：35
合併症妊娠 3

P-46-1～P-46-11
Group 46

16：00～16：50
合併症妊娠 4

P-56-1～P-56-10
Group 56

13：20～14：15
GDM

P-37-1～P-37-11
Group 37

14：40～15：25
産科DIC・ 
産科出血・ 
羊水塞栓 2

P-47-1～P-47-9
Group 47

16：00～16：50
PPH

P-57-1～P-57-10
Group 57

13：20～14：25
出生前診断

P-38-1～P-38-13
Group 38

14：40～15：45
無痛分娩 2

P-48-1～P-48-13
Group 48

16：00～16：40
分娩管理
P-58-1～
P-58-8
Group 58

13：20～14：00
性分化疾患
（DSDs）
P-39-1～
P-39-8
Group 39

14：40～15：30
思春期・ 

HPVワクチン
P-49-1～P-49-10

Group 49

14：40～15：30
MIS 1
P-41-1～ 
P-41-10
Group 41



日産婦誌77巻 2 号128

 腫瘍　  周産期　  生殖・内分泌　  女性ヘルスケア（その他含む）

 ：機構専門医の認定講習　 ：自動翻訳

第77回日本産科婦人科学会・ポスターセッション時間割
第3日目　令和7年5月25日（日）

9：00 10：00 11：00 12：00 13：00

岡
山
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

ポスター会場1
1F　屋外テント

ポスター会場2
1F　屋外テント

ポスター会場3
1F　屋外テント

岡
山
シ
テ
ィ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ポスター会場4
4F　展示室

ポスター会場5
4F　展示室

ポスター会場6
4F　展示室

ポスター会場7
4F　展示室

ポスター会場8
4F　展示室

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山

ポスター会場9
3F　ルビー

ポスター会場10
3F　トパーズ

9：00～9：50
子宮体がん　その他
P-59-1～P-59-10

Group 59

10：30～11：10
子宮腺筋症・ 
その他
P-69-1～
P-69-8
Group 69

9：00～9：50
MIS 2

P-60-1～P-60-10
Group 60

10：30～11：35
卵巣がん　PARP阻害薬
P-70-1～P-70-13

Group 70

9：00～9：55
骨盤内病変

P-61-1～P-61-11
Group 61

10：30～11：30
腫瘍随伴症状

P-71-1～P-71-12
Group 71

9：00～10：00
子宮筋腫・子宮内膜症
P-62-1～P-62-12

Group 62

10：30～11：30
不妊症

P-72-1～P-72-12
Group 72

9：00～9：45
羊水・胎盤

P-63-1～P-63-9
Group 63

10：30～11：15
多胎妊娠

P-73-1～P-73-9
Group 73

9：00～9：50
合併症妊娠 5

P-64-1～P-64-10
Group 64

10：30～11：15
合併症妊娠 6

P-74-1～P-74-9
Group 74

9：00～9：40
性感染症
P-65-1～
P-65-8
Group 65

10：30～11：30
胎児異常（その他）
P-75-1～P-75-12

Group 75

9：00～9：50
災害・教育

P-66-1～P-66-10
Group 66

10：30～11：10
精神疾患・ 
社会的 
ハイリスク
P-76-1～
P-76-8
Group 76

9：00～9：40
産褥

P-67-1～
P-67-8
Group 67

10：30～11：25
手術

P-77-1～P-77-11
Group 77

9：00～9：40
女性ヘルスケア 

2
P-68-1～
P-68-8
Group 68

10：30～11：05
メンタル 
ヘルス・ 
女性医学
P-78-1～
P-78-7
Group 78



2025年 2 月 129

14：00 15：00 16：00 17：00 18：00 19：00

13：20～14：30
治療関連有害事象
P-79-1～P-79-14

Group 79

13：20～14：05
支持・緩和医療
P-80-1～P-80-9
Group 80

13：20～14：05
子宮頸がん 
臨床研究 3

P-81-1～P-81-9
Group 81

13：20～14：05
生殖補助医療 3
P-82-1～P-82-9
Group 82

13：20～14：00
早産 4
P-83-1～
P-83-8
Group 83

13：20～14：20
分娩誘発

P-84-1～P-84-12
Group 84

13：20～14：00
胎児発育不全・
感染症
P-85-1～
P-85-8
Group 85

13：20～14：05
その他

P-86-1～P-86-9
Group 86

13：20～14：00
社会問題・ 
その他
P-87-1～
P-87-8
Group 87



第 77回日本産科婦人科学会学術講演会＠岡山コンベンションセンター
日本母体救命システム普及協議会主催 J-MELS 講習会

日　程　2025 年 5 月 23 日（金） 9：00～13：00 ①ベーシックコース
 24 日（土） 9：00～13：00 ②アドバンスコース
  14：15～18：15 ③帝王切開時急変対応コース
 25 日（日） 9：20～12：20 ④硬膜外鎮痛急変対応コース

人数 受講料 受講対象 内容概要

①ベーシック 12 15,000 円※ 医師，助産師，看護
師，救急救命士

母体に関わる急変発生現場での緊急対応を座学
とシミュレーションを通して学ぶコース　※
コース登録料 3,000 円が別途必要

②アドバンス 8 22,000 円※ ベーシックコース
受講（見学）済の医師

系統的なアプローチ，急変を見抜き適切に対処す
るスキル，チームパフォーマンスを最大化するマ
ネジメント，各施設で課題を具体的に検討し継続
的に解決することを目標に掲げる　※別途コー
ス登録料が必要になります

③帝王切開 12 15,000 円 ベーシックコース
受講済の産婦人科医

帝王切開術にまつわる脊椎麻酔を含め，術中のト
ラブルへの対応を学ぶコースです．日産婦学会で
開催していたマレーシア版帝王切開コースを日
本の実情に合わせ 4 時間コースに再編成したも
のです

④硬膜外 12 20,000 円
原則 3 年以内にベー
シックコース受講し
ている産婦人科医

硬膜外麻酔分娩施行中の母体急変の対応につい
て学ぶコースです．事前学習（e-learning）があり
ます．硬膜外分娩の手技等を学ぶコースではあり
ません．JALA（無痛分娩関係学会・団体連絡協
議会）が（カテゴリー B）相当と認めた講習会です

募集要項　・募集期間は 2025 年 2 月 25 日（火）正午から 3 月 17 日（月）午前 9 時まで（予定）
・受講当日に第 77 回日本産科婦人科学会学術講演会への参加登録を完了していること
・受講可否は，3 月 25 日（火）までに連絡します
　①は J-CIMELS のマイページで各自確認，②と③と④はメールで連絡します

申込方法
①ベーシックコース

J-CIMELS ホームページから当該コースを検索して「講習会申し込み」をすること
「講習会申し込み」とは，登録→登録料決済（3,000円）→動画視聴→プレテスト受
検のうえ，マイページから受講希望コースの「講習会申し込み」ボタンを押すこ
とによって完了．申込後必ずマイページのアクティビティで申し込みを確認す
ること

②アドバンスコース
③帝王切開時急変対応コース
④硬膜外鎮痛急変対応コース

②③④はそれぞれ J-CIMELS ホームページの「おしらせ」で申し込み方法を案内

★詳細ならびに最新情報は，J-CIMELS（母体救命システム普及協議会）ホームページで確認願います．
★問合せ先：日本母体救命システム普及協議会事務局　メール jcimels@gmail.com 

日産婦誌77巻 2 号130





演 者 （岡山大学）増山　寿
会 期

第77回日本産科婦人科学会
学術講演会

会 長 講 演

次
世
代
を
育
む

5月24日（土）
2025年

11 : 00 ～
11 : 30

第 1 会場
 (岡山コンベンションセンター 
  3 F コンベンションホール)

会 場

座 長
（北海道大学）

渡利　英道
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第77回 日本産科婦人科学会学術講演会

特別講演

産科領域のDIC ～診断と対応～
演者：板倉 敦夫(順天堂大学) 座長：竹田 省(順天堂大学) 

【第1会場】2025年  5 月 23 日 （金）
特別講演1

胎生期の低栄養環境と児の長期予後
演者：伊東 宏晃(浜松医科大学) 座長：杉山 隆(愛媛大学)

特別講演2

婦人科がんの発がん分子メカニズムの探求と,,その先に見えてきたもの
演者：京 哲(島根大学) 座長：森重 健一郎(大阪急性期・総合医療センター)

特別講演3

ロボット手術と歩んだこれまでとこれから
演者：小林 裕明(鹿児島大学) 座長：三上 幹男(湘南医療大学／茅ヶ崎中央病院)

特別講演4

特別講演5
2025年  5 月 24 日 （土）

子宮内膜細胞の多様性
演者：小林 陽一(杏林大学) 座長：青木 大輔(国際医療福祉大学／赤坂山王メディカルセンター)

特別講演6
心血管疾患リスクの低減を目的とした閉経後ホルモン補充療法の確立
演者：若槻 明彦(愛知医科大学) 座長：渡辺 員支(愛知医科大学)

特別講演7
県立大野病院事件と放射線災害がもたらしたもの －福島のレジリエンス－
演者：藤森 敬也(福島県立医科大学) 座長：吉村 𣳾𣳾𣳾𣳾典(慶應義塾大学)

特別講演8
ポストゲノム時代に生きた私の生殖医学研究
演者：杉野 法広(山口大学) 座長：岩瀬 明(群馬大学)

8:40～9:10

13:40～14:10

13:10～13:40

9:00～9:30

9:10～9:40

9:40～10:10

10:10～10:40

9:30～10:00

2025年 2 月 133



第77回 日本産科婦人科学会学術講演会

5月23日 金

子宮腺筋症合併妊娠の臨床エビデンスの創出と
病態機序の解明に向けた検討
－生殖医療から周産期医療への適切な移行を目指して－ 

橋本 彩子(東京大学)

13:20-16:20

帝王切開から始まる次子のためのプレコンセプションケア
の確立とQOLの向上を目指して

辻 俊一郎(滋賀医科大学)

妊娠高血圧症候群に対する母児の長期的な予後に着目した
包括的なアプローチ

牛田 貴文(名古屋大学)

子宮内環境が妊娠合併症に与える影響,,および,,妊娠合併症
の既往と分娩回数が将来の生活習慣病に与える影響
～ビッグデータを用いた疫学的アプローチ～

岩間 憲之(東北大学)

永松 健
(国際医療福祉大学
            成田病院)

予防医学の視点からみた適切な周産期医療を目指して
～プレコンセプションケアから中高年のヘルスケアまで～

演者
木村 文則

(奈良県立医科大学)(五十音順)

座長

2025年

【第1会場】

日産婦誌77巻 2 号134



第77回 日本産科婦人科学会学術講演会

5月24日

2025年

土

免疫表現型と分子病態生理に立脚した
子宮体癌個別化治療戦略

芳川 修久(名古屋大学)

14:30-17:30

p53変異子宮体癌に対する多角的Bio-hallmarks
標的治療の開発：子宮体癌制圧を目指して

滝 真奈(京都大学)

分子生物学的特性に基づいた新たな妊孕性温存療法の
バイオマーカー開発・個別化医療への展開

坂井 健良(慶應義塾大学)

日本人子宮体癌患者における分子遺伝的分類の
有用性評価と新たな治療標的の探索

朝見 友香(昭和医科大学)

吉原 弘祐
(新潟大学)

分子生物学的知見を考慮した本邦における
新しい子宮体癌の診断・治療戦略

演者
森 泰輔

(京都府立医科大学)(五十音順)

座長

【第1会場】

2025年 2 月 135



会長特別企画シンポジウム1

婦人科遺伝性腫瘍診療

第77回日本産科婦人科学会学術講演会

2025年5月23日（金）
第 9会場 (ホテルグランヴィア岡山 4F フェニックスCD)

9 : 00～11: 00

座長 : （琉球大学）関根　正幸 、 （岡山大学）小川千加子

（姫路赤十字病院遺伝子診療科）藤田　裕子
遺伝性腫瘍に関する相談窓口体制整備と
当事者への長期支援に向けて

（岡山大学臨床遺伝子医療学分野）平沢　　晃
遺伝性腫瘍診療の産婦人科における
実装に向けた体制整備

演者 : （東京大学医学部附属病院ゲノム診療部）織田　克利
日本産科婦人科学会公募研究「HBOCを中心とした遺伝性
卵巣癌診療、及びがんゲノム医療の実態調査」について

（がん研究会有明病院臨床遺伝医療部）植木　有紗
MGPT診療の手引き2024年版の解説と
産婦人科診療への導入
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PHR /EHRの利活用を踏まえた
デジタルイノベーション

（順天堂大学情報センター本部）阿曽沼 元博

（東北大学公衆衛生学分野）田淵　貴大
「ビッグデータ解析」

「PHR/EHRの利活用を踏まえた
  デジタルイノベーション」

演者 （岡山大学工学部）野上　保之

（一般社団法人ライフデータイニシアティブ）吉原　博幸座長

（岡山大学）牧　　尉太
「PHR/EHRの利活用を踏まえた
  デジタルイノベーション」

（埼玉医科大学総合医療センター糖尿病・内分泌内科）泉田　欣彦
「次世代型国際標準モバイル・ネットワークによる新たな
  妊娠糖尿病遠隔治療 ～M♡Linkが拓く精密医療～」

会長
特別企画
シンポジウム2

第77回日本産科婦人科学会学術講演会

2025年 5月24日（土）
第 9 会場

(ホテルグランヴィア岡山 4F
フェニックス CD )

8 : 50 ～10 : 50
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齋藤　昌利

人工胎盤・人工子宮システム研究の現在地
東北大学

山本　　亮

T T T S
大阪母子医療センター

遠藤　誠之
大阪大学医学部附属病院胎児診断治療センター

脊髄髄膜瘤胎児手術の現状と展望

和田　誠司

先天性横隔膜ヘルニアに対する胎児治療の現状
国立成育医療研究センター

演者
Alireza Abdollah Shamshirsaz

Advances in Fetal  Surgery
Boston Children's Hospital

高橋雄一郎
岐阜県総合医療センター

遠藤　誠之
大阪大学医学部附属病院胎児診断治療センター

座長

第77回日本産科婦人科学会学術講演会

会長特別企画シンポジウム 3

胎児治療の現在と未来
第10会場

2025年

5月24日（土）15 : 00 ～
17 : 00

(ホテルグランヴィア岡山 
  4 F フェニックスA B )
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第77回
日本産科婦人科学会

学術講演会
座長

演者

産婦人科領域 における教育研究テーマの見つ け方・始め方

教育活動 の 疑問を学術的活動 へつ なげる ～ 自身の 研究活動 から ～

産婦人科教育の現状と研究分野 への 展開

研究分野としての 外科教育の 導入による一挙四得
- 外部資金と研究業績と人材とトレーニング効果

会長特別企画
シンポジウム4 

産婦人科における
教育研究の創出

( 岡山コンベンションセンター
  3 F コンベンションホール )

第 1 会場

2025年

5  25 日
 9 : 40 ～ 11 : 40

片岡　仁美
京都大学医学教育・
国際化推進センター

磯部　真倫
岐阜大学

和足　孝之
京都大学医学部附属病院
総合臨床教育・研修センター

菊川　　誠
九州大学大学院医学研究院
医学教育学講座

衛藤英理子
岡山大学

家入　里志
鹿児島大学小児外科学分野

2025年 2 月 139



第77回 日本産科婦人科学会学術講演会

教育奨励賞/健康・医療活動賞

受賞講演

5月23日

2025年

金

東日本大震災からの復興

安部 宏(南相馬市立総合病院)

研究指導を通じた医学部学生への教育およびリクルート活動

矢野 光剛(大分大学)

遠くの仲間とドライボックスで結紮を競おう
                                      「地方結紮バトル」の教育効果

志鎌 あゆみ(筑波大学)  

愛知県における母体急変対応シミュレーション講習会・普及推進の
取り組みとKirkpatrick Modelを適用した
体系的な教育効果の評価 ～12ヶ月間の長期追跡調査ならびに

名古屋市消防局救急搬送データベースを用いた検証～

今井 健史(名古屋大学)

教育奨励賞

教育奨励賞

教育奨励賞

健康・医療活動賞

座長 梶山 広明 (名古屋大学) 吉野 潔 (産業医科大学)

9:00-11:00
【第2会場】

岡山コンベンションセンター 3F 301会議室
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p53 変異婦人科がんの制圧を目指した
革新的治療戦略
演者：岩橋 尚幸 (和歌山県立医科大学)

生殖医療の安全性と有効性の探求：
ARTレジストリー研究の成果と展望
演者：左 勝則 (自治医科大学)

生殖医学部門

婦人科腫瘍学部門

第77回 日本産科婦人科学会学術講演会

学術奨励賞 受賞講演

5月24日

2025年

土 15:00-16:00

座長 岩佐 武 (徳島大学) 佐藤 豊実 (筑波大学)

【第3会場】
岡山コンベンションセンター 2F レセプションホール
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Message from Women Leaders

The 77th Annual Congress of
the Japan Society of Obstetrics and Gynecology

Plenary Lecture

May 24 ( Sat. ), 2025 
Room 10  ( Phoenix AB, 4F, Hotel Granvia Okayama )

8 : 50 - 10 : 50

FIGO Past President, USA

ACOG President, USA

Jeanne A. Conry
Kaori  Koga
Stella M. Dantas
Wellbeing and the Importance of Community, 
Belonging and Connection

FIGO President, KenyaAnne-Beatrice Kihara
Walk hand-in-hand into the expansive future of obstetrics 
and gynaecology: twinning for development

Kiyoko Kato
What we can do for the health and well being of 
women and their unborn children

Speakers

Chairs

JSOG Vice - chairperson of International Relations

Chairperson of the Executive Board, JSOG
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Clinical Trials for Hyperglycemic
Disorders in Pregnancy

13:10 - 14:40May 24 (Sat.), 2025 
Room 10 (Phoenix AB, 4F, Hotel Granvia Okayama)

Chairs Keun Young Lee Hallym University, Korea

Takashi Sugiyama Ehime University, Japan

Speakers David Simmons

Clinical trials for whether we should treat 
GDM and early GDM:where are we now?

Western Sydney University, Australia

Naoko Arata

An Interventional Study to Reduce Postpartum 
Weight Retention in Obese Mothers Using the 
Internet of Things and a Mobile Application: 
A Randomized Controlled Trial (SpringMom)

National Center for Child Health and Development, Japan

HAPO follow-up study: 
Long-term metabolic health after GDM

Boyd E. Metzger
Department of Medicine, Division of Endocrinology, Metabolism & 
Molecular  Medicine, Northwestern University Feinberg School of 
Medicine, USA

International Session

The 77th Annual Congress of
the Japan Society of Obstetrics and Gynecology
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―概概要要―

座座長長：：山山上上亘亘先先生生、、梶梶山山広広明明先先生生

11.. 「「JJEESSGGOOシシスステテムムのの概概要要とと開開発発状状況況」」

演演者者 植植田田彰彰彦彦先先生生

((京京都都大大学学))

22.. 「「JJEESSGGOO運運用用開開始始にに向向けけたた準準備備とと導導入入方方法法」」

演演者者 玉玉内内学学志志先先生生

((名名古古屋屋大大学学))

33.. 「「当当院院ににおおけけるるJJEESSGGOO導導入入のの実実際際」」

演演者者 原原賀賀順順子子先先生生

((岡岡山山大大学学))

44.. 「「JJEESSGGOO導導入入すするる！！？？ししなないい！！？？  ～～一一般般病病院院のの立立場場かからら～～」」

演演者者 吉吉岡岡恵恵美美先先生生

((関関西西労労災災病病院院))

55.. 総総合合討討論論

本本格格運運用用開開始始以以降降、、ここんんななごご意意見見ををいいたただだいいてていいまますす。。

・ダウンロードしてみたけど、導入方法が難しい！

・3大癌種だけでなく、すべての婦人科癌に対応してほしい

・入力したデータは各種登録事業に簡便に登録できる？

・検索機能や出力機能についてより使いやすい形にしてほしい

・入力したデータを研究棟において利活用していきたい！

改良中です！
(婦人科悪性腫瘍総合入力システム)

「「ここここままでで来来たた、、婦婦人人科科悪悪性性腫腫瘍瘍統統合合入入力力シシスステテムム（（JJEESSGGOO))」」

JESGO運営委員会企画 産婦人科
領域講習

―日日時時―
2025年5月24日 (土)

午前10時00分～11時00分

―場場所所―
第8会場 (ホテルグランヴィア岡山

3F パール)

JJEESSGGOO運運営営委委員員会会

委委員員長長 山上亘 主主幹幹事事 植田彰彦

委委員員 (五十音順)

梶山広明 加藤育民 川名敬

高野忠夫 玉内学志 近澤研郎

津田尚武 徳永英樹 坂井健良

関寿之 永瀬慶和 藤枝薫

山本泰弘

日産婦誌77巻 2 号144
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川名 敬 相澤 志保子

第 会場
岡山コンベンションセンター

レセプションホール

日本大学 日本大学

～最近のトピックスと今後の展望～

感染対策連携委員会

女性に関わるワクチンについての総論

相澤 志保子

小児科医の立場からみたワクチン接種

森岡 一朗 日本大学小児科学

百日咳ワクチン含有の母子免疫ワクチン

東京科学大学

ワクチンの母子免疫ワクチン

倉澤 健太郎 横浜市立市民病院

日本大学

女性を脅かす感染症女性を脅かす感染症

日本産科婦人科学会
感染対策連携委員会

日 時

会 場

年 月 日（金）
～

日本産科婦人科学会
感染対策連携委員会

共催 ファイザー 公募型医学教育活動プロジェクト助成

羅羅 ことい

座長
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周産期領域における R８年度診療報酬改定に向けた戦略と要望
　　　　市塚　清健　昭和医科大学横浜市北部病院

女性ヘルスケア領域における要望項目と課題
　　　　岡野　浩哉　飯田橋レディースクリニック

生殖内分泌領域における要望項目と課題
　　　　白澤　弘光　秋田大学

婦人科ゲノム医療にかかる保険診療の現状と課題
　　　　平沢　　晃　岡山大学

産婦人科鏡視下手術に関する要望項目と課題
　　―ロボット支援手術の適応拡大に向けて―
　　　　石川　博士　千葉大学

診療報酬改定に向けた婦人科悪性疾患における課題
　　　　寺井　義人　神戸大学

令和８年度
診療報酬改定にむけて
～要望項目と課題～

社会保険委員会企画

永瀬　智 山形大学
西井　修 帝京大学医学部附属溝口病院

座　長

2025年

５月23日金 15：10～16：40

第７会場会　場
（ANAクラウンプラザホテル岡山 １F 曲水西）

主催：第77回日本産科婦人科学会学術講演会
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災害対策・復興委員会企画

井箟 ⼀彦 和歌⼭県⽴医科⼤学
（災害対策・復興委員会委員⻑）

⾕垣 伸治 杏林⼤学
（災害対策・復興委員会 委員）

2025年5⽉24⽇(⼟) 8:50〜10:50
第4会場（岡⼭県医師会館 2・3F 三⽊記念ホール）

リエゾン⽀援を考える
〜能登半島地震〜

受援⼒を考える
〜⾸都直下地震訓練〜

⾏政の⽴場から 今後の災害への備え

を考える災 害 対 策

近藤 祐史
（厚⽣労働省 医政局）

津⽥ 尚武
（久留⽶⼤学）

⾕垣 伸治
（杏林⼤学）

今井 ⼀徳
（名古屋市⽴⼤学医学部附属

東部医療センター）

テーマ・講師

座⻑
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第77回 日本産科婦人科学会学術講演会

指導医講習会

臨床研究審査委員会企画

あなたの疑問とデザインが
研究の質を決定する

土

座座長長：：小小林林  陽陽一一(杏林大学 産科婦人科 主任教授 )
臨床研究審査委員会・委員長

第9会場【ホテルグランヴィア岡山 4F フェニックスCD】

13:10-14:105月24日
2025年

京都大学 特任教授、福島県立医科大学 副学長、日本臨床疫学会 代表理事

演演者者：：福福原原俊俊一一（Shunichi Fukuhara, MD, PhD, MACP）

略歴：
北海道大学医学部卒業後、横須賀米海軍病院インターン、カリ

フォルニア大学サンフランシスコ校（UCSF）内科学レジデント。
米国内科学会専門医取得後、循環器・総合内科の臨床に従事。
ハーバード大学医学部・公衆衛生大学院（SPH）合同の臨床疫学
特別プログラムを修了（MSc)。

国際QOL研究プロジェクト（IQOLA）日本代表や国際的腎臓疾患
レジストリー研究 DOPPSの舵取り委員を歴任。現在、QOL研究や
患者中心型レジストリー研究を推進。臨床研究の教育を、Johns 
Hopkins大学や慶應義塾大学の客員教授として大学生を対象に、
また地域医療を支える臨床医を対象に各地の拠点で実施している。
著書「臨床研究の道標」（第二版 2017年）他。
研究領域：Clinical Epidemiology /Outcomes Research /

 Health Services Research
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国国際際交交流流促促進進のの取取りり組組みみ
〜派遣事業による若手医師教育と国際貢献〜

令令和和 年年 月月 日日 土土日日時時

第第７７会会場場場場所所

どのような派遣事業があるのか？それぞれどのように違うの？
どのように選考が行われているのかなど、せっかくのチャンスを
逃さないように、若手の先生方、奮ってご参加ください！

時時 分分～～ 時時 分分時時間間

座長

： ～ ：

： ～ ：

： ～ ：

ププロロググララムム

大須賀 穣渉外委員会委員長

若手国際交流プログラム紹介

森 繭代渉外委員会主務幹事

プログラム参加経験者から

パネルディスカッション
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              第       1       会       場       (       岡       山       コ       ン       ベ       ン       シ       ョ       ン       セ       ン       タ       ー              3       F              コ       ン       ベ       ン       シ       ョ       ン       ホ       ー       ル       )     

       
演       者       
小       林       英       司       （       東       京       慈       恵       会       医       科       大       学       ）       ／       玉       手       雅       人       （       札       幌       医       科       大       学       ）       
長       又       哲       史       （       神       戸       大       学       ）       ／       小       松       宏       彰       （       鳥       取       大       学       ）     

              2       0       2       5       年       5       月       2       5       日       （       日       ）              0       8       :       3       0       ～       0       9       :       3       0     
       増       山       寿       （       岡       山       大       学       ）       ／       寺       井       義       人       （       神       戸       大       学       ）     

       
C       S       T       に       つ       い       て       今       、       議       論       す       る     
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女性ヘルスケア委員会企画

日本における
ユース・クリニック
事業の
現状と課題
日時
2025年5月25日(日)
10:00～ 11:30
場所
第7会場
（ANAクラウンプラザホテル岡山 1F 曲水西）

演者
寺内公一
（東京科学大学）

蓮尾豊
（あおもり女性ヘルスケア研究所）

西岡笑子
（順天堂大学）

門間美佳
（藤沢女性のクリニックもんま）

倉澤健太郎
（横浜市立市民病院）

座長
寺内公一
（東京科学大学）
倉澤健太郎
（横浜市立市民病院）

第77回日本産科婦人科学会学術講演会
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PGT-M、PGT-A・SRおよび
がん・生殖医療施設における現状について

第77回日本産科婦人科学会学術講演会

臨床倫理監理委員会企画

2025年5月25日（日） 10：10〜11：40

会場：第8会場 （ホテルグランヴィア岡山 3F パール）

座長 鈴木 直
（臨床倫理監理委員会委員長）

1. PGT-Mにおける現状

演者：三浦清徳 （PGT-Mに関する審査小委員会委員長）

写真
谷口文紀
（臨床倫理監理委員会副委員長）

2. PGT-A・SRにおける現状

演者：永松 健 （PGT-Aに関する審査小委員会委員長）

3. PGTに対する現行の見解における
課題とその論点

演者：織田克利 （PGTに関する継続審議小委員会委員長）

4. がん・生殖医療施設における現状

演者：堀江昭史 （がん・生殖医療施設認定小委員会委員長）
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加加藤藤 育育民民
サステイナブル産婦人科医療体制確立委員会委員長
旭川医科大学産科婦人科教授

宮宮城城 悦悦子子
サステイナブル産婦人科医療体制確立委員会副委員長
横浜市立大学産科婦人科教授

前前田田 裕裕斗斗 （東京科学大学公衆衛生学分野）

城城戸戸 咲咲 （九州大学病院総合周産期母子医療センター）

川川澄澄 佳佳奈奈 （厚生労働省医政局医事課）

１年を迎えた働き方改革、
現場の現状から見えるもの

サステイナブル産婦人科医療体制確立委員会 委員会企画

フフェェニニッッククスス
ホホーールル

年 月月 日日 ～～日

第 回 日本産科婦人科学会 学術講演会

第第 会会場場ホホテテルルググラランンヴヴィィアア岡岡山山

座座 長長

演演 者者
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       最       新       の     

       腫            瘍            企       画     

       妊       孕       性       温       存       治       療       の       実       態     

       婦       人       科       診       療       に       お       け       る     

       委       員       会     

       H       P       V       検       査       単       独       法     
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第 回日本産科婦人科学会学術講演会
生殖・内分泌委員会企画

出生児時代の生殖医療
実態と課題

ART登録からみた日本のARTと患者の変遷と現状
 片桐 由起子

ART施設の内在リスクを再考する：凍結胚管理の
ジレンマ
高橋 俊文

IVF add-onsからみる日本のARTの将来展望
山田 満稔

普く身近になったART ～1/10ART児時代におけ
る併存症リスクと生殖医療担当医の役割～
大須賀 智子

5/25 13:20 -14:50 第11会場
（イオンモール岡山5F おかやま未来ホール） 
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産産婦婦人人科科診診療療ガガイイドドラライインン

産産科科編編
ココンンセセンンササススミミーーテティィンンググ

日時： 年 月 日（金） ： 〜

会場：第 会場

イイオオンンモモーールル岡岡山山 「「おおかかややまま未未来来ホホーールル」」

司会：

日本医科大学

鈴木 俊治
長崎大学

三浦 清徳

主主なな内内容容：：ととりりああげげるる

妊娠・産褥期の貧血への対応は？
胎児超音波ソフトマーカー など
の計測については？
胞状奇胎についての注意事項は？
前置血管の診断・管理は？

が疑う際の注意点とその
対応は？
子宮収縮薬（オキシトシン，プロスタグランジン α製剤，
ならびにプロスタグランジン 製剤 経口剤 の三者）投与開
始前に確認すべき点は？
子宮収縮薬投与中にルーチンで行うべきことは？
分娩誘発・陣痛促進時における子宮収縮薬の注射薬増量・内
服薬継続時の留意点と，減量・中止を考慮すべき状況は？
分娩後や流産後に子宮内に血流を伴う腫瘤像を認めた場合の
対応は？
無痛分娩の安全な実施のために望ましい施設の体制は？
妊娠中に尖圭コンジローマを認めた時の対応は？
プレコンセプションケアにおける留意点は？
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産産婦婦人人科科診診療療ガガイイドドラライインン

婦婦人人科科外外来来編編
ココンンセセンンササススミミーーテティィンンググ

日時： 年 月 日（金） ： 〜

会場：第 会場
イイオオンンモモーールル岡岡山山 「「おおかかややまま未未来来ホホーールル」」

主主なな内内容容：：ととりりああげげるる

性器ヘルペスの診断と治療は？
組織診で確認された の管理・治療は？
子宮頸部円錐切除術の低侵襲代用法としての ，レーザー蒸散術はど
のような場合に行うか？

ワクチン接種の対象は？
ワクチン接種の際の説明は？

子宮内膜ポリープの診断法および取り扱いは？
子宮鏡下子宮筋腫摘出術を行うのは？
婦人科がん治療後の経過観察は？
乳がん検診はどのように行うか？
家族性腫瘍について問われた場合の対応は？
思春期女性の月経異常治療における留意点は？

性分化疾患の管理は？
男性不妊の治療は？
低用量経口避妊薬（ ），低用量エストロゲン・プロゲスチン配合薬
（ ）を処方するときの説明は？
月経前障害（月経前症候群および月経前不快気分障害）の診断・管理は？
閉経後の女性に腟・外陰部の不快症状の訴えがあったら？
骨盤臓器脱の治療は？
ガス失禁，便失禁の訴えがあったときの初期対応は？
パートナーからの暴力を疑ったときの対応は？
性虐待が疑われる女児への対応は？
プレコンセプションケアに必要な説明は？

司会：
日本鋼管病院

石谷 健

群馬大学

岩瀬 明
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第 77 回日本産科婦人科学会 学術講演会 

針生検 Hands-On セミナー 講習会  

 

日時： 令和 7 年 5 月 24 日（土） 15：00～16:00 

会場： 岡山県医師会館 ４F、402 会議室 

テーマ； 安全な針生検の理解と実施 

（患者様への情報提供に向けて） 

内容： 講義（20 分） ＋ 実習（40 分） 

司会： 古谷健一 （防衛医科大学校 名誉教授） 

講演： 市村友季（大阪市立総合医療センター、産婦人科部長） 

人数； 30 名（先着順） 受講証明証をお渡しします。 

費用： 無料 

一般社団法人 子宮筋層・内膜症病変生検研究会 

代表理事 古谷健一 

事務局：アカデミアサポート 

E-Mai;：hariseiken@academiasupport.org 
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ご　案　内

Ⅰ．本学術講演会の開催形式について

第77回学術講演会では，現地（岡山）開催と，WEBでのオンデマンド配信をあわせて行う，ハイブリッ
ド開催を予定しております．オンデマンド配信の詳細は，第 77 回学術講演会 HP にてご案内いたしま
す．ライブ配信は行いません．
また，以下のご案内事項についても，今後変更となる可能性がございます．
最新情報は，第 77 回学術講演会 HP にてご確認ください．

Ⅱ．参加者へのご注意

第77回学術講演会の現地会場での日本専門医機構単位の受付には，JSOGアプリのデジ
タル会員証またはJSOGカードをご使用いただきます．事前にJSOGアプリをダウンロー
ドいただくか，JSOG カードをご持参いただきますよう，お願いいたします．

JSOGカード・デジタル会員証JSOGカード・デジタル会員証

下記の「1．学術講演会参加申し込みについて」と「2．取得できる単位について」をご確認いただきますよ
うお願い申しあげます．

1．学術講演会参加申し込みについて
1）   第 77回学術講演会は現地開催およびWEBでのオンデマンド配信のため，全てWEBからの事前

参加登録が必要です．必ず，事前参加登録をお済ませの上，会場にお越しください．
2） 参加登録

第 77 回学術講演会 HP から参加登録ページへお進みください．
参加登録は WEB 配信終了日まで可能です．

3）   日本産科婦人科学会会員番号にて WEB 参加登録のうえ，現地もしくは WEB※からご参加いた
だいた方には，日本専門医機構学術集会参加（3 単位）が会期終了後，2 週間程度で自動的に付与
されます．
※  WEBオンデマンド配信で単位の取得が可能な日程は6月 4日（水）12：00～11日（水）12：00と
なります．6 月 11 日（水）12：00 時点で視聴履歴が残っていない方は，付与対象外となります
ので，ご注意ください．

2025年 2 月 165



（1）参加費
会　員 20,000 円
会　員・初期研修医 無料
会　員・医学部学生 無料
非会員 25,000 円
非会員・初期研修医 3,000 円
非会員・メディカルスタッフ※ 3,000 円
非会員・医学部学生

（学生証の提示が必要です） 無料

※  メディカルスタッフには，看護師，助産師，臨床検査技師，薬剤師，放射線技師，臨床工
学技士，作業療法士，理学療法士などが含まれます．

（2）支払い方法
クレジットカード（Visa，Master，JCB，Diners，American Express）のみご利用いただけ
ます．

（3）参加受付時間・場所
5 月 23 日（金） 5 月 24 日（土） 5 月 25 日（日）

岡山コンベンションセンター
2F　ロビー 7：30～18：00 8：00～18：00 7：45～15：00

ホテルグランヴィア岡山
1F　メインロビー 7：30～18：00 8：00～18：00 7：45～15：00

※総合案内は岡山コンベンションセンターの参加受付に設置します．
2．取得できる単位について

1） 日本専門医機構の学術集会参加単位について
日本産科婦人科学会会員番号にてWEB参加登録のうえ，現地もしくはWEB※からご参加いただ
いた方には，日本専門医機構学術集会参加（3 単位）が会期終了後，2 週間程度で自動的に付与さ
れます．
※  WEBオンデマンド配信で単位の取得が可能な日程は6月 4日（水）12：00～11日（水）12：00と
なります．6 月 11 日（水）12：00 時点で視聴履歴が残っていない方は，付与対象外となります
ので，ご注意ください．

2） 日本専門医機構の認定講習の参加受付方法
認定講習の参加受付は JSOG アプリ，JSOG カード，または参加証に記載された QR コードで行
いますので，ご出席の会員は各講習会場でご提示ください．QR コードを読み取ります．
なお，講習開始の20分前から参加受付を開始します（プログラムの都合上，10分前となる場合も
ございます）．
また，開始時間 10 分を過ぎた場合，聴講は可能ですが，日本専門医機構単位は付与されません．
ご了承ください．
◇  指導医講習会の参加履歴は，日本産科婦人科学会の指導医資格取得の資格要件にもなっており

ます．
日本専門医機構共通講習である医療安全講習会，医療倫理講習会，感染対策講習会の現地での受
講は事前登録が必要となります．
詳細は第 77 回学術講演会 HP をご確認ください．

日産婦誌77巻 2 号166



3） 日本産婦人科医会研修参加証（医会シール）
日本産科婦人科学会会員かつ日本産婦人科医会会員の方：
参加登録いただいた方は，後日，自動的に日本産婦人科医会研修参加が認定されます．
日本産婦人科医会非会員で日本産婦人科医会研修参加証（医会シール）をご希望の場合，個別に運
営事務局 jsog2025@congre.co.jp までお問い合わせください．
※参加登録いただいた方が対象です．

4） 関連学会の参加登録データの連携
参加登録受付を行うことで日本生殖医学会生殖医療専門医/日本婦人科腫瘍学会婦人科腫瘍専門
医の更新ポイント・単位付与が自動的に行われます（ポイント・単位付与の連携・反映には時間
がかかる場合がございますのでご了承ください）．

5） 共催セミナーについて
学術講演会会期中，モーニングセミナー，ランチョンセミナー，アフタヌーンセミナー，イブニ
ングセミナー，スポンサードセミナーを開催いたします．
ランチョンセミナー参加希望の方は，参加登録後セミナー開催日当日に，JSOG アプリまたはラ
ンチョンセミナーチケット発券コーナーにてチケットをお受け取りください．
おひとり 1 日 1 枚のみ受け取り可能です．配布時刻は以下のとおりです．
なくなり次第，発券を終了いたします．

5 月 23 日（金） 5 月 24 日（土） 5 月 25 日（日）
岡山コンベンションセンター
2F　ロビー 7：30～11：30 8：00～11：20 7：45～11：30

ホテルグランヴィア岡山
1F　メインロビー 7：30～11：30 8：00～11：20 7：45～11：30

◇  ランチョンセミナーのお弁当は，通常食の他に，特別食（ベジタリアン，ムスリムフレンドリー）
を若干食ご用意しております．お弁当のお受け取りは（岡山コンベンションセンター　2F　ロ
ビー，ホテルグランヴィア岡山　1F　メインロビー），総合案内スタッフにお申し付けくださ
い．なお，なくなり次第配布終了となりますので，予めご了承ください．

◇  ランチョンセミナー以外のセミナーはチケット制ではありませんので，直接会場へお越しくだ
さい（先着制）．

6） その他のご案内について
学術講演会会期中，会場内でのお食事や休憩スペースを一部制限させていただく場合がございま
す．詳細については第 77 回学術講演会 HP または会場にてご案内いたします．

3．専門医単位講習
日本専門医機構単位付与講習は下記の予定です．
最新の情報は第 77 回学術講演会 HP をご確認ください．
専門医機構単位講習一覧表（予定）
※オンデマンド配信対象セッションについては学術講演会 HP よりご確認ください
番号 分類 プログラム 日付 会場名 セッション開始 セッション終了
1 領域講習 シンポジウム 1 5月23日（金） 第 1 会場 13：20 16：20

2 領域講習
【指導医講習会】
Faculty Development（FD）
講習会

5月23日（金） 第 2 会場 13：20 15：20

3 領域講習 感染対策連携委員会企画 5月23日（金） 第 3 会場 13：20 15：20
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番号 分類 プログラム 日付 会場名 セッション開始 セッション終了
4 領域講習 社会保険委員会企画 5月23日（金） 第 7 会場 15：10 16：40
5 領域講習 周産期委員会企画 5月24日（土） 第 3 会場  8：50 10：50

6
共通講習

任意講習 C
災害医療

災害対策・復興委員会企画 5月24日（土） 第 4 会場  8：50 10：50

7 領域講習 Plenary Lecture 5月24日（土）第10会場  8：50 10：50
8 領域講習 JESGO セッション 5月24日（土） 第 8 会場 10：00 11：00
9 領域講習 編集委員会企画 5月24日（土） 第 2 会場 13：10 14：10

10 領域講習 ダイバーシティ・人材育成推
進委員会企画 5月24日（土） 第 8 会場 13：10 14：10

11 領域講習 【指導医講習会】
臨床研究審査委員会企画 5月24日（土） 第 9 会場 13：10 14：10

12 領域講習 International Session 5月24日（土）第10会場 13：10 14：40
13 領域講習 シンポジウム 2 5月24日（土） 第 1 会場 14：30 17：30
14 領域講習 産婦人科未来委員会企画 5月24日（土） 第 4 会場 15：00 17：00

15
共通講習

必修講習A
感染対策

感染対策講習会 5月24日（土） 第 9 会場 16：00 17：00

16 領域講習 教育委員会企画 5月25日（日） 第 1 会場  8：30 09：30

17 領域講習 日本産科婦人科学会-日本
IVR 学会 Joint Session 5月25日（日） 第 2 会場  8：30 10：00

18 領域講習 医会・学会共同企画「生涯研
修プログラム」 5月25日（日） 第 9 会場  8：30 11：30

19 領域講習 女性ヘルスケア委員会企画 5月25日（日） 第 7 会場 10：00 11：30

20
共通講習

必修講習A
医療安全

医療安全講習会 5月25日（日）第10会場 10：30 11：30

21 領域講習
セクシュアル・リプロダク
ティブ・ヘルス/ライツ

（SRHR）推進委員会企画
5月25日（日） 第 4 会場 13：20 15：20

22
共通講習

必修講習 B
地域医療

サステイナブル産婦人科医療
体制確立委員会企画 5月25日（日） 第 9 会場 13：20 15：20

23 領域講習 婦人科腫瘍委員会企画 5月25日（日）第10会場 13：20 15：20
24 領域講習 生殖・内分泌委員会企画 5月25日（日）第11会場 13：20 14：50

25
共通講習

必修講習A
医療倫理

医療倫理講習会 5月25日（日） 第 1 会場 14：50 15：50

4．情報交換会について
以下のとおり開催いたします．多くの先生方のご参加をお待ちしております．

（1）日時：5 月 23 日（金）18：20～20：20（予定）
（2）会場：ホテルグランヴィア岡山 4F　フェニックス
（3）参加費：無料
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Ⅲ．座長受付について

1．  口演座長の受付はございません．担当セッション開始 15 分前までに，会場内の次座長席に必ずお着
きください．

2．  International Session Poster の Chair，日本語ポスターの座長の先生方は，担当セッション開始 15
分前までに，発表される会場のデジタルポスター座長受付までお越しください．

Ⅳ．演者へのご注意

講演会場のスクリーンは各会場に合わせたサイズの 1 面です．スライドのサイズは，16：9 で作成して
ください．
セッション開始 60 分（朝一番のセッションは 30 分）前までに，発表データを PC 受付にお持ちになり，
試写を行ってください．
デジタルポスターの演者は，セッション開始 15 分前までに直接会場までお越しください．
1．口演者へのご注意

1） 講演終了 1 分前には黄灯，終了時には赤灯でお知らせいたします．
2） 演者は前のセッション開始後，会場内の次演者席に必ずお着きください．
3） 各セッションの講演時間は以下のとおりです．

会長講演 30 分
特別講演 30 分
招請講演 30 分
海外招請講演 30 分
要望講演 30 分
会長特別企画シンポジウム セッションにより異なります
シンポジウム セッションにより異なります
Plenary Lecture セッションにより異なります
International Session 個別にお知らせいたします
AOFOG Session 個別にお知らせいたします
JKT Joint Conference 個別にお知らせいたします
DGGG Joint Conference 個別にお知らせいたします
International Workshop for Junior Fellows（IWJF） 個別にお知らせいたします
感染対策講習会講演 60 分
医療倫理講習会講演 60 分
医療安全講習会講演 60 分
教育講演 30 分
生涯研修プログラム セッションにより異なります
医会・学会共同企画「生涯研修プログラム」 個別にお知らせいたします
JESGO セッション 個別にお知らせいたします
ワークショップ 個別にお知らせいたします
厚生労働省企画セッション 30 分
Faculty Development（FD）講習会 個別にお知らせいたします
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委員会企画セッション セッションにより異なります
学術奨励賞受賞講演 1 演者　講演 30 分
健康・医療活動賞受賞講演 1 演者　講演 30 分
教育奨励賞受賞講演 1 演者　講演 30 分
日本産科婦人科学会-日本 IVR 学会 Joint Session 個別にお知らせいたします
ガイドラインコンセンサスミーティング セッションにより異なります
J-CIMELS ワークショップ 12 分
JSOG Congress Award Candidate 演者発表 10 分，討論 5 分
International Session Workshop，
高得点日本語演題 演者発表 7 分，討論 3 分

International Session Poster，
日本語ポスター 演者発表 3 分，討論 2 分

4）   JSOG Congress Award Candidate，International Session Workshopおよび高得点日本語演題の
演者は，自身の発表終了後も，そのセッション終了まで会場内で待機してください．

5）   JSOG Congress Award Candidate，International Session Workshopの発表スライドは，英語で
作成してください．当日の発表および討論も英語とします．

6）   高得点日本語演題の発表データは，日本語で作成してください．当日の発表および討論も日本語
で行います．

7） 表彰について
（1）  JSOG Congress Award Candidate の中から，当日の発表により JSOG Congress Award を

選出し 5 月 23 日（金）の情報交換会にて表彰します．
・日時：5 月 23 日（金）18：20～20：20（予定）
・会場：ホテルグランヴィア岡山 4F　フェニックス
JSOG Congress Award に選出されなかった，JSOG Congress Award Candidate の演題も，
JSOG Congress Encouragement Award として情報交換会もしくは 5 月 24 日（土）17：40～
18：00 第 1 会場にて表彰式を開催します．

（2）  高得点日本語演題の中から，当日の発表内容により優秀日本語演題賞を選出し，閉会式の場
で表彰します．
・日時：5 月 25 日（日）15：50～16：00
・会場：第 1 会場（岡山コンベンションセンター 3F　コンベンションホール）

8） PC 発表に関するご注意
（1）PC 受付について

①  1．USB メモリ，2．PC（パソコン本体）のいずれかで発表データをお持込みください．
②  PC 受付はオープン時間内であれば発表日前でも受付可能です．午前中は PC 受付が混み

あいますので，午前のセッションの方は，前日午後以降に受付を済ませていただくことを
お勧めいたします．

③  発表の 60 分（朝一番のセッションは 30 分）前までに，PC 受付にて発表データの受付と試
写を済ませてください．PC をお持込みの方も，PC 受付へお越しいただき，外部出力確認
をお願いします．

④ファイル名は，【演題番号・演者名.pptx】としてください．
⑤スライドのサイズは，16：9 で作成してください．
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⑥  タイトルスライドの次のスライド（2 枚目）に利益相反状態の開示（COI）スライドを提示し
てください．

（2）USB メモリ，CD-R（RW 不可）をお持込みの方への注意事項
①ソフトは以下のものをご使用ください．
　Windows 版 Microsoft Office 365 PowerPoint
　※動画ファイルをご使用の方，Macintosh をご使用の方は PC をお持ち込みください．
②フォントは OS 標準のもののみご使用ください．
③画面の解像度は，FHD（1920×1080）でお願いします．
④発表者ツール（演台モニターに発表原稿を映す機能）は使用できません．

（3）ノート PC をお持込みの方への注意事項
①バックアップとして，必ずメディア（USB メモリ）もご持参ください．
②スライドは 16：9 で作成してください．
③   PC 受付にて映像の出力チェック後，発表者ご自身で発表の 30 分前までに，会場内のオ

ペレーター席へ PC をご持参ください．
④  プロジェクターとの接続ケーブルの端子は，HDMI です．PC によっては専用のコネクタ

が必要となりますので，必ずお持ちください．
⑤  スクリーンセーバー，省電力設定，パスワード設定などの発表の妨げとなるツールは，必

ず事前に解除しておいてください．
⑥  コンセント用電源アダプタを必ずご持参ください．内蔵バッテリー駆動の場合，ご発表中

に映像が切れる恐れがあります．
（4）PC 操作のご案内

画面の操作はご自身で行っていただきます．演台にはキーボードとマウス，およびモニター
がセットされています．PC 受付にて，担当者が操作方法を説明します．

（5）PC 受付オープン時間
※  発表される会場の PC 受付で動作確認を行ってください．ただし岡山県医師会館で発表さ

れる方は岡山コンベンションセンターの PC 受付へお越しください．
5 月 23 日（金） 5 月 24 日（土） 5 月 25 日（日）

岡山コンベンションセンター
2F　ロビー 7：30～17：00 8：00～18：00 7：45～14：30

ホテルグランヴィア岡山
1F　メインロビー 7：30～17：00 8：00～18：00 7：45～14：30

ANA クラウンプラザホテル岡山
1F 7：30～17：00 8：00～18：00 7：45～14：30

おかやま未来ホール 8：00～17：00 8：30～16：00 10：00～14：00

2．International Session Poster，日本語ポスター演者へのご注意
1）   ご発表はデジタルポスター形式で行います．そのため発表データは事前登録が必要です．必ず登

録期間中に発表スライドの登録をお願いいたします．詳細についてはメールで個別にご案内いた
します．
※発表スライドは，会期中より , JSOG アプリや学術講演会 HP からもご覧いただけます．
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2） 会場での発表について
大型モニター前でご発表いただく講演形式です．紙媒体のポスター掲示はございませんので，ポ
スターをご持参いただく必要はございません．

3） 発表に関しての注意事項
・座長の指示に従い，指定された時間内でご発表をお願いします．
・集合時間までにお越しいただけていない場合，演題取り消しとなりますのでご注意ください．
・講演時，PowerPoint の発表者ツールはご使用になれません．

4） デジタルポスターの閲覧について
デジタルポスターは JSOG アプリにて発表スライドをオンライン公開します．

5）   ポスター演題の発表時間は3 分，討論2 分としますので時間厳守でお願いします．セッションご
とに座長（Chair）をおき，演者の発表を司会します．発表言語は International Session Poster は
英語，日本語ポスターは日本語とします（International Session Poster は討論も英語でお願いし
ます）．

6）   優秀論文賞を受賞された論文は，学術講演会会期中通しで掲示スペースを設けます．デジタルポ
スターセッションでの講演はありません．優秀論文賞のデータにつきましては，別途受賞者に直
接お知らせいたします．

Ⅴ．セッション聴講者の皆さまへ

1．質問の仕方
1）   質問は必ずマイクを使用してください．発言は座長の指示に従って行い，まず所属・氏名を述べ

たあと，要領よく簡明にお願いします．
2） 追加発表は認めません．

2．演者の答弁の仕方
すべて座長の指示に従ってください．

3．同時通訳について
日程表に マークのあるセッションで導入予定です．詳細については第77回学術講演会HPにて
ご案内いたします．

Ⅵ．講演要旨および英文抄録について

特別講演，シンポジウム，教育講演，生涯研修プログラム等の講演要旨および英文抄録を本会機関誌に
掲載しますので，必ず 5 月末日までに日本産科婦人科学会事務局まで提出してください．なお，作成方
法の詳細は追って演者にお知らせいたします．

Ⅶ．宿泊手配のご案内について

第 77 回学術講演会 HP の「宿泊のご案内」ページよりお申し込みいただくか，各自でご手配ください．

Ⅷ．託児所について

会期中，託児所を開設する予定です．利用に際しては事前のお申込みが必要です．詳細は，第 77 回学
術講演会 HP の「託児室のご案内」ページをご確認ください．

Ⅸ．撮影・録音について

講演会場内での撮影・録音は，学術講演会事務局側が認めた場合以外，禁止です．
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Ⅹ．プログラム検索＆スケジュール登録アプリ「JSOG」について（5月上旬公開予定）

参加者サービスのひとつとして演題検索やスケジュールの登録ができるオンライン抄録サービスをご
利用いただけます．
聴講したいセッションや演題を検索し，自分のスケジュールとして登録することで，学術講演会期間中
のオリジナル予定表が作成できます．
WEB 版，ならびにアプリ版をご用意しておりますので，用途にあわせてご利用ください．詳細は本誌
内ならびに第 77 回学術講演会 HP をご覧ください．
・Web版

大会ホームページ（https://www.congre.co.jp/jsog2025/）よりご利用いただけます．
・アプリ版

学会公式アプリ「JSOG」の中にある「抄録アプリ」ボタンからご利用いただけます．

＜利用開始方法＞
①  Apple App Store，Google Play Store から「JSOG」を検索し，ダウンロード，インストールしてくだ

さい．
②  JSOG 内抄録アプリメニューを開き，「第 77 回日本産科婦人科学会学術講演会」「JSOG 2025」などで検

索し，プログラム情報をダウンロードしてください．
・ダウンロード開始予定日：2025 年 5 月上旬
・利用料：無料（ダウンロードには別途通信料が発生します．）
・対応機種：iOS：14.0 以降．iPhone，iPad に対応．
　　　　　　Android：7.0 以上．スマートフォン，タブレットに対応．
※  Web 版，アプリ版のそれぞれでご登録いただいたスケジュール内容は相互に同期することが可能で

す．

Ⅺ．医療安全・医療倫理・感染対策講習会の事前登録について

医療安全・医療倫理・感染対策講習会は，現地および後日 WEB で開催いたします．現地での参加をご
希望の場合は，参加登録に加えて，講習会参加の事前登録が必要です．
＜現地開催のスケジュール＞
感染対策講習会
・5 月 24 日（土）16：00～17：00　第 9 会場（ホテルグランヴィア岡山　4F　フェニックス CD）
医療安全講習会
・5 月 25 日（日）10：30～11：30　第 10 会場（ホテルグランヴィア岡山　4F フェニックス AB）
医療倫理講習会
・5 月 25 日（日）14：50～15：50　第 1 会場（岡山コンベンションセンター　3F コンベンションホール）
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事前参加登録期間
2025 年 4 月開始予定
講習会への登録には，事前に学術講演会への参加登録が必要になります．
詳細は，下記第 77 回学術講演会 HP をご確認ください．

申し込み方法
第 77 回学術講演会 HP よりお申込みください．
https://www.congre.co.jp/jsog2025/registration.html

Ⅻ．お問い合わせ先

第 77 回日本産科婦人科学会学術講演会に関するお問い合わせは下記にお願いします．
第 77 回日本産科婦人科学会学術講演会　運営事務局
株式会社コングレ内
〒530-0005　大阪市北区中之島 4-3-51 Nakanoshima Qross　未来医療 R&D センター
Tel：06-7653-3188（代）　Fax：06-7635-8170
E-mail：jsog2025@congre.co.jp

XIII．学術講演会ホームページ

第 77 回日本産科婦人科学会学術講演会の詳細は下記ホームページにてご確認ください．
https://www.congre.co.jp/jsog2025/

令和 7 年 2 月
公益社団法人日本産科婦人科学会

第 77 回学術集会長　増山　寿
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演題発表時の利益相反状態開示方法について

　学術講演会における演題発表時の利益相反状態開示方法は以下の通りとします．

1．開示しなくてはならない筆頭演者
　臨床研究に関するすべての発表において，利益相反状態の有無にかかわらず開示しなくてはなりません．

2．口演発表における開示方法
　演題名・演者名・所属のスライドの次のスライド（第 2 スライド）に，以下に示すひな形に準じたスライ
ドを呈示したうえで，利益相反状態の有無を述べてください．演題名・演者名・所属のスライドがない場
合は，このスライドが第 1 スライドとなります．

＜利益相反状態にある場合のひな形＞

＜利益相反状態にない場合のひな形＞
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3．ポスター発表における開示方法
　口演発表に準じます．利益相反状態の有無に応じて上記のひな形に準じたものを作成し，デジタルポス
ターのデータ内に掲示してください．

※  上記のひな形（PowerPoint）は以下学術講演会ホームページからダウンロードできます．
　https://www.congre.co.jp/jsog2025/coi.html

※  開示する利益相反状態は，学術講演会については学会誌抄録号に掲載される抄録（もしくは講演要旨）提
出前 3 年間のもの，その他については演題応募もしくは抄録提出前 3 年間のものとします．なお，演題
応募および抄録提出のいずれも行わない講演発表については，発表前 3 年間のものとします．

　ただし，各々の開示すべき事項について，以下の基準を超える場合に自己申告してください．

※利益相反状態の有無の基準は本学会の「利益相反に関する指針」運用細則に則り，以下の通りです．
（1） 企業や営利を目的とした団体の役員，顧問職，寄付講座に所属する者については，1 つの企業ま

たは団体からの報酬額が年間 100 万円．
（2） 研究に関連した企業の株式の保有については，1 つの企業について 1 年間の株式による利益（配

当，売却益の総和）が 100 万円，または当該企業の全株式の 5％．
（3） 研究に関連した企業，団体からの特許権使用料については，1 つの特許権使用料収入が年間 100

万円．
（4） 研究に関連した企業，団体から，会議の出席（発表）に対し，研究者を拘束した時間・労力に対し

て支払われた日当・講演料・座長料などやパンフレットなどの執筆に対して支払われた原稿料に
ついては，1 つの企業または団体からの年間の日当及び原稿料が合計 50 万円．

（5） 研究に関連した企業，団体から提供された研究費については，1 つの医学研究に対して支払われ
た総額が年間 100 万円．奨学寄付金（奨励寄付金）については，1 つの企業または団体から 1 名の
研究代表者に支払われた総額が年間 100 万円．

（6） その他の報酬（研究とは直接無関係な旅行，贈答品など）については，1 つの企業または団体から
受けた報酬が年間 5 万円．

（7） 前各号に定める金員については交通費は除くものとする．
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第 77回学術講演会プログラム委員＜敬称略>

プログラム委員長：衛藤英理子

委　員：  板倉　敦夫，岩佐　　武，岩瀬　　明，馬詰　　武，川名　　敬，京　　　哲，下屋浩一郎， 
杉山　　隆，竹中　将貴，田中　　守，谷口　文紀，寺内　公一，長尾　昌二，永瀬　　智， 
樋口　　毅，平沢　　晃，三浦　清徳

（以上 18 名，アンダーラインは学術委員）
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学術講演会

Pは機構専門医の認定講習になります

第 1 日目　5 月 23 日（金）
第 1 会場　岡山コンベンションセンター　3F　コンベンションホール

特別講演 1～4，招請講演 1，海外招請講演 1，シンポジウム 1P，ランチョンセミナー 1，イ
ブニングセミナー 1

第 2 会場　岡山コンベンションセンター　3F　301 会議室
教育奨励賞/健康・医療活動賞受賞講演，Faculty Development（FD）講習会P，ランチョン
セミナー 2，アフタヌーンセミナー 1，イブニングセミナー 2

第 3 会場　岡山コンベンションセンター　2F　レセプションホール
感染対策連携委員会企画（ファイザー公募型医学教育プロジェクト助成共催）P，ランチョ
ンセミナー 3，アフタヌーンセミナー 2，JSOG Congress Award Candidate

第 4 会場　岡山県医師会館　2・3F　三木記念ホール
生涯研修プログラム3，ランチョンセミナー4，イブニングセミナー3，JSOG Congress Award 
Candidate，International Session Workshop

第 5 会場　岡山県医師会館　4F　401 会議室
ランチョンセミナー 5，イブニングセミナー 4，International Session Workshop

第 6 会場　ANA クラウンプラザホテル岡山　1F　曲水東
生涯研修プログラム 4，ランチョンセミナー 6，JSOG Congress Award Candidate，Interna-
tional Session Workshop

第 7 会場　ANA クラウンプラザホテル岡山　1F　曲水西
生涯研修プログラム1～2，社会保険委員会企画P，ランチョンセミナー7，International Ses-
sion Workshop

第 8 会場　ホテルグランヴィア岡山　3F　パール
AOFOG Session，DGGG Joint Conference，International Workshop for Junior Fellows

（IWJF），ランチョンセミナー 8
第 9 会場　ホテルグランヴィア岡山　4F　フェニックス CD

会長特別企画シンポジウム 1，ランチョンセミナー 9
第 10 会場　ホテルグランヴィア岡山　4F　フェニックス AB

海外招請講演 2～5，教育講演 1～2，ランチョンセミナー 10
第 11 会場　イオンモール岡山　5F　おかやま未来ホール

コンセンサスミーティング 1～2
ポスター会場 1～3　岡山コンベンションセンター　1F　屋外テント

International Session Poster，日本語ポスター
ポスター会場 4～8　岡山シティミュージアム　4F　展示室

International Session Poster，日本語ポスター
ポスター会場 9　ホテルグランヴィア岡山　3F　ルビー

International Session Poster，日本語ポスター
ポスター会場 10　ホテルグランヴィア岡山　3F　トパーズ

International Session Poster，日本語ポスター
ハンズオン会場①　岡山コンベンションセンター　2F　展示ホール

日本子宮鏡研究会　子宮鏡ハンズオンセミナー
ハンズオン会場②　岡山コンベンションセンター　3F　302 会議室

ハンズオンセミナー 1
岡山大学鹿田キャンパス　解剖実習室（大実習室）

Cadaver Surgical Training



第 2 日目　5 月 24 日（土）
第 1 会場　岡山コンベンションセンター　3F　コンベンションホール

会長講演，特別講演 5～8，招請講演 2～3，シンポジウム 2P，ランチョンセミナー 11
第 2 会場　岡山コンベンションセンター　3F　301 会議室

編集委員会企画P，ランチョンセミナー12，アフタヌーンセミナー3，6，イブニングセミナー
5，International Session Workshop

第 3 会場　岡山コンベンションセンター　2F　レセプションホール
学術奨励賞受賞講演，生涯研修プログラム 5，周産期委員会企画P，ランチョンセミナー 13，
イブニングセミナー 6

第 4 会場　岡山県医師会館　2・3F　三木記念ホール
生涯研修プログラム 6，災害対策・復興委員会企画P，産婦人科未来委員会企画P，ランチョ
ンセミナー 14，イブニングセミナー 7

第 5 会場　岡山県医師会館　4F　401 会議室
第 5 版　用語集・用語解説集発刊記念，ランチョンセミナー 15，アフタヌーンセミナー 7，
International Session Workshop

第 6 会場　ANA クラウンプラザホテル岡山　1F　曲水東
JKT Joint Conference，厚生労働省企画セッション，ランチョンセミナー 16，International 
Session Workshop，スポンサードセミナー 1

第 7 会場　ANA クラウンプラザホテル岡山　1F　曲水西
生涯研修プログラム 7，渉外委員会企画，ランチョンセミナー 17，イブニングセミナー 8，
International Session Workshop

第 8 会場　ホテルグランヴィア岡山　3F　パール
JESGO セッションP，ダイバーシティ・人材育成推進委員会企画P，モーニングセミナー 1，
ランチョンセミナー 18，アフタヌーンセミナー 4，8，イブニングセミナー 9

第 9 会場　ホテルグランヴィア岡山　4F　フェニックス CD
会長特別企画シンポジウム 2，感染対策講習会P，臨床研究審査委員会企画P，ランチョンセ
ミナー 19，アフタヌーンセミナー 5，イブニングセミナー 10

第 10 会場　ホテルグランヴィア岡山　4F　フェニックス AB
会長特別企画シンポジウム 3，Plenary LectureP，International SessionP，ランチョンセ
ミナー 20

第 11 会場　イオンモール岡山　5F　おかやま未来ホール
医学生フォーラム

ポスター会場 1　岡山コンベンションセンター　1F　屋外テント
ACOG2026 若手派遣選考，日本語ポスター

ポスター会場 2～3　岡山コンベンションセンター　1F　屋外テント
日本語ポスター

ポスター会場 4～8　岡山シティミュージアム　4F　展示室
日本語ポスター

ポスター会場 9　ホテルグランヴィア岡山　3F　ルビー
日本語ポスター

ポスター会場 10　ホテルグランヴィア岡山　3F　トパーズ
日本語ポスター

ハンズオン会場①　岡山コンベンションセンター　2F　展示ホール
医会・学会共同企画ハンズオンセミナー

ハンズオン会場③　岡山県医師会館　4F　402 会議室
一般社団法人子宮筋層・内膜症病変生検研究会ハンズオンセミナー



第 3 日目　5 月 25 日（日）
第 1 会場　岡山コンベンションセンター　3F　コンベンションホール

要望講演，会長特別企画シンポジウム4，医療倫理講習会P，教育講演3，教育委員会企画P，
ランチョンセミナー 21

第 2 会場　岡山コンベンションセンター　3F　301 会議室
日本産科婦人科学会 - 日本 IVR 学会 Joint SessionP，ランチョンセミナー 22，アフタヌーン
セミナー 9

第 3 会場　岡山コンベンションセンター　2F　レセプションホール
生涯研修プログラム 9，12，ランチョンセミナー 23，高得点日本語演題

第 4 会場　岡山県医師会館　2・3F　三木記念ホール
生涯研修プログラム 10，セクシュアル・リプロダクティブ・ヘルス/ライツ（SRHR）推進委
員会企画P，ランチョンセミナー 24，高得点日本語演題

第 5 会場　岡山県医師会館　4F　401 会議室
ワークショップ，モーニングセミナー 2，ランチョンセミナー 25

第 6 会場　ANA クラウンプラザホテル岡山　1F　曲水東
生涯研修プログラム 11，ランチョンセミナー 26，アフタヌーンセミナー 10，高得点日本語演
題

第 7 会場　ANA クラウンプラザホテル岡山　1F　曲水西
女性ヘルスケア委員会企画P，ランチョンセミナー 27，アフタヌーンセミナー 11

第 8 会場　ホテルグランヴィア岡山　3F　パール
J-CIMELS　ワークショップ，臨床倫理監理委員会企画，ランチョンセミナー 28

第 9 会場　ホテルグランヴィア岡山　4F　フェニックス CD
医会・学会共同企画「生涯研修プログラム」P，サステイナブル産婦人科医療体制確立委員
会企画P，ランチョンセミナー 29

第 10 会場　ホテルグランヴィア岡山　4F　フェニックス AB
医療安全講習会P，生涯研修プログラム8，婦人科腫瘍委員会企画P，ランチョンセミナー30

第 11 会場　イオンモール岡山　5F　おかやま未来ホール
生殖・内分泌委員会企画P

ポスター会場 1～3　岡山コンベンションセンター　1F　屋外テント
日本語ポスター

ポスター会場 4～8　岡山シティミュージアム　4F　展示室
日本語ポスター

ポスター会場 9　ホテルグランヴィア岡山　3F　ルビー
日本語ポスター

ポスター会場 10　ホテルグランヴィア岡山　3F　トパーズ
日本語ポスター

ハンズオン会場①　岡山コンベンションセンター　2F　展示ホール
ハンズオンセミナー 3

ハンズオン会場③　岡山県医師会館　4F　402 会議室
ハンズオンセミナー 2

WEB 開催のみ（オンデマンド配信）
専攻医教育プログラム 1～16
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第 1日 5月 23 日（金）

特別講演 1

（第 1 会場：岡山コンベンションセンター 3F コンベンションホール，8：40～9：10）
産科領域の DIC～診断と対応～

座長：順天堂大学 竹 田 省
演者：順天堂大学 板 倉 敦 夫

特別講演 2

（第 1 会場：岡山コンベンションセンター 3F コンベンションホール，9：10～9：40）
胎生期の低栄養環境と児の長期予後

座長：愛媛大学 杉 山 隆
演者：浜松医科大学 伊 東 宏 晃

特別講演 3

（第 1 会場：岡山コンベンションセンター 3F コンベンションホール，9：40～10：10）
婦人科がんの発がん分子メカニズムの探求と，その先に見えてきたもの

座長：大阪急性期・総合医療センター 森 重 健一郎
演者：島根大学 京 哲

特別講演 4

（第 1 会場：岡山コンベンションセンター 3F コンベンションホール，10：10～10：40）
ロボット手術と歩んだこれまでとこれから

座長：湘南医療大学/茅ヶ崎中央病院 三 上 幹 男
演者：鹿児島大学 小 林 裕 明

招請講演 1

（第 1 会場：岡山コンベンションセンター 3F コンベンションホール，11：10～11：40）
不易流行～ヒト・地域・地球の健康を考える～

座長：岡山大学 増 山 寿
演者：岡山大学 学長 那 須 保 友
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海外招請講演 1

（第 1 会場：岡山コンベンションセンター 3F コンベンションホール，10：40～11：10）
Determinants and Biomarkers of Chemoresistance in Ovarian Cancer

Chair：University of Fukui Yoshida Yoshio
Speaker：University of Ottawa, Canada/Ottawa Hospital Research

Institute, Canada TSANG Benjamin K

海外招請講演 2

（第 10 会場：ホテルグランヴィア岡山 4F フェニックス AB，9：30～10：00）
Born Too Soon - Decade of Action

Chair：Saitama Medical Univeristy Kamei Yoshimasa
Speaker：Sahlgrenska Academy, The University of Gothenburg,

Sweden/Institute of Public Health, Norway/FIGO
Division Director of Maternal and Neonatal Health

JACOBSSON Bo

海外招請講演 3

（第 10 会場：ホテルグランヴィア岡山 4F フェニックス AB，10：00～10：30）
Increasing burden of high risk pregnancies in Korea

Chair：Keio University Tanaka Mamoru
Speaker：Seoul National University Hospital, Korea/Immediate

Past Chairman of the Board, KSOG PARK Joong Shin

海外招請講演 4

（第 10 会場：ホテルグランヴィア岡山 4F フェニックス AB，10：30～11：00）
Paradigm Shifts in Obstetric Practice

Chair：Kyushu University Kato Kiyoko
Speaker：Gleneagles Hospital Kuala Lumpur, Malaysia/Honorary

Secretary, FIGO CHANDRAN Ravi
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海外招請講演 5

（第 10 会場：ホテルグランヴィア岡山 4F フェニックス AB，11：00～11：30）
Racism not race is the risk factor

Chair：The University of Tokyo Osuga Yutaka
Speaker：ACOG, USA CLARE Camille A

シンポジウム 1 �

（第 1 会場：岡山コンベンションセンター 3F コンベンションホール，13：20～16：20）
予防医学の視点からみた適切な周産期医療を目指して～プレコンセプションケアから中高年のヘルスケアまで～

座長：国際医療福祉大学成田病院 永 松 健
奈良県立医科大学 木 村 文 則

1）子宮内環境が妊娠合併症に与える影響，および，妊娠合併症の既往と分娩回数が将来の生活習慣病に与
える影響～ビッグデータを用いた疫学的アプローチ～

演者：東北大学 岩 間 憲 之
2）妊娠高血圧症候群に対する母児の長期的な予後に着目した包括的なアプローチ

演者：名古屋大学 牛 田 貴 文
3）帝王切開から始まる次子のためのプレコンセプションケアと QOL の向上を目指して

演者：滋賀医科大学 辻 俊一郎
4）子宮腺筋症合併妊娠の臨床エビデンスの創出と病態機序の解明に向けた検討―生殖医療から周産期医療
への適切な移行を目指して―

演者：東京大学 橋 本 彩 子

会長特別企画シンポジウム 1

（第 9 会場：ホテルグランヴィア岡山 4F フェニックス CD，9：00～11：00）
婦人科遺伝性腫瘍診療

座長：琉球大学 関 根 正 幸
岡山大学 小 川 千加子

1）日本産科婦人科学会公募研究「HBOC を中心とした遺伝性卵巣癌診療，及びがんゲノム医療の実態調
査」について

演者：東京大学医学部附属病院ゲノム診療部 織 田 克 利
2）遺伝性腫瘍診療の産婦人科における実装に向けた体制整備

演者：岡山大学臨床遺伝子医療学分野 平 沢 晃
3）遺伝性腫瘍に関する相談窓口体制整備と当事者への長期支援に向けて

演者：姫路赤十字病院遺伝子診療科 藤 田 裕 子
4）MGPT 診療の手引き 2024 年版の解説と産婦人科診療への導入

演者：がん研究会有明病院臨床遺伝医療部 植 木 有 紗
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AOFOG Session

（第 8 会場：ホテルグランヴィア岡山 3F パール，13：20～14：20）
Prepared for Pregnancy along with a Strategy for Safer Pregnancy Outcomes

Chairs：Mackay Memorial Hospital, Taiwan/JSOG Honorary
Member Su Tsung-Hsein
Secretary General, AOFOG, Sri Lanka

Haththotuwa Rohana
Chairperson of the Executive Board, JSOG Kato Kiyoko

Welcome Address
Speaker：President, AOFOG, New Zealand Tait John

1）WHO recommendations on antenatal care for a positive pregnancy experience
Speaker：Khon Kaen University, Thailand/Immediate Past

President, AOFOG Lumbiganon Pisake
2）Placenta accreta spectrum of disorders：What is new?

Speaker：Immediate Past Chair, MFM Committee, AOFOG, Sri
Lanka Ratnasiri Udagamage Don P

3）Postpartum Haemorrhage and Maternal Mortality：from Motive to E-MOTIVE
Speaker：Yong Loo Lin School of Medicine, National University of

Singapore, Singapore Choolani Mahesh
Concluding Remarks

Speaker：Secretary General, AOFOG, Sri Lanka
Haththotuwa Rohana

DGGG Joint Conference

（第 8 会場：ホテルグランヴィア岡山 3F パール，15：30～17：00）
Chairs：University Medical Campus Lower Bavaria,

DONAUISAR Klinikum Deggendorf, Germany/DGGG/
JSOG Honorary Member Kuhn Walther
Founding Member of German-Japaneses Society for
Cooperation in Gynecology ＆ Obstetrics/DGGG

Beisler Gernot K.
Yokohama City University/JSOG Miyagi Etsuko
Hokkaido University/JSOG Watari Hidemichi

1）Experience report on my assignment in Germany
Speaker：Nagoya University Hospital/JSOG Yoshihara Masato

2）Changes in vaginal microbiota in pregnancy after cervical conization and radical trachelectomy
Speaker：Keio University/JSOG/National Center for Child Health

and Development Hasegawa Keita
3）Evaluation of genetically diagnosed very early complete hydatidiform mole

Speaker：Chiba University/JSOG Katayama Eri
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4）Cervical Cancer Screening and Prevention in Germany
Speaker：DGGG, Germany Dichgans Josefa

5）The implementation and side effect management of immune checkpoint-Inhibitiors in gynecologic
oncology：a JAGO/NOGGO survey

Speaker：Clinic for Gynecology with Center for Oncological
Surgery Charité Campus Virchow-Klinikum, Germany/
DGGG Flethe Chiara

6）Prevalence and obstetric management changes during the COVID-19 pandemic in peripartum SARS-
CoV-2 positive women―an analysis of the CRONOS registry data

Speaker：Asklepios Hospital Wandsbek, Germany/DGGG
Wowretzko Feline E

International Workshop for Junior Fellows（IWJF）

（第 8 会場：ホテルグランヴィア岡山 3F パール，9：00～11：30）
Chairs：Yonsei University College of Medicine, Korea/Vice

Secretary-General, KSOG Kim Min-A
Tottori University/JSOG Taniguchi Fuminori

Commentators：Mackay Memorial Hospital, Taiwan/Secretary General,
TAOG Huang Jian Pei
University of Fukui/JSOG Orisaka Makoto

Topic 1 Career Planning and Partnership / Family Planning as an OBGYN Doctor
Facilitator：Hokkaido University/JSOG Ihira Kei
Speakers：Yokohama City University/JSOG Hirahara Yuhya

Juntendo University/JSOG Tamura Nami
Korea University Guro Hospital, Korea/KSOG

Jeong So Hyeon
Seoul ST. Mary’s Hospital, Korea/KSOG

Um Gi-Soo Elisa
National Taiwan University Hospital Yunlin Branch,
Taiwan/TAOG Lai Chi-Ting
MacKay Memorial Hospital, Taiwan/TAOG

Lai Yu-Jen
Medical University of South Carolina/Thomas
Jeffereson University, USA/ACOG Dutra Karley
DGGG Dichgans Josefa

Topic 2 Optimal Reproduction
Facilitator：Keio University/JSOG Kasuga Yoshifumi
Speakers：Okayama University/JSOG Suemori Ayano

Showa Medical University/JSOG Hashiramoto Shin
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Seoul National University Bundang Hospital, Korea/
KSOG Son Hee Jin
Yonsei University College of Medicine, Korea/KSOG

Chung Yun Soo
National Taiwan University Hospital, Taiwan/TAOG

Hsu Isabel
Tripler Army Medical Center, USA/ACOG

Penick Emily R
Clinic for Gynecology with Center for Oncological
Surgery Charité Campus Virchow-Klinikum, Germany/
DGGG Flethe Chiara

Topic 3 Social Support to Counteract the Falling Birth Rate
Facilitator：The Jikei University School of Medicine/JSOG

Takenaka Masataka
Speakers：Seirei Hamamatsu General Hospital/JSOG

Shimizu Haruhiko
The University of Tokyo/JSOG Yano Eriko
Seoul National University Bundang Hospital, Korea/
KSOG Shin Ha Lim
National Cheng Kung University Hospital, Taiwan/
TAOG Lin Chih Wei
MacKay Memorial Hospital, Taiwan/TAOG

Hsieh Meng-Hsuen
University of North Carolina at Chapel Hill, USA/
ACOG Frame Brianna
Asklepios Hospital Wandsbek, Germany/DGGG

Wowretzko Feline E

教育奨励賞/健康・医療活動賞受賞講演

（第 2 会場：岡山コンベンションセンター 3F 301 会議室，9：00～11：00）
座長：名古屋大学 梶 山 広 明

産業医科大学 吉 野 潔

健康・医療活動賞受賞講演
東日本大震災からの復興

演者：南相馬市立総合病院 安 部 宏
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教育奨励賞受賞講演
1）愛知県における母体急変対応シミュレーション講習会・普及推進の取り組みと Kirkpatrick Model を適
用した体系的な教育効果の評価～12 か月間の長期追跡調査ならびに名古屋市消防局救急搬送データベース
を用いた検証～

演者：名古屋大学 今 井 健 史
2）遠くの仲間とドライボックスで結紮を競おう「地方結紮バトル」の教育効果

演者：筑波大学 志 鎌 あゆみ
3）研究指導を通じた医学部学生への教育およびリクルート活動

演者：大分大学 矢 野 光 剛

教育講演 1

（第 10 会場：ホテルグランヴィア岡山 4F フェニックス AB，8：30～9：00）
子宮頸がんの予後改善を目指した取り組み

座長：大分大学 小 林 栄 仁
演者：兵庫医科大学 馬 淵 誠 士

教育講演 2

（第 10 会場：ホテルグランヴィア岡山 4F フェニックス AB，9：00～9：30）
卵巣癌治療の現況と問題点，将来展望

座長：慶應義塾大学 山 上 亘
演者：東北医科薬科大学 徳 永 英 樹

生涯研修プログラム 1

（第 7 会場：ANA クラウンプラザホテル岡山 1F 曲水西，10：00～11：30）
思春期女性のQOLを考える

座長：弘前大学 樋 口 毅
1）摂食障害

演者：福島県立医科大学ふくしま子ども・女性医療支援センター
小 川 真里子

2）思春期女性の PMDs
演者：東北大学 渡 邉 善

3）海外におけるユース・クリニックと SRHR
演者：東京科学大学 寺 内 公 一
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生涯研修プログラム 2

（第 7 会場：ANA クラウンプラザホテル岡山 1F 曲水西，13：20～14：50）
連携に基づく母体メンタルヘルスケア

座長：川崎医科大学 下 屋 浩一郎
1）保健師，当事者支援の立場から

演者：大阪大学公衆衛生看護学 蔭 山 正 子
2）精神科医の立場から

演者：東北医科薬科大学精神科学教室 鈴 木 映 二
3）産科医の立場から

演者：名古屋大学医学部附属病院 小 谷 友 美

生涯研修プログラム 3

（第 4 会場：岡山県医師会館 2・3F 三木記念ホール，15：10～16：40）
婦人科で遭遇する性分化疾患（DSDs）

座長：鹿児島大学 小 林 裕 明
1）46,XX 性分化疾患

演者：東北大学 渡 邉 善
2）46,XY 性分化疾患

演者：岡山大学 鎌 田 泰 彦
3）性染色体異常に伴う性分化疾患

演者：横浜市立大学附属市民総合医療センター 榊 原 秀 也

生涯研修プログラム 4

（第 6 会場：ANA クラウンプラザホテル岡山 1F 曲水東，15：30～17：00）
本邦が目指すべきMIGSの Global Standarization

座長：岩手医科大学 馬 場 長
1）良性：LM・TLH から vNOTES まで

演者：四谷メディカルキューブ 羽 田 智 則
2）悪性：縮小？拡大？

演者：京都医療センター 安 彦 郁
3）新機種・手術教育

演者：鳥取大学 小 松 宏 彰
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Faculty Development（FD）講習会 �

（第 2 会場：岡山コンベンションセンター 3F 301 会議室，13：20～15：20）
時間制約のある中でどのような教育アプローチが効果的なのか～問題学習者と教育スタッフのモチベーションに
焦点を当てて～

座長：北海道大学 渡 利 英 道
岐阜大学 磯 部 真 倫

1）医学教育活性化委員会のとりくみ
演者：東京慈恵会医科大学 末 光 徳 匡

2）問題学習者とその対応法
演者：アイオワ大学外科腫瘍外科 星 寿 和

3）問題学習者の事例検討
事例検討：昭和医科大学 廣 瀬 佑 輔

4）自身の周囲にいる問題学習の例を挙げてみよう，その対応法を考えてみよう
グループワーク：信州大学 品 川 真奈花

5）教育スタッフのモチベーションをあげるコツ
演者：聖路加国際病院消化器・一般外科 鈴 木 研 裕

6）教育スタッフのモチベーション低下事例検討
事例検討：鳥取大学 小 松 宏 彰

7）自身と部下の教育モチベーションをあげてみよう
グループワーク：大阪医科薬科大学 永 昜 洋 子

感染対策連携委員会企画
（ファイザー公募型医学教育プロジェクト助成共催）�

（第 3 会場：岡山コンベンションセンター 2F レセプションホール，13：20～15：20）
「女性を脅かす感染症」～最近のトピックスと今後の展望

座長：日本大学 川 名 敬
日本大学微生物学分野 相 澤 志保子

1）女性に関わるワクチンについての総論
演者：日本大学微生物学分野 相 澤 志保子

2）小児科医の立場からみたワクチン接種
演者：日本大学小児科 森 岡 一 朗

3）百日咳含有ワクチンの母子免疫ワクチン
演者：東京科学大学 羅 ことい

4）RSV ワクチンの母子免疫ワクチン
演者：横浜市立市民病院 倉 澤 健太郎
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社会保険委員会企画 �

（第 7 会場：ANA クラウンプラザホテル岡山 1F 曲水西，15：10～16：40）
令和 8年度診療報酬改定にむけて～要望項目と課題～

座長：山形大学 永 瀬 智
帝京大学医学部附属溝口病院 西 井 修

1）周産期領域における R8 年度診療報酬改定に向けた戦略と要望
演者：昭和医科大学横浜市北部病院 市 塚 清 健

2）女性ヘルスケア領域における要望項目と課題
演者：飯田橋レディースクリニック 岡 野 浩 哉

3）生殖内分泌領域における要望項目と課題
演者：秋田大学 白 澤 弘 光

4）婦人科ゲノム医療にかかる保険診療の現状と課題
演者：岡山大学臨床遺伝子学分野 平 沢 晃

5）産婦人科鏡視下手術に関する要望項目と課題―ロボット支援手術の適応拡大に向けて―
演者：千葉大学 石 川 博 士

6）診療報酬改定に向けた婦人科悪性疾患における課題
演者：神戸大学 寺 井 義 人

コンセンサスミーティング 1

（第 11 会場：イオンモール岡山 5F おかやま未来ホール，8：30～11：30）
産婦人科診療ガイドライン産科編 2026

座長：長崎大学 三 浦 清 徳
日本医科大学 鈴 木 俊 治

コンセンサスミーティング 2

（第 11 会場：イオンモール岡山 5F おかやま未来ホール，13：20～17：20）
産婦人科診療ガイドライン婦人科外来編 2026

座長：群馬大学 岩 瀬 明
日本鋼管病院 石 谷 健
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日本子宮鏡研究会 子宮鏡ハンズオンセミナー

（ハンズオン会場①：岡山コンベンションセンター 2F 展示ホール，14：00～16：30）
「もっと子宮鏡を！」

座長：順天堂大学江東区高齢者医療センター 齊 藤 寿一郎
東京大学 平 池 修
富山県立中央病院 谷 村 悟

ランチョンセミナー 1

（第 1 会場：岡山コンベンションセンター 3F コンベンションホール，12：00～13：00）
再発・転移性子宮頸がんの治療戦略 update

共催：ジェンマブ株式会社
座長：京都大学 万 代 昌 紀
演者：埼玉医科大学国際医療センター 長谷川 幸 清

ランチョンセミナー 2

（第 2 会場：岡山コンベンションセンター 3F 301 会議室，12：00～13：00）
経口妊娠中絶薬 ―臨床医からの最新の知見―

共催：ラインファーマ株式会社
座長：日本医科大学/日本産婦人科医会 中 井 章 人

「経口妊娠中絶薬『メフィーゴⓇパック』の使用経験」 日本の SRHR と当院での取り組み
演者：はまだ産婦人科 濱 田 寛 子

ランチョンセミナー 3

（第 3 会場：岡山コンベンションセンター 2F レセプションホール，12：00～13：00）
新しいプレコンセプションケアの幕開け

共催：AOI Biosciences 株式会社
座長：東京大学 廣 田 泰

不妊症，不育症，産科異常とネオセルフ抗体（抗 β2GPI/HLA-DR 抗体）
演者：手稲渓仁会病院不育症センター 山 田 秀 人
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ランチョンセミナー 4

（第 4 会場：岡山県医師会館 2・3F 三木記念ホール，12：00～13：00）
ダビンチ SP が創る婦人科手術の New Standard～良性疾患に対するロボット手術の Strategy～

共催：インテュイティブサージカル合同会社
座長：淡海医療センター 卜 部 諭
演者：大阪市立総合医療センター婦人科内視鏡手術センター

徳 山 治
上尾中央総合病院女性泌尿器科 森 山 真 吾

ランチョンセミナー 5

（第 5 会場：岡山県医師会館 4F 401 会議室，12：00～13：00）
See Clearly ＆ Treat safely ～次世代の婦人科がん手術 再発抑制と合併症低減を目指して～

共催：オリンパスマーケティング株式会社
座長：慶應義塾大学 山 上 亘
演者：鹿児島大学 戸 上 真 一

札幌医科大学 松 浦 基 樹

ランチョンセミナー 6

（第 6 会場：ANA クラウンプラザホテル岡山 1F 曲水東，12：00～13：00）
進行・再発子宮体癌治療

共催：エーザイ株式会社
座長：島根大学 京 哲

不易流行で子宮体癌に取り組む
演者：岩手医科大学 馬 場 長

ランチョンセミナー 7

（第 7 会場：ANA クラウンプラザホテル岡山 1F 曲水西，12：00～13：00）
LEP が切り開く女性の未来

共催：ノーベルファーマ株式会社/あすか製薬株式会社
座長：東京科学大学 寺 内 公 一

1）女性の健康と社会参加の視点から考える月経困難症治療
演者：山梨大学 吉 野 修

2）クリニックの立場から考える月経困難症治療のあり方とは？
演者：聖順会ジュノ・ヴェスタクリニック八田 八 田 真理子
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ランチョンセミナー 8

（第 8 会場：ホテルグランヴィア岡山 3F パール，12：00～13：00）
新技術が支える産婦人科超音波最前線

共催：コニカミノルタジャパン株式会社/キヤノンメディカルシステムズ株式会社
座長：東邦大学医療センター大森病院 中 田 雅 彦

1）次世代超音波技術で広がる産科診療の可能性
演者：昭和医科大学横浜市北部病院 市 塚 清 健

2）子宮頸がんの画像診断：現場からの Tips
演者：兵庫医科大学 馬 淵 誠 士

ランチョンセミナー 9

（第 9 会場：ホテルグランヴィア岡山 4F フェニックス CD，12：00～13：00）
産婦人科医として知っておきたい 新生児・乳児 RSV 感染症

共催：ファイザー株式会社 ワクチンメディカルアフェアーズ
座長：慶應義塾大学 田 中 守

1）新生児・乳児にかかる負荷とパパママにかかる身体的・精神的・社会的負担
演者：大阪母子医療センター 集中治療科 川 村 篤

2）出生直後からの RSV 感染症予防の重要性
演者：大阪母子医療センター 救急・総合診療科 五 嶋 嶺

ランチョンセミナー 10

（第 10 会場：ホテルグランヴィア岡山 4F フェニックス AB，12：00～13：00）
婦人科薬物療法と有害事象について考える ―漢方薬の有用性―

共催：クラシエ薬品株式会社
座長：名古屋大学 梶 山 広 明
演者：大阪医科薬科大学 藤 原 聡 枝

アフタヌーンセミナー 1

（第 2 会場：岡山コンベンションセンター 3F 301 会議室，15：40～16：40）
更に先の創部管理を目指して

共催：メンリッケヘルスケア株式会社
座長：東北大学 齋 藤 昌 利

1）きれいにして痛みも減らしたい ―臍と帝王切開創部―
演者：富山県立中央病院 草 開 妙

2）創傷ケアのちょっと気の利いた一手 ―きれいな傷あとにするために！―
演者：日本医科大学 小 川 令
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アフタヌーンセミナー 2

（第 3 会場：岡山コンベンションセンター 2F レセプションホール，15：40～16：40）
再発子宮頸がんの薬物療法 2025

共催：リジェネロン・ジャパン株式会社
座長：近畿大学 松 村 謙 臣

子宮頸がんの治療戦略～課題と展望～
演者：自治医科大学 藤 原 寛 行

イブニングセミナー 1

（第 1 会場：岡山コンベンションセンター 3F コンベンションホール，17：00～18：00）
共催：MSD 株式会社

座長：埼玉医科大学国際医療センター 長谷川 幸 清
1）進行子宮頸癌の予後改善を目指して

演者：大阪大学 小 玉 美智子
2）局所進行子宮頸がん治療の新時代：免疫療法と放射線療法の融合

演者：岩手医科大学 利 部 正 裕

イブニングセミナー 2

（第 2 会場：岡山コンベンションセンター 3F 301 会議室，17：00～18：00）
次世代に求められる地域周産期医療システムの新しいかたち

共催：科研製薬株式会社
座長：獨協医科大学 成 瀨 勝 彦
演者：岡山大学 牧 尉 太

千葉大学 尾 本 暁 子

イブニングセミナー 3

（第 4 会場：岡山県医師会館 2・3F 三木記念ホール，17：00～17：45）
多囊胞性卵巣症候群の診療の展望 ～新診断基準の国際比較と新治療指針～

共催：ベックマン・コールター株式会社
座長：奈良県立医科大学 木 村 文 則
演者：吉野川医療センター 松 崎 利 也
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イブニングセミナー 4

（第 5 会場：岡山県医師会館 4F 401 会議室，16：50～18：00）
働く女性の健康ニーズに寄り添う医療を目指して

共催：バイエル薬品株式会社
座長：女性クリニック We！TOYAMA 種 部 恭 子

1）女性がイキイキと働くために ～職場健診における問診項目の充実がもたらす明るい未来～
演者：関東労災病院 働く女性専門外来 星 野 寛 美

2）進化する健康診断：新しい問診項目で見つける働く女性の健康リスク ～専門医として為すべき役割～
演者：茶屋町レディースクリニック 山 中 章 義

ハンズオンセミナー 1

（ハンズオン会場②：岡山コンベンションセンター 3F 302 会議室，14：40～16：40）
漢方の診察実技と臨床への活用法

共催：株式会社ツムラ

Cadaver Surgical Training

（岡山大学鹿田キャンパス 解剖実習室（大実習室），9：30～16：00（予定））
CSTで学ぶ～エキスパートが見る骨盤内解剖とトラブルシューティング～
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JSOG Congress Award Candidate

第 1日 5月 23 日（金）第 6会場
ANAクラウンプラザホテル岡山 1F：曲水東

8：50～10：05
Group 1 Gynecologic Oncology

Chairs：Dokkyo University Saitama Medical Center Takakura Satoshi
Yamagata University Nagase Satoru

IS―AC―1― 1. Integrative analysis of TCGA-OV DNA methylation, RNA-sequencing, and
variants dataset using machine learning in predicting ovarian cancer survival
rates

Jeong So Hyeon（Korea University Guro Hospital, Korea）et al.
IS―AC―1― 2. Revealing the unique malignant mechanism of gastric-type adenocarcinoma of the

cervix
Yamada Hiroaki（Kurume University Hospital）et al.

IS―AC―1― 3. HRV Wellness Score：A Rapid and Non-Invasive QOL Indicator for Gynecological
Cancer Supportive Care Using Heart Rate Variability

Higashiyama Nozomi（Kyoto University）et al.
IS―AC―1― 4. BHLHE40-HSD17B10 axis regulates the integrated stress response signaling to

affect development of endometrial cancer
Asanoma Kazuo（Kyushu University Hospital）et al.

IS―AC―1― 5. Comparison of ultrasound-based deep learning model with expert assessment in
discriminating between benign and malignant ovarian masses

Cortez Feliza Vida D（Section of Ultrasound, Rizal Medical Center,
Philippines）et al.

第 1日 5月 23 日（金）第 3会場
岡山コンベンションセンター 2F：レセプションホール

8：50～10：35
Group 2 Perinatology

Chairs：Showa Medical University School of Medicine Sekizawa Akihiko
Institute of Science Tokyo Miyasaka Naoyuki

IS―AC―2― 1. An innovative deep learning approach for classifying and identifying fetal
structures during the first trimester

Um Gi-Soo Elisa（Seoul St. Mary’s Hospital, Korea）et al.
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IS―AC―2― 2. Development and performance evaluation of rapid isothermal-PCR system without
an enrichment cultivation for point of care testing for GBS

Yoshida Emiko（Juntendo University）et al.
IS―AC―2― 3. ADORA2B’s Role in Protecting Trophoblast Cells from Hypoxia-Induced

Ferroptosis and Oxidative Stress：Implications for Preeclampsia
Kawashima Akihiro（Showa Medical University）et al.

IS―AC―2― 4. Characterization of anti-CMV T cell responses in pregnant women through
antigen-specific single-cell RNA sequencing

Taguchi Ayumi（The University of Tokyo）et al.
IS―AC―2― 5. Effectiveness of exercise guidance in reducing postpartum low back and pelvic

girdle pain
Oishi Keiichi（Okayama University Hospital）et al.

IS―AC―2― 6. Evaluation of placental alpha microglobulin-1（PAMG1）accuracy for predicting
preterm delivery in women with the symptoms of spontaneous preterm labor；a
comparison with cervical length and number of contractions

Kashanian Maryam M（Iran University of Medical Sciences, Iran）et al.
IS―AC―2― 7. Pulmonary arterial change in the fetuses with congenital lung lesions

Yamamoto Yuka（Juntendo University Faculty of Medicine）et al.

第 1日 5月 23 日（金）第 4会場
岡山県医師会館 2・3F：三木記念ホール

9：00～10：45
Group 3 Reproductive Endocrinology

Chairs：Akita University Terada Yukihiro
Tokushima University Iwasa Takeshi

IS―AC―3― 1. Antenatal Corticosteroid exposure and fetal ovarian development：implications
for reproductive health

Seah Michelle（National University of Singapore, Singapore）et al.
IS―AC―3― 2. Cabergoline has inhibitory effects on FSH-induced cell differentiation and

estrogen secretion in a primary culture system of rat ovarian granulosa cells
Mori Yusuke（The Jikei University）et al.

IS―AC―3― 3. Differentiation of Kisspeptin Neurons from Human Embryonic Stem Cells
Seki Tomomi（Nagoya University）et al.

IS―AC―3― 4. Application of long read sequencers for preclinical work up of preimplantation
genetic testing for monogenic/single-gene defects

Mariya Tasuku（Sapporo Medical University）et al.
IS―AC―3― 5. Susceptibility of Brca1（L63/+）rat to ovarian reserve dissipation by

chemotherapeutic agents to breast cancer
Sonehara Reina（Nagoya University Hospital）et al.
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IS―AC―3― 6. Apolipoprotein-B mRNA-editing complex 3B could be a new potential therapeutic
target in endometriosis

Vu Thuyha（Okayama University Hospital）et al.
IS―AC―3― 7. Uterine decidual mitochondrial defects leads to PCOS-associated pregnancy loss

by increased mitochondria-localized androgen receptor
Shao Linus R（Institute of Neuroscience and Physiology, The Sahlgrenska

Academy at Göteborg University, Sweden）et al.
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International Session Workshop

第 1日 5月 23 日（金）第 5会場
岡山県医師会館 4F：401 会議室

9：00～10：20
Group 1 Perinatology 1

Chairs：Osaka Metropolitan University Tachibana Daisuke
University of Toyama Nakashima Akitoshi

IS―WS―1― 1. LIMCH1-enriched extracellular vesicles promote vascular permeability in early-
onset preeclampsia

Matsuo Seiko（Nagoya University）et al.
IS―WS―1― 2. The impact of preterm premature rupture of membranes after fetoscopic laser

surgery on perinatal outcomes
Takano Mayumi（Toho University）et al.

IS―WS―1― 3. Protective Role of Butyrate Supplementation in Preventing Dysbiosis-Induced
Preterm Birth

Uchida Azusa（Nagoya University Hospital）et al.
IS―WS―1― 4. Risk Factors for Postpartum Pulmonary Edema in Twin Pregnancies

Suzuki Yusuke（Showa Medical University）et al.
IS―WS―1― 5. Clarifying the pathogenesis of the placenta accreta spectrum by using 3D imaging

and spatial transcriptome analyses
Sekizuka Tomoyuki（Niigata University）et al.

IS―WS―1― 6. CX3CR1+ macrophages trigger the initiation of parturition
Matsuzaka Sunao（Kyoto University）et al.

IS―WS―1― 7. The Minimal Dose of Antenatal Steroids Necessary for Fetal Lung Maturation
Elicits Growth Restriction Associated Transcriptional Changes in the Preterm
Ovine Placenta

Fee Erin L（University of Western Australia, Australia）et al.
IS―WS―1― 8. Comparison of Maternal and Neonatal Outcomes among unvaccinated and

vaccinated COVID 19 patients who delivered at our hospital：A Retrospective
Cross-Sectional Study

Tungcul Anne Karyll T（Ospital ng Makati, Philippines）et al.
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第 1日 5月 23 日（金）第 7会場
ANAクラウンプラザホテル岡山 1F：曲水西

9：00～9：50
Group 2 Women’s Health Care 1

Chairs：Aichi Medical University Wakatsuki Akihiko
Institute of Science Tokyo Terauchi Masakazu

IS―WS―2― 1. Preoperative drop infusion pyelography effectively predicts periureteral
adhesions；a retrospective study

Azuma Yukihiro（Tottori University Hospital）et al.
IS―WS―2― 2. Current Status and Regional Disparities in Prescriptions of Oral Gonadotropin-

Releasing Hormone Antagonists：Analysis Using the National Database of Health
Insurance Claims and Specific Health Checkups of Japan Open Database

Takeda Takehiko（Nagoya University）et al.
IS―WS―2― 3. Identification of target cells of blood placental barrier for HTLV-1 transplacental

infection
Nagata Koh（Nagasaki University Hospital）et al.

IS―WS―2― 4. Preconception Health Assessments in Occupational Settings：Evaluating the
Effectiveness of Counselling versus Written Feedback

Fujishima Akiko（Akita University Graduate School of Medicine and Faculty of
Medicine）et al.

IS―WS―2― 5. Impact of Obstetric Complications on Estimated Bone Mineral Density using an
AI-Assisted Diagnostic System

Enomoto Yuki（The University of Tokyo Hospital）et al.

第 1日 5月 23 日（金）第 6会場
ANAクラウンプラザホテル岡山 1F：曲水東

10：20～11：30
Group 3 Gynecologic Oncology 1

Chairs：The Jikei University School of Medicine Okamoto Aikou
Juntendo University Terao Yasuhisa

IS―WS―3― 1. Role of miR-517a-3p in Choriocarcinoma Progression：Insights from miRNA
Sequencing

Nishiko Yuki（Nagoya University Graduate School of Medicine）et al.
IS―WS―3― 2. Generative AI-Assisted Analysis of Electronic Health Records for Automating

Tumor Registry in Secure Hospital System
Ishida Kentaro（Kyoto University）et al.
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IS―WS―3― 3. Change of inequalities in Human Papillomavirus Vaccination by neighborhood-
based socioeconomic status and medical accessibility：A population-based study
in Osaka City, Japan

Oka Emiko（The University of Osaka）et al.
IS―WS―3― 4. Risk Factors of Recurrent Cervical intraepithelial neoplasm 2/3 after Primary

Excisional Conization/LEEP Treatments：A Follow-up Nationwide Cohort Study
Chiang Ying-Cheng（National Taiwan University Hospital, Taiwan）et al.

IS―WS―3― 5. Clinical Outcomes in Cases of Complete Hydatidiform Mole Coexistent with a
Fetus：A Single-Institution Study

Niimi Kaoru（Nagoya University）et al.
IS―WS―3― 6. Oncologic and Reproductive outcome after high-dose medroxyprogesteone acetate

therapy for early-stage endometrial cancer or atypical endometrial hyperplasia
Koizumi Mayuko（The University of Tokyo Hospital）et al.

IS―WS―3― 7. Identification of factors that contribute to the formation of an immunosuppressive
tumor microenvironment in the no specific molecular profile（NSMP）subtype of
endometrial cancer

Hattori Satomi（Nagoya University）et al.

第 1日 5月 23 日（金）第 4会場
岡山県医師会館 2・3F：三木記念ホール

13：20～14：40
Group 4 Reproductive Endocrinology 1

Chairs：The University of Tokyo Osuga Yutaka
Tottori University Taniguchi Fuminori

IS―WS―4― 1. Endometrial small extracellular vesicles in the implantation phase promotes the
cell fusion of cytotrophoblasts

Ohara Tsutomu（Kyoto University Hospital）et al.
IS―WS―4― 2. Decidualization failure in infertile women：impact on implantation and

trophoblast differentiation
Tamura Isao（Yamaguchi University Hospital）et al.

IS―WS―4― 3. Multi-omics analysis of stem cells established from aged individuals to seek aging
regulatory factors

Ooka Reina（Keio University）et al.
IS―WS―4― 4. Eosinophil plays a role in promoting fibrosis in endometriotic lesion

Tanaka Kota（University of Yamanashi Hospital）et al.
IS―WS―4― 5. First successful live birth after uterus transplantation in a non-human primate

model
Kisu Iori（Keio University）et al.



202 日産婦誌77巻 2 号プログラム

23
日
㈮

プ
ロ
グ
ラ
ム

IS―WS―4― 6. Suppression of PGRMC1 Enhances Progesterone Responsiveness in Ovarian
Endometriosis

Izumi Yuko（Kyoto Prefectural University of Medicine）et al.
IS―WS―4― 7. Loss of X Chromosome in hematopoietic cells is associated with female infertility

Kikuchi Taiki（Laboratory of Cardiovascular Mosaicism, National Cerebral and
Cardiovascular Center）et al.

IS―WS―4― 8. Comprehensive chromosome and mitochondrial DNA content analysis between
inner cell mass and trophectoderm

Lan Kuo-Chung（Kaohsiung Chang Gung Memorial Hospital and Chang Gung
University College of Medicine, Taiwan）

第 1日 5月 23 日（金）第 5会場
岡山県医師会館 4F：401 会議室

13：20～14：40
Group 5 Perinatology 2

Chairs：Juntendo University Itakura Atsuo
Kumamoto University Kondo Eiji

IS―WS―5― 1. Maternal and Neonatal Outcomes of Type III Vasa Previa：A Retrospective
Cohort Study at a Single Tertiary Institution

Kitajima Ryo（The University of Osaka）et al.
IS―WS―5― 2. Assessment of cfRNA sequences under progressive fetal hypoxia using artificial

placenta treatment suggested the possibility of prediction for acute fetal hypoxia
in premature sheep fetuses

Usuda Haruo（The University of Western Australia, Australia）et al.
IS―WS―5― 3. Retrospective microbiome analysis of chorioamnionitis with FFPE sections of the

placenta
Shiro Reona（Kindai University Hospital）et al.

IS―WS―5― 4. Influence of low nutrient environment at the pre-implantation period on placental
functionality in MEM mouse model

Nakajima Keisuke（The University of Tokyo Hospital）et al.
IS―WS―5― 5. Deviation of the Fetal Head Trajectory in Dystocia Detected by Intrapartum

Transperineal Ultrasound：Findings from A Multicenter Prospective Study
Yano Eriko（The University of Tokyo Hospital）et al.

IS―WS―5― 6. Perinatal outcomes of RhD-negative pregnant women in Japan：a retrospective
multicenter cohort study

Takahashi Ken（The Jikei University Hospital）et al.
IS―WS―5― 7. Association between fetal eye movement density and developmental problem at

age 3 years
Shimada Yukiyo（Kyushu University Hospital）et al.
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IS―WS―5― 8. Concurrent Evolution of Infant Oral and Gut Microbiota Demonstrates Oral-to-Gut
Transmission
Lai Chi-Ting（National Taiwan University Hospital Yunlin Branch, Taiwan）et al.

第 1日 5月 23 日（金）第 6会場
ANAクラウンプラザホテル岡山 1F：曲水東

13：20～14：30
Group 6 Gynecologic Oncology 2

Chairs：University of Fukui Yoshida Yoshio
Kyoto University Mandai Masaki

IS―WS―6― 1. Multicenter Retrospective Analysis of Neuroendocrine Carcinoma of the Cervix
（NECC）：Clinical Behavior, Treatment Patterns, and Prognostic Outcomes

Kuboya Takuya（Ibaraki Prefectural Central Hospital）et al.
IS―WS―6― 2. Intraperitoneal administration of paclitaxel and delayed intravenous

administration of carboplatin for peritoneal dissemination increases intratumoral
concentrations of paclitaxel and carboplatin

Tamura Kouhei（Jichi Medical University Hospital）et al.
IS―WS―6― 3. Lean Body Mass as a Promising Predictor of Dose-Limiting Toxicity in Patients

with Endometrial Cancer Undergoing Carboplatin-Paclitaxel Chemotherapy
Kozuka Ayaka（School of Medicine Medical Course, Yokohama City

University）et al.
IS―WS―6― 4. Effect of medical treatment on malignant transformation to clear cell carcinoma in

endometriosis patients：A comparative study on gene expression using next
generation sequencing（NGS）

Chung Yun Soo（Yonsei University College of Medicine, Korea）et al.
IS―WS―6― 5. IL17-producing tumor immune microenvironment reflects efficient ICI response in

ovarian clear cell carcinoma
Murakami Kosuke（Kindai University）et al.

IS―WS―6― 6. Impact of Preexisting Mental Disorders on Survival among Cervical Cancer
Patients

Yamada Tomonori（Oita University Hospital）et al.
IS―WS―6― 7. Tumor-Associated Fibrosis～Understanding the Mechanisms of Intraperitoneal

Metastasis and Novel Strategies for Controlling Ovarian Cancer Progression～
Fujimoto Hiroki（Nagoya University）et al.
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International Session Poster

第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 1
岡山コンベンションセンター 1F：屋外テント

9：00～9：45
Group 1 Cervical Cancer

Chair：Kyushu University Yahata Hideaki

ISP―1― 1. Effectiveness of HPV Vaccination：Analysis of Extended HPV Genotyping Data
from Cervical Cancer Screening

Takahashi Yoshifumi（Jichi Medical University）et al.
ISP―1― 2. The Efficacy of HPV vaccine and health literacy in women in their 20s in Japan

Cho Tamaki（Yokohama City University Hospital）et al.
ISP―1― 3. Traditional Single Low Risk“Benign”HPV 6 associated with extensive CIN 3

Tested on several occasions in Malaysia
Weng Kong Eugene Leong（Taylor’s University School of Medicine,

Malaysia）et al.
ISP―1― 4. An exploration of the potential utility of MRI findings in predicting lympho-

vascular space invasion for early-stage cervical cancer
Kou Kazuhiro（Kyoto University）et al.

ISP―1― 5. Management of immune-related adverse events is important for the efficacy of
immunotherapy in advanced and recurrent cervical cancer

Matsui Tomoya（Keio University）et al.
ISP―1― 6. Clinical effects of irinotecan plus cisplatin chemotherapy for recurrent or

persistent cervical cancer after first-line platinum-based chemotherapy
Onoyama Ichiro（Kyushu University Hospital）et al.

ISP―1― 7. Long-term oncologic outcome and secondary gynecologic malignancies following
radical abdominal trachelectomy in a series of 319 cases

Imai Airi（Keio University Hospital）et al.
ISP―1― 8. Quality of Life Study of Patients with Early Cervical Cancer Treated with Radical

Surgery
Ohno Ayumi（Keio University School of Medicine）et al.

ISP―1― 9. A 10-year follow-up survey on HPV vaccination：Attitudes and Behaviors of
Obstetricians and Gynecologists in Japan

Nakai Maki（The University of Osaka）et al.
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第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 2
岡山コンベンションセンター 1F：屋外テント

9：00～9：45
Group 2 Ovarian Cancer/ Clinical Research

Chair：Tokai University Machida Hiroko

ISP―2― 1. Clinical Features of Cardiovascular Disease in Gynecologic Cancer
Kwon Ji Young（Kyung Hee University Hospital at Gangdong, Korea）et al.

ISP―2― 2. Clinical significance of neoadjuvant chemotherapy in advanced ovarian cancer
Chen Qianrun（Sichuan University, China）et al.

ISP―2― 3. The Prognosis Predictive Score around Neo adjuvant chemotherapy（PPSN）helps
to predict the Prognosis of epithelial Ovarian Cancer Patients

Kawahara Naoki（Nara Medical University Hospital）et al.
ISP―2― 4. An examination of platinum-based therapy resistance following poly ADP ribose

polymerase（PARP）inhibitor administration
Ono Kaori（University of Tsukuba）et al.

ISP―2― 5. Combined Assessment of Body Composition Parameter and Serum
Immunonutritional Index in Predicting Tail Plateau Group in Advanced Ovarian
Cancer

Onuma Toshimichi（University of Fukui Hospital）et al.
ISP―2― 6. Clinical and Pathological Analysis of Seven Low-Grade Serous Ovarian Cancer

Cases
Takiyama Maho（The University of Osaka）et al.

ISP―2― 7. NAC-KELIM Predicts the Completeness of Surgery During IDS
Okuya Rie（Chiba University Hospital）et al.

ISP―2― 8. Questionnaire-based survey on the extent of lymph node dissection during internal
debulking surgery after neoadjuvant chemotherapy for patients with advanced
ovarian cancer in the Gynecologic Cancer Study Group of JCOG

Iida Yuki（Tottori University）et al.
ISP―2― 9. Clinicopathologic characteristics of Mucinous Ovarian Carcinoma

Shirota Yasuhiro（The Jikei University School of Medicine）et al.
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第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 3
岡山コンベンションセンター 1F：屋外テント

9：00～10：05
Group 3 Ovarian Cancer / Case Reports

Chair：Kobe University Wakahashi Senn

ISP―3― 1. Anti-N-methyl-D-aspartate receptor encephalitis induced by an ovarian immature
teratoma：a case report and literature review

Liao Jou-Chien（National Taiwan University Hospital, Taiwan）et al.
ISP―3― 2. Ovarian teratoid carcinosarcoma：a case report

Asami Shunsuke（Yokohama City University Hospital）et al.
ISP―3― 3. A case of dedifferentiated carcinoma of the peritoneum：Diagnostic and

therapeutic implications of the cancer genome profile
Onuma Kazuya（Shonankamakura General Hospital）et al.

ISP―3― 4. A case of peritoneal cancer developed after risk-reducing salpingo-oophorectomy
（RRSO）

Kusumoto Misa（Center Hospital of the National Center for Global Health and
Medicine）et al.

ISP―3― 5. Therapeutic effect and occupational safety of paclitaxel according to types of
formulation aerosolized during rotational intraperitoneal pressurized aerosol
chemotherapy for peritoneal metastasis

Kim Hee Seung（Seoul National University College of Medicine, Korea）et al.
ISP―3― 6. Unveiling a Novel Role of Mesothelial Glycocalyx in Peritoneal Metastasis of

Ovarian Cancer
Mogi Kazumasa（Department of Medical Genomics Center, Nagoya University

Hospital）et al.
ISP―3― 7. Spatial transcriptomics reveals PARP inhibitor resistance mechanisms in high-

grade serous ovarian carcinoma
Suzuki Hironori（Nagoya University）et al.

ISP―3― 8. Investigation of the Impact of FOLR1 on PARP Inhibitor Sensitivity in High-Grade
Serous Ovarian Carcinoma through Spatial Transcriptomics

Yoshida Kosuke（Nagoya University）et al.
ISP―3― 9. Elucidation of mechanism of ALDH1A1-dependent ovarian cancer proliferation

using 2-D and 3-D cell culture model
Takasaki Kazuki（Teikyo University Hospital）et al.

ISP―3― 10. The Possibility of Exploring Simulated Microgravity for Advancing Targeted
Therapies in Ovarian Cancer Treatment：the MATOC study

Kumagai Yusaku（Natioal University of Singapore）
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ISP―3― 11. Establishment of a Highly Metastatic Mouse Ovarian Cancer Cell Line and the
Role of Matrix Metalloproteinase Family in Peritoneal Dissemination

Kunishima Atsushi（Nagoya University）et al.
ISP―3― 12. Distinct DNA Repair Pathways Involving ARID1A in Ovarian Clear Cell

Carcinoma：Insights from CyTOF Analysis
Tsuchimochi Saki（The University of Tokyo Hospital）et al.

ISP―3― 13. Progesterone induces transcription-replication conflicts through non-genomic
actions mediated by membrane-type receptors and enhances the sensitivity of
BRCA1/2 wild-type ovarian cancer cells to PARP inhibitors

Suizu Eri（Jichi Medical University Hospital）et al.

第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 4
岡山シティミュージアム 4F：展示室

9：00～9：35
Group 4 Reproductive Physiology / Endocrinology

Chair：University of Yamanashi Yoshino Osamu

ISP―4― 1. Regulation of Hypothalamic Inhibin Subunit Gene Expression：Insights from in
vivo Rat Models and Hypothalamic Cell Models

Tumurbaatar Tuvshintugs（Shimane University）et al.
ISP―4― 2. Possible Involvement of Neurotensin in the Regulation of Hypothalamic-Pituitary-

Gonadal Axis
Batjargal Lkhagvajav（Shimane University）et al.

ISP―4― 3. Enhancement of the Tissue Factor Coagulation System Associated with Elevated
Estradiol Levels During Controlled Ovarian Stimulation：An Analysis Using the
High-Sensitivity Thrombin Generation Assay

Matsuda Shigeru（Nippon Medical School Hospital）et al.
ISP―4― 4. Rubicon, a key molecule for DNA damage induced by oxidative stress, in ovarian

granulosa cells
Yamada Kiyotaka（University of Toyama）et al.

ISP―4― 5. Interaction between mouse mural granulosa cells and cumulus cells during
ovulation based on transcriptome analysis

Shiroshita Amon（Yamaguchi University）et al.
ISP―4― 6. Effects and underlying mechanisms of exosomes derived from adipose-derived

stem cells on embryonic cell differentiation
Hirakawa Toyofumi（Fukuoka University）et al.

ISP―4― 7. Investigating the function of Activin A signaling in Trophoblast Differentiation
and Metabolism

Hartmann Sunhild（Mercy Hospital for Women, University of Melbourne,
Australia）et al.
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第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 5
岡山シティミュージアム 4F：展示室

9：00～9：35
Group 5 ART 1 / Oncofertility

Chair：Jichi Medical University Jwa Seung Chik

ISP―5― 1. Retrospective evaluation of ovarian sensitivity index in IVF patients in our
hospital

Okaki Hiromu（The University of Osaka）et al.
ISP―5― 2. The efficacy of double trigger with nasal GnRHagonist followed by recombinant

hCG in controlled ovarian stimulation cycles with progestin primed ovarian
stimulation（PPOS）

Hideshima Misako（Women’s Medical Center, Takagi Hospital）et al.
ISP―5― 3. Individual differences in follicular fluid AMH concentration and the relationship

between follicular fluid AMH and clinical outcome in controlled ovarian
stimulation

Takeda Asuka（Tokushima University Hospital）et al.
ISP―5― 4. Efficacy of transvaginal aspiration of ovarian endometrioma during the egg

retrieval for infertility complicated with endometriosis in patients undergoing
Assisted Reproductive Technology

Oka Kazuhiko（The Jikei University Hospital）et al.
ISP―5― 5. Withdrawn
ISP―5― 6. A patient-friendly true natural thawed cycle by monitoring serum progesterone

level
Lee William Hao-Yu（National Taiwan University Hospital, Taiwan）et al.

ISP―5― 7. A study of ovarian stimulation methods and outcomes for breast cancer patients at
single institution

Horibe Yu（Tokyo Women’s Medical University）et al.
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第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 6
岡山シティミュージアム 4F：展示室

9：00～9：55
Group 6 Maternal Physiology / Perinatal Care

Chair：Fujita Health University Sekiya Takao

ISP―6― 1. Prevalence and associated factors of gestational diabetes in underweight pregnant
women

Boriboonhirunsarn Dittakarn（Faculty of Medicine Siriraj Hospital, Mahidol
University, Thailand）et al.

ISP―6― 2. Assessment of the relationship between maternal body composition changes and
heavy for date infants in diabetic pregnant women

Kato Masakazu（Okayama University Hospital）et al.
ISP―6― 3. The role of autophagy in pancreatic beta cells during the perinatal period

Masaoka Shun（Juntendo University）et al.
ISP―6― 4. Maternal serum and cord blood leptin levels underlie the fetal origins of obesity

Tamai Junko（Keio University School of Medicine）et al.
ISP―6― 5. A preliminary survey on mental status in pregnant women with nausea and

vomiting in pregnancy；a prospective questionnaire survey
Mori Hiroshi（Kenwakai Otemachi Hospital）et al.

ISP―6― 6. Challenges in Postpartum Adaptation for primiparas：Assessment of Perinatal
Resilience Using the CPRA（Comprehensive Scale for Parenting Resilience and
Adaptation）

Machimura Sakaaki（The University of Osaka）et al.
ISP―6― 7. Development of a chatbot for mental support of postpartum mothers：Providing

mental care to mothers after their postnatal checkup and triaging cases requiring
intervention

Akazawa Munetoshi（Adachi Medical Center, Tokyo Women’s Medical
University）et al.

ISP―6― 8. Association between maternal endometriosis and autism spectrum disorder in
offspring

Furukawa Maho（The University of Tokyo Hospital）et al.
ISP―6― 9. Association between gestational, postpartum anemia and postpartum fatigue

Isogami Hirotaka（Fukushima Medical University）et al.
ISP―6― 10. A nationwide survey of delivery facilities’ experiences of pregnant mothers

dissatisfied with fetal ultrasound examinations as a prenatal examination
Shirato Nahoko（Showa Medical University）et al.

ISP―6― 11. National questionnaire survey of pregnant and nursing mothers on the status of
fetal ultrasound examination as a prenatal examination

Sekine Aiko（Showa Medical University Koto Toyosu Hospital）et al.
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第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 7
岡山シティミュージアム 4F：展示室

9：00～10：05
Group 7 HDP / FGR / Placenta

Chair：Asahikawa Medical University Nakanishi Kentaro

ISP―7― 1. Regulation of the renin-angiotensin system via prorenin receptors in a mouse
model of preeclampsia

Mishima Sakurako（Okayama University Hospital）et al.
ISP―7― 2. Amyloid beta production and its effect on migration in extravillous trophoblasts

Nishioka Kaho（Wakayama Medical University Hospital）et al.
ISP―7― 3. Ultrastructural analysis of placental villi in human using scanning electron

microscopy
Yamaguchi Kyouhei（Mie Chuo Medical Center）et al.

ISP―7― 4. A novel murine model of small for gestational age induced by double-stranded
RNA receptor-mediated placental inflammation

Motomura Kenichiro（Department of Allergy and Clinical Immunology, National
Center for Child Health and Development）et al.

ISP―7― 5. White matter integrity in preterm neonates born to mothers with hypertensive
disorders of pregnancy：A diffusion tensor imaging analysis

Kato Akihito（Nagoya University Hospital）et al.
ISP―7― 6. Improvement of sFlt1/PlGF ratio by an autophagy activator, Curcumin analog, in

the placental tissues from preeclampsia
Furuta Atsushi（Toyama University Hospital）et al.

ISP―7― 7. Usefulness of Placental Pathology in Decision-making for Prolonged
Antihypertensive Treatment in Hypertensive Disorders of Pregnancy

Tajiri Ryosuke（University of Occupational and Environmental Health）et al.
ISP―7― 8. High Fetoplacental Weight Ratio in Pregnancies with Fetal Growth Restriction

Followed by Preeclampsia
Sugo Fumio（Toho University Omori Medical Center）et al.

ISP―7― 9. The Clinical Usefullness of the sFlt-1/PlGF Ratio in Predicting Late-Onset
Hypertensive Disorders of Pregnancy in Twin Pregnancies

Makino Koki（Showa Medical University Hospital）et al.
ISP―7― 10. Analysis of mRNA of the decidua separating from formalin fixed paraffin

embedded placental specimens using Laser Microdissection
Yamamoto Shotaro（Osaka Metropolitan University Hospital）et al.

ISP―7― 11. Cytoskeletal Reorganization During Trophoblast Syncytialization in Early
Pregnancy

Iwahashi Masayuki（Showa Medical University）et al.
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ISP―7― 12. Investigation of the Developmental Process of Fetal Inflammatory Response
Syndrome in Premature Rupture of Membranes

Yoshida Shohei（Japanese Red Cross Kyoto Daiichi Hospital）et al.
ISP―7― 13. PROK-1 and MMP-2 in the first trimester of pregnancy are involved in the

development of HDP but not GDM
Goto Shinobu（Nagoya City University Graduate School of Medical

Sciences）et al.

第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 8
岡山シティミュージアム 4F：展示室

9：00～10：00
Group 8 Pregnancy with Medical Complications

Chair：Tokai University Ishimoto Hitoshi

ISP―8― 1. Prenatal Management of Fetal Goiter in a Pregnancy Complicated by Graves’
Disease：A Case Report

Suetsugu Masaho（University Hospital, Kyoto Prefectural University of
Medicine）et al.

ISP―8― 2. Successful conservative management of disseminated intravascular coagulation
due to degenerative uterine leiomyoma during pregnancy：A case report

Ito Tsubasa（National Defense Medical College Hospital）et al.
ISP―8― 3. Three cases of pregnancy-related breast cancer where breastfeeding could be

continued for a certain period after delivery
Ishii Chiaki（Japanese Red Cross Medical Center）et al.

ISP―8― 4. Pregnancy Complicated by Neuromuscular Scoliosis：A Case Report
Kawasumi Yuri（University Hospital, Kyoto Prefectural University of

Medicine）et al.
ISP―8― 5. A case of acute porphyria induced by pregnancy

Harai Ayane（St. Mary’s Hospital）et al.
ISP―8― 6. Obstetric outcome after trachelectomy for cervical cancer without uterine artery

preservation
Sakai Atsuhiko（Kyushu University Hospital）et al.

ISP―8― 7. Whole genome sequencing identified ten novel candidate genes for peripartum
cardiomyopathy in the Japanese population

Kin Sohmi（The University of Osaka）et al.
ISP―8― 8. Pregnancy Outcomes among obese Women with Asthma：A systematic review

and meta-analysis
Awaji Takuya（The University of Osaka）et al.

ISP―8― 9. Hypoglycemia of Neonates Born to Women with Gestational Diabetes Mellitus
Takehara Mikio（Ikeda Municipal Hospital）et al.



212 日産婦誌77巻 2 号プログラム

23
日
㈮

プ
ロ
グ
ラ
ム

ISP―8― 10. Investigation of factors predicting early postpartum glucose intolerance based on
the results of 75g OGTT

Nakamoto Emi（Osaka Metropolitan University）et al.
ISP―8― 11. Two cases of dermatomyositis diagnosed in the postpartum period

Takesawa Ami（National Center for Child Health and Development）et al.
ISP―8― 12. Association of Timing of Referral with Feto-maternal Outcomes in Patients with

Gestational Diabetes Mellitus referred by Health Centers to Our Hospital from
January - December 2023

De Paz Patricia R（Ospital ng Makati, Philippines）et al.

第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 9
ホテルグランヴィア岡山 3F：ルビー

9：00～9：45
Group 9 Adolescent and Young Adult

Chair：Juntendo University Kitade Mari

ISP―9― 1. Real-world patterns of treatment for patients with dysmenorrhea in Japan
Uchiyama Masahiko（Medical Affairs and Outcomes Research,

Organon K.K.）et al.
ISP―9― 2. The Study for Usefulness of Mandala Art Therapy in Primary Dysmenorrhea

Oh Sungtack（Chonnam University Medical School, Korea）et al.
ISP―9― 3. Fifteen Cases of Adolescent Childhood Cancer Survivors with Premature Ovarian

Insufficiency at Our Institution
Sakata Mina（The University of Osaka）et al.

ISP―9― 4. Characteristics of Turner women under our care by chromosome karyotype
Kojima Tomoyuki（Perinatal Center for Maternity and Neonate, Yokohama City

University Medical Center）et al.
ISP―9― 5. Diagnostic pitfalls：A case with non-classical 21-hydroxylase deficiency

misdiagnosed as polycystic ovarian syndrome for 9 years
Kondo Emi（National Hospital Organization Kokura Medical Center）et al.

ISP―9― 6. A case of laparoscopic surgery surgical treatment for neovaginal prolapse after
followed Ruge procedure for Mayer-Rokitansky-Küster-Hauser syndrome

Yasui Yuki（The University of Osaka）et al.
ISP―9― 7. A Comparative Study on the Maternal and Fetal Outcomes between Teenage and

Adult Primigravids who gave birth at a tertiary hospital in Makati from Year
2021-2023

Go Rossellini-Marie E（Ospital ng Makati, Philippines）et al.
ISP―9― 8. VAGINAL DELIVERY AFTER HYMENOTOMY OF MICROPERFORATE

HYMEN：A CASE REPORT
Lopez Kamla Carmela C（Amang Rodriguez Memorial Medical Center,

Philippines）
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ISP―9― 9. Rudimentary Horn Pregnancy in a Multigravid Woman：A Case Report
Llenos Earlyn Marie F（Gov. Celestino Gallares Memorial Medical Center,

Philippines）et al.

第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 10
ホテルグランヴィア岡山 3F：トパーズ

9：00～9：40
Group 10 Women’s Health Care 1

Chair：Nihon University Hospital Nagaishi Masaji

ISP―10― 1. Case series of Hereditary leiomyomatosis and renal cell carcinoma syndrome
Terao Junna（Juntendo University Hospital, Juntendo University）et al.

ISP―10― 2. Dienogest-induced aortic mural thrombosis in a patient newly diagnosed with
antiphospholipid syndrome：a case report and literature review

Lee Kuang Yen（National Taiwan University Hospital, Taiwan）et al.
ISP―10― 3. Case series of pelvic organ prolapse after extended pelvic surgery

Asano Keita（The University of Osaka）et al.
ISP―10― 4. Rectus Sheath Hematoma After Primary Cesarean Section. A Case Report

Aguilar Ma Katrina M（Medical Division, Cardinal Santos Medical Center,
Philippines）et al.

ISP―10― 5. Spontaneous Intrapartum Vulvar Hematoma：A Case Report and Proposed
Management Algorithm

Tiongson Maiden Kristine Y（Ospital ng Makati, Philippines）et al.
ISP―10― 6. Withdrawn
ISP―10― 7. Ovarian Ectopic Pregnancy：A Case Report

Posadas Janica Caye T（Ospital ng Makati, Philippines）et al.
ISP―10― 8. Heterotopic Pregnancy after a Spontaneous Conception：A Case Report

Hartanto Amadea Ivana（Padjadjaran Univeristy, Indonesia / Hasan Sadikin
General Hospital, Indonesia）et al.

第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 1
岡山コンベンションセンター 1F：屋外テント

10：20～11：00
Group 11 Endometrial Cancer / Biomarkers

Chair：Okayama University Nagao Shoji

ISP―11― 1. Withdrawn
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ISP―11― 2. The association between the tumor immune microenvironment and recurrence in
low-grade, stage 1A endometrial endometrioid carcinoma

Hachisuga Kazuhisa（Kyushu University Hospital）et al.
ISP―11― 3. The contributions of Galectin 3 to the pathology of uterine serous carcinoma

Matoba Yusuke（Hiroshima University Hospital）et al.
ISP―11― 4. Serum Lactate Dehydrogenase predicts survival In Endometrial Cancer

Kubokawa Mei（Nagoya University）et al.
ISP―11― 5. Pre-treatment Neutrophil-to-lymphocyte ratio as prognostic markers in patients

with endometrial cancer treated with lenvatinib and pembrolizumab
Kono Masami（The Jikei University Hospital）et al.

ISP―11― 6. The relationship between response to immune checkpoint inhibitors for recurrent
uterine cancer and immunophenotype / molecular classification

Katayama Komei（Nagoya University Hospital）et al.
ISP―11― 7. Immune Landscape and CD47 Expression in p53-Mutated Endometrial Cancer

Matsukawa Tetsuya（Nagoya University）et al.
ISP―11― 8. Spatial and molecular analysis of HLA Class I in endometrial cancer and its impact

on immune evasion
Ishizaka Aya（The University of Tokyo Hospital）et al.

第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 2
岡山コンベンションセンター 1F：屋外テント

10：20～11：10
Group 12 Ovarian Cancer / Biomarkers

Chair：The Jikei University Yanaihara Nozomu

ISP―12― 1. Spatial diversity of intraperitoneal extracellular vesicles and function of liver
surface extracellular vesicles in peritoneal dissemination of ovarian cancer

Hishikawa Risa（Nagoya University）et al.
ISP―12― 2. Serum Matrix metalloproteinase-1 as a prognostic marker for ovarian cancer

Hikino Kohei（Tottori University Hospital）et al.
ISP―12― 3. PAX8 controls cell fate of ARID1A-mutated ovarian clear cell carcinoma by

regulating oncogenic transcription factor HNF1B
Tsuboyama Natsumi（The University of Tokyo Hospital）et al.

ISP―12― 4. The genomic profiles and expression of ARID1A and SLC7A11 in Ovarian Clear
Cell and Endometrioid Carcinoma

Habuchi Erika（The Jikei University Hospital）et al.
ISP―12― 5. Investigation of prognostic features in high-grade serous ovarian cancer with a

hypothesis-free analysis of a permutation test and machine-learning
Itai Toshiyuki（Yokohama City University）et al.
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ISP―12― 6. Epigenetic signatures implicated in exosome-associated DNA could be potential
biomarkers predictive chemosensitivity in epithelial ovarian cancer
Okamoto Kazuhiro（Inflammation and Chronic Disease Program, Ottawa Hospital

Research Institute, Canada）et al.
ISP―12― 7. MiR-575 in exosomes of vaginal discharge is downregulated in ovarian cancer

patients
Azumi Maho（Kobe University Hospital）et al.

ISP―12― 8. Alternation of EV-miRNAs by genomic profiles of copy number variations in
ovarian cancer

Araki Hajime（Nagoya University Graduate School of Medicine）et al.
ISP―12― 9. Novel Insights into Tumorigenesis of High-Grade Serous Ovarian Carcinoma

through Spatial Transcriptomics Analysis
Shimizu Aasa（The University of Osaka）et al.

ISP―12― 10. Development of Fluorescent Probes for live imaging of peritoneal dissemination in
high-grade serous ovarian cancer based on cancer specific enzyme

Sekine Hanae（Juntendo University Hospital, Juntendo University）et al.

第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 3
岡山コンベンションセンター 1F：屋外テント

10：20～11：20
Group 13 Oncology 1

Chair：Kawasaki Medical College Hongo Atsushi

ISP―13― 1. Prospective study on postoperative neurogenic bladder after nerve-sparing radical
hysterectomy

Sawada Mayumi（Tottori University Hospital）et al.
ISP―13― 2. Retrospective Study of Cell-free and Concentrated Ascites Reinfusion Therapy

（CART）in Cases of Malignant Ascites：Is It Effective for Symptom Relief?
Koyama Shingo（Kyoto University Hospital）et al.

ISP―13― 3. Focus on vNOTES：A Comparative Study of 50 vNOTES-Hysterectomy Cases
and 154 TLH Cases at Our Institution

Suzuki Wataru（Fukuchiyama City Hospital）et al.
ISP―13― 4. Preclinical evaluation of nanoscaffolds impregnated with human Whartons jelly

stem cells for the treatment of skin wounds in a diabetic pig model
Arjunan Subramanian（National University of Singapore, Singapore）

ISP―13― 5. Usefulness of Cadaver Surgical Training（CST）- The experience of participating
in CST organized by the Korean Society of Gynecologic Oncology

Nakazawa Miseon（NTT East Sapporo Medical Center）et al.
ISP―13― 6. Evaluation of the Utility of Pelvic Anatomy Education Using Augmented Reality

Sakurai Azusa（Kyoto University）et al.
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ISP―13― 7. Surgical Phase Classification Model for Laparoscopic Total Hysterectomy using
Deep Learning

Baba Nao（NEXT Medical Device Development Center, National Cancer Center
Hospital East）et al.

ISP―13― 8. Targeting Enterococcus faecalis：A Key Pathogen in Surgical Site Infection and
Vaginal Cuff Abscesses Post-Hysterectomy

Osaka Makoto（Kyorin University Suginami Hospital）et al.
ISP―13― 9. Novel Insights for Bacteremia Cases in Obstetrics and Gynecology：A 5-Year

Retrospective Study
Sakamoto Ryusuke（Nihon University Itabashi Hospital）et al.

ISP―13― 10. Usefulness of iRECIST for treatment efficacy assessment in cases with immune
checkpoint inhibitors

Irie Genta（University of Tsukuba Hospital）et al.
ISP―13― 11. Characterization of Quiescent Stem-Like Cells Using Fallopian Tube Epithelium

Organoids and Single Cell Transcriptomic Analysis
Imaeda Keiyo（Keio University）et al.

ISP―13― 12. AI-based 3D segmentation in the portal phase contrast-enhanced CT images
toward the XR navigation of gynecologic cancer surgery

Natsume Takashi（National Cancer Center Hospital）et al.

第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 4
岡山シティミュージアム 4F：展示室

10：20～10：55
Group 14 PCOS / Surgery

Chair：The University of Tokyo Hiraike Osamu

ISP―14― 1. The role of ovaries in the pathophysiology of PCOS induced by hyperandrogenism
Noguchi Hiroki（Graduate School of Biomedical Sciences, Tokushima

University）et al.
ISP―14― 2. Multi-omic analysis of human follicular fluid from women with polycystic ovary

syndrome（PCOS）in a Singaporean cohort, for deep phenotyping to further
characterize Asian PCOS

Huang Zhongwei（National University of Singapore, Singapore）et al.
ISP―14― 3. A Comparative Study of Robotic-Assisted Surgery and Laparoscopic Surgery for

Myomectomy at Our Institution
Miyamura Hironori（Fujita Health University Hospital）et al.

ISP―14― 4. Clinical and Reproductive Outcomes of Laparoscopic Myomectomy versus Robotic
Myomectomyin National Taiwan University Hospital

Sheen Jiun-Yi（National Taiwan University Hospital, Bei-Hu Branch,
Taiwan）et al.
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ISP―14― 5. A novel procedure：continuous bottom-up spiral sutures during laparoscopic
myomectomy

Wu Chin-Jui（National Taiwan University Hospital, Hsin-Chu Branch,
Taiwan）et al.

ISP―14― 6. Hysteroscopic endometrial defect following adenomyomectomy and incidence of
placenta accreta spectrum and uterine rupture complications for subsequent
pregnancy

Ichinose Mari（The University of Tokyo）et al.
ISP―14― 7. Outcome and Procedure for the Future Robot-assisted Living Donor Hysterectomy

for Uterus Transplantation
Tamate Masato（Sapporo Medical University Hospital）

第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 5
岡山シティミュージアム 4F：展示室

10：20～10：55
Group 15 Endometriosis / Adenomyosis

Chair：The University of Tokyo Hirota Yasushi

ISP―15― 1. Feasibility of Predicting Surgical Duration in Endometriosis Using Numerical
Multi-Scoring System of Endometriosis（NMS-E）

Ichikawa Masao（Nippon Medical School Chiba Hokusoh Hospital）et al.
ISP―15― 2. Endometriosis specific antigenic proteins in peritoneal fluids detected by

comprehensive immune complexome analysis
Matsumura Asako（Nagasaki University Hospital）et al.

ISP―15― 3. P2X4 receptor antagonist suppress endometriotic proliferation and hyperalgesia
Nagata Hiroki（Tottori University）et al.

ISP―15― 4. Establishment of the xenograft model of endometriosis using endometrial stromal
cells overexpressing HOXC8

Takasaki Hitomi（Yamaguchi University Hospital）et al.
ISP―15― 5. Altered Folliculogenesis in Ovarian Endometriosis

Kawai Keiichiro（Nagoya University Hospital）et al.
ISP―15― 6. NEGATIVE IMPACT OF CHRONIC ENDOMETRIOSIS EXPOSURE ON

PERINATAL OUTCOMES AND PLACENTAL HISTOPATHOLOGY IN A
MOUSE MODEL：A STUDY ON THE CAUSES OF FETAL GROWTH
RESTRICTION

Mohammed Elsherbini（The University of Tokyo Hospital）et al.
ISP―15― 7. Assessment of decidualization marker in the placenta of patients with

adenomyosis
Nakajima Marie（The University of Tokyo Hospital）et al.
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第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 6
岡山シティミュージアム 4F：展示室

10：20～11：20
Group 16 Prenatal Diagnosis / Fetal Congenital Disease

Chair：The Jikei University Samura Osamu

ISP―16― 1. Severe phenotype with RECQL4 syndrome：A case report
Horie Kenji（Jichi Medical University）et al.

ISP―16― 2. Fetal MRI can predict postnatal functional pulmonary hypoplasia in fetuses
complicated by oligohydramnios

Sakuma Junya（Toho University Omori Medical Center）et al.
ISP―16― 3. A case of fetal goiter diagnosed as hypothyroidism by umbilical cord blood

sampling in maternal Graves’ disease
Matsui Fuka（Yamaguchi University Hospital）et al.

ISP―16― 4. New AI-driven insights into fetal breathing movements after maternal magnesium
sulfate administration

Nagayasu Yoko（Osaka Medical and Pharmaceutical University）et al.
ISP―16― 5. Relationship Between Fetal Heart Rate Pattern and Umbilical Artery Blood pH

Values in Congenital Digestive Tract Diseases
Yamada Naoshi（University of Miyazaki Hospital）et al.

ISP―16― 6. An investigation of factors influencing the diagnostic performance of congenital
heart disease in fetuses

Onodera Yohei（Akita University Graduate School of Medicine and Faculty of
Medicine）et al.

ISP―16― 7. AI-based automated evaluation of four-chamber view in the first trimester
Teraya Naoki（Division of Medical AI Research and Development, National

Cancer Center Research Institute）et al.
ISP―16― 8. Prenatal Diagnosis and Management of Pierre Robin Sequence：A Case Study and

Review of Diagnostic Criteria
Huang Sing Ying（WS mombaby clinic, Taiwan）

ISP―16― 9. A Case of Immature Teratoma as a Rare Histological Type in Epignathus
Miyakawa Kazunori（Fukushima Medical University）et al.

ISP―16― 10. Clinical implications of genetic testing for congenital protein C deficiency in
pregnancy

Maehana Tomoka（Nara Medical University）et al.
ISP―16― 11. A retrospective study of 12 cases diagnosed with fetal congenital cystic lung

disease
Yabumoto Kazuya（University Hospital, Kyoto Prefectural University of

Medicine）et al.
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ISP―16― 12. Fetal Diagnosis of an Aorto-Left Ventricular Tunnel：A Case Report
Tojo Norie（University Hospital, Kyoto Prefectural University of Medicine）et al.

第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 7
岡山シティミュージアム 4F：展示室

10：20～11：20
Group 17 Placenta

Chair：Niigata University Medical and Dental Hospital Nishijima Koji

ISP―17― 1. Uterine Preservation with Multivessel Selective Embolization and Intraoperative
Ultrasound in Advanced Placenta Accreta Spectrum Disorders：A Case Series

Pangilinan Nelinda Catherine P（Section of Ultrasound, Rizal Medical Center,
Philippines）et al.

ISP―17― 2. Screening for Vasa Previa and Perinatal Outcomes
Makino Kana（University of Yamanashi）et al.

ISP―17― 3. Association of Placental Villous Capillary Area and Umbilical Vein Blood Flow
Volume in Twin Pregnancies

Kajiwara Kazuhiro（Division of Fetal Medicine, Center for Maternal-Fetal,
Neonatal and Reproductive Medicine, National Center for Child Health and

Development）et al.
ISP―17― 4. Antenatal Magnesium Sulfate Administration and Neurological Outcomes in

Preterm Neonates：Implications for Timing and Safety
Shimaya Takuma（Nagoya University Hospital）et al.

ISP―17― 5. A Retrospective Study on the Accuracy of Ultrasound in Prenatal Diagnosis of
Placenta Accreta Spectrum Among High-Risk Pregnant Women in a Tertiary
Medical Center from 2019 to 2023

Labao Romina Blanca D（Section of Ultrasound, Rizal Medical Center,
Philippines）et al.

ISP―17― 6. Efficacy of OB Balloon Placement in Preventing Massive Hemorrhage in Cases of
Low-Lying and Placenta Previa during Cesarean Section

Arakaki Tatsuya（Showa Medical University）et al.
ISP―17― 7. Frequency and clinical background/outcome of each type（1-3）of vasa previa：a

nationwide questionnaire survey
Ogoyama Manabu（Jichi Medical University）et al.

ISP―17― 8. Management strategy and experience of vasa previa in perinatal centers：
Nationwide survey in Japan

Hirono Satsuki（Jichi Medical University Hospital）et al.
ISP―17― 9. Impact of assisted reproductive technology on the incidence of placenta accreta

and treatment outcomes for retained placenta
Kuriyama Chiaki（Okayama University Hospital）et al.
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ISP―17― 10. Perinatal outcomes of chronic placental abruption and chronic abruption
oligohydramnios sequence in a multicenter study in Japan

Murata Susumu（Yamaguchi University Hospital）et al.
ISP―17― 11. Longitudinal blood flow changes in retained products of conception in deliveries

after the second trimester：A retrospective analysis of 58 cases
Inoue Asami（Kurume University Hospital）et al.

ISP―17― 12. Intracellular signaling of placental（pro）renin receptor and the pathogenesis of
preeclampsia in pregnant diabetic mice

Mitsui Takashi（Okayama University Hospital）et al.

第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 8
岡山シティミュージアム 4F：展示室

10：20～11：10
Group 18 Preterm Delivery

Chair：Tohoku University Saito Masatoshi

ISP―18― 1. MicroRNA Profiles in Maternal Plasma：Potential Biomarkers for Preterm Birth
Pyeon Seung Yeon（Kyung Hee University Hospital, Korea）et al.

ISP―18― 2. Altered Vaginal Microbiota Profiles in Women with Recurrent Spontaneous
Preterm Birth：A 16S ribosomal RNA-based Prospective Cohort Study

Nagao Takeshi（The Jikei University Hospital）et al.
ISP―18― 3. Transvaginal ultrasonography for cervical length screening of second-trimester

asymptomatic singleton pregnancies：comparison of the single-line, two-line, and
tracing methods

Ogawa Momoko（The Jikei University Hospital）et al.
ISP―18― 4. Defensive functions of fetal membranes against bacterial infection

Matsuzaka Yu（Kyoto University）et al.
ISP―18― 5. Impact of Expectant Management on Outcomes in Late Preterm Pre-Labor

Rupture of Membranes：A Comparative Study with Prompt Delivery
Yasui Osamu（Showa Medical University）et al.

ISP―18― 6. Identification of ischemic placental disease as a risk factor for bronchopulmonary
dysplasia in extremely preterm infants

Ariyoshi Yu（The University of Tokyo）et al.
ISP―18― 7. Does the Number of Prenatal Maternal Steroid Doses Administered Affect Low

Birth Weight Infant Prognosis
Arai Risa（Showa Medical University Koto Toyosu Hospital）et al.

ISP―18― 8. Deep Learning-Based Inference of Uterine Contractions from Maternal ECG
Ito Keisuke（R＆D, nonat Inc.）et al.

ISP―18― 9. Appropriate Tocolysis Using Ritodrine Hydrochloride
Shima Yuma（University Hospital, Kyoto Prefectural University of

Medicine）et al.
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ISP―18― 10. Perinatal outcomes of cervical cerclage for cervical shortening complicated by
cervical polyps

Miyamori Mika（Osaka Metropolitan University Hospital）et al.

第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 9
ホテルグランヴィア岡山 3F：ルビー

10：20～11：00
Group 19 Women’s Health Care 2

Chair：The University of Tokyo Harada Miyuki

ISP―19― 1. Retrospective study of abnormal uterine bleeding in patients with uterine
leiomyoma undergoing relugolix treatment

Miyake Natsuki（Nagoya University）et al.
ISP―19― 2. A Cross-sectional Analysis of Factors Affecting Surgical Waiting Time for

Elective Gynecologic Cases in a Government Training Hospital in the Philippines
from 2022-2023

Ballesteros Veronica M（Ospital Ng Makati, Philippines）et al.
ISP―19― 3. A retrospective comparative study analyzing operative outcomes and

postoperative pain in robotic-assisted versus laparoscopic hysterectomy for
uterine myoma and adenomyosis

Murakami Keisuke（Juntendo University Hospital, Juntendo University）et al.
ISP―19― 4. Ultrasound-Guided Indigo Carmine Injection for Enhanced Visualization in

vNOTES：A Novel Technique
Katakura Masafumi（Ageo Central General Hospital）et al.

ISP―19― 5. Decline in and recovery of fertility rates after COVID-19-related state of
emergency in Japan

Mitoma Tomohiro（Okayama University Hospital）et al.
ISP―19― 6. Fertility knowledge of Japanese pregnant women

Namimatsu Kyoko（Juntendo University）et al.
ISP―19― 7. Injection Depot Medroxyprogesterone Acetate as an Early Postpartum

Contraceptive Measure：Evaluation of Its Acceptability, Efficacy, and Impact on
Lactation

Garg Sonal S（GGSMCH, Baba Farid University of Medical Sciences, India）et al.
ISP―19― 8. A scoring system for predicting massive hemorrhage in RPOC：a multicenter

study
Nakamura Tomoko（Nagoya University Hospital）et al.
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第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 10
ホテルグランヴィア岡山 3F：トパーズ

10：20～11：00
Group 20 Infection / HPV Vaccine

Chair：Kyorin University Morisada Tohru

ISP―20― 1. Re-assessment of diagnostic usefulness of enhanced abdominal computed
tomography on Fitz-Hugh-Curtis syndrome：a report of two cases

Sasa Hidenori（Tokorozawa Mihara General Hospital）et al.
ISP―20― 2. FEMALE GENITAL TRACT TUBERCULOSIS DIAGNOSED BY

SONOGRAPHIC IMAGING FEATURES AND ULTRASOUND GUIDED TRU-
CUT BIOPSY

Manahan Joyce C（Section of OB GYN Ultrasound, Valenzuela Medical Center,
Philippines）et al.

ISP―20― 3. Relationship between Prophylactic Antibiotic Administration During Endometrial
Biopsy and Pelvic Inflammatory Disease

Ishida Risa（The University of Tokyo）et al.
ISP―20― 4. Prevalence and characterization of Streptococcus vaginalis from the vaginal

microbiome of Korean women
Montecillo Jake Adolf V（Department of Immunology, School of Medicine,

Kyungpook National University, Korea）et al.
ISP―20― 5. Comparison of Different Host DNA Depletion Methods for Vaginal Swab

Microbiome Profiling
Seo Jiwoo（Department of Immunology, Kyungpook National University School of

Medicine, Korea）et al.
ISP―20― 6. Stability of vaginal microbiome profile to freeze-thaw cycles in swab samples

Araneta Ruvie Pearl R（Department of Immunology, Kyungpook National
University, School of Medicine, Korea）et al.

ISP―20― 7. Catch-up HPV Vaccination for Hospital Staff at Four Affiliated University
Hospitals

Ichikawa Go（Nippon Medical School Hospital）et al.
ISP―20― 8. Educational interventions to improve knowledge and attitudes towards HPV

vaccination and cervical cancer screening among Japanese university students
Yasuda Kyosuke（Osaka Metropolitan University）et al.
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第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 1
岡山コンベンションセンター 1F：屋外テント

13：20～14：25
Group 21 Cervical Cancer / CIN

Chair：Tokyo Medical University Nishi Hirotaka

ISP―21― 1. Human Papillomavirus vaccine completion rates following introduction of vaccine
recommendation program at a large US military base

Penick Emily R（Tripler Army Medical Center, USA）et al.
ISP―21― 2. Serum levels of stearic and dihomo-gamma-linolenic acids can be used to diagnose

cervical cancer and cervical intraepithelial neoplasia
Sugi Toshihiro（Nihon University Itabashi Hospital）et al.

ISP―21― 3. Identification of keratin 6A as a transcriptional co-activator of the HPV oncogenes
Miyamura Tomoya（Showa Medical University）et al.

ISP―21― 4. The effectiveness of treatment by Arsenic Trioxide for uterine cervical cancer
Kajimura Takuya（Yamaguchi University Hospital）et al.

ISP―21― 5. Identification and characterization of various types of cervical cancer stem cells
using single-cell mass cytometry

Yoshimoto Daisuke（The University of Tokyo）et al.
ISP―21― 6. Role of nucleolar protein NPM3 in cervical adenocarcinoma：its impact on

prognosis and potential as a therapeutic target
Duong Anh（The University of Tokyo）et al.

ISP―21― 7. Elucidation of Virus-Host Interactions in HPV-Related Cervical Cancer using
Multimodal RNA Sequencing Analysis

Tamai Kana（The University of Tokyo Hospital）et al.
ISP―21― 8. Internet Survey on HPV Vaccination for Men

Taguchi Tomomi（The University of Osaka Hospital）et al.
ISP―21― 9. Low expression of CD86 on the cervical cells is a key for immune regression of

CINs
Kawatake Rina（Nihon University）et al.

ISP―21― 10. Quantification of circulating tumor human papillomavirus DNA by digital PCR in
cervical cancer patients

Matsunaga Asami（Nihon University）et al.
ISP―21― 11. Integrating spatial and single-cell multi-omics analysis of novel induced

pluripotent stem cell-derived cervical adenocarcinoma model
Kamata Saki（Nihon University Itabashi Hospital）et al.

ISP―21― 12. The activity of immune checkpoint inhibitors in patients with recurrent cervical
cancer developed in previously irradiated field：clinical and
immunohistochemical investigations

Takimoto Yumi（Hyogo Medical University）et al.
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ISP―21― 13. VRK1 as a potential synthetic lethal target in small cell neuroendocrine carcinoma
of the uterine cervix characterized by low VRK2 expression

Kobayashi Mariya（The University of Osaka）et al.

第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 2
岡山コンベンションセンター 1F：屋外テント

13：20～13：45
Group 22 Endometrial Cancer / Clinical Research

Chair：Iwate Medical University Shoji Tadahiro

ISP―22― 1. Oncological outcomes and prognostic factors of lenvatinib plus pembrolizumab
therapy for Japanese patients with endometrial cancer：Analysis of a multicenter
cohort GOGO-EM4 study

Nagase Yoshikazu（Kaizuka City Hospital）et al.
ISP―22― 2. Pembrolizumab/Lenvatinib Combination Therapy for Uterine Corpus Cancer：A

Single-Center, Retrospective Analysis
Sengiku Tomoki（Osaka Metropolitan University Hospital）et al.

ISP―22― 3. Retrospective Study of The Diagnostic Accuracy of Transvaginal Ultrasound in
Predicting Myometrial Invasion in Endometrial Malignancy in a Tertiary Hospital
from January 2019 to June 2023

Senado-Amoroto Cecilia P（Section of Ultrasound, Rizal Medical Center,
Philippines）et al.

ISP―22― 4. Sentinel lymph node mapping using indocyanine green in patients with cervical
and endometrial cancers：A single-center prospective exploratory study

Habu Yuji（Chiba University Hospital）et al.
ISP―22― 5. The comparison of short-term outcome between robot-assisted surgery and

conventional laparoscopic surgery in endometrial cancer patients：A propensity
score matched analysis in Japanese big database

Kawata Akira（Institute for Cancer Control, National Cancer Center）et al.

第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 3
岡山コンベンションセンター 1F：屋外テント

13：20～14：25
Group 23 Oncology 2

Chair：Hiroshima University Hospital Banno Kouji

ISP―23― 1. Identification of a specific molecular profile of choriocarcinoma through proteome
analysis

Yasui Yuko（Nagoya University Graduate School of Medicine）et al.
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ISP―23― 2. Gestational choriocarcinoma with pulmonary and cerebral metastasis mimicking
pulmonary tuberculosis

Shi Jiayan（Sichuan University, China）et al.
ISP―23― 3. A case of disseminated peritoneal adenomyomatosis

Yamada Takashi（Department of Pathology, Osaka Medical and Pharmaceutical
University Hospital）

ISP―23― 4. Comparison of Specimen Extraction Methods for Total Laparoscopic
Hysterectomy in Nulliparous Women

Aimoto Noritoshi（Osaka Central Hospital）et al.
ISP―23― 5. T2 signal intensity on MRI as a predictor for effective uterine fibroid volume

reduction after GnRH antagonist therapy
Motoshima Shigenobu（National Organization Hospital Kokura Medical

Center）et al.
ISP―23― 6. A case of ovarian cancer with marked pleural effusion after lymph node dissection

Tagawa Minato（Osaka Metropolitan University Hospital）et al.
ISP―23― 7. Potential diagnostic value of transvaginal Superb Microvascular Imaging in

endometrial lesions：A case series
Ishibashi Hiroki（National Hospital Organization Kokura Medical Center）et al.

ISP―23― 8. Clinical feature of patients with gynecological cancer brain metastases
Matsuura Miki（The Jikei University Hospital）et al.

ISP―23― 9. Monocytes may predict immune-related adverse events（irAEs）in cancer cases
receiving immune checkpoint inhibitors

Shikama Ayumi（University of Tsukuba）et al.
ISP―23― 10. The effectiveness of immune checkpoint inhibitors for gynecological cancers is

associated with performance status
Ueda Reo（Nihon University）et al.

ISP―23― 11. Uterine mesothelial cysts mimicking ovarian cysts in a primipara patient with a
history of Cesarean section

Lin Yu-Ting（Yunlin Branch, National Taiwan University Hospital, National
Taiwan University College of Medicine, Taiwan）et al.

ISP―23― 12. Non-surgical or Surgical Interventions for Malignant Bowel Obstruction in
Patients with Gynecologic Cancer：A ten-year single-center experience

Kodama Haruho（Oita University Hospital）et al.
ISP―23― 13. Vaginal natural orifice transluminal endoscopic surgery as a standard procedure

for performing risk-reducing salpingo-oophorectomy for women with hereditary
breast and ovarian cancer

Nomura Hidetaka（The Cancer Institute Hospital of JFCR）et al.
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第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 4
岡山シティミュージアム 4F：展示室

13：20～14：20
Group 24 ART 2 / Others

Chair：University of Fukui Orisaka Makoto

ISP―24― 1. Involvement of Oxidative Stress in Decreased Number and Motility of Sperm in
Men of Infertile Couples

Chen Linji（Showa Medical University）et al.
ISP―24― 2. Study on anxiety and depression in infertile couples undergoing in vitro

fertilization-embryo transfer and the impact of government subsidies on quality of
life

Lin Chih Wei（National Cheng Kung University Hospital, Taiwan）et al.
ISP―24― 3. Prediction of Fertilization Failure in the First IVF Cycle Using Artificial

Intelligence：Development of a Deep Learning Model
Takehara Isao（Yamagata University Hospital）et al.

ISP―24― 4. Impact of daily breakfast intake on the outcomes of assisted reproductive
technology procedures

Ono Masanori（Tokyo Medical University）et al.
ISP―24― 5. Serum-derived extracellular vesicles as biomarkers for predicting pregnancy on

assisted reproductive technology in patients with endometriosis
Muraoka Ayako（Nagoya University Hospital）et al.

ISP―24― 6. Impact of Maternal Aging on Vaginal Microbiota Composition and Its Correlation
with IVF Outcomes：A Focus on Lactobacillus Species and Bacterial Metabolites

Fukuoka Mio（Keio University）et al.
ISP―24― 7. The effectiveness of vitrified zygote accumulation for managing the extremely

diminished ovarian reserve in infertile women：a retrospective cohort study
Huang Pi Tsang（Kaohsiung Chang Gung Memorial Hospital and Chang Gung

University College of Medicine, Taiwan）et al.
ISP―24― 8. Association between blastocyst morphology grading system with obstetric

outcomes
Fukuda Toma（Fukushima Medical University）et al.

ISP―24― 9. The results of recurrent pregnancy loss screening and retrospective investigation
of the outcome in the next pregnancy in cases of unexplained intrauterine fetal
death in the previous pregnancy

Nishida Kohei（Okayama University Hospital）et al.
ISP―24― 10. Body Composition characteristics in Japanese Polycystic Ovary Syndrome for its

potency of future screening
Kirino Satoe（Okayama University Hospital）et al.
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ISP―24― 11. Preoperative serum AMH level is a predictor of ovarian response to controlled
ovarian stimulation following ovarian cystectomy in patients with endometrioma

Son Hee Jin（Seoul National University Hospital, Korea）et al.
ISP―24― 12. Is there an optimal timing for frozen embryo transfer after a freeze-all cycle?

Hsu Isabel（National Taiwan University Hospital, Taiwan）et al.

第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 5
岡山シティミュージアム 4F：展示室

13：20～14：10
Group 25 Fetal / Newborn Physiology

Chair：Toho University Nakata Masahiko

ISP―25― 1. A case of fetal Ebstein’s anomaly with mirror syndrome：The importance of
shared decision making

Tabuse Mari（The University of Osaka）et al.
ISP―25― 2. Prospective association between maternal serum leptin, adiponectin, IGF-1 and

fetal liver blood perfusion
Akita Keisuke（Keio University）et al.

ISP―25― 3. A Rare Case of Gastroschisis with Bladder Prolapse
Nakamae Akiko（The University of Osaka）et al.

ISP―25― 4. A case of monochorionic diamniotic twins with spontaneous septal rupture,
umbilical cord entanglement and subsequent acute feto-fetal hemorrhage
resulting in the death of both fetuses

Moriyama Yoshinori（Fujita Health University）et al.
ISP―25― 5. Pregnancy outcomes in pediatric and young adult leukemia survivors at single

institution：A step towards preconception care
Okada Aiko（The University of Osaka）et al.

ISP―25― 6. A case of fetal complete atrioventricular block revealed by positive maternal anti-
SS-A antibody

Ozeki Shizue（Mie University Hospital）et al.
ISP―25― 7. A highly accurate screening ability of SNP-based NIPT：Evidence from a 10-year

single center validation study
Uchida Shiho（Keio University Hospital）et al.

ISP―25― 8. Relationship between fetal copy number variations detected in maternal cell-free
DNA and perinatal outcome：a Japanese multicenter study

Yamashita Yuka（Showa Medical University）et al.
ISP―25― 9. Newly detected CNVs（copy number variation）from Japanese pregnant women

undergoing NIPT（non-invasive prenatal genetic testing）do not affect fertility
Masuda Kaku（Nagasaki University Hospital）et al.

ISP―25― 10. Three cases of preconception care for Adult Congenital Heart Disease
Ohira Akiko（Okayama University Hospital）et al.
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第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 6
岡山シティミュージアム 4F：展示室

13：20～14：15
Group 26 Abnormal Pregnancy

Chair：Kochi University Nagai Ryuhei

ISP―26― 1. Relationship Between the Vaginal Microbiome in Early Pregnancy and Perinatal
Complications

Waki Keita（Nara Medical University）et al.
ISP―26― 2. Characteristics of postpartum bleeding in pregnnacies complicated with ovarian

endometrioma and adenomyosis
Kumagai Asako（Juntendo University Hospital, Juntendo University）et al.

ISP―26― 3. Key indicators for early recognition of peripartum cardiomyopathy：Insights
from a retrospective analysis of 6 cases

Okamura Yu（Kurume University Hospital）et al.
ISP―26― 4. Establishment of a medical treatment structure based on experience with four

cases of postpartum TMA
Saji Shota（St. Marianna University School of Medicine Hospital）et al.

ISP―26― 5. A Study on Pregnancy and Perinatal Outcomes in Subsequent Pregnancies
Following Uterus-sparing Treatment for Cesarean Scar Pregnancy（CSP）

Ichikawa Mayuko（Nara Medical University Hospital）et al.
ISP―26― 6. Objective Assessment of Cesarean Section Suturing Techniques Using a Uterine

Model
Nakato Hikari（Okayama University Hospital）et al.

ISP―26― 7. Association between maternal air pollutant exposure and adverse pregnancy
outcomes in intrahepatic cholestasis of pregnancy：an outcome-wide analysis

Li Xueqi（West China Second University Hospital, Sichuan University,
China）et al.

ISP―26― 8. Remnant tissue following methotrexate treatment for an interstitial pregnancy：a
case report

Kang Hyeryeon（Yokohama City University Hospital）et al.
ISP―26― 9. Investigation of Factors Associated with delta pH ＜ 0.05 in Umbilical Blood

Observed in Cesarean Section Cases
Sugeno Misa（Iwase General Hospital）et al.

ISP―26― 10. The current status of syphilis in pregnancy and congenital syphilis at our hospital
Kojima Kanako（Nihon University Itabashi Hospital）et al.

ISP―26― 11. Strong correlation of intrauterine superinfections of Ureaplasma and bacteria for
inducing type 3 or 3’ chronic lung disease

Takeuchi Mayuko（Toyama University Hospital）et al.
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第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 7
岡山シティミュージアム 4F：展示室

13：20～14：25
Group 27 Management of Delivery 1

Chair：Kitasato University Ochiai Daigo

ISP―27― 1. Perinatal outcomes of primiparous women aged 35 and older：A retrospective
single-center cohort study focused on the graded effects of maternal age

Sato Masako（Japanese Red Cross Medical Center）et al.
ISP―27― 2. Retrospective case studies of Septate Uterus and Perinatal Outcomes

Hara Risako（The University of Osaka）et al.
ISP―27― 3. Evaluating the Effect of Previous Cesarean Scars on Labor Duration：A

Retrospective Cohort Study
Ooba Hikaru（Okayama University Hospital）et al.

ISP―27― 4. Effectivity of colostrum secretion for continuous breastfeeding after postpartum
maternal lifesaving transport

Okamura Satoshi（Japanese Red Cross Medical Center）
ISP―27― 5. Validation of diagnostic accuracy through automated cardiotocography（CTG）

interpretation program
Ishida Tomohiro（Fukuoka University）et al.

ISP―27― 6. Novel Findings on Suture Type, Cervical Dilation, Institutional Variability, and
Surgeon Experience in Cesarean Scar Defect Risk Factors：SPIRAL Trial Sub-
analysis

Maki Jota（Okayama University Hospital）et al.
ISP―27― 7. Safety and efficacy of the initial application of vacuum-induced intrauterine

tamponade for the management of postpartum hemorrhage
Shimaoka Ryuichi（Fetal-Maternal Medicine, Gifu Prefectural General Medical

Center）et al.
ISP―27― 8. Effect of OB BalloonⓇ Tamponade vs. Gauze Packing for the Management of

Placenta Previa During Cesarean Section：A Retrospective Study
Fujiwara Haruka（University Hospital, Kyoto Prefectural University of

Medicine）et al.
ISP―27― 9. Partial Resuscitative Endovascular Balloon Occlusion of the Aorta is useful for

completing uterine artery embolisation in critical postpartum haemorrhage
Tanaka Saki（Kurume University Hospital）et al.

ISP―27― 10. The clinical effects of simulation training for vacuum-assisted delivery
Kawakami Kosuke（National Hospital Organization Kokura Medical

Center）et al.
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ISP―27― 11. Transperineal ultrasonography improves maternal and neonatal outcomes of
forceps delivery；a propensity score-matched analysis

Hashiramoto Shin（Showa Medical University Hospital）et al.
ISP―27― 12. UNDIAGNOSED PERINEAL TUBERCULOSIS IN CHRONIC NON-HEALING

WOUND OF A PREGNANT WOMAN
Alfonso Azel G（Amang Rodriguez Memorial Medical Center, Philippines）et al.

ISP―27― 13. Combination of Longitudinal Parallel Compression Suture and Intra Uterine
Balloon Catheter：A Promising Technique to Prevent Postpartum Hemorrhage in
Placenta Accreta Spectrum

Witama I Made Ngurah Surya A（Universitas Indonesia, Indonesia）et al.

第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 8
岡山シティミュージアム 4F：展示室

13：20～14：10
Group 28 Management of Delivery 2

Chair：Osaka Metropolitan University Tachibana Daisuke

ISP―28― 1. A consumptive coagulopathy in amniotic fluid embolism that occurred two hours
after delivery：A case report

Yamazawa Yuki（Yokohama City University）et al.
ISP―28― 2. Superficial fascia suture for wound decompression

Kusabiraki Tae（Toyama Prefectural Central Hospital）et al.
ISP―28― 3. Total Blood Loss and Management of the Third Stage of Labor

Shimizu Fumika（Showa Medical University）et al.
ISP―28― 4. iPREFACE score predicts fetal acidemia in preterm labor：An innovative method

for predicting fetal acidemia through fetal stress accumulation assessment
Kamiya Mio（Toho University Omori Medical Center）et al.

ISP―28― 5. Reliability of fetal heart rate variability as a predictive marker for fetal brain
injury

Magawa Shoichi（Mie University Hospital）et al.
ISP―28― 6. Analysis of Decision-to-Delivery Interval and Neonatal Outcomes in Category 1

Cesarean Sections at Our Hospital
Tanaka Motoki（Juntendo University Hospital, Juntendo University）et al.

ISP―28― 7. Epidural Anesthesia Training for Obstetric Residents：Optimizing Case Volume
and Selection for Skill Acquisition
Inamura Tatsuwo（Perinatal Medical Center, TOYOTA Memorial Hospital）et al.

ISP―28― 8. Cost-effectiveness of attempted external cephalic version under combined spinal
epidural anesthesia for fetal non-cephalic presentation

Tamura Nami（Juntendo University Hospital, Juntendo University）et al.
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ISP―28― 9. Risk Factors for Failed Induction of Labor Among Women Who Delivered at Our
Hospital：A Retrospective Study

Nariai Maika（The University of Tokyo Hospital）et al.
ISP―28― 10. Potential contributing factors to coagulopathy in amniotic fluid embolism：An in

vitro model using rotational thromboelastometry and platelet function analyzer
Oda Tomoaki（Hamamatsu University School of Medicine）et al.

第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 10
ホテルグランヴィア岡山 3F：トパーズ

13：20～14：00
Group 29 Mental Health / Others

Chair：Aichi Medical University Shinohara Koichi

ISP―29― 1. Machine Learning-Based Clustering of Symptom Transition Patterns in
Premenstrual Syndrome Using the Daily Record of Severity of Problems（DRSP）

Tsuyuki Kaori（Graduate School of Medicine, Kyoto University）et al.
ISP―29― 2. Prevalence and Background Characteristics of Provisionally Diagnosed

Premenstrual Syndrome and Premenstrual Dysphoric Disorder in Japanese
Women：A Community-based Study Using Data from a Menstrual Tracking
Application

Itoi Shiori（The University of Tokyo Hospital）et al.
ISP―29― 3. An open-label, randomized clinical study to evaluate efficacy and safety of

Kamishoyosan for Premenstrual syndrome
Chikumi Jun（Tottori University）et al.

ISP―29― 4. A retrospective analysis of efficacy and oncologic outcome of hormone
replacement therapy（HRT）among premenopausal patients with endometrial
cancer

Asada Kimiko（Keio University Hospital）et al.
ISP―29― 5. Effectiveness of the self-care smartphone app“HerLife Pro”for climacteric

symptoms：a before-and-after comparison study
Ohsuga Takuma（Kyoto University Graduate School of Medicine）et al.

ISP―29― 6. Benefits of childbirth fear and birth experience with an online Japanese version of
mindfulness-based childbirth and parenting program for pregnant women：A
randomized controlled trial

Tanke Ayumi（Graduate School of Medicine Department of Midwifery and
Women’s Health, Division of Health Sciences and Nursing, The University of

Tokyo）
ISP―29― 7. Pregnancy-related pelvic girdle pain as risk factors for lower urinary tract

symptoms persisting beyond one month postpartum
Sakata Shujiro（Okayama University Hospital）et al.
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ISP―29― 8. Confronting Korea’s Birth Rate Crisis：Evaluating Government Strategies and
Healthcare Innovations

Shin Ha Lim（Seoul National University Bundang Hospital, Korea）et al.
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日本語ポスター

第1日 5月 23 日（金）ポスター会場 1
岡山コンベンションセンター 1F：屋外テント

14：40～15：20
Group 1 卵巣稀少がん

座長：鳥取大学 佐藤 慎也

P―1― 1. 診断までに 3 か月要した稀少卵巣癌の治療経験
池淵圭祐（静岡済生会総合病院）他

P―1― 2. 卵巣原発の中腎様癌（mesonephric-like carcinoma）の 2 例
家村洋子（京都桂病院）他

P―1― 3. 子宮内膜症を背景とした中腎様癌の一例 西口茉優（奈良県立医大附属病院）他
P―1― 4. 卵巣中腎様腺癌の一例 島田清史郎（熊本大学病院）他
P―1― 5. 当科で経験した原発性卵巣大細胞神経内分泌癌の一例

川越万菜（宮崎大附属病院）他
P―1― 6. 卵巣原発の神経内分泌癌の一例 金尾世里加（藤田医大ばんたね病院）他
P―1― 7. 卵管原発の神経内分泌腫瘍の 1 例 佐々木史子（東北医科薬科大）他
P―1― 8. 急激な転帰をとった卵巣退形成癌（anaplastic carcinoma）の一例

古田 賢（国立都城医療センター）他

第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 2
岡山コンベンションセンター 1F：屋外テント

14：40～15：45
Group 2 子宮体がん 手術

座長：三重大学 近藤 英司

P―2― 1. 子宮体癌 IA 期での骨盤リンパ節郭清における外鼠径上節温存の検討
山田 靖（松本市立病院）他

P―2― 2. 子宮体癌に対する低侵襲手術後の病理学的診断と治療予後に関する検討
澁谷裕美（杏林大）他

P―2― 3. 当施設における子宮体癌 I 期に対する開腹手術と鏡視下手術での周術期合併症の発
生率についての検討 林 果穂（田附興風会医学北野病院）他

P―2― 4. 当院での早期子宮体癌におけるロボット支援下手術の導入
久保光太郎（姫路赤十字病院）他

P―2― 5. 術前進行期 IA 期子宮体癌に対し内視鏡下手術を施行した症例について
芦田円香（大阪市立総合医療センター）他
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P―2― 6. 早期子宮体癌に対する腹腔鏡下手術の後方視的検討
野口智子（和歌山県立医大附属病院）他

P―2― 7. 導入後 5 年を経過した子宮体癌低侵襲手術の予後に関する検討
宇野雅哉（国立がん研究センター中央病院婦人腫瘍科）他

P―2― 8. ロボット支援下の骨盤内リンパ郭清術における新たな吸引送水管システムの導入
宮城正太（王子総合病院）他

P―2― 9. 子宮摘出時に散布された腫瘍細胞が原因と考えられる子宮体癌化学療法後の晩期骨
盤内再発 大塚伊佐夫（亀田総合病院）他

P―2― 10. 当科で行った骨盤除臓術の 3 例 髙橋良輔（神戸大附属病院）他
P―2― 11. 当院における子宮体がんに対する腹腔鏡下手術の現状―施設認定取得における課題

沈 嬌（吹田市民病院）他
P―2― 12. 当院での子宮体癌に対する鏡視下傍大動脈リンパ節郭清術の導入成績の検討

伊藤敏谷（浜松医大附属病院）他
P―2― 13. 当科において手術を施行した高度肥満合併子宮体癌症例の検討

伊藤 恭（愛媛大附属病院）他

第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 3
岡山コンベンションセンター 1F：屋外テント

14：40～15：35
Group 3 子宮頸部腫瘍 1

座長：鹿児島大学 戸上 真一

P―3― 1. 子宮頸部腺様基底細胞癌の 1 例 小田原未波（弘前総合医療センター）
P―3― 2. 術前化学療法が有効であった子宮頸部中腎管腺癌の 1 例

江頭大樹（東邦大医療センター佐倉病院）他
P―3― 3. 子宮頸部扁平上皮癌に対する同時化学放射線療法後 15 年で発症した子宮頸部小細

胞神経内分泌癌の一例 香西亜優美（鹿児島大病院）他
P―3― 4. 子宮頸癌心臓転移に対して外科的心臓腫瘍摘出術で奏功した一例

飯藤啓高（関西医大附属病院）他
P―3― 5. Obstructed hemivagina and ipsilateral renal anomaly（OHVIRA）症候群に関連した

子宮頸部明細胞癌の一例 山西優紀夫（和歌山医療センター）他
P―3― 6. 子宮留膿腫による子宮穿孔に対し大網被覆術を行い，化学療法が導入できた子宮頸

癌の 1 例 伊勢田侑鼓（市立安佐市民病院）他
P―3― 7. 神経線維腫症 I 型（NF1）に関連して子宮頸部に発生した悪性末梢神経鞘腫

（MPNST）の一例 古園 希（鹿児島大病院）他
P―3― 8. 当院の子宮頸癌合併妊娠 3 例についての検討 中川奉宇（徳島大病院）他
P―3― 9. LSC 後に発症した子宮頸癌 IVB 期の 1 例

石橋朋佳（名古屋市立大附属東部医療センター）他
P―3― 10. 進行子宮頸部腺癌に対して重粒子線を用いた同時化学放射線療法施行後にサルベー

ジ手術を施行し得た 2 症例 江川朗生（大阪警察病院）他
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P―3― 11. 妊娠早期に子宮頸部悪性腫瘍と診断された 3 例
植田まさみ（奈良県総合医療センター）他

第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 4
岡山シティミュージアム 4F：展示室

14：40～15：20
Group 4 生殖生理・内分泌・不育症

座長：島根大学 金崎 春彦

P―4― 1. 視床下部のニューロエストロゲンが食欲を抑制する
佐藤悠太郎（藤田医大病院）他

P―4― 2. エストロゲンの視床下部への影響―ラット視床下部バソプレシンと HPA 軸へ関連
について― 西村和朗（産業医大）他

P―4― 3. キスぺプチンニューロンによる視床下部 PACAP 発現の制御について
Zhuoma Cairang（島根大）他

P―4― 4. 多囊胞性卵巣症候群ラットモデルに対する当帰芍薬散の効果・メカニズムの検討
上田真子（名古屋大附属病院）他

P―4― 5. 卵細胞におけるミトコンドリア内 ATP 産生と胚発育の検討
深澤宏子（山梨大）他

P―4― 6. miR-424/miR-503 は FOXO1-SCARA5 の発現制御により子宮内膜の形態的，機能的
にも脱落膜化を制御する 山口 哲（埼玉医大病院）他

P―4― 7. 原因不明不育症におけるゲノムワイド関連解析から明らかになった HLA と CDH
11 の関与 矢野好隆（名古屋市立大病院）他

P―4― 8. 不育症患者における epidermal growth factor（EGF）に対する自己抗体の認識部位
についての検討 青木藍子（杉ウィメンズクリニック不育症研究所）他

第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 5
岡山シティミュージアム 4F：展示室

14：40～15：30
Group 5 胎盤・臍帯 1

座長：京都大学 最上 晴太

P―5― 1. 前置胎盤・低置胎盤の警告出血に関する後方視的検討
大内 望（日本医大武蔵小杉病院）他

P―5― 2. 前置胎盤を伴わない常位癒着胎盤の 1 例 西 亮哉（和歌山県立医大附属病院）他
P―5― 3. 常位胎盤における分娩前癒着胎盤予測法の確立に向けたリスク因子の抽出

今福仁美（神戸大）他
P―5― 4. 胎盤付着部位による前置胎盤の予後の検討 田嶋 敦（杏林大）他
P―5― 5. 前置胎盤症例における内子宮口より 2cm 部位の胎盤の厚みと術中出血量の関連に

ついて 飛田真由（大阪市立総合医療センター）他
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P―5― 6. 保存療法により子宮摘出を回避し得た穿通癒着胎盤の 1 例
田口こころ（弘前大附属病院）他

P―5― 7. 癒着胎盤の保存療法におけるメトトレキサート投与：有用性と安全性に関する後方
視的検討 大保 静（熊本大病院）他

P―5― 8. 当院における前置胎盤症例の検討 谷 和祐（市立広島市民病院）他
P―5― 9. 胎盤位置異常症例に対し自己血貯血を行わない新管理方針についての後方視的検討

東 美夕（近畿大病院）他
P―5― 10. 妊娠継続の是非について議論を要した，既往 5 回帝王切開分娩，妊娠 11 週子宮破裂，

前置胎盤の一症例 下元優太（高知大附属病院）

第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 6
岡山シティミュージアム 4F：展示室

14：40～15：25
Group 6 早産 1

座長：東京大学 熊澤 惠一

P―6― 1. 早産既往症例の反復流早産予防に対する当院でのとりくみ
深江 郁（倉敷中央病院）他

P―6― 2. 胎胞形成を伴う切迫早産管理に対する後方視的検討
山本祥子（埼玉医大総合医療センター）他

P―6― 3. 当院における胎胞形成症例の周産期予後の検討 田中佑衣（姫路赤十字病院）他
P―6― 4. 当院において緊急子宮頸管縫縮術を実施した子宮頸管開大症例の周産期予後に関す

る検討 浅桐育男（国立岡山医療センター教育研修部）他
P―6― 5. 当院での子宮頸管縫縮術症例の超音波所見における予後の検討

島田智子（杏林大）他
P―6― 6. 予防的頸管縫縮術後に頸管裂孔から胎胞形成を認めた 1 例

成田佑一郎（名古屋第一病院）
P―6― 7. 当院における治療的子宮頸管縫縮術に関する後方視的検討

山本奈緒（土浦協同病院）他
P―6― 8. 頸管無力症に対する治療的頸管縫縮術の治療成績：胎胞膨隆の影響に関する後方視

的研究 向井勇貴（昭和医科大病院）他
P―6― 9. 早産既往のある妊婦に対する，子宮頸管縫縮術の早産予防に関する検討；周産期登

録データベースを用いた多施設後ろ向き研究
中村永信（埼玉医大総合医療センター）他
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第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 7
岡山シティミュージアム 4F：展示室

14：40～15：25
Group 7 合併症妊娠 1

座長：岩手医科大学 小山 理恵

P―7― 1. ファブリー病合併妊娠に対して酵素補充療法を継続した 1 例
城戸優花（順天堂大練馬病院）他

P―7― 2. 当院で経験した遺伝性結合組織疾患の 2 症例
張 良実（りんくう総合医療センター）他

P―7― 3. 妊娠分娩が生体弁耐久性に及ぼす影響 小川紋奈（国立循環器病研究センター）他
P―7― 4. 心房中隔欠損術後妊娠の手術時の状況と周産期の心血管イベントの関連

胡 脩平（国立循環器病研究センター）他
P―7― 5. 妊娠 20 週に右肺動静脈奇形破裂に対してコイル塞栓術による血管内治療を行った

双胎妊娠の一例 小宮山朋美（東邦大医療センター佐倉病院）他
P―7― 6. 当院における先天性心疾患合併妊娠の周産期管理に関する検討

鴨志田創（東京女子医大病院）他
P―7― 7. 妊娠 21 週に急性心筋 塞を発症した一例 鳥居恵梨子（県立広島病院）他
P―7― 8. 当院で経験した心臓移植後妊娠の一例 手向麻衣（国立循環器病研究センター）他
P―7― 9. 妊娠 25 週に非外傷性特発性脊髄硬膜外血腫を発症し，妊娠中の除圧術と肺血栓塞栓

症のヘパリン化による管理にて正期産まで管理し，母児共に良好な予後を得た一例
寺沢直浩（静岡赤十字病院）他

第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 8
岡山シティミュージアム 4F：展示室

14：40～15：25
Group 8 産科 DIC・産科出血・羊水塞栓 1

座長：関西医科大学 森川 守

P―8― 1. 頸管縫縮術後分娩時の頸管裂傷により次回分娩後に再出血を来した 1 例
宇田葉子（福知山市民病院）他

P―8― 2. 止血に難渋する会陰・腟壁裂傷症例に対する Oxidized regenerated cellulose
powder の有用性 瀬山理惠（順天堂大順天堂医院）他

P―8― 3. 分娩後異常出血に対して UAE 施行後に広範な子宮壊死を来した 2 例
佐川翔子（奈良県総合医療センター）他

P―8― 4. 帝王切開後 8 日目に異常出血をきたし，子宮仮性動脈瘤と診断した 1 例
合田亮人（香川県立中央病院）

P―8― 5. 妊娠中期の子宮内胎児死亡・人工妊娠中絶術後に同種血輸血及び子宮動脈塞栓術を
施行した症例のリスク因子に関する臨床的検討 染谷真行（札幌医大附属病院）他
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P―8― 6. 産科異常出血に対して施行された経カテーテル動脈塞栓術 46 例の後方視的検討
島田春貴（日本医科大）他

P―8― 7. Postpartum hemorrhage に対する子宮動脈塞栓術の臨床的不成功要因についての
検討 平山雄一朗（順天堂大浦安病院）他

P―8― 8. 両側子宮動脈塞栓術・両側卵巣動脈塞栓術後の妊娠出産例
伊東孝晃（自治医大）他

P―8― 9. 死戦期帝王切開および VA-ECMO にて母児共に救命し得た 1 例
谷郷花圭（関西ろうさい病院）他

第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 9
ホテルグランヴィア岡山 3F：ルビー

14：40～15：40
Group 9 無痛分娩 1

座長：京都大学 千草 義継

P―9― 1. 当センターにおける無痛分娩の周産期予後に関する検討
竹村昌親（大阪急性期・総合医療センター）他

P―9― 2. 計画無痛分娩が分娩管理法や周産期予後に及ぼす影響 瀧田寛子（昭和医科大）他
P―9― 3. 当院における無痛分娩の検討 清元志保（姫路赤十字病院）他
P―9― 4. 当院における無痛分娩と非無痛分娩に関する比較検討

湊 怜子（武蔵野赤十字病院）他
P―9― 5. 計画無痛分娩が分娩転機に与える影響に関する検討

村上のどか（関西医大附属病院）他
P―9― 6. 当院における無痛分娩の検討 平松 桜（倉敷中央病院）他
P―9― 7. 当院における脊髄くも膜下麻酔無痛分娩について 丸山俊輔（ハシイ産婦人科）他
P―9― 8. 当院における無痛分娩の現状と安全性について 田中あゆみ（あさぎり病院）他
P―9― 9. 当院での無痛分娩の現状と課題 一宮汐里（JCHO 大阪病院）他
P―9― 10. 当院における計画無痛分娩の検討 山本皇之祐（奈良県立医大附属病院）他
P―9― 11. 当院における経産婦に対する計画無痛分娩についての検討

平野智佳（福岡大病院）他
P―9― 12. 硬膜外麻酔分娩後に急性硬膜下血腫を来した一例

川上香織（杉山産婦人科世田谷）他
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第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 10
ホテルグランヴィア岡山 3F：トパーズ

14：40～15：30
Group 10 骨盤臓器脱（POP）

座長：日本医科大学千葉北総病院 市川 雅男

P―10― 1. 骨盤臓器脱と直腸脱に一期的手術を施行し妊孕性を温存し得た Ehlers-Danlos 症候
群の一例 横須賀愛恵（東京医大）他

P―10― 2. 当院における骨盤臓器脱に対する腹腔鏡下腟断端仙骨子宮靭帯固定術（Shull 法）の
有用性についての検討 八幡 環（和歌山県立医大附属病院）他

P―10― 3. 単一術者による vNOTES 仙骨子宮靱帯固定術（Shull 法）症例の検討
春田祥治（奈良県西和医療センター）他

P―10― 4. 骨盤臓器脱手術 vNOTES 下の SHULL（+前腟形成）の固定糸縫合における留意点
吉田郷佑（帝京大ちば総合医療センター）他

P―10― 5. 当院で行う経腟的腹腔鏡（vNOTES）を用いた仙骨子宮靱帯縫縮による腹腔鏡下腟
断端挙上術 加藤 俊（大阪府済生会吹田病院）他

P―10― 6. 当院における vNOTES 症例の導入期における後方視的検討
大谷真弘（高の原中央病院）他

P―10― 7. 当院におけるロボット支援下仙骨腟固定術の導入と腹腔鏡下仙骨腟固定術との周術
期成績の比較 春原友海（トヨタ記念病院）他

P―10― 8. POP-Q stageIII，IV の小腸瘤，直腸瘤に対する PTFE メッシュ ORIHIME を用いた
TVM-P の治療成績 八木一暢（第一東和会病院）他

P―10― 9. 当院における骨盤臓器脱手術の術式別中・長期成績
宮﨑加寿子（埼玉医大病院）他

P―10― 10. 骨盤臓器脱術後再手術症例の検討 加藤稚佳子（第一東和会病院女性泌尿器科）他

第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 1
岡山コンベンションセンター 1F：屋外テント

16：00～16：50
Group 11 子宮体がん バイオマーカー

座長：筑波大学 小林 佑介

P―11― 1. 子宮体癌 ProMisE 分類における免疫染色の後方視的検討
品田衣里（大阪医科薬科大）他

P―11― 2. 子宮体癌分子サブタイプ分類診断補助システム（POPLAR システム）の検査性能に
関する検討 朝野拓史（北海道大）他

P―11― 3. 子宮体癌の POLE 変異群の臨床病理学的検討 杉本澄美玲（奈良県立医大）他
P―11― 4. 当院における子宮体癌に対するがん遺伝子パネル検査の有用性について

金森 玲（聖マリアンナ医大病院）他
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P―11― 5. MMR，p53，L1CAM タンパク質に対する免疫組織化学染色法を用いた子宮体癌再発
リスク分類と予後との相関 河原井麗正（獨協医大）他

P―11― 6. がん遺伝子パネル検査で ERBB2 遺伝子増幅を指摘された子宮体部癌肉腫に対して
トラスツズマブ, デルクステカン（T-DXd）を使用した一例

赤熊 藍（京都桂病院）他
P―11― 7. 再発子宮体癌において炎症性バイオマーカーによるぺムブロリズマブの治療効果予

測は可能か? 簗詰伸太郎（鹿児島大病院）他
P―11― 8. 子宮体癌に対する新たな標的分子 TAZ の機能解析

藤田将行（福井大附属病院）他
P―11― 9. 子宮内膜癌微小環境における CD25+FOXP3+CD45RA- Treg cell 浸潤の予後因子

解析 須藤麻実（筑波大）他
P―11― 10. 子宮癌肉腫におけるがん関連遺伝子コピー数異常と予後についての解析

市川亮子（藤田医大）他

第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 2
岡山コンベンションセンター 1F：屋外テント

16：00～16：45
Group 12 子宮体部腫瘍 1

座長：群馬大学 平川 隆史

P―12― 1. 経験したレトロゾール単剤療法で長期生存を得た乳がん合併再発子宮体癌の一例
菅野晃輔（島根大附属病院）他

P―12― 2. 子宮類内膜癌 G2 IA 期の切除断端早期再発に対して抗癌剤抵抗性を示すもペムブ
ロリズマブが著効した 1 例 小松紗友美（土浦協同病院）他

P―12― 3. 子宮頸癌の放射線治療後に発生した子宮体癌の一例 山崎温詞（佐賀大）他
P―12― 4. 骨盤-傍大動脈リンパ節に子宮内膜様腺管を認めた子宮体癌の一例

前島 翼（名古屋市立大学医学部附属東部医療センター）他
P―12― 5. 子宮内膜ポリープに明細胞癌を併発した子宮体癌の一例

杉山信哉（東邦大医療センター大森病院）他
P―12― 6. CA19-9 の異常高値を認めた早期子宮体癌の一例

北野佐季（堺市立総合医療センター）他
P―12― 7. 白血球の異常高値を示し腫瘍による G-CSF 産生が疑われた進行子宮体部癌肉腫の

1 例 徳重 悠（大阪赤十字病院）他
P―12― 8. 骨盤内照射治療後，長期間を経て発症した子宮癌肉腫の二例

多田名保美（足利赤十字病院）他
P―12― 9. レボノルゲストレル放出子宮内システム留置後に子宮体部原発神経内分泌癌を発症

した一例 信正智輝（大津赤十字病院）他
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第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 3
岡山コンベンションセンター 1F：屋外テント

16：00～16：45
Group 13 社会問題・医学教育

座長：和歌山県立医科大学 岩橋 尚幸

P―13― 1. 当院における高齢子宮体がん患者に対する高齢者機能評価の有用性の検討
山内敬子（山形大附属病院）他

P―13― 2. 婦人科がん患者の長期治療は職場復帰に影響を与える 谷 佳紀（岡山大病院）
P―13― 3. がん教育外部講師としての取り組み―実施校に対するアンケート調査から見えてき

た現状と課題― 黒崎 亮（埼玉医大国際医療センター婦人科腫瘍科）他
P―13― 4. 当院での婦人科悪性腫瘍治療におけるリハビリテーション療法の現状と考察

園田顕三（別府病院）他
P―13― 5. 生成 AI を用いた irAE 問診プログラム構築に関する検討

佐藤雅和（TXP Medical 病院事業部）
P―13― 6. 追いトレアドバンス/VR（仮想現実）と Eureka/AI（人工知能）を用いたロボット

手術の自己学習教材の作成 村上隆介（京都大附属病院）他
P―13― 7. Thiel 法による Cadaver Surgical Training の有用性の検討

橋本千明（宮城県立がんセンター）他
P―13― 8. 手術前説明のオンライントレーニングで若手医師のノンテクニカルスキルの向上を

目指す 井平 圭（北海道大病院）他
P―13― 9. 当院におけるがん遺伝子パネル検査の現状と課題 辻 季野（福井大附属病院）他

第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 4
岡山シティミュージアム 4F：展示室

16：00～16：50
Group 14 生殖補助医療 1

座長：東京慈恵会医科大学 岸 裕司

P―14― 1. 2022 年 ART 登録データを用いた ART 一括登録システムの妥当性評価
大橋麻衣（自治医大）他

P―14― 2. 当科における保険診療適応化前後での生殖補助医療成績の比較検討
井上風香（大阪医科薬科大）他

P―14― 3. 生殖補助医療の保険適用拡大に伴う治療方針の変化の実態調査（IZANAMI
project） 黒田恵司（杉山産婦人科丸の内）他

P―14― 4. 生殖補助医療への保険適用と患者アクセスに関する実態調査：IZANAMI project
和田愛加（慶應義塾大）他

P―14― 5. 生殖補助医療の保険適用前後における慢性子宮内膜炎の診断・治療法の変遷：
IZANAMI project 左 勝則（自治医大附属病院）他
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P―14― 6. ART において保険診療が上限に達した患者のその後の転帰についての検討
竹島和美（加藤レディスクリニック）他

P―14― 7. 保険適用外である 43 歳以上の体外受精に関する後方視的検討
柳田 怜（東京女子医大病院）他

P―14― 8. ホルモン補充周期胚移植において分娩後多量出血リスクを高める背景因子について
の検討 村林奈緒（浜松医科大）他

P―14― 9. 当院における IVF 妊娠後の癒着胎盤発症リスクの検証 白石 慧（慶應大病院）他
P―14― 10. 当院で ART 実施後に発症した Retained products of conception（RPOC）症例にお

ける発症リスク因子の検討 北山晶菜（慶應大病院）他

第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 5
岡山シティミュージアム 4F：展示室

16：00～16：50
Group 15 HDP（基礎）

座長：東京大学 入山 高行

P―15― 1. 妊娠高血圧腎症の単球-血小板複合体における凝固と炎症の調節不全
永嶋美華子（山形大附属病院）他

P―15― 2. 妊娠高血圧症候群患者における補体関連因子および補体関連遺伝子解析についての
検討 根木玲子（国立循環器病研究センター遺伝相談室）他

P―15― 3. 妊娠高血圧症候群における sFlt-1/PlGF 比と腎尿細管障害の関連性
杉浦一優（愛知医大病院）他

P―15― 4. 妊婦血漿エクソソームの絨毛細胞株と血管内皮細胞株に及ぼす影響の検討
成見莉紗（自治医大附属病院）他

P―15― 5. 尿中 8-Isoprostane の妊娠高血圧腎症発症予測マーカーとしての有用性
森内 芳（近畿大）他

P―15― 6. 妊娠高血圧腎症患者胎盤に見られる細胞融合関連遺伝子の発現変化
杉本 潤（広島大）他

P―15― 7. 妊娠高血圧腎症の病態に絨毛細胞のリソソーム機能異常によるオートファジー機能
低下が関連する 森下博貴（九州大生殖病態生理学分野）他

P―15― 8. 妊娠高血圧腎症マウスモデルを用いたプロテオーム解析による妊娠高血圧腎症の分
子病態の検討 黄 彩実（近畿大）

P―15― 9. 妊娠高血圧腎症妊婦におけるオレキシンと血圧の関係
岡本知士（愛知医大病院）他

P―15― 10. 胎生期低栄養マウスモデルにおける肝臓オープンクロマチン領域の網羅的解析によ
る転写発現制御の探索 水野有里（浜松医科大）他
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第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 6
岡山シティミュージアム 4F：展示室

16：00～16：50
Group 16 早産 2

座長：北海道大学 馬詰 武

P―16― 1. 本邦における子宮収縮抑制剤使用における地域特性と年次推移についての検討
小川浩平（国立成育医療研究センター）他

P―16― 2. 都道府県別に見たわが国の塩酸リトドリン使用量についての検討 NDB オープン
データベースより

進藤亮輔（横浜市立大市民総合医療センター総合周産期母子医療センター）他
P―16― 3. 当院における切迫早産妊婦に対するリトドリン使用状況と分娩転帰の変遷

佐藤冴子（札幌医大附属病院）他
P―16― 4. 当科での切迫早産に対する maintenance tocolysis の方針転換

喜多ともみ（神戸大附属病院）他
P―16― 5. 当院における頸管長短縮妊婦に対するプロゲステロン腟錠投与による早産予防効果

の検討 今村加代（島根大附属病院）他
P―16― 6. 当院における早産既往のない頸管長短縮症例に対するプロゲステロン腟坐剤の使用

経験 細川満由（亀田総合病院）他
P―16― 7. 子宮頸管ペッサリーの早産予防効果に関する検討

牧野内理子（長野県立こども病院）他
P―16― 8. 子宮頸管ペッサリーが子宮頸管長に及ぼす影響に関しての検討

加藤悠太（名古屋市立大病院）他
P―16― 9. アラビンペッサリーの安全性について検討する

天谷優介（中部国際医療センター）他
P―16― 10. リトドリン塩酸塩投与母体から出生した仔マウスの喘息発症リスク

田中里美（順天堂大静岡病院）他

第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 7
岡山シティミュージアム 4F：展示室

16：00～16：50
Group 17 合併症妊娠 2

座長：自治医科大学 大口 昭英

P―17― 1. 妊娠中に見つかったクッシング症候群に対し，妊娠 18 週に腹腔鏡下副腎摘出術を行
い良好な転帰を得た 1 例 山形知央（豊岡病院）他

P―17― 2. 妊娠後期の黄体化過剰反応により分娩停止に至った 1 例
西村真衣（京都府立医大附属北部医療センター）他
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P―17― 3. 妊娠後期にコントロール不良な高トリグリセリド血症をきたしたアポリポ蛋白 C-II
欠損症合併妊娠の一例 村井侑奈（宮崎大附属病院）他

P―17― 4. 分娩後に全身性エリテマトーデスと診断された妊娠 19 週 HELLP 症候群の一例
行元志門（松山赤十字病院）他

P―17― 5. 急性網膜壊死様の症状を呈し，著明な視力低下を認めた全身性エリテマトーデス合
併双胎妊娠の一例 網本頌子（産業医大病院）他

P―17― 6. 産褥期に TMA を発症し血漿交換療法が著効した SLE 合併妊娠の一例
大島千明（藤田医大病院）他

P―17― 7. 産褥早期に発症した心不全を契機に診断された SLE 心筋症の 1 例
岩﨑健太（獨協医大病院）他

P―17― 8. 血清 CA19-9 異常高値を伴う巨大水腎症合併妊娠の一例
八田夏渚子（国立呉医療センター・中国がんセンター）他

P―17― 9. Gitelman 症候群を合併した妊娠・分娩の 1 例
山本樹生（春日部市立医療センター）他

P―17― 10. 妊娠後期に本態性血小板血症を発症した妊婦にアフェレーシスを施行し無事に経腟
分娩し得た一例 益子尚久（神戸大附属病院）他

第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 8
岡山シティミュージアム 4F：展示室

16：00～16：40
Group 18 母子感染 1

座長：横浜市立大学附属市民総合医療センター 青木 茂

P―18― 1. 劇症型 A 群溶血性連鎖球菌感染症と COVID-19 が併発した母体死亡の一症例
長谷夏乃（滋賀医大附属病院）他

P―18― 2. 急激な経過を辿った劇症型 A 群溶血性連鎖球菌感染症「分娩型」の 1 例
伊佐 健（済生会横浜市東部病院）

P―18― 3. 初発症状が下肢痛であった侵襲性 A 群溶血性レンサ球菌感染症妊婦の一例
尾崎佑太（群馬大附属病院）他

P―18― 4. GBS 陽性母体から出生した児の血液検査に関する検討
木村麻衣（奈良県立医大附属病院）他

P―18― 5. B 群溶血性連鎖球菌感染症による敗血症性ショックが原因で子宮内胎児死亡となっ
た 1 例 今川天美（山口県立総合医療センター）

P―18― 6. 母児ともに救命し得た妊娠 26 週の劇症型溶血性連鎖球菌感染症の 1 例
西田裕亮（トヨタ記念病院周産期母子医療センター）他

P―18― 7. 早期に介入し治療が著効した劇症型 A 群溶連菌感染の 1 例
大島直紀（順天堂大浦安病院）他

P―18― 8. 妊娠中に重症化したマムシ 傷に対し抗毒素血清を投与した症例
松本日向（大津赤十字病院）他
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第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 9
ホテルグランヴィア岡山 3F：ルビー

16：00～16：40
Group 19 高年妊娠

座長：兵庫医科大学 澤井 英明

P―19― 1. 45 歳以上の超高齢妊娠が妊娠分娩転帰に与える影響
小田慎一（横浜市立大市民総合医療センター総合周産期母子医療センター）他

P―19― 2. 当院における 40 歳以上妊婦の緊急帝王切開リスクについての検討
水田結花（大阪赤十字病院）他

P―19― 3. 当院における母体年齢と分娩リスクの関係性の検討：地域周産期センターの 7 年間
の総括 新垣亮輔（紀南病院）他

P―19― 4. 当院における卵子提供後妊娠の後方視的検討 石川直嗣（慶應大病院）他
P―19― 5. 当院における ART 妊娠における周産期・新生児転帰の後方視的検討

森田章嗣（市立砺波総合病院）他
P―19― 6. 50 歳代の卵子提供妊娠で加重型妊娠高血圧腎症と育児指導にて 140 日間の入院を

要した一例 中溝めぐみ（国立九州医療センター）他
P―19― 7. 当院で管理した卵子提供妊娠の周産期転帰 中村 学（さいたま赤十字病院）他
P―19― 8. 生殖補助医療における胚移植時の子宮内膜の厚さは分娩時の出血量と相関する

渡邉憲和（山形大附属病院）他

第 1日 5月 23 日（金）ポスター会場 10
ホテルグランヴィア岡山 3F：トパーズ

16：00～16：45
Group 20 感染症・その他

座長：東京女子医科大学 水主川 純

P―20― 1. 菌血症を合併した過粘稠性 Klebsiella pneumoniae 子宮留膿症の 1 例
冨岡領太（三豊総合病院）他

P―20― 2. Salmonella 感染による卵巣膿瘍を呈した，両側内膜症性囊胞の一例
飯藤依里子（飯塚病院）他

P―20― 3. 不妊治療後の卵管卵巣膿瘍に対する経腟超音波ガイド下穿刺ドレナージ，アルコー
ル固定術の有用性についての検討 淺田健正（トヨタ記念病院）他

P―20― 4. 当院における人工流産時の淋菌・クラミジア感染と骨盤腹膜炎についての検討
髙岡 幸（阪南中央病院）他

P―20― 5. 当院で 2024 年 1 年間で経験した A 群 β 溶血性連鎖球菌による骨盤内炎症性疾患
の 3 例 黒岩華子（武蔵野赤十字病院）他

P―20― 6. 腟からの上行性感染を契機に発症した GAS 感染症の 3 例
工藤ひらり（砂川市立病院）他
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P―20― 7. 放線菌感染を合併した腟内異物の一例 松田理邦（兵庫県立西宮病院）
P―20― 8. 細菌性腟症の医療を替えるプロバイオティクスとしての乳酸菌の役割―自験例の検

討から 太田博明（川崎医大総合医療センター）
P―20― 9. ラクトフェリン含有ジェルによる腟内乳酸菌改善効果の探索的単群試験

櫻井明弘（産婦人科クリニックさくら）他
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第 2日 5月 24 日（土）

会長講演

（第 1 会場：岡山コンベンションセンター 3F コンベンションホール，11：00～11：30）
次世代を育む

座長：北海道大学 渡 利 英 道
演者：岡山大学 増 山 寿

特別講演 5

（第 1 会場：岡山コンベンションセンター 3F コンベンションホール，9：00～9：30）
子宮内膜細胞の多様性

座長：国際医療福祉大学/赤坂山王メディカルセンター
青 木 大 輔

演者：杏林大学 小 林 陽 一

特別講演 6

（第 1 会場：岡山コンベンションセンター 3F コンベンションホール，9：30～10：00）
心血管疾患リスクの低減を目的とした閉経後ホルモン補充療法の確立

座長：愛知医科大学 渡 辺 員 支
演者：愛知医科大学 若 槻 明 彦

特別講演 7

（第 1 会場：岡山コンベンションセンター 3F コンベンションホール，13：10～13：40）
県立大野病院事件と放射線災害がもたらしたもの―福島のレジリエンス―

座長：慶應義塾大学 吉 村 泰 典
演者：福島県立医科大学 藤 森 敬 也

特別講演 8

（第 1 会場：岡山コンベンションセンター 3F コンベンションホール，13：40～14：10）
ポストゲノム時代に生きた私の生殖医学研究

座長：群馬大学 岩 瀬 明
演者：山口大学 杉 野 法 広
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招請講演 2

（第 1 会場：岡山コンベンションセンター 3F コンベンションホール，10：00～10：30）
ゲノム情報で変革するがん研究・がん医療

座長：岡山大学臨床遺伝子医療学分野 平 沢 晃
演者：国立がん研究センター研究所 間 野 博 行

招請講演 3

（第 1 会場：岡山コンベンションセンター 3F コンベンションホール，10：30～11：00）
大原美術館とこれからの芸術研究

座長：川崎医科大学 下 屋 浩一郎
演者：大原美術館 館長 三 浦 篤

シンポジウム 2 �

（第 1 会場：岡山コンベンションセンター 3F コンベンションホール，14：30～17：30）
分子生物学的知見を考慮した本邦における新しい子宮体癌の診断・治療戦略

座長：新潟大学 吉 原 弘 祐
京都府立医科大学 森 泰 輔

1）日本人子宮体癌患者における分子遺伝学的分類の有用性評価と新たな治療標的の探索
演者：昭和医科大学 朝 見 友 香

2）分子生物学的特性に基づいた新たな妊孕性温存療法のバイオマーカー開発・個別化医療への展開
演者：慶應義塾大学 坂 井 健 良

3）p53 変異子宮体癌に対する多角的 Bio-hallmarks 標的治療の開発：子宮体癌制圧を目指して
演者：京都大学 滝 真 奈

4）免疫表現型と分子病態生理に立脚した子宮体癌個別化治療戦略
演者：名古屋大学 芳 川 修 久

会長特別企画シンポジウム 2

（第 9 会場：ホテルグランヴィア岡山 4F フェニックス CD，8：50～10：50）
PHR/EHRの利活用を踏まえたデジタルイノベーション

座長：一般社団法人ライフデータイニシアティブ 吉 原 博 幸
順天堂大学情報センター本部 阿曽沼 元 博

1）PHR/EHR の利活用を踏まえたデジタルイノベーション
演者：岡山大学工学部 野 上 保 之

2）ビッグデータ解析
演者：東北大学公衆衛生学分野 田 淵 貴 大
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3）次世代型国際標準モバイル・ネットワークによる新たな妊娠糖尿病遠隔治療～M♡Link が拓く精密医
療～

演者：埼玉医科大学総合医療センター糖尿病・内分泌内科
泉 田 欣 彦

4）PHR/EHR の利活用を踏まえたデジタルイノベーション
演者：岡山大学 牧 尉 太

会長特別企画シンポジウム 3

（第 10 会場：ホテルグランヴィア岡山 4F フェニックス AB，15：00～17：00）
胎児治療の現在と未来

座長：大阪大学医学部附属病院胎児診断治療センター
遠 藤 誠 之

岐阜県総合医療センター 高 橋 雄一郎
1）Advances in Fetal Surgery

演者：Boston Children’s Hospital, USA
Shamshirsaz Alireza Abdollah

2）先天性横隔膜ヘルニアに対する胎児治療の現状
演者：国立成育医療研究センター周産期・母性診療センター

和 田 誠 司
3）脊髄髄膜瘤胎児手術の現状と展望

演者：大阪大学医学部附属病院胎児診断治療センター
遠 藤 誠 之

4）TTTS
演者：大阪母子医療センター 山 本 亮

5）人工胎盤・人工子宮システム研究の現在地
演者：東北大学 齋 藤 昌 利

Plenary Lecture �

（第 10 会場：ホテルグランヴィア岡山 4F フェニックス AB，8：50～10：50）
Message from Women Leaders

Chairs：The Environmental Health Leadership Foundation/JSOG
Honorary Member/FIGO Past President, USA

Conry Jeanne A
JSOG Vice-chairperson of International Relations
Commitee Koga Kaori

1）Wellbeing and the Importance of Community, Belonging and Connection
Speaker：ACOG President, USA/Northwest Kaiser Permante,

USA Dantas Stella M
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2）Walk hand-in-hand into the expansive future of obstetrics and gynaecology：twinning for development
Speaker：International Federation of Gynaecologists and

Obstetricians/University of Nairobi, Kenya/African
Federation of Obstetricians and Gynaecologists

（AFOG）/Kenya Obstetrical and Gynaecological Society
（KOGS） Kihara Anne-Beatrice

3）What we can do for the health and well being of women and their unborn children
Speaker：Chairperson of the Executive Board, JSOG

Kato Kiyoko

International Session �

（第 10 会場：ホテルグランヴィア岡山 4F フェニックス AB，13：10～14：40）
Clinical Trials for Hyperglycemic Disorders in Pregnancy

Chairs：Hallym University, Korea Lee Keun-Young
Ehime University Sugiyama Takashi

1）Clinical trials for whether we should treat GDM and early GDM：Where are we now?
Speaker：Western Sydney University, Australia Simmons David

2）An Interventional Study to Reduce Postpartum Weight Retention in Obese Mothers Using the Internet
of Things and a Mobile Application：A Randomized Controlled Trial（SpringMom）

Speaker：National Center for Child Health and Development
Arata Naoko

3）HAPO follow-up study：Long-term metabolic health after GDM
Speaker：Department of Medicine, Division of Endocrinology,

Metabolism ＆ Molecular Medicine, Northwestern
University Feinberg School of Medicine, USA

Metzger Boyd E

JKT Joint Conference

（第 6 会場：ANA クラウンプラザホテル岡山 1F 曲水東，13：10～16：40）
Opening Remarks：Chairperson of the Executive Board, JSOG Kato Kiyoko

National Taiwan University Hospital, Taiwan/TAOG
President Chen Shee-Uan

Commentators：Cathay General Hospital/Professor, School of Medicine, Fu-
Jen Catherine University/Chairman of Executive
Supervisor, TAOG Tsai Ming Song
China Medical University Hospital, Taiwan/Vice President,
TAOG Chang Wei-Chun
Korea University, Korea/Chairman Elect, KSOG

Lee Jae-Kwan



2025年 2 月 251プログラム

24
日
㈯

プ
ロ
グ
ラ
ム

MFM
Chairs：Showa University School of Medicine/JSOG

Sekizawa Akihiko
KSOG President, Korea Kim Ahm

1）The Molecular Impact of Placental Insufficiency on Fetal Development
Speaker：The University of Tokyo/JSOG Ichinose Mari

2）Use of ultrasound during labor for safe delivery
Speaker：Obstetrics and Gynecology, Korea University Medicine,

Korea Kim Ho Yeon
3）Advances in Postpartum Hemorrhage Management：Insights from a Single-Center Experience in
Taiwan

Speaker：National Defense Medical Center, Tri-Service General
Hospital, Taiwan/TAOG Lin Chi-Kang

REI
Chairs：National Taiwan University Hospital, Taiwan/TAOG

President, Taiwan Chen Shee-Uan
Nagoya City University/JSOG Sugiura Mayumi

1）Current Practices and Future Challenges in ART：Add-ons, Laboratory Practices, and Egg Freezing
Perspectives from East Asia

Speaker：Akita University Hospital/JSOG Shirasawa Hiromitsu
2）Infertility and Future Risk of Cardiovascular Disease

Speaker：Seoul National University College of Medicine, Korea/
KSOG Kim Seulki

3）The role of microRNA regulated decidual stromal cell migration and invasion in embryo implantation
and early pregnancy

Speaker：Chang Gung Memorial Hospital, Taiwan/TAOG/Chang
Gung University, Taiwan Chen Liang-Hsuan

GO
Chairs：The Jikei University School of Medicine/JSOG

Okamoto Aikou
Yonsei University College of Medicine, Korea/Chairman
of the Board, KSOG Kim Young Tae

1）Investigation of new treatment strategies using PARP inhibitors for HRP epithelial ovarian cancer
Speaker：The Jikei University Hospital/JSOG

Yanaihara Nozomu
2）Efficacy and safety of intravenous administration of high-dose selenium for preventing chemotherapy-
induced peripheral neuropathy in platinum-sensitive recurrent ovarian, fallopian or primary peritoneal
cancer：study protocol for a phase III, double-blind, randomized study

Speaker：Dongguk University College of Medicine, Korea/KSOG
Yim Ga Won
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3）May Chimeric Antigen Receptor-T Cell Immunotherapy Works in Epithelial Ovarian Cancer?
Speaker：China Medical University Hospital, Taiwan/TAOG/

National Cancer Institute, National Institutes of Health,
USA Huang Chien-Chu

Closing Remarks：KSOG president, Korea Kim Ahm

学術奨励賞受賞講演

（第 3 会場：岡山コンベンションセンター 2F レセプションホール，15：00～16：00）
座長：徳島大学 岩 佐 武

筑波大学 佐 藤 豊 実
1）生殖医療の安全性と有効性の探求：ART レジストリー研究の成果と展望

演者：自治医科大学 左 勝 則
2）p53 変異婦人科がんの制圧を目指した革新的治療戦略

演者：和歌山県立医科大学 岩 橋 尚 幸

感染対策講習会 �

（第 9 会場：ホテルグランヴィア岡山 4F フェニックス CD，16：00～17：00）
流行性ウイルス疾患と感染対策―アウトブレイク事例も含めて―

座長：広島大学 工 藤 美 樹
演者：高知大学医学部臨床感染症学講座 山 岸 由 佳

生涯研修プログラム 5

（第 3 会場：岡山コンベンションセンター 2F レセプションホール，13：10～14：40）
産科手術に関する話題

座長：長崎大学 三 浦 清 徳
1）帝王切開創癒合不全への対策

演者：三重大学 二 井 理 文
2）産道裂傷縫合術，産道血腫への対応

演者：埼玉医科大学総合医療センター 松 永 茂 剛
3）妊娠中の腹腔鏡下手術

演者：長崎大学 原 田 亜由美
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生涯研修プログラム 6

（第 4 会場：岡山県医師会館 2・3F 三木記念ホール，13：10～14：40）
婦人科がんサバイバーのヘルスケア

座長：聖マリアンナ医科大学 鈴 木 直
1）婦人科がん治療医によるがんサバイバー支援

演者：岡山大学 中 村 圭一郎
2）がんサバイバーとホルモン補充治療

演者：慶應義塾大学 横 田 めぐみ
3）がんサバイバーと AYA 世代の妊孕性温存

演者：名古屋大学 吉 原 雅 人

生涯研修プログラム 7

（第 7 会場：ANA クラウンプラザホテル岡山 1F 曲水西，13：10～14：40）
梅毒と先天梅毒の診断・治療のコツ

座長：日本医科大学 鈴 木 俊 治
1）梅毒を見逃さないためのコツ

演者：愛知医科大学周産期母子医療センター 野 口 靖 之
2）梅毒の治療のピットフォール

演者：神戸大学 出 口 雅 士
3）先天梅毒を見逃さないためのコツと管理

演者：日本大学 川 名 敬

JESGOセッション �

（第 8 会場：ホテルグランヴィア岡山 3F パール，10：00～11：00）
ここまで来た，婦人科悪性腫瘍統合入力システム（JESGO）

座長：名古屋大学 梶 山 広 明
慶應義塾大学 山 上 亘

1）JESGO システムの概要と開発状況
演者：京都大学 植 田 彰 彦

2）JESGO 運用開始に向けた準備と導入方法
演者：名古屋大学 玉 内 学 志

3）当院における JESGO 導入の実際
演者：岡山大学 原 賀 順 子

4）JESGO 導入する！？しない！？～一般病院の立場から～
演者：関西労災病院 吉 岡 恵 美
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厚生労働省企画セッション

（第 6 会場：ANA クラウンプラザホテル岡山 1F 曲水東，10：20～10：50）
正常分娩の保険適用を含む妊婦の経済的支援策に関する議論の状況

座長：埼玉医科大学 亀 井 良 政
演者：厚生労働省保険局保険課 柴 田 直 慧

周産期委員会企画 �

（第 3 会場：岡山コンベンションセンター 2F レセプションホール，8：50～10：50）
周産期医療のトピックス

座長：順天堂大学 板 倉 敦 夫
昭和医科大学 関 沢 明 彦

1）周産期登録の現状と未来―大規模臨床情報データベースの構築，運用と利活用―
演者：宮城県立こども病院/横浜市立みなと赤十字病院/日本産科婦

人科学会周産期委員会周産期データのウェブ登録推進等の検
討に関する小委員会 宮 下 進

2）感染に関する小委員会の研究活動
演者：手稲渓仁会病院 山 田 秀 人

3）胎児発育不全の診断基準の改定とその用語について
演者：東邦大学 中 田 雅 彦

4）脳性麻痺事例における胎児心拍パターンの傾向
演者：昭和医科大学 松 岡 隆

5）妊産婦貧血の管理の標準化に向けて
演者：国際医療福祉大学成田病院 永 松 健

6）周産期委員会総括
演者：順天堂大学 板 倉 敦 夫

災害対策・復興委員会企画 �

（第 4 会場：岡山県医師会館 2・3F 三木記念ホール，8：50～10：50）
災害対策を考える

座長：和歌山県立医科大学 井 箟 一 彦
杏林大学 谷 垣 伸 治

1）リエゾン支援を考える―能登半島地震
演者：名古屋市立大学医学部附属東部医療センター救急科

今 井 一 徳
2）受援力を考える―首都直下地震訓練

演者：杏林大学 谷 垣 伸 治
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3）行政の立場から
演者：厚生労働省医政局地域医療計画課救急・周産期医療対策室

近 藤 祐 史
4）今後の災害への備え

演者：久留米大学 津 田 尚 武

編集委員会企画 �

（第 2 会場：岡山コンベンションセンター 3F 301 会議室，13：10～14：10）
学術論文作成に関する必要知識Up-to-date

座長：名古屋大学 梶 山 広 明
1）論文執筆のルールと成功へのステップ：効率的な方法論と注意点

演者：名古屋大学 芳 川 修 久
2）年間に英語論文は何本執筆可能か～臨床，基礎，教育，そして家庭で多忙なのに??～

演者：鳥取大学 小 松 宏 彰

ダイバーシティ・人材育成推進委員会企画 �

（第 8 会場：ホテルグランヴィア岡山 3F パール，13：10～14：10）
産婦人科医の未来：ライフワークバランスとジェンダー平等への挑戦

座長：名古屋大学医療行政学 山 本 英 子
1）日本産婦人科学会男女 800 名医師の性別役割分業意識調査からの知見

演者：秋田大学衛生学公衆衛生学 野 村 恭 子
2）誰でもできる Work-Life-Integration～全医師のための仕事と生活の新しい両立法～

演者：東京大学 森 繭 代
3）女性キャリア学～一産婦人科医が考える女性医師のキャリア形成～

演者：NTT 東日本札幌病院 仲 澤 美 善

臨床研究審査委員会企画 �

（第 9 会場：ホテルグランヴィア岡山 4F フェニックス CD，13：10～14：10）
あなたの疑問とデザインが研究の質を決定する

座長：杏林大学 小 林 陽 一
演者：京都大学，福島県立医科大学 副学長，日本臨床疫学会代表理

事 福 原 俊 一
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産婦人科未来委員会企画 �

（第 4 会場：岡山県医師会館 2・3F 三木記念ホール，15：00～17：00）
教育革新がリクルートを変える～人材獲得の新戦略～

座長：昭和医科大学 向 井 勇 貴
東京女子医科大学 山 岡 結 香

Opening Remarks：鳥取大学 谷 口 文 紀

第 1部講演
人が成長する組織を目指して

講演者：株式会社ヒューマン ブリス 山 田 真 紀

第 2部パネルディスカッション
パネリスト：横浜市立大学 道 佛 美帆子

長野県立信州医療センター 上 條 恭 佑
近畿大学 加 嶋 洋 子
岩手医科大学 黒 川 絵里加

Closing Remarks：千葉大学 甲 賀 かをり

渉外委員会企画

（第 7 会場：ANA クラウンプラザホテル岡山 1F 曲水西，15：00～16：30）
国際交流促進の取り組み～派遣事業による若手医師教育と国際貢献～

座長：渉外委員会委員長 大須賀 穣
1）若手国際交流プログラム紹介

演者：渉外委員会主務幹事 森 繭 代
2）プログラム参加経験者から（KSOG）

演者：福岡大学 石 田 倖 子
3）プログラム参加経験者から（TAOG）

演者：京都大学 石 田 憲太郎
4）プログラム参加経験者から（ACOG）

演者：聖隷浜松病院 清 水 陽 彦
5）プログラム参加経験者から（RCOG）

演者：川崎市立川崎病院 吉 村 拓 馬
6）プログラム参加経験者から（EBCOG）

演者：大阪大学 坂 田 美 奈
7）プログラム参加経験者から（DGGG）

演者：名古屋大学 吉 原 雅 人
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第 5版 用語集・用語解説集発刊記念

（第 5 会場：岡山県医師会館 4F 401 会議室，15：00～16：00）
座長：山形大学 永 瀬 智

琉球大学 関 根 正 幸
1）生殖分野における主な変更点

演者：埼玉医科大学総合医療センター 髙 井 泰
2）腫瘍分野における主な変更点

演者：宮城がんセンター 永 井 智 之
3）周産期分野における主な変更点

演者：熊本大学 大 場 隆
4）女性ヘルスケア分野における主な変更点

演者：旭川医科大学 加 藤 育 民
5）正しい用語を用いるために気を付けること

演者：国際医療福祉大学成田薬学部 久 具 宏 司

医学生フォーラム

（第 11 会場：イオンモール岡山 5F おかやま未来ホール，13：00～18：00）
君の提案が新時代を切り拓く！

医会・学会共同企画 ハンズオンセミナー

（ハンズオン会場①：岡山コンベンションセンター 2F 展示ホール，9：30～11：30）
急速遂娩のための鉗子・吸引シミュレーション講習

一般社団法人 子宮筋層・内膜症病変生検研究会ハンズオンセミナー

（ハンズオン会場③：岡山県医師会館 4F 402 会議室，15：00～16：00）
安全な針生検の理解と実施：患者様への情報提供に向けて

座長：防衛医科大学校 古 谷 健 一
演者：大阪市立総合医療センター 市 村 友 季
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スポンサードセミナー 1

（第 6 会場：ANA クラウンプラザホテル岡山 1F 曲水東，17：00～18：30）
Meet the Expert：痛くさせない産婦人科小手術・外来診療をめざして～米国における 痛管理と実際～

共催：ウィメンズヘルス・ジャパン株式会社
座長：埼玉医科大学 亀 井 良 政

1）産婦人科日常診療における PCB の活用
演者：順天堂大学医学部附属浦安病院 牧 野 真太郎

2）Pain Management in the US：for pain-free Obstetrics and Gynecology Minor Surgery and Outpatient Care
演者：OHSU/Oregon Health ＆ Science University

Alison Edelman

モーニングセミナー 1

（第 8 会場：ホテルグランヴィア岡山 3F パール，8：50～9：50）
女性の下部尿路症状と間質性膀胱炎

共催：杏林製薬株式会社
座長：奈良県総合医療センター泌尿器科 鳥 本 一 匡
演者：大阪けいさつ病院泌尿器科 本 郷 祥 子

ランチョンセミナー 11

（第 1 会場：岡山コンベンションセンター 3F コンベンションホール，11：50～12：50）
免疫チェックポイント阻害薬時代の子宮体癌治療を考える

共催：アストラゼネカ株式会社
座長：聖マリアンナ医科大学 鈴 木 直
演者：東京慈恵会医科大学 西 川 忠 曉

ランチョンセミナー 12

（第 2 会場：岡山コンベンションセンター 3F 301 会議室，11：50～12：50）
漢方医学の学びと実践～世代を考慮した漢方薬の使い分け～

共催：株式会社ツムラ
座長：横浜市立大学 宮 城 悦 子
演者：香川大学 塩 田 敦 子
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ランチョンセミナー 13

（第 3 会場：岡山コンベンションセンター 2F レセプションホール，11：50～12：50）
気になる！オフィス子宮鏡手術～実施理由と運用方法と手技～

共催：テルモ株式会社
座長：東京大学 平 池 修
演者：医学研究所北野病院 岩 井 夏 実

山梨県立中央病院 坂 本 育 子

ランチョンセミナー 14

（第 4 会場：岡山県医師会館 2・3F 三木記念ホール，11：50～12：50）
鏡視下手術の修練と教育 ～安全，確実な手術をめざして～

共催：ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社
座長：東京医科大学 西 洋 孝
演者：兵庫県立尼崎総合医療センター 安 堂 有希子

金沢大学 安 彦 郁

ランチョンセミナー 15

（第 5 会場：岡山県医師会館 4F 401 会議室，11：50～12：50）
子宮卵管造影

共催：ゲルべ・ジャパン株式会社
座長：千葉大学 甲 賀 かをり

1）HSG～診断から治療への橋渡し～
演者：東京大学 泉 玄太郎

2）明日から使える HSG のコツ～safe, accurate and less painful～
演者：空の森クリニック 井 坂 亮 司

ランチョンセミナー 16

（第 6 会場：ANA クラウンプラザホテル岡山 1F 曲水東，11：50～12：50）
1 人ディベートから考える卵巣がん診療の“Controversy”

共催：武田薬品工業株式会社
座長：自治医科大学 藤 原 寛 行
演者：名古屋大学 梶 山 広 明
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ランチョンセミナー 17

（第 7 会場：ANA クラウンプラザホテル岡山 1F 曲水西，11：50～12：50）
女性のライフサイクルと HPV ワクチン

共催：MSD 株式会社
座長：日本家族計画協会 北 村 邦 夫

1）プレコンセプションケアと HPV ワクチン
演者：産科婦人科舘出張佐藤病院 佐 藤 雄 一

2）子宮頸がん患者の悲劇を繰り返さないために
演者：鹿児島大学 小 林 裕 明

ランチョンセミナー 18

（第 8 会場：ホテルグランヴィア岡山 3F パール，11：50～12：50）
共催：持田製薬株式会社/持田製薬販売株式会社

座長：群馬大学 岩 瀬 明
今こそ再考したい子宮内膜症の診断と治療戦略～月経困難症に対して早期介入する意義とは～

演者：九州医療センター 瓦 林 靖 広

ランチョンセミナー 19

（第 9 会場：ホテルグランヴィア岡山 4F フェニックス CD，11：50～12：50）
産婦人科領域におけるマイクロバイオーム（子宮内フローラ検査と Flora Select）

共催：Varinos 株式会社
座長：福岡市立こども病院 中 並 尚 幸

1）産婦人科領域の細菌叢検査（腟内細菌叢・子宮内細菌叢）～未来の扉を開く，その impact～
演者：はなおかレディースクリニック 花 岡 正 智

2）流早産におけるマイクロバイオーム～NGS による子宮・腟フローラと qPCR（Flora Select）～
演者：手稲渓仁会病院 山 田 秀 人
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ランチョンセミナー 20

（第 10 会場：ホテルグランヴィア岡山 4F フェニックス AB，11：50～12：50）
全ての新生児・乳児を守る！RS ウイルス感染症予防の最前線

共催：サノフィ株式会社
座長：順天堂大学 板 倉 敦 夫

1）全ての新生児・乳児を守るための RS ウイルス感染症予防策 ～産婦人科医の視点から見た「ニルセビマ
ブ」への期待～

演者：長崎大学 三 浦 清 徳
2）RS ウイルス感染症予防の up to date ～産婦人科医が押さえるべき予防の最前線～

演者：横浜市立市民病院 倉 澤 健太郎

アフタヌーンセミナー 3

（第 2 会場：岡山コンベンションセンター 3F 301 会議室，14：30～15：30）
高度肥満症患者の周術期管理

共催：富士フイルム富山化学株式会社
座長：岩手医科大学 馬 場 長

1）期日のある肥満症治療に挑む ～内科医の立場から～
演者：名古屋市立大学病院肥満症治療センター 田 中 智 洋

2）肥満症患者の手術に挑む ～ロボット外科医の立場から～
演者：川崎医科大学 太 田 啓 明

アフタヌーンセミナー 4

（第 8 会場：ホテルグランヴィア岡山 3F パール，14：30～15：30）
合格だよ！全員集合！ 技術認定医（腹腔鏡・ロボット） 取得のコツ教えます

共催：ニチバン株式会社
座長：明理会東京大和病院 明 樂 重 夫
演者：常滑市民病院 黒 土 升 蔵
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アフタヌーンセミナー 5

（第 9 会場：ホテルグランヴィア岡山 4F フェニックス CD，14：30～15：30）
Barbed Suture による帝王切開術の進化：最新治療法と未来への展望

共催：コヴィディエンジャパン株式会社
座長：北里大学 落 合 大 吾

特別発言：岡山大学 牧 尉 太
1）帝王切開筋層縫合における縫合糸の選択～Barbed suture の有用性と課題

演者：岐阜大学 志 賀 友 美
2）帝王切開の中長期合併症への Barbed suture を用いた対策

演者：三重大学 二 井 理 文

アフタヌーンセミナー 6

（第 2 会場：岡山コンベンションセンター 3F 301 会議室，16：00～17：00）
GenPad を用いた GBS の POCT システム

共催：株式会社ダナフォーム/株式会社 Mirai Genomics
座長：長崎大学 三 浦 清 徳

1）GBS 迅速診断の臨床応用と PCR を用いた型判定による感染経路の追跡
演者：順天堂大学 牧 野 真太郎

2）GenPad システムの開発と GBS を含む医療応用について
演者：株式会社ダナフォーム 林 崎 良 英

アフタヌーンセミナー 7

（第 5 会場：岡山県医師会館 4F 401 会議室，16：20～17：20）
妊婦の不安を取り除く～トキソプラズマ IgG アビディティ検査を踏まえた新たな検査フロー～

共催：アボットジャパン合同会社
座長：日本大学 森 岡 一 朗
演者：国際医療福祉大学 永 松 健

アフタヌーンセミナー 8

（第 8 会場：ホテルグランヴィア岡山 3F パール，16：40～17：10）
乳房超音波検査

共催：GE ヘルスケア・ジャパン株式会社
座長：つくばみらい遠藤レディースクリニック 高 松 潔

妊娠関連乳がんからママを救おう！産婦人科医だからできること
演者：徳島検診クリニック 鎌 田 正 晴
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イブニングセミナー 5

（第 2 会場：岡山コンベンションセンター 3F 301 会議室，17：30～18：30）
産婦人科の先生方に知っていただきたい，過多月経症状を呈する血液凝固異常症

共催：武田薬品工業株式会社
座長：青森県産婦人科医会 佐 藤 秀 平

1）過多月経と過ごす日常とフォン・ヴィレブランド病と診断がつくまで ―医師と患者さんの対談―
演者：大阪医療センター 西 田 恭 治

フォン・ヴィレブランド病患者 小 林 栄美香
2）産婦人科医にとってのフォン・ヴィレブランド病

演者：大阪医療センター 西 田 恭 治

イブニングセミナー 6

（第 3 会場：岡山コンベンションセンター 2F レセプションホール，17：30～18：30）
更年期女性の実態とその診療のジレンマ

共催：アステラス製薬株式会社 メディカルアフェアーズ本部
座長：国立成育医療研究センター女性の健康総合センター

小 宮 ひろみ
よしかた産婦人科 善 方 裕 美

1）更年期女性の Patient Journey と産科婦人科医への期待
演者：徳島大学 岩 佐 武

2）更年期障害診断の留意点と今後の展望～仮想症例を用いたインタラクティブセミナー～
演者：愛知医科大学 篠 原 康 一

イブニングセミナー 7

（第 4 会場：岡山県医師会館 2・3F 三木記念ホール，17：30～18：30）
第 16 回ロート女性健康科学研究賞 授賞式・受賞記念講演

共催：ロート製薬株式会社
座長：堺市立病院機構 木 村 正

1）Fetal Origins of Obesity―超音波を用いた新たな胎児発育評価
演者：慶應義塾大学 池ノ上 学

2）POI 早期診断から ART 成績向上に資するトランスレーショナルリサーチへの展開
演者：名古屋大学 大須賀 智 子

3）社会保険・医療制度を考慮した ART/add-ons に対する多角的取り組み
演者：秋田大学医学部附属病院 白 澤 弘 光
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イブニングセミナー 8

（第 7 会場：ANA クラウンプラザホテル岡山 1F 曲水西，17：30～18：30）
月経困難症治療薬の新たなステージ

共催：富士製薬工業株式会社
座長：愛知医科大学 若 槻 明 彦

1）エステトロールとドロスピレノン：月経困難症治療薬の最前線
演者：京都府立医科大学 森 泰 輔

2）アリッサ配合錠の有効性と安全性―国内第 III 相臨床試験を中心に―
演者：鳥取大学 谷 口 文 紀

イブニングセミナー 9

（第 8 会場：ホテルグランヴィア岡山 3F パール，17：30～18：30）
子宮頸癌に対する抗体薬治療の新機軸

共催：中外製薬株式会社
座長：北海道大学 渡 利 英 道
演者：京都大学 濵 西 潤 三

イブニングセミナー 10

（第 9 会場：ホテルグランヴィア岡山 4F フェニックス CD，17：30～18：30）
RS ウイルス感染症の予防戦略～maternal vaccine 接種の意義～

共催：ファイザー株式会社
座長：日本大学 川 名 敬

1）RS ウイルスからこどもたちを守る～新生児科・小児感染症科医から～
演者：大阪母子医療センター周産期・小児感染症科（兼）新生児科

野 崎 昌 俊
2）RS ウイルス母子免疫ワクチン『アブリスボ』の“現在地”

演者：仙台市立病院 大 槻 健 郎



2025年 2 月 265プログラム

24
日
㈯

プ
ロ
グ
ラ
ム

International Session Workshop

第 2日 5月 24 日（土）第 2会場
岡山コンベンションセンター 3F：301 会議室

9：00～10：10
Group 7 Gynecologic Oncology 3

Chairs：Hirosaki University Yokoyama Yoshihito
University of Tsukuba Satoh Toyomi

IS―WS―7― 1. Ovarian cancer cells predisposed neutrophils to form NETs
Yamamoto Gaku（The University of Osaka）et al.

IS―WS―7― 2. Investigation of tumor mutation burden using the comprehensive genomic
profiling data of vulvar and vaginal malignant tumors：An observational study
using C-CAT database

Seino Manabu（Yamagata University Hospital）et al.
IS―WS―7― 3. Significance and problems of risk reducing salping - oophorectomy in patients

with breast cancer carrying germline BRCA1/2 mutation
Hamada Yoshinobu（Dokkyo Medical University Saitama Medical Center）et al.

IS―WS―7― 4. Inter- and intra-tumor heterogeneous immune presentation in primary uterine
carcinosarcoma determined by digital spatial profiling

Li Yingxuan（National Taiwan University Hospital Hsinchu Branch,
Taiwan）et al.

IS―WS―7― 5. Application of cellulose nanofiber-based EV sheets for ovarian cancer biomarkers
Nagao Yukari（Nagoya University Graduate School of Medicine）et al.

IS―WS―7― 6. For KRAS mutant endometrial cancers, DUSP6 expression is associated with
chemotherapy resistance

Kawakami Minoru（Kyushu University Hospital）et al.
IS―WS―7― 7. Detection of TP53 and POLE mutations from ctDNA-liquid biopsy in endometrial

cancers
Iwahashi Naoyuki（Wakayama Medical University）et al.
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第 2日 5月 24 日（土）第 5会場
岡山県医師会館 4F：401 会議室

9：00～10：20
Group 8 Reproductive Endocrinology 2

Chairs：Gunma University Iwase Akira
Okayama University Nakatsuka Mikiya

IS―WS―8― 1. Our Innovative Blastocyst Ploidy Prediction AI from Time-lapse Images Is
Clinically Useful for Embryo Selection

Yanai Akihiro（Kyoto University）et al.
IS―WS―8― 2. Lnc RNA XACT regulates exist from pluripotency in human embryonic

development
Izumi Kenji（Tokai University Hospital）et al.

IS―WS―8― 3. Comparison of Clinical Outcomes of In Vitro Maturation of Immature and Ovarian
Tissue Oocytes in Patients by Chemotherapy History

Wakimoto Yu（Hyogo Medical University）et al.
IS―WS―8― 4. Investigation of the anti-inflammatory effect of heparin in preventing miscarriage

in mice
Ichikawa Tomoko（Nippon Medical School Hospital）et al.

IS―WS―8― 5. Neurodevelopmental Outcomes in Children Conceived With and Without
Artificial Oocyte Activation：A Cross-Sectional Study

Miyazaki Kotaro（Keio University Hospital）et al.
IS―WS―8― 6. Endometriosis-related infertility：Negative impact of ovarian endometriomas on

follicular development
Orisaka Makoto（University of Fukui）et al.

IS―WS―8― 7. Endometrial senescence is mediated by interleukin 17 receptor B signaling
Kawamura Keiko（Kyushu University）et al.

IS―WS―8― 8. Lifespan Analysis of Evolving Phenotypes and Reproductive Impact in Mosaic
Turner Syndrome

Cheng Yun（Kaohsiung Chang Gung Memorial Hospital and Chang Gung
University College of Medicine, Taiwan）et al.
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第 2日 5月 24 日（土）第 6会場
ANAクラウンプラザホテル岡山 1F：曲水東

9：00～10：10
Group 9 Gynecologic Oncology 4

Chairs：Hokkaido University Watari Hidemichi
Osaka Metropolitan University Sumi Toshiyuki

IS―WS―9― 1. Direct evaluation of homologous recombination repair activity in 3D cell culture
condition

Yagi Hiroshi（Kyushu University）et al.
IS―WS―9― 2. Positive ascites cytology in interval debulking surgery predicts poor prognosis in

advanced epithelial ovarian cancer achieving complete tumor resection
Yoshikawa Marina（Nagoya University Hospital）et al.

IS―WS―9― 3. The development of a minimally invasive surgical navigation system in
gynecological cancer cases using deep learning

Jonouchi Yuri（The University of Tokyo Hospital）et al.
IS―WS―9― 4. Proton Beam Therapy as an Effective Treatment Option for Recurrent

Endometrial Cancer
Endo Yuta（Southern Tohoku General Hospital）et al.

IS―WS―9― 5. Tracing cancer evolution and heterogeneity in Lynch syndrome-associated
endometrial cancer with novel pathogenic MLH1 mutation using whole-exome
sequencing

Takahashi Kotaro（Niigata University）et al.
IS―WS―9― 6. Exploring Immune Landscape in Cervical Cancer：Activated Circulating Innate

Immune Responses and Local Distribution of Exhausted T cells
Hirahara Yuhya（Yokohama City University Graduate School of Medicine）et al.

IS―WS―9― 7. Does neutrophil infiltration in the peritoneal dissemination affect the prognosis of
advanced ovarian cancer?：a retrospective study approach from clinical and basic
analysis

Miyamoto Emiri（Nagoya University）et al.
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第 2日 5月 24 日（土）第 7会場
ANAクラウンプラザホテル岡山 1F：曲水西

9：00～10：20
Group 10 Perinatology 3

Chairs：Keio University Tanaka Mamoru
University of Miyazaki Katsuragi Shinji

IS―WS―10― 1. Risk factors for developing diabetes mellitus in patients with gestational diabetes
mellitus based on real-world data from Japan

Sugeta Kana（Shiga University of Medical Science）et al.
IS―WS―10― 2. Identification of Human Placental Trophoblast Subpopulations by Hybridization-

based in situ Sequencing（HybISS）, a Spatial Transcriptome Analysis Method
Suzuki Naohiro（Kyoto University）et al.

IS―WS―10― 3. Retrospective study on pregnancy and delivery outcomes in hemophilia A and B
carriers

Makino Yuko（Nara Medical University Hospital）et al.
IS―WS―10― 4. Maternal and neonatal outcomes in full-term pregnancies of extremely advanced

maternal age：A single-center retrospective cohort study
Hamada Rintaro（The Jikei University School of Medicine）et al.

IS―WS―10― 5. Endogenous lactotransferrin reduction and its impact on postnatal intestinal
health in preeclampsia-affected offspring

Ohtani Tomohiro（The University of Tokyo Hospital）et al.
IS―WS―10― 6. Fluid Overload and Its Impact on Coagulopathy in Postpartum Hemorrhage：A

Retrospective Study
Kurokawa Yusuke（Kurume University Hospital）et al.

IS―WS―10― 7. Impact of Heat Stress on Placental Abruption：Findings from the Japan Perinatal
Registry Network database

Terada Shuhei（Department of Public Health, Institute of Science Tokyo）et al.
IS―WS―10― 8. Maternal plasma cell-free RNA as a minimally invasive, highly accurate test for

chorioamnionitis
Carter Sean W（National University of Singapore, Singapore）et al.

10：30～11：20
Group 11 Women’s Health Care 2

Chairs：Hirosaki University Higuchi Tsuyoshi
Fukushima Medical University Ogawa Mariko

IS―WS―11― 1. Stimulation of alpha-7 nicotinic acetylcholine receptor suppressed the
development of endometriosis in mice

Ikenaga Yuka（The University of Osaka）et al.
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IS―WS―11― 2. Effect of Dobbs v Jackson Women’s Health on OBGYN Residency Applicants
Frame Brianna（University of North Carolina at Chapel Hill, USA）et al.

IS―WS―11― 3. The Efficacy and Safety between Intradetrusor Onabotulinumtoxin A Injection
and Combined Pharmacotherapy in Patients with Refractory Overactive
Bladder：A Randomized Controlled Trial

Hsieh Meng-Hsuen（Department of Medicine, MacKay Medical College,
Taiwan）et al.

IS―WS―11― 4. Validation of the Ultrasound Based Endometriosis Staging System（UBESS）in
Predicting Complexity of Laparoscopic Surgery in a Tertiary Hospital

Alcasabas Kristine Maizie K（Section of Ultrasound, St. Luke’s Medical Center,
Philippines）et al.

IS―WS―11― 5. Relationship Between High Adverse Childhood Experience score, HIV risk
behavior, and Previous HIV Testing in the South Carolina Behavioral Risk Factor
Surveillance System

Dutra Karley（Medical University of South Carolina, USA）et al.

第 2日 5月 24 日（土）第 5会場
岡山県医師会館 4F：401 会議室

13：10～14：10
Group 12 Gynecologic Oncology 5

Chairs：University of Occupational and Environmental Health Yoshino Kiyoshi
Keio University Yamagami Wataru

IS―WS―12― 1. Correlation analysis between genomic alteration and prognosis in patients with
ovarian clear cell carcinoma

Sato Naoto（Tohoku University Hospital）et al.
IS―WS―12― 2. Intratumor distribution and clonality of cancer-associated gene mutations in

ovarian endometrioid carcinoma
Ashihara Takahito（Kindai University Hospital）et al.

IS―WS―12― 3. Changes in diet and nutrition in Gynecologic cancer patients undergoing
chemotherapy

Koike Ayami（Kyoto University）et al.
IS―WS―12― 4. Development and Validation of Predictive Risk Scores for Ovarian Clear Cell

Carcinoma：A Penalized Regression Model Approach
Iyoshi Shohei（Nagoya University Hospital）et al.

IS―WS―12― 5. Metabolome analysis show cholesterol of High-Fat Diet promote the cell
proliferation of ovarian cancer via PI3K/Akt/mTOR signaling pathway

Kurahashi Hiroki（The University of Osaka）et al.
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IS―WS―12― 6. Single-Cell Chromatin Modification Profiling Uncovers the Link Between
DNADamage Repair and Epigenome Modification in Ovarian Cancer

Kitamura Shuhei（Single-Cell Chromatin Modification Profiling Uncovers the
Link Between DNA Damage Repair and Epigenome Modification in Ovarian

Cancer, The University of Tokyo Hospital）et al.
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ACOG2026 若手派遣選考

第2日 5月 24 日（土）ポスター会場 1
岡山コンベンションセンター 1F：屋外テント

9：30～10：25
Chair：University of Fukui Yoshida Yoshio

ACOG―1. Antitumor effect and mechanisms of lenvatinib and anti-PD-1 antibody
combination therapy in a novel preclinical model of endometrial cancer

Kashima Yoko（Kindai University Hospital）他
ACOG―2. The Utility of CT-Guided Percutaneous Needle Biopsy in the Differential

Diagnosis of Bone Lesions in Endometrial Cancer：A Report of Four Cases
Yatabe Sara（Chiba University Hospital）他

ACOG―3. Oncological safety of minimally invasive surgery in borderline ovarian tumor and
ovarian cancer：a retrospective comparative study

Osawa Natsuki（Jichi Medical University, Saitama Medical Center）他
ACOG―4. Correlation analysis between genomic alteration and prognosis in patients with

ovarian clear cell carcinoma Sato Naoto（Tohoku University Hospital）他
ACOG―5. Accuracy of preoperative endometrial sampling methods in the diagnosis of

endometrial cancer：Which is more consistent with the final pathology diagnosis,
the Dilation and curettage（D＆C）method or the Pipelle approach?

Dofutsu Kanae（Osaka General Medical Center）他
ACOG―6. Change of inequalities in Human Papillomavirus Vaccination by neighborhood-

based socioeconomic status and medical accessibility：A population-based study
in Osaka City, Japan Oka Emiko（The University of Osaka）他

ACOG―7. Endometrial thickness and fertility outcome of assisted reproductive technology
after high-dose medroxyprogesterone acetate therapy for endometrial neoplasia

Yamamura Akitoshi（Kyoto University Hospital）他
ACOG―8. Cabergoline has inhibitory effects on FSH-induced cell differentiation and

estrogen secretion in a primary culture system of rat ovarian granulosa cells
Mori Yusuke（The Jikei University）他

ACOG―9. Multi-omics analysis of stem cells established from aged individuals to seek aging
regulatory factors Ooka Reina（Keio University）他

ACOG―10. Arcuate Uterus：Clinical Significance in Infertility and Perinatal Complications
Yoshihara Tatsuya（University of Yamanashi Hospital）他

ACOG―11. Evaluation of surgical difficulty in endometriosis surgery using AAGL
classification

Yamazoe Mai（University Hospital, Kyoto Prefectural University of Medicine）他
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日本語ポスター

第2日 5月 24 日（土）ポスター会場 2
岡山コンベンションセンター 1F：屋外テント

9：30～10：10
Group 21 卵巣性索間質性腫瘍・その他

座長：大阪医科薬科大学 藤原 聡枝

P―21― 1. 当科における卵巣顆粒膜細胞腫再発症例の検討
三浦秀樹（福島県立医大附属病院）他

P―21― 2. 当院における卵巣成人型顆粒膜細胞腫 15 例の検討 地阪光代（慶應大病院）他
P―21― 3. 初回手術より 10 年後に再発を認めた成人型顆粒膜細胞腫の 1 例

神田瑞希（堺市立総合医療センター）他
P―21― 4. 晩期再発し精査開始後早期に破裂した再発顆粒膜細胞腫の一例

沼田朋子（京都府立医大附属北部医療センター）他
P―21― 5. 再発顆粒膜細胞腫に対して放射線治療が奏効した一例

平田悠起（石川県立中央病院）他
P―21― 6. 閉経後女性における卵巣卵黄囊腫瘍の分子特性の解析

出嶋弥広（昭和医科大病院）他
P―21― 7. 当院における卵巣癌肉腫症例の検討 岡嶋晋加（大阪市立総合医療センター）他
P―21― 8. 原発性卵巣平滑筋肉腫の一例 二宮彩橘（産業医大）他

第 2日 5月 24 日（土）ポスター会場 3
岡山コンベンションセンター 1F：屋外テント

9：30～10：15
Group 22 子宮頸がん 臨床研究 1

座長：山口大学 末岡幸太郎

P―22― 1. 子宮頸癌 IB1 期に対して広汎子宮全摘出術は本当に必要か
美並優希（奈良県総合医療センター）他

P―22― 2. 腎機能障害を有する局所進行子宮頸癌 III/IVA 期症例に対するパクリタキセルお
よびカルボプラチンを用いた同時化学放射線療法の安全性および有効性の検討

今井雄一（横浜市大附属病院）他
P―22― 3. 再発子宮頸癌に対するノギテカン・パクリタキセル併用療法による治療効果の検討

後藤裕磨（宮崎大附属病院）他
P―22― 4. 子宮頸癌初回治療後の再発・増悪症例における予後因子の検討

木内健士朗（杏林大付属病院）
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P―22― 5. 分葉状頸管腺過形成（LEGH）に対する子宮鏡下生検の有用性
丸山洋二郎（順天堂大練馬病院）他

P―22― 6. 子宮頸部胃型病変における最終病理診断と頸部細胞診での腺細胞異型の有無との関
連の検討 小原久典（信州大附属病院）他

P―22― 7. 子宮頸部胃型腺癌の予後予測における新たな指標：術中腹腔洗浄細胞診の有効性の
検討 瀧川 若（国立がん研究センター中央病院）他

P―22― 8. 子宮頸部胃型腺癌は腫瘍辺縁が不明瞭な特徴的な浸潤パターンを示す：HPV 関連
腺癌とのイメージング解析による比較 上條恭佑（信州大）他

P―22― 9. 胃型子宮頸部腺癌に対して通常型子宮頸部腺癌と比較した Mult-omics 解析での検
討 樋口大樹（昭和医科大）他

第 2日 5月 24 日（土）ポスター会場 4
岡山シティミュージアム 4F：展示室

9：30～10：10
Group 23 卵巣悪性腫瘍手術

座長：千葉大学 楯 真一

P―23― 1. 当院の卵巣癌 I 期症例におけるリンパ節郭清の有無による術後成績の比較
東海林なつみ（秋田大附属病院）他

P―23― 2. 進行卵巣がんに対する interval debulking surgery のリンパ節転移は術前予測可能
か? 楯 真一（千葉大附属病院）他

P―23― 3. IV 期卵巣癌において NAC 後，遠隔病変が残存する症例での腹腔内完全切除は予後
を延長するか 重山宗久（静岡がんセンター）他

P―23― 4. 卵巣・卵管・腹膜癌 IV 期における腹腔外転移の制御と予後の関連について―当院
の 146 例の後方視的検討 白石哲郎（国立がん研究センター中央病院）他

P―23― 5. 当科における卵巣がん手術専門チーム導入後の長期予後
錦見恭子（千葉大附属病院）他

P―23― 6. MRI 所見に基づく卵巣境界悪性腫瘍に対する手術内容の検討
樫原由樹（京都大附属病院）他

P―23― 7. 当科における審査腹腔鏡手術の有用性の検討
二階堂菜月（大阪はびきの医療センター）他

P―23― 8. 当院における審査腹腔鏡の安全性と有用性に対する検討
岡 眞萌（高知大附属病院）他
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第 2日 5月 24 日（土）ポスター会場 5
岡山シティミュージアム 4F：展示室

9：30～10：20
Group 24 HPV

座長：大阪大学 上田 豊

P―24― 1. A 自治体における HPV ワクチン副反応外来の受診者についての検討
藤﨑 碧（宮崎大附属病院）他

P―24― 2. 看護大学における HPV ワクチン普及活動とそれに取り組む学生の意識変容につい
て 川越靖之（宮崎県立看護大専門基礎分野）

P―24― 3. 検尿カップを用いて採取した尿検体中 HPV-DNA による子宮頸部病変の検出力の
検討 山崎博之（北海道大病院）他

P―24― 4. NILM，ハイリスク HPV2 年連続陽性で精査の結果，CIN3 の診断となった 4 例
福田亜紗子（佐賀大）他

P―24― 5. HAKUOH Study―福井県の 27-45 歳に HPV4 価ワクチンを接種した前向きコホー
ト研究―の中間報告 品川明子（福井大）他

P―24― 6. わが国の子宮頸がん検診では，HPV 検査単独法と細胞診単独法の精度管理レベルに
ギャップが生じている 齊藤英子（国際医療福祉大三田病院予防医学センター）他

P―24― 7. 2021～2024 年度 医学部新入生の子宮頸がん予防に対する意識調査
古野敦子（横浜南共済病院）他

P―24― 8. 我が国の子宮頸癌および前癌病変において HPV 重複感染は年々減少している：
“草食化”との関連 吉泉絵理（昭和医科大）他

P―24― 9. 当院における HPV ワクチン大学内キャッチアップ接種の取り組み
柴田俊章（浜松医科大）他

P―24― 10. 子宮頸癌患者における血漿中 Circulating cell-free HPV DNA の再発バイオマー
カーとしての有用性についての検討 田口朋子（弘前大）他

第 2日 5月 24 日（土）ポスター会場 6
岡山シティミュージアム 4F：展示室

9：30～10：25
Group 25 生殖補助医療 2

座長：兵庫医科大学 福井 淳史

P―25― 1. 血栓素因を有する不妊症患者に抗凝固薬併用で生殖補助医療を行い生児獲得した 2
例 福田圭佑（筑波大附属病院）他

P―25― 2. 調節卵巣刺激におけるホリトロピンデルタ単剤投与と経口排卵誘発薬併用投与の比
較検討 田中沙英（東京医大）他
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P―25― 3. Progestin Primed Ovarian Stimulation（PPOS）での調節卵巣刺激で POSEIDON I/
II 群であった周期での採卵率からみた臨床的特徴の検討

本多明日美（高木病院）他
P―25― 4. 卵巣刺激における，Short 法，PPOS 法と，当院が考案した新しい刺激法との成績比

較 貝原賢二（貝原レディースクリニック）他
P―25― 5. 小胞状卵胞の発育促進による卵巣刺激：4 種のアプローチの提案

神野正雄（ウィメンズクリニック神野）他
P―25― 6. 低刺激周期を基本とする ART 施設の臨床成績～2022 年全国統計との比較～

古川雄一（加藤レディスクリニック）他
P―25― 7. 修正自然周期および低刺激周期 IVF における新鮮初期胚移植と凍結融解初期胚移

植成績の比較検討 米山剛一（みなとみらい夢クリニック川崎院）他
P―25― 8. 当院における子宮内フローラ検査での Streptococcu 属の存在と妊娠率の検討

石河育慧（京野アートクリニック盛岡）他
P―25― 9. Th1/Th2 比高値の ART 着床不全患者に対するタクロリムス療法の有用性の検討

吉村早織（英ウイメンズクリニック）他
P―25― 10. ART 反復不成功例に対する SEET 法と二段階胚移植の有用性

苔口昭次（英ウイメンズセントラルファティリティクリニック）他
P―25― 11. 正所異所同時妊娠に対し，吊り上げ式腹腔鏡補助下卵管切除術を行い，妊娠継続し

得た一例 磯 晴菜（関西医科大）他

第 2日 5月 24 日（土）ポスター会場 7
岡山シティミュージアム 4F：展示室

9：30～10：15
Group 26 早産 3

座長：香川大学 花岡有為子

P―26― 1. 当院における慢性早剝羊水過少症候群（chronic abruption-oligohydramnios
sequence：CAOS）と慢性胎盤剝離症例の検討 三塚加奈子（東海大）他

P―26― 2. 関東連合産科婦人科学会所属周産期母子医療センターにおける慢性早剝羊水過少症
候群の実態調査 福間優花（慶應義塾大）他

P―26― 3. 慢性早剝羊水過少症候群に類似した羊水過少症例の卵膜を電子顕微鏡で観察した一
例 イズデプスキアレクサンデル龍也（昭和医科大横浜市北部病院）他

P―26― 4. 胎盤臍帯病理診断（MIR・FIR）による胎児炎症反応症候群（FIRS）リスクの推定―
早産期前期破水の有無を加えた検討― 山口加恵（国立佐賀病院）他

P―26― 5. 組織学的絨毛膜羊膜炎の分娩前評価ならびに分娩転帰予測における母体炎症マー
カーの有用性の検討 長澤友紀（兵庫県立こども病院周産期医療センター）他

P―26― 6. カンジダ子宮内感染の 8 例 神藤 愛（佐賀大附属病院）他
P―26― 7. 妊娠中の性交渉と妊娠予後の関係についての研究

島岡昌生（済生会富田林病院）他
P―26― 8. 妊娠 34 週未満前期破水早産症例における円錐切除既往の有無と臨床経過の検討

今泉 翠（市立札幌病院）他
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P―26― 9. 感染性早産症例での腟内及び子宮内細菌叢推移の検討
源 祥子（埼玉医大総合医療センター）

第 2日 5月 24 日（土）ポスター会場 8
岡山シティミュージアム 4F：展示室

9：30～10：35
Group 27 HDP（臨床）

座長：奈良県立医科大学 前川 亮

P―27― 1. 白衣高血圧妊婦における妊娠高血圧症候群の発症頻度と特徴に関する検討
石田久美子（大阪母子医療センター）他

P―27― 2. 通常の妊娠高血圧症候群とは異なる発症機序が示唆された 13trisomy 妊娠の 1 例
中村慶乃（金沢大）他

P―27― 3. 妊娠高血圧腎症の高リスク患者におけるアスピリン療法下での発症例の検討：単一
施設後ろ向き研究 鈴木賢哉（亀田総合病院）他

P―27― 4. 高血圧合併妊娠と妊娠高血圧症候群の母体背景と周産期予後の検討
志田泰一朗（長崎大病院）他

P―27― 5. 切迫早産に対してニフェジピン（Ca-blocker）内服中に子癇発作を発症した 1 例
中村美裕（神戸市立医療センター中央市民病院）他

P―27― 6. 妊娠高血圧症候群は子癇発症のリスクとなりうるか 佐藤真紀（弘前大）他
P―27― 7. 肝被膜下血腫を合併した preeclampsia の 1 例

内田小祐貴（順天堂大浦安病院研修センター）他
P―27― 8. 腎機能低下・心囊液貯留を認めた重症妊娠高血圧腎症の一例

石田貴大（ベルランド総合病院）他
P―27― 9. 重症妊娠高血圧腎症を契機にループス腎炎の診断に至った一例

濱田真彰（市立広島市民病院）他
P―27― 10. 遅発型妊娠高血圧腎症発症予知に関する sFlt-1/PlGF 比測定意義の検討

楊 絢太（福田病院）他
P―27― 11. 妊娠高血圧（GH）に対する帝王切開術後の搬送後に HELLP 症候群, 急性腎障害を発

症し血液透析を要した一例 近藤真奈美（大津赤十字病院）他
P―27― 12. 卵子提供によって 54 歳で妊娠した後に HELLP 症候群を発症し中期中絶に至った

一例 新井舞香（兵庫医大病院）他
P―27― 13. 妊娠高血圧症候群（HDP）重症化のリスク因子と予後に関する当院での検討

岩渕野衣（日本大板橋病院）
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第 2日 5月 24 日（土）ポスター会場 9
ホテルグランヴィア岡山 3F：ルビー

9：30～10：25
Group 28 胎児異常（CHD）

座長：国立循環器病研究センター 吉松 淳

P―28― 1. 総肺静脈還流異常症児の胎児心臓超音波所見による出生後手術時期の予測
岩田隆一（国立循環器病研究センター）

P―28― 2. 当院 6 年間の胎児心臓病のまとめ 井澤美穂（榊原記念病院）他
P―28― 3. 妊娠初期に診断し経腟分娩に至った胎児異所性心臓（Ectopia Cordis）の 1 例

阿部由紀子（長崎大病院）他
P―28― 4. 抗 SS-A 抗体陽性妊娠に伴う胎児心内膜繊維弾性症の 1 例

廣岡千草（千葉大附属病院）他
P―28― 5. 先天性 QT 延長症候群と診断された新生児の胎児心電図の 1 例

松澤聡史（宮崎大附属病院）他
P―28― 6. 妊娠 22 週未満で診断された胎児先天性心疾患症例の検討

野崎雄揮（あいち小児保健医療総合センター）他
P―28― 7. 妊娠 36 週で胎児先天性心ブロックを発症した一例

吉田貴光（静岡県立総合病院）他
P―28― 8. 胎児超音波検査で心臓腫瘍を診断できた一例 三宅太郎（自衛隊中央病院）他
P―28― 9. デジタル心音計を用いた胎児心拍数遠隔モニタリングの試み

玉村千代（福井大附属病院）他
P―28― 10. 胎児生体電気信号による心拍変動を用いた正常胎児の自律神経発達の評価

曽我江里（順天堂大順天堂医院）他
P―28― 11. 重度の先天性肺気道奇形と多彩な心構造異常を呈した scimitar 症候群の胎児診断

例 新谷光央（浜松医大附属病院）他

第 2日 5月 24 日（土）ポスター会場 10
ホテルグランヴィア岡山 3F：トパーズ

9：30～10：10
Group 29 女性ヘルスケア 1

座長：千葉大学 石川 博士

P―29― 1. ロボット支援下子宮摘出術の腟断端縫合におけるラーニングカーブ
櫻井 静（横浜市立大市民総合医療センター）他

P―29― 2. 子宮筋腫に対する術前偽閉経療法の検討 丸岡 寛（大阪医科薬科大病院）他
P―29― 3. 子宮粘膜下筋腫の突出率による GnRH アンタゴニスト投与後の出血リスクの違い

松谷和奈（市立貝塚病院）他
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P―29― 4. 子宮腺筋症に対する GnRH antagonist の効果―ジエノゲストとの比較検討―
合阪幸三（御茶の水浜田病院）他

P―29― 5. 子宮腺筋症の主座と貧血との相関～子宮摘出症例の後方視的検討から～
佐野真奈美（横浜市立大市民総合医療センター）他

P―29― 6. 子宮内膜ポリープ様病変に対する手動式真空吸引の有用性
三沢昭彦（杏林大付属杉並病院）他

P―29― 7. Heavy menstrual bleeding に対する 2.45 GHz Microwave endometrial ablation の
長期治療成績の検討 柿沼敏行（国際医療福祉大病院）

P―29― 8. 循環器疾患合併女性における抗凝固療法中に発症した卵巣出血の治療経過と合併症
川村瑠璃海（国立循環器病研究センター）他

第 2日 5月 24 日（土）ポスター会場 1
岡山コンベンションセンター 1F：屋外テント

13：20～14：10
Group 30 子宮体がん Lp療法

座長：北海道大学病院 金野 陽輔

P―30― 1. レンバチニブ/ペムブロリズマブ併用療法に関する後方視的検討
伏津建太朗（北海道大病院）他

P―30― 2. レンバチニブ・ペムブロリズマブ併用療法を中心とした集学的治療により長期病勢
制御できた化学療法抵抗性子宮体癌脳転移の一例 藤岡彩夏（滋賀医科大）他

P―30― 3. がん化学療法後に増悪した切除不能な進行・再発子宮体癌に対する
Pembrolizumab+Lenvatinib 併用療法 20 例の検討

坂井裕樹（市立広島市民病院）他
P―30― 4. 当院で行った再発子宮体癌に対する LP 療法の治療成績

磯村くるみ（藤田医大病院）他
P―30― 5. 子宮体部癌肉腫に対するレンバチニブ/ペムブロリズマブ併用療法の経験

松宮寛子（北海道大病院）他
P―30― 6. 当院における再発子宮体がんに対する Lenvatinib/Pembrolizumab 療法の

Lenvatinib の容量強度と治療効果の検討 村上祥子（愛媛大附属病院）他
P―30― 7. 当院における子宮体癌に対するレンバチニブ・ペンブロリズマブ療法の使用経験

上林潤也（奈良県立医大）他
P―30― 8. 進行再発子宮体癌患者に対するレンバチニブ・ペムブロリツマブ療法の weekend-

off 投与に関する多施設後方視的検討 城内南奈子（岩手医大附属病院）他
P―30― 9. 進行再発子宮体癌に対する lenvatinib - pembrolizumab 療法おけるサルコペニアの

予後への影響 渡部俊陽（がん研究会有明病院）他
P―30― 10. MSI 陰性，TMB-Low の再発 Type2 子宮体癌に Lenvatinib+Pembrolizumab が著

効した一例 森川まどか（関東労災病院）他
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第 2日 5月 24 日（土）ポスター会場 2
岡山コンベンションセンター 1F：屋外テント

13：20～14：00
Group 31 絨毛性疾患・その他

座長：千葉大学 碓井 宏和

P―31― 1. 異所性胞状奇胎の子宮内容除去術無効例に対して，メトトレキサート単剤化学療法
導入し奏功した一例 宮地 葵（福山市民病院）他

P―31― 2. 胞状奇胎除去術における手動真空吸引法の従来法との比較による臨床的有用性の後
方視的評価 青木羽衣（名古屋大附属病院）

P―31― 3. 子宮全摘術により病理学的診断を得て，早期に化学療法を開始しえた侵入奇胎の一
例 時元菜帆（神戸市立医療センター中央市民病院）他

P―31― 4. 絨毛癌脳転移症例の後方視的検討 碓井宏和（千葉大）他
P―31― 5. 外科と合同で施行した開腹手術の検討 長安実加（大阪はびきの医療センター）他
P―31― 6. 婦人科悪性腫瘍に対して，傍大動脈リンパ節郭清後に乳糜腹水を発症した症例の検

討 吉永千夏（三重大附属病院）他
P―31― 7. 当院の婦人科手術における ERAS 導入の現状と課題

中西一歩（新松戸中央総合病院）他
P―31― 8. 巨大骨盤リンパ節転移切除に際し，神経刺激装置を用いて大腿神経損傷を回避し得

た 1 例 吉田旭輝（静岡県立総合病院）他

第 2日 5月 24 日（土）ポスター会場 3
岡山コンベンションセンター 1F：屋外テント

13：20～14：15
Group 32 子宮頸がん ICI

座長：名古屋大学 横井 暁

P―32― 1. 再発子宮頸癌 6 例に対するセミプリマブ使用経験 荒木左諭（富山大附属病院）他
P―32― 2. 当院での再発子宮頸癌に対する Cemiplimab 療法の治療経験について

齋竹健彰（岐阜県総合医療センター）他
P―32― 3. 難治性子宮頸癌に対し，免疫チェックポイント阻害剤が与える影響の検証

福田真優（大阪赤十字病院）他
P―32― 4. 当院における子宮頸癌に対するセミプリマブの使用経験

清島千尋（福岡大病院）他
P―32― 5. 当院での進行・再発子宮頸癌患者 27 名に対する TC±ベバシズマブ+ペムブロリズ

マブ療法の使用経験 吉田 優（国立九州がんセンター）他
P―32― 6. 当院における進行・再発子宮頸癌に対するペムブロリズマブ併用化学療法の後方視

的検討 尾池 妙（群馬大附属病院）他
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P―32― 7. ペムブロリズマブによる irAE 肝炎の治療中に FN を発症し irAE 胆管炎を続発し
た子宮頸癌の 1 例 成田さくら（総合守谷第一病院）他

P―32― 8. 当院の子宮頸癌に対するペムブロリズマブ併用療法の有効性と有害事象の検討
太田 肇（名古屋大）他

P―32― 9. ペムブロリズマブ+TC 療法が著効した重粒子線と化学療法同時治療後の再発子宮
頸部腺癌の一例 清家崇史（聖マリア病院）他

P―32― 10. G-CSF 産生子宮頸癌に対してペムブロリズマブ併用療法をおこなった 1 例
梶尾 悠（九州労災病院）他

P―32― 11. 当科における免疫療法後に長期生存した子宮頸癌 2 症例について
齊藤僚太郎（帝京大ちば総合医療センター）他

第 2日 5月 24 日（土）ポスター会場 4
岡山シティミュージアム 4F：展示室

13：20～14：25
Group 33 卵巣がん バイオマーカー

座長：岩手医科大学 利部 正裕

P―33― 1. 日本人 III/IV 期卵巣癌・卵管癌・腹膜癌（MC）での homologous recombination
（HR）status と臨床病理学的因子との関係性について

飯塚 真（獨協医大埼玉医療センター）他
P―33― 2. 当科における HRD 検査実施症例の検討 中西美惠（香川県立中央病院）他
P―33― 3. 当院の進行卵巣癌症例における CA125 elimination rate constant k（KELIM）score

の検討 大澤有姫（大館市立総合病院）他
P―33― 4. HRD 検査による維持療法個別化における予後改善効果の検討―KELIM との関連

も含めて― 伊東史学（奈良県総合医療センター）他
P―33― 5. 進行卵巣癌患者の経過観察における血清 HE4 の有用性の評価～前向き観察研究～

竹井裕二（自治医大）他
P―33― 6. 進行卵巣・卵管・腹膜癌における再発因子の後方視的検討 矢坂美和（東海大）他
P―33― 7. 著明なゲノム不安定性を有し MychoiceⓇにて評価不可能であった MMRd 卵巣癌症

例の検討 遠藤誠一（土浦協同病院）他
P―33― 8. メタボローム解析およびトランスクリプトーム解析による卵巣癌の代謝変化と免疫

抑制の関連 山口舞子（順天堂大順天堂医院）他
P―33― 9. メタボロミクスによる卵巣癌組織と生体試料における再発予測物質の検討

太田 剛（山形大）他
P―33― 10. NGFR は卵巣癌細胞の遊走・浸潤能，増殖能を増強し，癌の進展に寄与している

小屋美博（名古屋大）他
P―33― 11. 高頻度マイクロサテライト不安定性（MSI-High）を有する再発卵巣明細胞癌に対し

てペムブロリズマブが著効した 1 例 植竹七海（埼玉県立がんセンター）他
P―33― 12. がんゲノムプロファイル（CGP）検査で BRAF 遺伝子変異を同定し，ダブラフェニ

ブ及びトラメチニブ併用療法が奏功した再発卵巣癌高異型度漿液性癌の一例
古井達人（豊橋市民病院）
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P―33― 13. プロゲステロンは卵巣がん細胞の膜型受容体を介した非ゲノム作用によりパクリタ
キセル感受性を増強させる 小柳貴裕（自治医大）他

第 2日 5月 24 日（土）ポスター会場 5
岡山シティミュージアム 4F：展示室

13：20～14：10
Group 34 悪性転化

座長：筑波大学 志鎌あゆみ

P―34― 1. 当院の teratoma に対する手術症例における悪性転化と境界悪性腫瘍の検討
伊藤陽介（順天堂大練馬病院）他

P―34― 2. 成熟奇形腫悪性転化の患者腫瘍由来モデル 2 種類を用いた PARP 阻害薬の有効性
の実証 中川敦史（名古屋大附属病院）他

P―34― 3. 悪性転化と転移の鑑別を要した卵巣アポクリン癌の一例
弓指里萌（国立鹿児島医療センター）他

P―34― 4. 演題取り下げ
P―34― 5. 子宮内膜症のがん化過程を示す腹膜原発 PTEN 変異陽性類内膜腫瘍（症例報告）

柴田健雄（金沢医大病院）他
P―34― 6. 閉経後の性器出血を契機に卵巣類内膜腺線維腫から発生した卵巣類内膜腺癌が判明

した 1 例 笹野智之（大阪府済生会中津病院）他
P―34― 7. 膀胱鏡下生検で悪性所見を認めず，ホルモン療法が奏功したにもかかわらず急速に

悪性転化をきたした卵巣内膜症性囊胞の一例
葭葉貴弘（栃木県立がんセンター）他

P―34― 8. S 状結腸の異所性内膜症から明細胞癌を生じた一例
下村優莉奈（国立三重中央医療センター）他

P―34― 9. 子宮腺筋症を母地とした悪性転化と考えられ，診断に苦慮した進行子宮体癌の 2 症
例 西脇邦彦（市立稚内病院）他

P―34― 10. 20 年間卵巣内膜症性囊胞として治療後に，卵巣腺肉腫を発症した症例
谷川りか（香川大附属病院）他

第 2日 5月 24 日（土）ポスター会場 6
岡山シティミュージアム 4F：展示室

13：20～14：15
Group 35 がん生殖・卵子凍結・プレコンセプションケア

座長：岐阜大学附属病院 古井 辰郎

P―35― 1. 子宮頸癌に対して妊孕性温存のために広汎子宮頸部摘出術を実施し，合併症が生じ
た 2 症例 山口詩織（三重大附属病院）他

P―35― 2. 卵巣癌に対する化学療法及び放射線療法後に生児を得た 1 症例
折出亜希（島根大）他
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P―35― 3. 当院における白血病罹患女性に対する妊孕性温存についての検討
吉野涼香（東京科学大病院）他

P―35― 4. 白血病マウスモデルにおける微小残存病変（MRD）卵巣モデルを用いた MRD 評価
法の確立 上川篤志（聖マリアンナ医大）他

P―35― 5. オンライン診療を活用したがん・生殖医療における診療施設間の連携システム
山中彰一郎（奈良県立医大）他

P―35― 6. 当院でがん・生殖医療における精子・胚・卵子凍結保存を実施した症例の転帰
神野雄一（虎の門病院）他

P―35― 7. 当院で施行した妊孕性温存症例における臨床成績の後方視的研究
野口梨佳（埼玉医大総合医療センター総合周産期母子医療センター

母体胎児部門）他
P―35― 8. 当院における未受精卵子凍結の現状およびその後の経過

吉岡奈々子（岡山二人クリニック）他
P―35― 9. 当院で卵子凍結を行った 102 名に対する後方視的検討～東京都の助成金利用の有無

による患者背景と臨床成績の比較 町田真雄子（torch clinic 上野院）他
P―35― 10. 当院におけるノンメディカル卵子凍結導入経験

金石 環（つばきウイメンズクリニック）他
P―35― 11. 行動変容を促すプレコンセプションケア外来の意義 市山卓彦（torch clinic）他

第 2日 5月 24 日（土）ポスター会場 7
岡山シティミュージアム 4F：展示室

13：20～13：55
Group 36 母子感染 2

座長：宮崎大学 児玉 由紀

P―36― 1. 先天性サイトメガロウイルス感染の新しい妊婦・新生児ターゲットスクリーニング
法 片岡宙門（函館中央病院）他

P―36― 2. 県内における新生児尿サイトメガロウイルススクリーニング
鳥谷部邦明（三重大附属病院）他

P―36― 3. リステリア菌による子宮内感染の一例 堂下ちひろ（浜松医大附属病院）他
P―36― 4. 妊娠中に発症したリステリア症の 3 例 大草陽史（自治医大附属病院）他
P―36― 5. Ureaplasma urealyticum 陽性 21 例の周産期予後 後藤智子（宮崎大附属病院）他
P―36― 6. 帝王切開術後の創部感染および子宮内膜炎で Mycoplasma hominis が検出された症

例 媚山友仁（飯塚病院）他
P―36― 7. 自作 AI プログラムを用いた風疹 IgM 抗体陽性妊婦 230 例の先天感染発生の予測

モデルの開発 小島俊行（ミューズレディスクリニック）他
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第 2日 5月 24 日（土）ポスター会場 8
岡山シティミュージアム 4F：展示室

13：20～14：15
Group 37 GDM

座長：慶應義塾大学 池ノ上 学

P―37― 1. 母体の出生体重が妊娠中の糖代謝に与える影響
今泉絢貴（大阪母子医療センター）他

P―37― 2. 妊娠糖尿病の診断時リスク層別化に基づく管理の妥当性の検討
大和田壮（山梨大）他

P―37― 3. 妊娠糖尿病診断時の Disposition index と産褥早期糖代謝異常との関連
山下 洋（国立長崎医療センター）他

P―37― 4. 妊娠糖尿病（GDM）1 ポイント陽性群と 2 ポイント陽性群間での周産期学的予後比
較調査 野々村由紀（島根大附属病院）他

P―37― 5. 妊娠糖尿病の診断時期による周産期予後の差についての検討
長谷川崇（埼玉医大総合医療センター総合周産期母子医療センター

母体胎児部門）他
P―37― 6. 妊娠糖尿病の HbA1c 値と large for gestational age 発症予測：測定タイミングとの

関連 菅 幸恵（国立長崎医療センター）他
P―37― 7. 妊娠糖尿病女性の産褥早期の筋量と disposition index との関連

古賀 恵（国立長崎医療センター）他
P―37― 8. 妊娠糖尿病の診断時期の違いによる産後耐糖能異常の発症に差はあるのか

安田幸矢（横浜市立大市民総合医療センター総合周産期母子医療センター）他
P―37― 9. 増殖糖尿病網膜症が悪化し妊娠 29 週で妊娠中断に至った高度肥満妊婦の 1 例

山森玲奈（JA 江南厚生病院）他
P―37― 10. 妊娠初期に妊娠糖尿病（GDM）と診断し，妊娠中期に再度 GDM と診断されたもの

のみに治療を行った場合の産後糖代謝異常発症に関する後方視的検討
中西沙由理（横浜市立大市民総合医療センター総合周産期母子医療センター）他

P―37― 11. 外国人と日本人妊娠糖尿病妊婦のインスリン分泌反応性の比較
内藤水音（河北総合病院）他

第 2日 5月 24 日（土）ポスター会場 9
ホテルグランヴィア岡山 3F：ルビー

13：20～14：25
Group 38 出生前診断

座長：昭和医科大学 松岡 隆

P―38― 1. 出生前コンサルト小児科医の勤務施設規模による出生前検査，胎児超音波検査につ
いての意識と対応状況の検討 坂本美和（昭和医科大）他
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P―38― 2. 出生前検査後の支援体制への意識についての検討―妊産婦，産婦人科医，小児科医―
石井達子（昭和医科大）他

P―38― 3. 当院における出生前検査，超音波スクリーニング検査の現状
小谷陽美（湘南藤沢徳洲会病院）他

P―38― 4. 周産期遺伝カウンセリングと妊娠初期胎児超音波所見
土井宏太郎（宮崎大附属病院）他

P―38― 5. NIPT を受検した母体背景の変遷～当院における 10582 例の検討～
熊谷恭子（名古屋市立大病院）他

P―38― 6. NIPT 導入から 10 年を経た当センターにおける出生前遺伝学的検査の動向と成績
中尾優里（国立成育医療研究センター周産期・母性診療センター）他

P―38― 7. 当院における出生前診断の現状―NIPT（Non-Invasive Prenatal genetic Testing）導
入を経て― 原 澄子（東京衛生アドベンチスト病院）他

P―38― 8. NIPT 陽性で妊娠継続した妊婦に関する検討 豊田祥子（自治医大附属病院）他
P―38― 9. NIPT を契機に 18 番染色体異数性の胎盤限局性モザイク（CPM）が確認された 2

症例 川嶋直之（埼玉医大病院）他
P―38― 10. 胎児に構造異常を認め人工妊娠中絶あるいは子宮内胎児死亡に至った家系に対する

遺伝学的アプローチ 田中雄也（慶應大病院）他
P―38― 11. 胎児期に心臓腫瘍を認め, 結節性硬化症の診断に至った 1 例

川嵜 彩（母恋天使病院）他
P―38― 12. 当院における非侵襲性出生前遺伝学的検査（NIPT）で陽性・判定保留となった症例

の転帰 石川奈央（岡崎市民病院）他
P―38― 13. 遺伝性網膜芽細胞腫カップルから出生した児の分娩時臍帯血採血による RB1 遺伝

学的検査 中原万里子（国立がん研究センター中央病院遺伝子診療部門）他

第 2日 5月 24 日（土）ポスター会場 10
ホテルグランヴィア岡山 3F：トパーズ

13：20～14：00
Group 39 性分化疾患（DSDs）

座長：広島市立広島市民病院 鎌田 泰彦

P―39― 1. 初経後一年余で同側卵巣チョコレート囊胞形成に至った右交通性副角子宮の一例
幡野菜穂（JCHO 中京病院）他

P―39― 2. 初経から診断に 6 年を要した子宮奇形の 1 例 並木竜介（秋田大附属病院）他
P―39― 3. 緊急手術を要した右副角モリミナの一例 稲垣聖子（府中病院）他
P―39― 4. 子宮鏡手術を用いて診断的治療に至った Wunderlich 症候群の 1 例

堀 翔大（岐阜大附属病院）他
P―39― 5. 当院における中隔子宮に対する子宮鏡手術（removal 法）に関する検討

萬代翔香（大阪医科薬科大）他
P―39― 6. 先天性腟欠損症に対し，組織代用人工繊維布と口蓋粘膜を用いて腹腔鏡・子宮鏡補

助下造腟術を施行した 1 例 北折珠央（名古屋市立大病院）他
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P―39― 7. 先天性腟欠損症に対する腹腔鏡下子宮全摘術において，術前造影 CT での 3D 構築
画像と術中螢光尿管ステント留置が有用であった一例

川岡大才（浜松医大附属病院）他
P―39― 8. 当科で SRS を施行した 6 症例についての報告 八木 萌（富山大附属病院）他

第 2日 5月 24 日（土）ポスター会場 1
岡山コンベンションセンター 1F：屋外テント

14：40～15：25
Group 40 子宮体部腫瘍 2

座長：慶應義塾大学 西尾 浩

P―40― 1. da Vinci SP を用いた婦人科良性疾患に対する単純子宮全摘術の創部整容性と術後
痛の検討 越智良文（倉敷成人病センター）他

P―40― 2. ＜rotate the camera＞を利用したロボット支援下子宮全摘
山﨑 亮（泉大津急性期メディカルセンター）他

P―40― 3. 当院でのロボット支援下子宮全摘術と腹腔鏡下子宮全摘術との比較
佐久間千晶（帝京大ちば総合医療センター）他

P―40― 4. 当院における pure RASH の導入と成績 小作大賢（府中病院）他
P―40― 5. 当院における婦人科良性疾患に対するロボット支援下子宮全摘術の初期手術成績の

検討 鱸 暢彦（和歌山県立医大附属病院）他
P―40― 6. 子宮体部に発生した中腎腺癌の 1 例 藤井健太（八尾市立病院）他
P―40― 7. 急激に進行し再発した子宮体部中腎様癌の 1 例

松家まどか（浜松医大附属病院）他
P―40― 8. 急速な転帰をたどった子宮体部脱分化癌の一例 田岡拓輔（防衛医大病院）他
P―40― 9. 子宮体癌脱分化癌の 3 例 村上幸治（JA 旭川厚生病院）他

第 2日 5月 24 日（土）ポスター会場 2
岡山コンベンションセンター 1F：屋外テント

14：40～15：30
Group 41 MIS 1

座長：名古屋市立大学附属東部医療センター 中山健太郎

P―41― 1. 早期子宮体癌に対するロボット支援下手術の治療成績の検討
坂元優太（奈良県立医大附属病院）他

P―41― 2. ロボット支援下腹腔鏡下単純子宮全摘術後に卵巣捻転を生じた一例
綱掛 恵（国立呉医療センター・中国がんセンター）他

P―41― 3. 高度肥満患者に対するロボット子宮全摘術前マジンドール使用経験
中川直貴（川崎医大附属病院良医育成支援センター）他

P―41― 4. 臨床的肥満症例に対するロボット支援下子宮全摘出術の手術成績の検討
本原剛志（熊本大病院）他
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P―41― 5. ロボット支援手術におけるオンライン見学システムの構築について
寒河江悠介（京都大）他

P―41― 6. 独立アームを用いたダイアモンドポジションによるロボット支援下子宮全摘術の経
験 片倉慧美（北里研究所病院）他

P―41― 7. 当院での付属器腫瘍に対する経腟的腹腔鏡手術（vNOTES）の導入経験
水津 愛（京都桂病院）他

P―41― 8. 当院における経腟的内視鏡手術（vNOTES）の初期導入の経験
中平理恵（市立東大阪医療センター）他

P―41― 9. 当院における vNOTES 子宮全摘出術 11 症例の検討
戸枝 満（日本大板橋病院）他

P―41― 10. 腟式子宮全摘術（VT）の手技が経腟的腹腔鏡下子宮全摘術（vNOTES-LAVH）には
生かされる 岩見州一郎（大阪赤十字病院）他

第 2日 5月 24 日（土）ポスター会場 3
岡山コンベンションセンター 1F：屋外テント

14：40～15：25
Group 42 子宮頸がん 臨床研究 2

座長：山形大学 太田 剛

P―42― 1. 子宮頸がん関連線維芽細胞は子宮頸がん細胞により CXCL6 遺伝子発現を特異的か
つ高度に上昇させる 村田卓也（川崎医大）他

P―42― 2. Gastric-type adenocarcinoma；GAS 由来 Organoid-derived xenograft：ODX に対
する，Verteporfin の抗腫瘍効果の検討 品川真奈花（信州大附属病院）他

P―42― 3. 子宮頸部異型腺細胞症例の追跡調査の検討 西村拓也（友愛医療センター）他
P―42― 4. 高リスク HPV 陽性 CIN2 患者におけるホルミウム・ヤグレーザーを用いた子宮頸

部レーザー手術の治療成績―細胞診，HPV 陰性化の両面から―
小島和寿（名古屋市立大附属東部医療センター）他

P―42― 5. 半濃度ルゴール・ヨードを用いた LEEP 式子宮頸部円錐切除における術後追加治
療に影響を与える因子の検討 豊田進司（奈良県総合医療センター）他

P―42― 6. 当科における子宮頸部上皮異形成に対する円錐切除およびレーザー蒸散術の比較検
討 重川和之（帝京大病院）他

P―42― 7. 子宮頸部上皮内腫瘍の薬物トリクロール酢酸塗布治療の臨床的検討
前濱俊之（友愛医療センター）

P―42― 8. 子宮頸部円錐切除術における電気メス+ソフト凝固とハーモニックの比較
鍔田芙実子（市立青梅総合医療センター）他

P―42― 9. 当院で CIN3 に対して TLH 施行後に発生した VAIN についての検討
乾 宏彰（徳島大）他
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第 2日 5月 24 日（土）ポスター会場 4
岡山シティミュージアム 4F：展示室

14：40～15：30
Group 43 卵巣がん 臨床研究

座長：久留米大学 西尾 真

P―43― 1. 当院での進行卵巣癌における 針生検による診断の有用性の検討
海道善隆（岩手医大附属病院）他

P―43― 2. 卵巣明細胞癌における子宮内膜症併存の臨床的意義：予後と臨床病理学的特徴の解
析 平川隆史（群馬大）他

P―43― 3. 当院における II 期卵巣がんの後方視的検討 酒井希望（千葉大附属病院）他
P―43― 4. 卵巣癌腫瘍マーカー TFPI2 の術後再発スクリーニングにおける有用性の検討

小河原由貴（横浜市大附属病院）他
P―43― 5. 卵巣癌初回治療後の経過観察期間中，CA125 で再発判定は可能か

加藤顕人（防衛医大病院）他
P―43― 6. 卵巣がん・卵管癌・腹膜癌のフォローアップならびに再発診断方法の検討

重藤龍比古（弘前大附属病院）他
P―43― 7. PARP 阻害薬投与後のプラチナ感受性再発卵巣がんに対する化学療法におけるベ

バシズマブの効果 庄子忠宏（岩手医大附属病院）他
P―43― 8. プラチナ抵抗性再発卵巣・卵管・腹膜癌に対するプラチナリチャレンジの有効性に

ついての検討 大坪 翔（杏林大付属病院）他
P―43― 9. 当院における卵巣・卵管・腹膜癌に対する Topotecan, Pegylated liposomal

Doxorubicin, Gemcitabine 単剤と Bevacizumab 併用療法の検討
落合大輔（慶應大病院）他

P―43― 10. 悪性との鑑別を要した良性ブレンナー腫瘍の多様な MRI：病理学的所見との比較
検討 瀬尾優太朗（国立熊本医療センター）他

第 2日 5月 24 日（土）ポスター会場 5
岡山シティミュージアム 4F：展示室

14：40～15：15
Group 44 子宮肉腫

座長：東北大学病院 重田 昌吾

P―44― 1. 当院における子宮肉腫の後方視的検討 藤井侑子（戸田中央総合病院）他
P―44― 2. 異なる臨床経過をとった子宮腺肉腫の 2 例 武田 理（ハートライフ病院）他
P―44― 3. 子宮内膜間質結節との鑑別に苦慮した高異型度子宮内膜間質肉腫の 1 例

三宅眞友子（防衛医大病院）他
P―44― 4. 子宮筋腫術後 29 年で低異型度子宮内膜間質肉腫再発の診断に至った一例

豊田祐里子（JA 尾道総合病院）他
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P―44― 5. 術後 23 年で再発を認めた低悪性度子宮内膜間質肉腫（LGESS）の一例
佐久間彗輔（獨協医大病院）他

P―44― 6. 子宮原発血管周囲類上皮細胞腫瘍（PEComa）の再発に対し，エベロリムスが著効し
た一例 増山洋平（奈良県立医大附属病院）他

P―44― 7. RPOC との鑑別に苦慮した，流産術後に発生した低悪性度平滑筋肉腫の一例
浦部夢子（利根中央病院）他

第 2日 5月 24 日（土）ポスター会場 6
岡山シティミュージアム 4F：展示室

14：40～15：20
Group 45 胎盤・臍帯 2

座長：鳥取大学 原田 崇

P―45― 1. Jelly-like placenta の所見を認めた常位胎盤早期剝離の 1 例
辻 佳世（香川大附属病院）他

P―45― 2. 当院における常位胎盤早期剝離 18 症例の後方視的検討 瀬尾晃司（音羽病院）
P―45― 3. 胎盤前壁付着のため子宮切開層の確保に難渋した前置血管の一例

中谷早希（りんくう総合医療センター）他
P―45― 4. 臍帯付着部位に着目した単一臍帯動脈症例の周産期転帰の検討

三瀬望未（滋賀医科大）他
P―45― 5. 臍帯動脈瘤切迫破裂に対して緊急帝王切開術を施行し生児を得た 1 例

江本永真（兵庫県立こども病院周産期医療センター）他
P―45― 6. 当院における 10 年間の RPOC（retained products of conception）についての検討

中嶋理恵（東海大付属病院）他
P―45― 7. 子宮動脈塞栓術後の子宮内容除去術が奏功した胎盤遺残の一例

上岡翔輝（トヨタ記念病院）他
P―45― 8. 経腟分娩後の胎盤遺残に対する胎盤用手剝離術の有効性の検討

金澤怜佳（神戸市立医療センター中央市民病院）他

第 2日 5月 24 日（土）ポスター会場 7
岡山シティミュージアム 4F：展示室

14：40～15：35
Group 46 合併症妊娠 3

座長：昭和医科大学 小出 馨子

P―46― 1. 妊娠初期に発症し診断困難であった小脳出血の一例
野村春香（トヨタ記念病院周産期母子医療センター）他

P―46― 2. 妊娠中に脳出血を発症した 3 症例について 塩田さあや（高知医療センター）他
P―46― 3. 外傷性両側慢性硬膜下血腫および未破裂脳動脈瘤合併妊婦が穿頭血腫ドレナージ術

後に全身麻酔下での帝王切開分娩に至った 1 例 髙野理紗（聖路加国際病院）他
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P―46― 4. 当院における深部静脈血栓症合併妊婦 9 例の検討
松田泰介（昭和医科大横浜市北部病院）他

P―46― 5. 偶発的に AT 活性低下が認められ，家系員の AT 活性値，遺伝学的検査から AT
欠損症 Type2-HBS と診断した一例 髙櫻真依子（和歌山医療センター）他

P―46― 6. 妊娠後期に蛋白尿・腰痛症状を呈し産褥期に診断された形質細胞白血病の 1 例
渡邉亜矢（京都府立医大附属北部医療センター）他

P―46― 7. 急性下肢動脈閉塞に対する抗凝固療法中に血小板減少症を来たした抗リン脂質抗体
症候群合併妊娠の一例 川内華佳（自衛隊中央病院）他

P―46― 8. 右下肢深部静脈血栓症を併発し子宮内感染から流産に至った子宮腺筋症合併妊娠の
一例 林 萌恵（名寄市立総合病院）

P―46― 9. 治療抵抗性の特発性（免疫性）血小板減少性紫斑病（ITP）合併妊娠に対してトロン
ボポエチン受容体作動薬を使用した 1 例 飯尾一陽（産業医大病院）他

P―46― 10. 再生不良性貧血発症後の 2 回の妊娠管理～同一症例における経験
米田圭明（淀川キリスト教病院）他

P―46― 11. 妊娠中にトロンボポエチン受容体作動薬を使用し母児ともに良好に管理できた難治
性の二次性血小板減少症合併妊娠の一例 明石京子（京都第一赤十字病院）他

第 2日 5月 24 日（土）ポスター会場 8
岡山シティミュージアム 4F：展示室

14：40～15：25
Group 47 産科 DIC・産科出血・羊水塞栓 2

座長：順天堂大学 竹田 純

P―47― 1. 産後出血に対し経カテーテル的動脈塞栓術を施行した 89 症例の検討
小島亜輝子（日赤医療センター）他

P―47― 2. 妊娠 38 週の高エネルギー交通外傷により子宮破裂を呈した一例
渡邉有稀（日本医科大）他

P―47― 3. 腹痛の診断に時間を要した妊娠中期の SHiP（spontaneous hemoperitoneum in
pregnancy）の一例 松本沙英（日本バプテスト病院）他

P―47― 4. 妊娠 28 週に発症した子宮筋腫周囲血管破綻による腹腔内出血（SHiP）の 1 例
松川 哲（岐阜県立多治見病院）

P―47― 5. 異なる経過をたどった妊娠中の特発性腹腔内出血（Spontaneous hemoperitoneum
in pregnancy：SHiP）の 2 例 加藤未千与（岡崎市民病院）他

P―47― 6. 当院で経験した SHiP 症例の検討 林 咲良（石川県立中央病院）他
P―47― 7. 性器出血を伴わない臨床的羊水塞栓症（子宮型）の 1 例

鈴木梨央（東邦大医療センター大森病院）他
P―47― 8. 救命し得た頸管裂傷を契機に発症した羊水塞栓症の 2 例

福井希実（大阪赤十字病院）他
P―47― 9. 当センターで 15 年間に治療した羊水塞栓症 10 例の検討

安東奈於（日赤医療センター）他
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第 2日 5月 24 日（土）ポスター会場 9
ホテルグランヴィア岡山 3F：ルビー

14：40～15：45
Group 48 無痛分娩 2

座長：徳島大学 加地 剛

P―48― 1. 陣痛発来前の硬膜外麻酔使用が分娩時間へ及ぼす影響の検討
倉﨑昭子（東京衛生アドベンチスト病院）他

P―48― 2. 硬膜外無痛分娩における鎮痛薬使用量が分娩に与える影響の検討
手島早希（岡山大病院）他

P―48― 3. 無痛分娩中の母体発熱が新生児予後に与える影響 山崎 優（北里大）他
P―48― 4. 当院で walking epidural anesthesia を導入し 1 年 5 か月時点での硬膜外併用分娩

と非硬膜外併用分娩の分娩転帰についての後方視的検討
下地 彩（京都桂病院）他

P―48― 5. 硬膜外無痛分娩から緊急帝王切開に移行する際の麻酔方法に関する検討
狩野雅人（大阪はびきの医療センター）他

P―48― 6. 妊娠リスクが無痛分娩の周産期予後に与える影響
加藤幹也（トヨタ記念病院周産期母子医療センター）他

P―48― 7. 臨床的絨毛膜羊膜炎の診断基準を満たさない硬膜外無痛分娩中の母体発熱と周産期
予後の検討 小川隆一（日本医科大）他

P―48― 8. 分娩時臍帯巻絡の有無が無痛分娩時の経過や転帰に及ぼす影響に関する後方視的検
討 八幡将喜（聖マリアンナ医大病院）他

P―48― 9. オンデマンド無痛分娩における導入時の内診所見が経腟分娩の成功率に与える影響
についての後方視的研究 清水元治（埼玉医大総合医療センター

総合周産期母子医療センター周産期・胎児部門）他
P―48― 10. 円滑な計画無痛分娩を行うための適切な入院前 Bishop score についての当院から

の報告 加藤眞央（帝京大病院）他
P―48― 11. 経産婦における計画無痛分娩の日勤帯完結を目指した周産期因子の最適化

青山利奈（昭和医科大江東豊洲病院）他
P―48― 12. トムゼン病合併妊娠に対し無痛分娩を施行した一例

沖田まどか（島根大附属病院）他
P―48― 13. 無痛分娩導入時の偶発的硬膜穿刺に対して硬膜穿刺後頭痛を予防できたと思われた

2 症例 山田雅恵（日本バプテスト病院）他
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第 2日 5月 24 日（土）ポスター会場 10
ホテルグランヴィア岡山 3F：トパーズ

14：40～15：30
Group 49 思春期・HPVワクチン

座長：愛媛大学 宇佐美知香

P―49― 1. 若年女子の性器出血の原因が外陰部のリンパ濾胞であった一例
影近瑠唯（旭川医大病院）他

P―49― 2. 若年女性の続発性無月経から小児期の髄膜炎を契機とする下垂体空洞症と成長ホル
モン分泌不全症の診断に至った症例 牧野祐也（セントマザー産婦人科医院）他

P―49― 3. 思春期女性における，体重減少を伴う続発性無月経と骨量に関する検討
清水彩花（横浜市立大市民総合医療センター）他

P―49― 4. 中学生の HPV ワクチン接種に関する意識と背景因子の調査～性教育を通じた意識
変化と教育・啓発活動の重要性～

横須賀治子（よこすか内科小児科・はるこレディースクリニック）
P―49― 5. 夏祭りのうちわ配布を主体とした当市における子宮頸がん HPV ワクチン啓発活動

黒田敬史（小樽病院）他
P―49― 6. 福島県内における子宮頸癌と HPV（ヒトパピローマウイルス）の認知度についての

調査 村松七生（福島県立医大）他
P―49― 7. 病院職員，医学生，看護学生に対する HPV ワクチン普及活動とアンケート調査

金田倫子（三重大附属病院）他
P―49― 8. 子宮頸がん予防に対する HPV ワクチンの意識調査（第 3 報）

小山理恵（岩手医大附属病院）他
P―49― 9. 子宮頸がん予防ワクチンのキャッチアップ接種はなぜ進まないのか―キャッチアッ

プ世代の医療法人女性職員に対するアンケートで見えたこと
中尾佳史（新古賀クリニック）他

P―49― 10. キャッチアップ期間終了後，HPV ワクチン定期接種期間以降も若年女性が自分の意
志で希望時に公費接種可能となる特別措置の必要性

山藤晶子（御茶の水浜田病院）他

第 2日 5月 24 日（土）ポスター会場 1
岡山コンベンションセンター 1F：屋外テント

16：00～16：50
Group 50 子宮筋腫

座長：東京慈恵会医科大学葛飾医療センター 斎藤 元章

P―50― 1. 子宮筋腫に対する子宮動脈塞栓術の有効性の検討
岩井加奈（奈良県立医大附属病院）他
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P―50― 2. 当院での経口 GnRH アンタゴニスト製剤レルゴリクス使用状況変化についての後
方視的検討 南雲泰斗（帝京大病院）他

P―50― 3. 当院の子宮筋腫に対する術前の GnRH アゴニストと GnRH アンタゴニスト投与の
比較検討 武田真一郎（和歌山県立医大附属病院）他

P―50― 4. Metastasing leiomyoma を呈した子宮原発平滑筋腫瘍の 2 例
海士洋平（防衛医大病院）他

P―50― 5. 腹腔鏡下子宮筋腫核出術後に子宮筋腫が再発し，巨大な水腫様変性を呈した子宮筋
腫の 1 例 瀬川美雪（近畿大病院）他

P―50― 6. Nuck 管水腫と術前診断された異所性平滑筋腫の一例
錦見幸子（藤田医大ばんたね病院）他

P―50― 7. 囊胞変性により卵巣悪性腫瘍との鑑別に苦慮した 13cm 大の子宮漿膜下平滑筋腫の
一例 木山泰之（中国労災病院）他

P―50― 8. 子宮筋腫に対する子宮全摘術で発見された静脈内平滑筋腫症の一例
京橋ゆらな（大阪警察病院）他

P―50― 9. 閉経後の子宮脂肪平滑筋腫に関する免疫組織学的研究 小林徳男（小林医院）他
P―50― 10. 繰り返し子宮鏡下筋腫摘出術を行った後，妊娠出産に至った一例

矢野友梨（香川県立中央病院）他

第 2日 5月 24 日（土）ポスター会場 2
岡山コンベンションセンター 1F：屋外テント

16：00～16：50
Group 51 ICI 有害事象

座長：横浜市立大学 今井 雄一

P―51― 1. 当院における再発子宮体癌に対するレンバチニブ，ペンブロリズム併用療法の有効
性・有害事象の検討 西川真世（和歌山県立医大附属病院）他

P―51― 2. 当院における Lenvatinib+Pembrolizumab 療法の治療経験と副作用マネージメン
ト 間邊貴俊（東海大付属病院）他

P―51― 3. 当院における進行・再発子宮体癌に対するレンバチニブ+ペンブロリズマブ併用療
法の使用経験 加々美桂子（山梨県立中央病院）他

P―51― 4. 当院における irAE 発症と治療効果の検討 伊藤佑奈（市立広島市民病院）他
P―51― 5. 当院での免疫チェックポイント阻害薬による治療と免疫関連有害事象における検討

井田耕一（信州大附属病院）他
P―51― 6. ペムブロリズマブ併用療法中に劇症 1 型糖尿病を発症した 2 例

竹内穂高（信州大附属病院）他
P―51― 7. 再発子宮体癌に対するレンバチニブ・ペムブロリズマブ療法中に外腸骨動脈小腸瘻

から非塞栓性腸管壊死をきたし死亡した一例 中山さわ（奈良県立医大）他
P―51― 8. 再発子宮体癌のレンバチニブ+ペムブロリズマブ併用療法中に小腸穿孔を来した一

例 秋田真友（土浦協同病院）他
P―51― 9. Lenvatinib/Pembrolizumab 療法後に irAE 髄膜脳炎/肝炎を発症した再発子宮体癌

の一例 井上直紀（群馬大附属病院）他
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P―51― 10. 重篤な irAE が生じた子宮体癌の 3 症例 村江正宇（大阪医科薬科大病院）他

第 2日 5月 24 日（土）ポスター会場 3
岡山コンベンションセンター 1F：屋外テント

16：00～16：55
Group 52 外陰・腟壁 子宮頸部腫瘍 2

座長：琉球大学病院 久高 亘

P―52― 1. 当院で子宮全摘後に発症した腟上皮内腫瘍（VaIN）の検討
野村友香（市立貝塚病院）他

P―52― 2. 腟壁切除術により良好な経過を得た子宮摘出後の腟上皮内腫瘍の一例
向井隆文（東邦大医療センター大森病院）他

P―52― 3. 円錐切除後の子宮頸部細胞診と組織診結果で乖離を認める症例に対し子宮摘出術を
施行し，その後 VAIN を認めた 1 例 吉田剛祥（高の原中央病院）他

P―52― 4. 妊娠 30 週で発見された III 期腟癌合併妊娠の 1 例 西 隆寛（熊本大）他
P―52― 5. 診断に苦慮するも CT ガイド下生検が有用であった腟原発悪性リンパ腫および転移

性子宮癌の 2 例 東浦友美（市立奈良病院）他
P―52― 6. 子宮頸癌の手術後にデスモイド腫瘍を発症した 1 例

鈴木由梨奈（埼玉県立がんセンター）他
P―52― 7. 外陰基底細胞癌の 3 例 高橋慶行（沖縄県立中部病院）他
P―52― 8. 筋腫分娩を疑われた子宮頸部癌肉腫の一例 松 敬介（宮崎大附属病院）他
P―52― 9. 子宮頸癌に対する放射線治療後の子宮穿孔による骨盤内膿瘍の治療に難渋した 1 症

例 関 莉穂（大阪公立大附属病院）他
P―52― 10. 子宮頸部原発印環細胞型粘液性癌の一例 日下直子（伊勢赤十字病院）他
P―52― 11. 頸管ポリープからびまん性大細胞型 B 細胞性リンパ腫の診断となった 1 例

麻野徳仁（恵寿総合病院）他

第 2日 5月 24 日（土）ポスター会場 4
岡山シティミュージアム 4F：展示室

16：00～16：55
Group 53 付属器腫瘍

座長：近畿大学病院 中井 英勝

P―53― 1. 当科における漿液性卵管上皮内癌（STIC）および微小浸潤卵管がんの 4 症例
松岡珠緒（王子総合病院）他

P―53― 2. 子宮内膜細胞診陽性を契機に診断された卵管癌および漿液性子宮内膜上皮内癌の 1
例 酒井紫帆（福知山市民病院）他

P―53― 3. 帝王切開時に摘出した傍卵巣囊胞から偶発的に漿液性卵管上皮内病変が検出された
1 例 胡 詩音（淀川キリスト教病院）他
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P―53― 4. 卵管，卵巣腫大や癌性腹膜炎を伴わず，多発リンパ節転移を来し，リンパ節生検で
高異型度漿液性癌を認めた卵管癌の一例

原岡優子（神戸市立医療センター中央市民病院）他
P―53― 5. 上皮性卵巣癌と鑑別困難であった非常にまれな卵管上皮腫 IVB 期の 1 症例

高島田君平（高知大附属病院）他
P―53― 6. 傍卵管囊腫により卵管捻転を生じた一例 荻本宏美（市立伊丹病院）他
P―53― 7. 異なる機序で卵管捻転を単独発症した 2 例 秋山悠歩（岡崎市民病院）他
P―53― 8. 早期治療に至った成熟のう胞性奇形腫合併抗 NMDA 受容体抗体関連脳炎の 1 例

小田木秋人（磐田市立総合病院）他
P―53― 9. 腹腔鏡下手術中に後腹膜成熟囊胞性奇形腫と診断に至り摘出した一例

島津礼子（兵庫県立西宮病院）
P―53― 10. 卵巣腫瘍を契機に悪性リンパ腫と診断した 1 例 川上七海（土浦協同病院）他
P―53― 11. ロボット支援下単純子宮全摘術および左付属器切除術後で，膿瘍や悪性腫瘍との鑑

別に苦慮した右卵巣子宮内膜症性囊胞の一例 柘植竜太（健和会大手町病院）他

第 2日 5月 24 日（土）ポスター会場 5
岡山シティミュージアム 4F：展示室

16：00～16：55
Group 54 家族性腫瘍

座長：新潟大学医歯学総合病院 西野 幸治

P―54― 1. 当院で実施した BRCA 遺伝学的検査の現状
平山純也（和歌山県立医大附属病院）他

P―54― 2. 当院における HBOC に対する RRSO の実績と今後の展望
渡邉怜子（神戸市立医療センター中央市民病院）他

P―54― 3. 当院における遺伝性乳癌卵巣癌（HBOC）診療の現状と課題
仲村理恵（琉球大病院）他

P―54― 4. 当院で施行した RRSO の後方視的研究 町田芳知（帝京大病院）他
P―54― 5. リスク低減卵管卵巣摘出術（RRSO）とリスク低減乳房切除術（RPM）の同時手術を

実施した 10 例の臨床病理学的検討 金子奈穂美（慶應義塾大）他
P―54― 6. MMR タンパク欠損子宮体癌をセンチネル癌とした HBOC スクリーニングの可能

性 山﨑悠紀（富山大附属病院）他
P―54― 7. がん遺伝子パネル（cancer genomic profiling：CGP）検査により二次的所見

（secondary findings：SF）が検出された症例についての検討
上田真子（兵庫医大病院）他

P―54― 8. MSI-high 再発子宮体癌におけるリンチ症候群と散発群での Pembrolizumab 単剤治
療効果の比較 上田友子（兵庫医大病院）他

P―54― 9. トラべクテジンが長期奏効した gBRCA2m 子宮平滑筋肉腫の一例
成田幸代（兵庫医大）他

P―54― 10. 卵巣癌維持療法中の寛解期に養子縁組を試みたが，乳癌新規発症によって断念に
至った遺伝性乳癌卵巣癌症候群の一例 玉内学志（名古屋大附属病院）他
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P―54― 11. 遺伝性乳癌卵巣癌症候群（HBOC）の保険収載効果の検討
小松 恵（聖路加国際病院）他

第 2日 5月 24 日（土）ポスター会場 6
岡山シティミュージアム 4F：展示室

16：00～16：40
Group 55 異常妊娠

座長：大分大学 西田 欣広

P―55― 1. 当院における異所性妊娠の考察 神下 優（佐賀県医療センター好生館）他
P―55― 2. 当院で手術を実施した希少部位異所性妊娠 15 例の後方視的検討

野村奈南（国立東広島医療センター）他
P―55― 3. 術前の尿中 hCG 定性検査が陰性であった卵管妊娠破裂の 1 例

片山菜月（津山中央病院）他
P―55― 4. 当院で経験した 12 例の帝王切開瘢痕部妊娠 當瀬ちひろ（宮崎大附属病院）他
P―55― 5. 当院で手術を行った卵巣妊娠 14 例の検討（卵管妊娠 155 例との比較）

田嶋俊彬（順天堂大静岡病院）他
P―55― 6. 妊娠継続が可能であった正所異所同時妊娠の一例 是常有香（JCHO 大阪病院）他
P―55― 7. 腹腔内出血に対し審査腹腔鏡術を施行し，大網妊娠と診断した一例

辻本晶紀（兵庫県立淡路医療センター）他
P―55― 8. 重症妊娠悪阻に対して Olanzapine の有効性が示唆された一例

金子博光（姫路赤十字病院研修センター）他

第 2日 5月 24 日（土）ポスター会場 7
岡山シティミュージアム 4F：展示室

16：00～16：50
Group 56 合併症妊娠 4

座長：愛媛大学 松原 裕子

P―56― 1. 妊娠 35 週に侵襲的治療を要した特発性脳脊髄液減少症が疑われた 1 例
齋藤もとみ（福岡徳洲会病院）他

P―56― 2. 妊娠後期に脳室腹腔シャント不全による認知機能障害をきたした母体先天性水頭症
の 1 例 直原匡志（関西ろうさい病院）他

P―56― 3. 当院における遺伝性神経筋疾患合併妊娠 3 症例の検討
奥山亜由美（昭和医科大横浜市北部病院）他

P―56― 4. von Recklinghausen 病合併妊婦に対して帝王切開を行った 1 例
鈴木敬子（名古屋第二病院）他

P―56― 5. 当院における急性虫垂炎合併妊娠の検討 髙橋沙里（国立東京医療センター）他
P―56― 6. sFlt-1 の測定が急性妊娠脂肪肝の診断の一助となった 1 例

金子修都（三重大附属病院）他
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P―56― 7. 局所麻酔薬アレルギーが術前に判明し全身麻酔により帝王切開を行った一例
野溝万吏（音羽病院）

P―56― 8. 妊娠中に左右で発症時期の違う両側性一過性大腿骨頭萎縮症を発症した一例
井上健太（埼玉医大総合医療センター）他

P―56― 9. 妊娠に伴う耳管開放症に対して翳風への円皮鍼が有効であった 18 症例
武田智幸（白石産科婦人科病院）

P―56― 10. 妊娠中に発症し，長期間入院加療を要した化膿性仙腸関節炎の 2 例
冨松侑真（豊中病院）他

第 2日 5月 24 日（土）ポスター会場 8
岡山シティミュージアム 4F：展示室

16：00～16：50
Group 57 PPH

座長：長崎大学 長谷川ゆり

P―57― 1. PPH と DIC 診断基準．第 1 報：人工知能（AI）を用いた分娩後異常出血での血尿症
例の判別式 宮木康成（三宅おおふくクリニック）他

P―57― 2. PPH と DIC 診断基準．第 2 報：重症常位胎盤早期剝離症例を対象とした血尿症例
判別式の妥当性の確認 多田克彦（国立岡山医療センター）他

P―57― 3. 後期分娩後異常出血 59 例の検討 乘濵結夏（日赤医療センター）他
P―57― 4. 弛緩出血に対する子宮内バルーンタンポナーデの有用性

玉石雄也（三重大附属病院）他
P―57― 5. 分娩後異常出血における Rotational thromboelastometry を用いた凝固・血餅形成

機能の検討 福地千恵（浜松医科大）他
P―57― 6. 産科 DIC スコアから 2024 年改訂版産科 DIC 診断基準への改訂の影響―単胎妊娠

と双胎妊娠での比較― 森川 守（関西医大附属病院）他
P―57― 7. 産科異常出血に対して子宮摘出術を施行した 8 症例の検討

松川華那（田附興風会医学北野病院）他
P―57― 8. 前置胎盤の子宮に対するバルーンタンポナーデの影響

雪本めぐみ（杏林大付属病院）他
P―57― 9. 産科 DIC スコア診断基準の変化による影響

髙橋優太郎（横浜市立大市民総合医療センター総合周産期母子医療センター）他
P―57― 10. 弛緩出血予防目的の B-Lynch 変法について

祝迫清美（大阪市立総合医療センター）他
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第 2日 5月 24 日（土）ポスター会場 9
ホテルグランヴィア岡山 3F：ルビー

16：00～16：40
Group 58 分娩管理

座長：日本医科大学 桑原 慶充

P―58― 1. 胎児アシドーシス症例の胎児心拍数パターンとその要因
小林瑞季（佐賀大附属病院）他

P―58― 2. 帝王切開中オキシトシン投与後に虚血性心電図変化を示した 4 例
小永井奈緒（淀川キリスト教病院）他

P―58― 3. 経会陰超音波検査を用いた器械分娩の難易度予測 中村 豪（昭和医科大）他
P―58― 4. TOLAC 成功・不成功に関連する因子についての検討

大城築己（筑波大附属病院）他
P―58― 5. 当院における分娩第 2 期が超遷延した分娩の転帰

篠﨑真里奈（国立岩国医療センター）
P―58― 6. 当院における骨盤位外回転術に対する取り組み 所 伸介（滋賀医科大）他
P―58― 7. 超早産期帝王切開における子宮切開法別の周産期予後の検討

藤内伸智（大阪母子医療センター）他
P―58― 8. 妊娠糖尿病妊婦における選択的帝王切開の至適タイミング

杉見 創（国立長崎医療センター）他
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第 3日 5月 25 日（日）

要望講演

（第 1 会場：岡山コンベンションセンター 3F コンベンションホール，14：00～14：30）
悪いことをしよう～もっと悪いことが起こらないように～

座長：岡山大学 増 山 寿
演者：堺市立総合医療センター機構理事長 木 村 正

会長特別企画シンポジウム 4

（第 1 会場：岡山コンベンションセンター 3F コンベンションホール，9：40～11：40）
産婦人科における教育研究の創出

座長：京都大学医学教育・国際化推進センター 片 岡 仁 美
岐阜大学 磯 部 真 倫

1）産婦人科領域における教育研究テーマの見つけ方・始め方
演者：京都大学医学部附属病院総合臨床教育・研修センター

和 足 孝 之
2）教育活動の疑問を学術的活動へつなげる～自身の研究活動から～

演者：九州大学大学院医学研究院医学教育学講座 菊 川 誠
3）産婦人科教育の現状と研究分野への展開

演者：岡山大学 衛 藤 英理子
4）研究分野としての外科教育の導入による一挙四得―外部資金と研究業績と人材とトレーニング効果

演者：鹿児島大学小児外科学分野 家 入 里 志

医療倫理講習会 �

（第 1 会場：岡山コンベンションセンター 3F コンベンションホール，14：50～15：50）
何が「最善」か，悩んだ時に役立つ「臨床倫理」

座長：京都大学 万 代 昌 紀
演者：岡山大学小児医科学 岡 田 あゆみ

医療安全講習会 �

（第 10 会場：ホテルグランヴィア岡山 4F フェニックス AB，10：30～11：30）
医療訴訟の構造的理解～診療ガイドラインと医学意見書を中心に～

座長：山形大学 永 瀬 智
演者：おかやま駅前法律事務所 飯 生 明
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教育講演 3

（第 1 会場：岡山コンベンションセンター 3F コンベンションホール，13：20～13：50）
子宮体癌を理解する―病理医は何を見ているのか―

座長：産業医科大学 吉 野 潔
演者：岡山大学病院病理診断科 柳 井 広 之

生涯研修プログラム 8

（第 10 会場：ホテルグランヴィア岡山 4F フェニックス AB，8：30～10：00）
HPV関連がんの総合的予防戦略

座長：横浜市立大学 宮 城 悦 子
1）HPV 関連がん臨床疫学研究の成果

演者：大阪大学 八 木 麻 未
2）子宮頸がん以外の HPV 関連がん

演者：神戸大学耳鼻咽喉科頭頸部外科 丹 生 健 一
3）HPV ワクチン接種後症状への集学的アプローチ

演者：岡山大学病院運動器 痛センター 鉄 永 倫 子

生涯研修プログラム 9

（第 3 会場：岡山コンベンションセンター 2F レセプションホール，10：00～11：30）
妊婦の循環管理

座長：岡山大学循環器内科 赤 木 禎 治
1）周産期心筋症

演者：国立循環器病研究センター 神 谷 千津子
2）妊娠中の心血管バイオマーカー～多胎妊娠を中心に～

演者：大阪母子医療センター 川 口 晴 菜
3）先天性心疾患をもつ女性の妊娠・分娩管理

演者：榊原記念病院 堀 内 縁

生涯研修プログラム 10

（第 4 会場：岡山県医師会館 2・3F 三木記念ホール，10：00～11：30）
健康リスクから考える不妊治療前後のフォローアップ

座長：群馬大学 岩 瀬 明
1）子宮内膜症

演者：高木病院女性医療センター/国際医療福祉大学
北 島 道 夫



300 日産婦誌77巻 2 号プログラム

25
日
㈰

プ
ロ
グ
ラ
ム

2）PCOS
演者：徳島大学 岩 佐 武

3）Primary ovarian insufficiency
演者：愛知医科大学 大須賀 智 子

生涯研修プログラム 11

（第 6 会場：ANA クラウンプラザホテル岡山 1F 曲水東，10：00～11：30）
AI 研究の裾野を広げる―産婦人科臨床医が始めるAI 研究入門―

座長：東京大学 曾 根 献 文
1）AI 再入門―ゼロから AI を作ってみる

演者：サイオステクノロジー株式会社エンジニア・クリエイター
CoE 野 田 勝 彦

2）臨床医が始める AI の学習方法
演者：京都大学大学院医学研究科 植 田 彰 彦

3）臨床医が AI 研究を始める際の注意点
演者：理化学研究所革新知能統合研究センター/国立がん研究セン

ター研究所医療 AI 研究開発分野 小 松 正 明

生涯研修プログラム 12

（第 3 会場：岡山コンベンションセンター 2F レセプションホール，13：20～14：50）
インターコンセプションケアの実際―次回の妊娠に向けて―

座長：弘前総合医療センター 田 中 幹 二
1）母体体重管理，やせの問題

演者：国立健康・栄養研究所 瀧 本 秀 美
2）HDP，GDM のフォローアップ～HDP, GDM-PPAP Study～

演者：弘前大学周産母子センター/弘前総合医療センター
田 中 幹 二

3）先天異常，遺伝性疾患の妊娠歴から
演者：国立成育医療研究センター周産期・母性診療センター/遺伝

診療センター 佐々木 愛 子
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医会・学会共同企画「生涯研修プログラム」�

（第 9 会場：ホテルグランヴィア岡山 4F フェニックス CD，8：30～11：30）
座長：総合母子保健センター愛育病院 安 達 知 子

昭和医科大学 関 沢 明 彦
ご挨拶：日本産婦人科医会 会長 石 渡 勇

ハイリスク例の医療行為に関連した重篤な後遺症を減らす
座長：総合母子保健センター愛育病院 安 達 知 子

昭和医科大学 関 沢 明 彦
1）自殺企図・精神症状のある妊産褥婦への外来での対応

演者：日本産婦人科医会 常務理事 相 良 洋 子
2）肺血栓塞栓症ハイリスク例における周産期管理

演者：日本医科大学多摩永山病院 林 昌 子
3）子宮環境改善のための手術と周産期合併症（子宮破裂・癒着胎盤）

演者：日本医科大学 鈴 木 俊 治

無痛分娩Pros and Cons
座長：総合母子保健センター愛育産後ケア子育てステーション

中 井 章 人
前田産婦人科医院 前 田 津紀夫

1）わが国の無痛分娩の現状と有害事象
演者：聖マリアンナ医科大学 長谷川 潤 一

2）オンデマンド無痛分娩（自然陣痛発来後硬膜外麻酔分娩）の立場から
演者：松田母子クリニック 松 田 秀 雄

3）無痛分娩のための計画出産の立場から
演者：昭和医科大学 新 垣 達 也

4）麻酔科の立場から
演者：埼玉医科大学総合医療センター産科麻酔科 照 井 克 生

日本産科婦人科学会-日本 IVR 学会 Joint Session �

（第 2 会場：岡山コンベンションセンター 3F 301 会議室，8：30～10：00）
婦人科腫瘍の IVR

座長：名古屋大学 梶 山 広 明
国立がんセンター中央病院放射線診断科・IVR センター

曽 根 美 雪
コメンテーター：大阪大学 澤 田 健二郎

杏林大学放射線医学 小野澤 志 郎
1）Joint Session 経緯

Keynote Lecture：杏林大学放射線医学 小野澤 志 郎
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2）生検，ラジオ波治療
演者：岡山大学放射線医学 松 井 裕 輔

3）緩和 IVR
演者：奈良県立医科大学放射線診断・IVR 学講座，緩和ケアセン

ター 西尾福 英 之
4）リンパ IVR

演者：関西医科大学放射線科学講座 狩 谷 秀 治
5）婦人科医が IVR 医に望むこと

演者：兵庫医科大学 馬 淵 誠 士

J-CIMELS ワークショップ

（第 8 会場：ホテルグランヴィア岡山 3F パール，13：20～14：50）
知恵を出し合う～開催への高い壁の攻略ルートをみつける

座長：聖マリアンナ医科大学 長谷川 潤 一
ハシイ産婦人科 橋 井 康 二

1）離島僻地におけるコース開催の実情
演者：鹿児島大学救急・集中治療医学分野 望 月 礼 子

2）広大で自然環境が厳しい中でのコース
演者：札幌医科大学 染 谷 真 行

3）医療過疎の進む山陰でのコース開催
演者：島根大学医学部附属病院医療安全管理部 深 見 達 弥

4）多数の開業医を抱える福岡県でのコース開催の実情
演者：小倉医療センター 川 上 浩 介

5）他県隣接地域でのコース開催の困難な実情
演者：弘前総合医療センター 横 山 美奈子

ワークショップ

（第 5 会場：岡山県医師会館 4F 401 会議室，10：00～11：30）
妊娠高血圧症候群と母子の健康：ゲノムと環境の視点からのアプローチ

座長：東北大学未来型医療創成センター 荻 島 創 一
岡山大学学術研究院ヘルスシステム統合科学学域

森 田 瑞 樹
1）大規模データを活用した妊娠高血圧症候群への挑戦

演者：東北大学未来型医療創成センター 荻 島 創 一
2）妊娠高血圧症候群に伴う環境要因と遺伝要因による小児肥満のリスク因子の解明

演者：岡山大学 光 井 崇
3）電子カルテデータを利用した妊娠高血圧症候群の病型分類

演者：岡山大学学術研究院ヘルスシステム統合科学学域/岡山大学
医学部保健学科（検査技術科学専攻）/岡山大学病院バイオバ
ンク 森 田 瑞 樹
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4）妊娠高血圧症候群の遺伝要因，環境要因によるリスク予測
演者：東北大学東北メディカル・メガバンク機構 水 野 聖 士

教育委員会企画 �

（第 1 会場：岡山コンベンションセンター 3F コンベンションホール，8：30～9：30）
Cadaver Surgical Training の重要性と倫理観を理解する

座長：岡山大学 増 山 寿
神戸大学 寺 井 義 人

1）CST 概説（あゆみ，倫理的観点）
演者：東京慈恵会医科大学腎臓再生医学講座 小 林 英 司

2）産婦人科領域における CST の現状
演者：札幌医科大学 玉 手 雅 人

3）神戸大学における CST 実施状況
演者：神戸大学 長 又 哲 史

4）鳥取大学における医療機器開発に向けた取り組み
演者：鳥取大学ロボット手術研修開発センター 小 松 宏 彰

5）日本外科学会 CST 推進委員会の取り組みと今後の展望
演者：神戸大学 寺 井 義 人

女性ヘルスケア委員会企画 �

（第 7 会場：ANA クラウンプラザホテル岡山 1F 曲水西，10：00～11：30）
日本におけるユース・クリニック事業の現状と課題

座長：東京科学大学 寺 内 公 一
横浜市民病院 倉 澤 健太郎

1）「学童期及び思春期等における性に関する健康課題に対する診療及び支援体制の構築に向けた研究」の
概要

演者：東京科学大学 寺 内 公 一
2）“産婦人科への一歩”に果たす性教育の役割～ユースクリニック普及のためにも～

演者：あおもり女性ヘルスケア研究所 蓮 尾 豊
3）包括的性教育に基づいた性の健康教育を日本で普及していくために～からだとこころの科学 まるっと
“まなブック”の紹介～

演者：順天堂大学保健看護学部 西 岡 笑 子
4）ユースクリニックの意義，現実とハイリスクアプローチ

演者：藤沢女性のクリニックもんま 門 間 美 佳
5）ユース・クリニックが今後果たすべき役割について

演者：横浜市民病院 倉 澤 健太郎
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臨床倫理監理委員会企画

（第 8 会場：ホテルグランヴィア岡山 3F パール，10：10～11：40）
PGT-M，PGT-A・SRおよびがん・生殖医療施設における現状について

座長：聖マリアンナ医科大学 鈴 木 直
鳥取大学 谷 口 文 紀

1）PGT-M の現状と課題
演者：長崎大学 三 浦 清 徳

2）PGT-A・-SR における現状と課題
演者：国際医療福祉大学成田病院 永 松 健

3）PGT に対する現行の見解における課題とその論点
演者：東京大学医学部附属病院ゲノム診療部 織 田 克 利

4）がん・生殖医療施設における現状
演者：田附興風会医学研究所北野病院 堀 江 昭 史

セクシュアル・リプロダクティブ・ヘルス/ライツ（SRHR）推進委員会
企画 �

（第 4 会場：岡山県医師会館 2・3F 三木記念ホール，13：20～15：20）
セクシュアル・リプロダクティブ・ヘルス/ライツ（SRHR）について考えよう
高校生へのSRHRに関する推進を行うことを前提とした討論

座長：弘前大学 横 山 良 仁
東京女子医科大学 水主川 純

1）SRHR の概略
演者：女性クリニック We! TOYAMA 種 部 恭 子

2）高校生への SRHR の推進活動を行うことを前提とした討論
1．避妊法

演者：熊本大学 大 保 静
あおもり女性ヘルスケア研究所 蓮 尾 豊

2．性交等に関する同意
演者：健生病院 宮 澤 千 裕

丸の内の森レディースクリニック 宋 美 玄
3．性感染症

演者：高知大学 高島田 君 平
高知大学 林 佐 京
りんくう総合医療センター 荻 田 和 秀
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サステイナブル産婦人科医療体制確立委員会企画 �

（第 9 会場：ホテルグランヴィア岡山 4F フェニックス CD，13：20～15：20）
1 年を迎えた働き方改革，現場の現状から見えるもの

座長：旭川医科大学 加 藤 育 民
横浜市立大学 宮 城 悦 子

1）医師の働き方実態調査結果報告―医師の働き方改革は産婦人科医を幸せにするのか？―
演者：東京科学大学 前 田 裕 斗

2）「地域において安心して妊娠・子育てが可能となる安全な周産期医療体制の構築のための政策研究」中
間報告

演者：九州大学病院総合周産期母子医療センター 城 戸 咲
3）医師の働き方改革の現状について

演者：厚生労働省医政局医事課医師等医療従事者働き方改革推進室
川 澄 佳 奈

婦人科腫瘍委員会企画 �

（第 10 会場：ホテルグランヴィア岡山 4F フェニックス AB，13：20～15：20）
婦人科腫瘍診療における最新の TIPS

座長：日本大学 川 名 敬
筑波大学 佐 藤 豊 実

1）婦人科がん妊孕性温存治療の実態
演者：筑波大学 志 鎌 あゆみ

2）本邦の婦人科腫瘍に関連したゲノム医療・遺伝医療の実態
演者：東京大学医学部附属病院ゲノム診療部 織 田 克 利

3）CIN 管理とがん検診の均てん化に関する小委員会報告
演者：自治医科大学 高 橋 詳 史

4）婦人科がんにおけるバイオマーカー検査の手引き作成について
演者：筑波大学 小 林 佑 介

5）絨毛性疾患の取り扱い改訂のポイント
演者：和歌山県立医科大学 井 箟 一 彦

6）HPV 検査単独法による子宮頸がん検診の管理
演者：杏林大学 森 定 徹
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生殖・内分泌委員会企画 �

（第 11 会場：イオンモール岡山 5F おかやま未来ホール，13：20～14：50）
1/10ART 出生児時代の生殖医療 実態と課題

座長：群馬大学 岩 瀬 明
鳥取大学 谷 口 文 紀

1）ART 登録からみた日本の ART と患者の変遷と現状
演者：東邦大学 片 桐 由起子

2）ART 施設の内在リスクを再考する：凍結胚管理のジレンマ
演者：福島県立医科大学ふくしま子ども・女性医療支援センター

髙 橋 俊 文
3）IVF add-ons からみる日本の ART の将来展望

演者：慶應義塾大学 山 田 満 稔
4）普く身近になった ART～1/10 ART 児時代における併存症リスクと生殖医療担当医の役割～

演者：愛知医科大学 大須賀 智 子

モーニングセミナー 2

（第 5 会場：岡山県医師会館 4F 401 会議室，8：30～9：30）
エネルギーデバイスを使った婦人科治療 2025

共催：Fotona Japan 株式会社
座長：石切生喜病院 古 山 将 康

1）Er.YAG レーザー TimeWalker インティマレーザーの効果について，約 3 年の使用経験から
演者：あおばウィメンズクリニック 日 高 奈津子

2）10 years Vaginal Erbium-smooth Laser experience for GSM treatments
演者：イタリア・ピサ大学 Marco Gambacciani（ビデオ講演）

ランチョンセミナー 21

（第 1 会場：岡山コンベンションセンター 3F コンベンションホール，12：00～13：00）
共催：MSD 株式会社

座長：山形大学 永 瀬 智
1）ICI 時代の子宮体癌診療を考える

演者：慶應義塾大学 山 上 亘
2）婦人科癌薬物治療における AE マネジメント

演者：がん研究会有明病院 温泉川 真 由
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ランチョンセミナー 22

（第 2 会場：岡山コンベンションセンター 3F 301 会議室，12：00～13：00）
3 つの内視鏡手術，最新の出血しない「剝離」と安心の「止血」

共催：株式会社メディコン
座長：富山県立中央病院 谷 村 悟

1）守りがあるからこそ攻める手術が可能になる！ アドバンス症例に対する vNOTES・腹腔鏡手術のあれこれ
演者：済生会長崎病院 河 野 通 晴

2）ロボット手術は剝離で決まる！ 初心者が起こす間違いと，ベテランだからこそ陥る罠
演者：千船病院 大 木 規 義

ランチョンセミナー 23

（第 3 会場：岡山コンベンションセンター 2F レセプションホール，12：00～13：00）
深部子宮内膜症の診断と治療

共催：あすか製薬株式会社
座長：東京大学 大須賀 穣

1）深部子宮内膜症の画像診断
演者：太田郁子ウィメンズクリニック 太 田 郁 子

2）レルミナは深部子宮内膜症手術をどう変えるのか？
演者：医療法人伯鳳会大阪中央病院 松 本 貴

ランチョンセミナー 24

（第 4 会場：岡山県医師会館 2・3F 三木記念ホール，12：00～13：00）
伝統と革新の交差点にゆこう～LigaSure™で築く新たな標準～

共催：コヴィディエンジャパン株式会社
座長：大分大学 小 林 栄 仁
演者：札幌医科大学 玉 手 雅 人

大阪国際がんセンター 久 毅

ランチョンセミナー 25

（第 5 会場：岡山県医師会館 4F 401 会議室，12：00～13：00）
がん化学療法と鉄欠乏性貧血 ～婦人科がん支持療法における位置づけ～

共催：ゼリア新薬工業株式会社
座長：岡山大学 長 尾 昌 二
演者：県立広島病院 山 内 理 海
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ランチョンセミナー 26

（第 6 会場：ANA クラウンプラザホテル岡山 1F 曲水東，12：00～13：00）
婦人科がんにおける Shared Decision Making

共催：エーザイ株式会社
座長：東北大学高等研究機構未来型医療創成センター/東北大学病

院 島 田 宗 昭
1）明日からできる意思決定支援 ～Shared Decision Making（SDM）の基本～

演者：関西労災病院 堀 謙 輔
2）婦人科がん治療における SDM ～様々な視点から toxicity を考える～

演者：聖マリアンナ医科大学 久 慈 志 保

ランチョンセミナー 27

（第 7 会場：ANA クラウンプラザホテル岡山 1F 曲水西，12：00～13：00）
尿路感染症における抗菌薬の適正使用

共催：グラクソ・スミスクライン株式会社
座長：日本大学総合科学研究所 早 川 智
演者：小倉記念病院感染管理部 宮 﨑 博 章

ランチョンセミナー 28

（第 8 会場：ホテルグランヴィア岡山 3F パール，12：00～13：00）
婦人科疾患における炭酸ガスレーザー（SmartXide Touch）を用いた外科的治療の実際と有用性

共催：DKSH マーケットエクスパンションサービスジャパン株式会社
座長：四国がんセンター 竹 原 和 宏

高性能炭酸ガスレーザーによる子宮頸部上皮内腫瘍と尖圭コンジローマの治療
―そのエビデンスとエクスペリエンス―

演者：東邦大学/東邦大学医療センター大森病院/こみやまレディー
スクリニックあざみ野 小宮山 慎 一

ランチョンセミナー 29

（第 9 会場：ホテルグランヴィア岡山 4F フェニックス CD，12：00～13：00）
婦人科腫瘍治療の不易流行：最新薬物療法と有害事象マネジメント

共催：ジェンマブ株式会社メディカルアフェアーズ本部
座長：東京慈恵会医科大学 岡 本 愛 光
演者：愛知県がんセンター 鈴 木 史 朗
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ランチョンセミナー 30

（第 10 会場：ホテルグランヴィア岡山 4F フェニックス AB，12：00～13：00）
進行卵巣がんにおける PARP 阻害薬の治療的意義と耐性に対する考え方

共催：アストラゼネカ株式会社/MSD 株式会社
座長：福島県立医科大学 添 田 周
演者：東京大学 織 田 克 利

アフタヌーンセミナー 9

（第 2 会場：岡山コンベンションセンター 3F 301 会議室，13：20～14：20）
婦人科がんにおける CIA 治療のニューノーマルを紐解く―鉄欠乏性貧血治療に高用量静注鉄剤で挑む―
＊CIA：Cancer-and Chemotherapy-Induced Anemia

共催：日本新薬株式会社
座長：北里大学 加 藤 一 喜
演者：奈良県立医科大学 川 口 龍 二

アフタヌーンセミナー 10

（第 6 会場：ANA クラウンプラザホテル岡山 1F 曲水東，13：20～14：20）
次世代超音波イメージングが切り拓く臨床応用
―Expanding Views in Fetal ＆ Gynecological Ultrasound―

共催：GE ヘルスケア・ジャパン株式会社
座長：香川大学 金 西 賢 治

1）“違いがわかる”初期胎児超音波スクリーニング～はじめの一歩から実践応用へ
演者：順天堂大学 山 本 祐 華

2）子宮内膜症術前診断の夜明け ―2025―
演者：日本医科大学千葉北総病院 市 川 雅 男

アフタヌーンセミナー 11

（第 7 会場：ANA クラウンプラザホテル岡山 1F 曲水西，13：20～14：20）
ここから始める更年期症状への対応・ホルモン補充療法（HRT）

共催：久光製薬株式会社
座長：九州大学 加 藤 聖 子
演者：福島県立医科大学ふくしま子ども・女性医療支援センター

小 川 真里子
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ハンズオンセミナー 2

（ハンズオン会場③：岡山県医師会館 4F 402 会議室，9：30～11：30）
分娩シミュレータで学ぼう
～肩甲難産や胎盤用手剝離の腟内手技を安全に行うための講習～

共催：株式会社京都科学

ハンズオンセミナー 3

（ハンズオン会場①：岡山コンベンションセンター 2F 展示ホール，12：30～15：30）
ランチョンハンズオンセミナー

「～理論と実践～ OASIS 修復から帝王切開の縫合技術まで」
共催：ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社
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高得点日本語演題

第3日 5月 25 日（日）第 3会場
岡山コンベンションセンター 2F：レセプションホール

8：30～9：30
高得点日本語演題 1 周産期

座長：名古屋大学 小谷 友美
獨協医科大学 成瀬 勝彦

HS―1― 1. 胎盤栄養膜細胞由来の非小胞性細胞外ナノ粒子が末梢血免疫細胞に与える影響の検
討 野口隼矢（日本医科大分子解剖学）他

HS―1― 2. Notch シグナルによる S1P レセプターの発現変化が線溶凝固系因子を調節し EVT
の浸潤を制御する 三木梨可（野崎徳洲会病院附属研究所）他

HS―1― 3. 胎盤オルガノイドを用いた新しいヒト生殖毒性評価モデル系の可能性
西田欣広（大分大）他

HS―1― 4. 日本における器械分娩の年次推移と地域格差：NDB オープンデータに基づく全国
調査 菅井駿也（新潟大病院）他

HS―1― 5. 骨盤臓器脱と筋，血管機能との関連についての検討 吉田加奈子（徳島大）他
HS―1― 6. 卒前臨床実習における「基本的な産婦人科技能」：Delphi 法による医学教育学・産

婦人科学専門家の意見の集約 野平知良（東京医大）他

第 3日 5月 25 日（日）第 4会場
岡山県医師会館 2・3F：三木記念ホール

8：30～9：10
高得点日本語演題 2 生殖・内分泌

座長：旭川医科大学 加藤 育民
関西医科大学 岡田 英孝

HS―2― 1. 子宮内膜症初期病変におけるテネイシン C の機能解析
和田郁美（鳥取大附属病院）他

HS―2― 2. 生殖補助医療技術で出生した児の，12 歳までの体格の検討
上野啓子（東京医大病院）他

HS―2― 3. ファイトケミカルインデックスと更年期症状に関する検討
尾臺珠美（東京科学大）他

HS―2― 4. 就労女性における月経前症候群と機能性ディスペプシアとの関連
謝敷裕美（順天堂大大学院公衆衛生学講座）他
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第 3日 5月 25 日（日）第 6会場
ANAクラウンプラザホテル岡山 1F：曲水東

8：30～9：30
高得点日本語演題 3 婦人科腫瘍

座長：和歌山県立医科大学 井箟 一彦
岡山大学 長尾 昌二

HS―3― 1. 子宮頸癌に対するセンチネルリンパ節生検の有効性に関する検討
平川安佳里（田附興風会医学北野病院）他

HS―3― 2. E-PASS スコアを用いた子宮体癌術後患者の腸閉塞リスクの予測
山田有紀（奈良県立医大）他

HS―3― 3. 子宮頸がん検診における細胞診・HPV 併用検診の検証と HPV 単独検診の解析
大城大介（友愛医療センター）他

HS―3― 4. 婦人科悪性腫瘍に対する piggyBac トランスポゾン法を用いたリガンド型 EphB4
CAR-T 細胞の抗腫瘍効果の検討 藤岡磨里奈（信州大附属病院）他

HS―3― 5. 子宮内膜生検検体を用いた分子生物学的分類の妥当性
野﨑敬博（山梨県立中央病院）他

HS―3― 6. Cyclin-dependent kinase 8（CDK8）阻害薬は子宮筋腫細胞のアポトーシスを促進す
る 谷岡沙紀（横浜市大）他
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日本語ポスター

第3日 5月 25 日（日）ポスター会場 1
岡山コンベンションセンター 1F：屋外テント

9：00～9：50
Group 59 子宮体がん その他

座長：自治医科大学 竹井 裕二

P―59― 1. 早期子宮体癌の術後アップステージ・アップグレード症例における術前評価に関す
る検討 松浦拓也（高知大附属病院）他

P―59― 2. 当施設での術前推定 IA 期の子宮体癌における治療成績についての検討
大城 陽（田附興風会医学北野病院）他

P―59― 3. 子宮体部脱分化癌の診断における問題点：早期診断を目指して
川野さりあ（国立がん研究センター中央病院婦人腫瘍科）他

P―59― 4. 当院での子宮体癌再発症例についての検討 山本寄人（高知医療センター）他
P―59― 5. 当科における晩期再発子宮体癌症例の検討 西條昌之（姫路赤十字病院）他
P―59― 6. 筋強直性ジストロフィーにおける子宮内膜異型増殖症・子宮体癌発症率の検討

羽野瑠花（信州大附属病院）他
P―59― 7. 転移性両側卵巣腫瘍で発見された小腸癌の一例 若林慧美里（伊勢赤十字病院）他
P―59― 8. 審査腹腔鏡が有用であった S 状結腸原発腹膜偽粘液腫の一例

佐野友香（兵庫県立がんセンター）他
P―59― 9. 後腹膜原発粘液性境界悪性腫瘍の一例

小川史子（国立がん研究センター中央病院）他
P―59― 10. 対応に苦慮する irAE を認めたものの nivolumab+ipilimumab 併用療法を継続し奏

効した腹膜中皮腫の一例 村上浩雄（浜松医大附属病院）他

第 3日 5月 25 日（日）ポスター会場 2
岡山コンベンションセンター 1F：屋外テント

9：00～9：50
Group 60 MIS 2

座長：川崎医科大学 太田 啓明

P―60― 1. 腹腔鏡手術におけるポートサイズと数の術後 痛への影響に関する検討
鈴木聡一郎（高の原中央病院）他

P―60― 2. 当院の肥満症例に対する腹腔鏡下子宮全摘術の検討
松井真実（JA 安城更生病院）他

P―60― 3. 尿管ステントスコアを用いた尿管損傷リスク回避の工夫 石川雅子（島根大）他
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P―60― 4. 腎移植既往患者に対する腹腔鏡下手術における当院での工夫
竹林綾香（神戸大附属病院）他

P―60― 5. 腟断端に生じた侵襲性血管粘液種に対して腹腔鏡補助下に摘出を行なった一例
麸澤章太郎（JA 旭川厚生病院）他

P―60― 6. 手術中に経腟腹腔鏡下子宮全摘術から腹腔鏡下子宮全摘術に術式変更した 3 例
小澤桃子（市立青梅総合医療センター）他

P―60― 7. 診断に苦慮した骨盤内腫瘍において，審査腹腔鏡が診断に有用であった卵管癌の一
例 笹森博貴（島根大附属病院）他

P―60― 8. 卵巣子宮内膜症性囊胞に対する腹腔鏡手術の術後再発・生児獲得に影響する因子の
解析（地域基幹病院における後方視的研究） 磯野 渉（紀南病院）

P―60― 9. 腟狭小例に対する経腟内視鏡下子宮全摘術の検討 永石匡司（日本大病院）他
P―60― 10. 成熟囊胞性奇形腫に対する経腟的腹腔鏡補助下卵巣囊腫摘出術（vNOTES-LAC）の

周術期成績 高木 駿（新百合ヶ丘総合病院）

第 3日 5月 25 日（日）ポスター会場 3
岡山コンベンションセンター 1F：屋外テント

9：00～9：55
Group 61 骨盤内病変

座長：高知大学 牛若 昂志

P―61― 1. 当院における腹膜封入のう胞 6 症例の治療経験 小西航太（大分大附属病院）他
P―61― 2. 巨大な腹膜封入囊胞を生じた卵巣子宮内膜症性囊胞感染の 1 例

冨谷紘加（長野赤十字病院）他
P―61― 3. 卵巣腫瘍と鑑別が困難であった後腹膜巨大腸管重複囊胞の 1 例

武内享介（国立神戸医療センター）他
P―61― 4. 非産褥性の子宮内反症の 1 例 葉梨真由子（東京医大茨城医療センター）他
P―61― 5. 骨盤内囊胞摘出の際に偶発的に発見された Parasitic myoma の 1 例

松井 萌（国立神戸医療センター）他
P―61― 6. 骨盤内腫瘍に対し単孔式審査腹腔鏡を施行し再発濾胞性リンパ腫の診断に至った 1

例 則竹夕真（JCHO 中京病院）他
P―61― 7. 経腟超音波ガイド下針生検により診断し，早期治療し得た悪性リンパ腫の 1 例

橋本明璃（トヨタ記念病院）他
P―61― 8. 骨盤内腫瘍に対する PRIMECUTⓇII を用いた針生検による診断の有用性：当科の 9

症例の検討 佐藤元哉（市立札幌病院）他
P―61― 9. 卵巣上体囊胞手術例の臨床像について

田村みどり（聖マリアンナ医大横浜市西部病院）他
P―61― 10. 多発性リンパ節腫大を伴い子宮頸癌と類似した臨床所見を呈した限局性血管炎の稀

少症例 日下部仁美（京都大附属病院）他
P―61― 11. 骨盤腹膜炎を伴った巨大子宮漿膜下筋腫茎捻転の 1 例

趙 現（磐田市立総合病院）他
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第 3日 5月 25 日（日）ポスター会場 4
岡山シティミュージアム 4F：展示室

9：00～10：00
Group 62 子宮筋腫・子宮内膜症

座長：山口大学 竹谷 俊明

P―62― 1. GnRH アナログ製剤による子宮筋腫縮小効果は予測可能か?
山本槙平（高知大附属病院）他

P―62― 2. 妊孕を目指した TCR 術式により妊娠した DUL（diffuse uterine leiomyomatosis）5
例 井上滋夫（佐野病院）

P―62― 3. 傾向スコアマッチング法を用いた卵巣子宮内膜症性囊胞を有する子宮内膜ポリープ
患者の臨床的特徴の検討 遠藤美波（東京医大病院）他

P―62― 4. 子宮内膜症合併不妊症患者における手術介入についての検討
下仲慎平（京都大附属病院）他

P―62― 5. EFI 術中スコアリングに AMH 値を加えた新しいスコアリングシステムの開発
松川 淳（山形大）他

P―62― 6. 子宮内膜症病巣除去術後の低 AMH 群は生児獲得率低下につながる
原麻里絵（東京医大病院）他

P―62― 7. 腹腔鏡下子宮内膜症性病巣摘出術後の一般不妊治療と生殖補助医療による周産期予
後の比較検討 高島明子（東邦大医療センター佐倉病院）他

P―62― 8. 子宮内膜症性囊胞術後 14 年にわたる hypergonadotropic hypogonadism 状態を経
て妊娠・分娩に至った一症例 福田淳一郎（加藤レディスクリニック）他

P―62― 9. チョコレート囊胞合併不妊における反復囊胞穿刺吸引とジェノゲスト併用療法の有
効性について 山本貴子（近畿大病院）他

P―62― 10. 子宮内膜症治療に対する抗線維化薬の検討 西田正和（大分大附属病院）
P―62― 11. 直腸内膜症に対して術前レルゴリクス内服が有効であった多発希少部位子宮内膜症

の 1 例 秋月皐佑（大阪医科薬科大）他
P―62― 12. 当院の胸腔子宮内膜症の検討 城山博輝（大阪はびきの医療センター）他

第 3日 5月 25 日（日）ポスター会場 5
岡山シティミュージアム 4F：展示室

9：00～9：45
Group 63 羊水・胎盤

座長：大阪大学 味村 和哉

P―63― 1. 羊水過多症例における原因疾患と臨床的特徴の検討
澤村栄里佳（滋賀医大附属病院）他

P―63― 2. 当院で周産期管理を行った羊水過少例の検討
荒井貴子（兵庫県立こども病院周産期医療センター）他
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P―63― 3. 羊水量異常に対する胎児尿産生量の測定が周産期管理に有用であった 2 症例
土本紘子（国立東広島医療センター）他

P―63― 4. 当院における羊水過多症例の検討 川口優里香（市立広島市民病院）他
P―63― 5. 妊娠中に羊膜シートと診断し妊娠分娩管理を行った 1 例

宮下真奈美（国立信州上田医療センター）他
P―63― 6. 巨大胎盤血管腫合併妊娠に伴い高拍出性心不全による新生児死亡を来した 1 例

信保有希（産業医大病院）他
P―63― 7. 母体重症貧血に至り人工妊娠中絶手術を行った巨大絨毛膜下血腫の一例

好澤茉由（県立広島病院）他
P―63― 8. 出生前診断が困難であった巨大絨毛膜化血腫（Breu’s mole）の一例

土屋恵祐（浜松医大附属病院）他
P―63― 9. 妊娠 18-21+6 週の頸管長計測時に認められた羊膜腔内異常構造

高吉理子（三宅医院）他

第 3日 5月 25 日（日）ポスター会場 6
岡山シティミュージアム 4F：展示室

9：00～9：50
Group 64 合併症妊娠 5

座長：浜松医療センター 芹沢麻里子

P―64― 1. 妊娠 34 週に卵巣捻転に対して開腹術を行った後に満期で生児を得た症例
上田三郎（兵庫県立尼崎総合医療センター）他

P―64― 2. 子宮筋腫核出術後の妊娠における周産期合併症リスク因子の検討
遠藤輝人（山形大附属病院）他

P―64― 3. 当院における子宮脱合併妊娠についての検討 米良健輝（国保旭中央病院）他
P―64― 4. 妊娠 39 週に発見され，帝王切開同時広汎子宮全摘出術を施行した子宮頸部混合型小

細胞神経内分泌癌の一例 松野真莉子（産業医大病院）他
P―64― 5. 当科での広汎子宮頸部摘出術後妊娠の周産期管理の検討

笹川 輔（新潟大病院）他
P―64― 6. 子宮体癌・子宮内膜異型増殖症に対する高用量 MPA 療法施行後の周産期予後につ

いての検討 廣澤聡子（千葉大附属病院）他
P―64― 7. 当院における広汎子宮頸部摘出術後妊娠の周産期成績

平野志織（三重大附属病院）他
P―64― 8. 急速な経過をたどった妊娠合併肺癌の 1 例 西本裕喜（下関総合病院）他
P―64― 9. 子宮頸癌合併 2 絨毛膜 2 羊膜双胎妊娠に対して化学療法を行い妊娠延長した 1 例

佐々木麻衣（兵庫県立尼崎総合医療センター）他
P―64― 10. 乳癌合併妊娠 タキサン系薬剤投与の影響について 秋谷 文（聖路加国際病院）他
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第 3日 5月 25 日（日）ポスター会場 7
岡山シティミュージアム 4F：展示室

9：00～9：40
Group 65 性感染症

座長：神戸大学 谷村 憲司

P―65― 1. 当院の母子感染カウンセリング外来の現状について 谷村憲司（神戸大）他
P―65― 2. 非典型的な皮膚症状を呈した全身型新生児ヘルペス感染症の一例

髙橋和哉（国立三重中央医療センター）他
P―65― 3. HIV 感染妊娠における分娩施設に関する検討 杉浦 敦（武蔵野赤十字病院）他
P―65― 4. 妊娠後期に感染し，産褥期に感染が発覚した早期梅毒の一例

久原ゆい（JCHO 大阪病院）他
P―65― 5. 当院におけるウィズ/アフターコロナ期の梅毒合併妊娠 10 例の検討

太崎友紀子（鹿児島大病院）他
P―65― 6. 大阪府内における活動性梅毒合併妊娠の動向ならびに管理方針と周産期予後

牧野博朗（関西医大附属病院）他
P―65― 7. 社会的ハイリスク妊婦に梅毒を合併した 2 症例 松井佳子（香川大附属病院）他
P―65― 8. 妊娠中のベンジルペニシリンベンザチン筋注製剤による梅毒治療経験

木多杏依（神戸大附属病院）他

第 3日 5月 25 日（日）ポスター会場 8
岡山シティミュージアム 4F：展示室

9：00～9：50
Group 66 災害・教育

座長：恵寿総合病院 新井 隆成

P―66― 1. 災害時小児周産期リエゾンの取り組み～母子支援サイトの解析を通じて～
鏡 京介（金沢大附属病院）他

P―66― 2. ドクターヘリによる遠隔地への産科医師派遣を行った妊娠 31 週胎児機能不全の一
例 秋葉美里（鹿児島市立病院）他

P―66― 3. 3 県で実施した災害時小児周産期リエゾン技能維持研修支援について
渡邊理史（高知医療センター）

P―66― 4. 能登半島地震における災害時小児周産期リエゾンの活動報告（急性期）
平吹信弥（石川県立中央病院）他

P―66― 5. 地方中核市における周産期母子医療センターと救命救急センターとの連携の経験に
ついて 小池 剛（市立東大阪医療センター）他

P―66― 6. 胎児超音波検査に関するオンライン勉強会の成果と展望
杉山結理佳（JA 北信総合病院）他

P―66― 7. 京都府周産期医療ネットワークによる遠隔医療支援の試み 小松摩耶（京都大）他
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P―66― 8. 既往帝王切開後妊娠の帝王切開に対して OGOG project が考案する方法で創部管理
を行った場合の創部の変化に関する検討

長﨑澄人（東邦大医療センター大森病院）他
P―66― 9. 「医師の働き方改革」導入後の地域周産母子センターにおける時間外勤務の実態調査

吉田茂樹（千船病院）他
P―66― 10. 前置胎盤帝王切開プロトコルに基づく専攻医への手術指導効果

内田明子（神戸大附属病院）他

第 3日 5月 25 日（日）ポスター会場 9
ホテルグランヴィア岡山 3F：ルビー

9：00～9：40
Group 67 産褥

座長：日本医科大学 関口 敦子

P―67― 1. アセトアミノフェンとジクロフェナクナトリウムの母乳移行濃度
玉城 良（北海道大）他

P―67― 2. 母乳哺育強度と産褥早期の体重変化 勘澤晴美（長崎大生命医科学域保健学系）他
P―67― 3. 授乳期に乳房原発の劇症型溶連菌感染症を発症した 2 例

鈴木香月（石川県立中央病院）他
P―67― 4. 当院における分娩後排尿障害についての検討―下部尿路機能評価表を用いた多職種

連携の取り組み― 門岡みずほ（亀田総合病院）他
P―67― 5. 産後 2 週間・1 か月健診でのエジンバラ産後うつ病質問表（EPDS）を用いたリスク

要因の分析と介入方法の検討 齋藤剛熙（坂総合病院）他
P―67― 6. DVD を用いた受動的心理教育がエジンバラ産後うつ病評価票値へ与える効果

成味 恵（浜松医大附属病院）他
P―67― 7. 当院における新生児拡大マススクリーニングの実施現状 山口 祐（山口病院）他
P―67― 8. 構成生薬や病態から考える妊婦・褥婦に対する乙字湯の臨床応用

松岡竜也（土浦協同病院）他

第 3日 5月 25 日（日）ポスター会場 10
ホテルグランヴィア岡山 3F：トパーズ

9：00～9：40
Group 68 女性ヘルスケア 2

座長：川崎医科大学 太田 邦明

P―68― 1. 低 VWF 血症に伴う過多月経, 重症貧血に対して, LNG-IUS により治療した 1 例
三原綺乃（兵庫県立丹波医療センター）他

P―68― 2. 帝王切開術後の高度な慢性骨盤痛のため外科治療を行った一例
石若夏季（富山県立中央病院）他
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P―68― 3. 後腟円蓋を穿孔したレボノルゲストレル放出子宮内システムを腹腔鏡下に回収した
一例 田中惇也（紀南病院）他

P―68― 4. 緩徐な下腹部痛を契機に判明した 4cm 大の漿膜下筋腫茎捻転
山本広子（新古賀病院）他

P―68― 5. 腹腔鏡下子宮全摘術後に腟断端に発症した子宮内膜症の 3 例
萩原聖子（メディカルトピア草加病院）他

P―68― 6. 子宮筋腫・両側内膜症性囊胞にて子宮全摘・両側卵巣核出後の卵巣機能低下に対し
10 年間の ERT 中，内膜症性囊胞が再燃した 1 症例 篠原康一（愛知医大病院）

P―68― 7. 子宮内避妊器具が膀胱内に穿通し巨大膀胱結石を生じたと考えられる 1 例
池田祥碩（大阪府済生会吹田病院）他

P―68― 8. 閉経後に排尿障害を伴った陰唇癒着症の 2 症例
中川萌花（岐阜県総合医療センター）他

第 3日 5月 25 日（日）ポスター会場 1
岡山コンベンションセンター 1F：屋外テント

10：30～11：10
Group 69 子宮腺筋症・その他

座長：愛媛大学附属病院 安岡 稔晃

P―69― 1. 重症子宮内膜症症例に対して子宮，卵巣，病巣を切除したが，術後の ERT で 痛が
再発する症例の検討と治療について 細川有美（大阪中央病院）他

P―69― 2. 子宮腺筋症―MRI 画像による病巣計測値と切除重量との関係―
佐藤胡桃（国立霞ヶ浦医療センター）

P―69― 3. 血栓症を合併した子宮腺筋症症例と CA19-9 の関係性についての後方視的検討
正岡 龍（順天堂大浦安病院）他

P―69― 4. 子宮腺筋症に対する GnRH アンタゴニスト「レルゴリクス」を用いた sequential
療法の効果 西垣 諒（日本医大武蔵小杉病院）他

P―69― 5. 腹腔鏡下子宮全摘術における子宮動脈結紮の有無による安全性の検討
宮坂正道（日本大板橋病院）他

P―69― 6. 子宮内膜異型増殖症および子宮体癌に対する子宮内黄体ホルモン放出システムミ
レーナⓇ52mg の使用経験 渡邊 碧（市立札幌病院）他

P―69― 7. 子宮内膜全面掻爬術で Uterine tumor resembling ovarian sex cord tumor
（UTROSCT）と診断し腹腔鏡下単純子宮全摘術を行った 1 例

戎野志織（掛川市・袋井市病院企業団立中東遠総合医療センター）他
P―69― 8. 子宮魚鱗癬の 1 例 鈴木晃子（市立青梅総合医療センター）他



320 日産婦誌77巻 2 号プログラム

25
日
㈰

プ
ロ
グ
ラ
ム

第 3日 5月 25 日（日）ポスター会場 2
岡山コンベンションセンター 1F：屋外テント

10：30～11：35
Group 70 卵巣がん PARP阻害薬

座長：埼玉医科大学国際医療センター 藪野 彰

P―70― 1. HRD 検査および PARP 阻害薬を用いた治療方針の導入が進行卵巣がん患者の予後
に与えた影響 小池真琴音（市立貝塚病院）他

P―70― 2. 当院における卵巣癌の PARP 阻害薬導入前後の治療予後の検討
植田麻衣子（市立広島市民病院）他

P―70― 3. 進行卵巣癌における初回化学療法後のオラパリブ+ベバシズマブによる維持療法の
使用成績 奥村亜純（三重大附属病院）他

P―70― 4. 当院における進行卵巣癌に対する HRD 検査の現状および PAOLA-1 症例の検討
市川瑠里子（愛媛大）他

P―70― 5. 当院における PAOLA レジメン後の再発症例に関する検討
齋藤有沙（東邦大医療センター大森病院）他

P―70― 6. 初回プラチナ感受性再発卵巣癌に対する維持療法としてのベバシズマブとオラパリ
ブの比較検討 田付駿介（岩手医大附属病院）他

P―70― 7. 当院での Niraparib の使用経験について
梅原健耶（大阪はびきの医療センター）他

P―70― 8. 進行卵巣癌におけるニラパリブ維持療法の臨床実績について
岡本幸太（三重大附属病院）他

P―70― 9. 進行卵巣がん・卵管がん・原発性腹膜がんに対する初回維持療法としてのベバシズ
マブとニラパリブの有用性に関する比較検討 押切実波（岩手県立大船渡病院）他

P―70― 10. PARP 阻害薬投与歴のあるプラチナ製剤感受性再発卵巣癌に対する維持療法の検
討 浅野史男（杏林大付属病院）他

P―70― 11. 進行卵巣癌・腹膜癌への初回治療としての Bevacizumab 維持療法後に Niraparib
維持療法へ切り替え，5 年無病生存を示した 4 症例の Real World Data の報告

平山貴裕（滋賀県立総合病院）他
P―70― 12. PARP 阻害薬維持療法中に腹腔内孤発再発を来した卵巣癌 IIIC 期の 1 例

鈴木沙也香（国立横浜医療センター）他
P―70― 13. PARPi 投与の貧血に対する人参養栄湯の効果について

山村満恵（国立北海道がんセンター）他
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第 3日 5月 25 日（日）ポスター会場 3
岡山コンベンションセンター 1F：屋外テント

10：30～11：30
Group 71 腫瘍随伴症状

座長：聖マリアンナ医科大学 久慈 志保

P―71― 1. 卵巣癌患者における組織因子経路 2 による深部静脈血栓症合併の予知
加藤 敬（茨城県立中央病院）他

P―71― 2. 大量の腹水貯留を伴った卵巣甲状腺腫の 1 例 張 凌雲（柏厚生総合病院）
P―71― 3. 卵巣明細胞癌の初回治療後に神経症状が出現し, 再燃による腫瘍随伴性神経症候群

と診断した 1 例 濱川和音（埼玉医大国際医療センター婦人科腫瘍科）他
P―71― 4. 肺腫瘍血栓性微小管症（Pulmonary Tumor Thrombotic Microangiopathy；PTTM）

を合併し，救命し得た巨大卵巣明細胞癌の 1 例 竹内 淳（聖マリアンナ医大）他
P―71― 5. 非細菌性血栓性心内膜炎（nonbacterial thromboendocarditis：NBTE）を繰り返し，

血栓コントロールに難渋した卵巣明細胞癌の一例
野村理絵（日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院）他

P―71― 6. 腫瘍随伴症候群として関節リウマチ様症状を呈した卵巣成熟奇形腫の 1 症例
中村恭子（別府病院）他

P―71― 7. Pseudo-Meigs 症候群を呈し，術前に卵巣癌との鑑別が困難であった卵巣甲状腺腫
（struma ovarii）の 2 例 西沢美奈子（吹田市民病院）他

P―71― 8. 手術待機中に急速な胸腹水増量をきたした卵巣類内膜癌と子宮類内膜癌による
Pseudo-Meigs 症候群の 1 例 大屋勇人（大垣市民病院）他

P―71― 9. Trousseau 症候群を合併した婦人科悪性腫瘍に対して術前化学療法が奏功した 4 症
例 浅井大策（名古屋市立大附属東部医療センター）他

P―71― 10. 心膜転移を来した卵巣癌の 2 症例 豊島のどか（帝京大ちば総合医療センター）他
P―71― 11. 反回神経麻痺を契機に判明した子宮体癌の髄膜播種の症例

古田祐美（国立都城医療センター）他
P―71― 12. 癌関連ぶどう膜炎を発症した子宮体部悪性腫瘍の 2 例

川端公輔（市立札幌病院）他

第 3日 5月 25 日（日）ポスター会場 4
岡山シティミュージアム 4F：展示室

10：30～11：30
Group 72 不妊症

座長：東京医科大学 小野 政徳

P―72― 1. 主席卵胞径から算出する人工授精当日の仮想卵胞径を用いた排卵予測法
土屋貴裕（東邦大医療センター大森病院）他
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P―72― 2. 広汎性子宮頸部摘出術の不妊症に対して子宮内膜細菌叢検査を実施した 3 例の検討
林 伸樹（日本大板橋病院）他

P―72― 3. 人工知能を用いた子宮鏡画像の解析による慢性子宮内膜炎の診断法の確立
澤田祐季（名古屋市立大）他

P―72― 4. 子宮内膜炎は異所性妊娠の発症要因になりうるか？当センター 24 症例の検討
野間 桃（順和会山王病院リプロダクション・婦人科内視鏡治療センター）他

P―72― 5. 原因不明の不妊症では，着床期での子宮血流障害がある
角田麻衣（花王（株）生物科学研究所）他

P―72― 6. 本邦における不妊症患者における潜在性甲状腺機能低下症治療介に関する実態調査
長谷川祐子（群馬大附属病院）他

P―72― 7. 妊活・不妊領域におけるオンライン相談の傾向分析：相談者属性，相談内容，有用
性の検討 重見大介（日本医大付属病院）他

P―72― 8. 当院で実施した 6 年間の卵管鏡下卵管形成術に関する検討
岡田裕枝（島根大附属病院）他

P―72― 9. 帝王切開瘢痕症候群に対し当院で実施した腹腔鏡下子宮瘢痕修復術 12 例の検討
佐藤 玲（名古屋市立大附属東部医療センター）他

P―72― 10. 当院で子宮鏡下手術を施行した帝王切開子宮瘢痕症の短期成績
山崎 萌（横浜市立大市民総合医療センター）他

P―72― 11. 流産後に生じた子宮仮性動脈瘤に対し保存的加療を行い，その後妊娠に至った 3 例
大内久美（亀田総合病院生殖医療科）他

P―72― 12. 稽留流産に対する真空手動吸引法による子宮内容物除去術における RPOC のリス
ク因子の抽出と予防するための手術法の提案 中山敬登（山梨大附属病院）他

第 3日 5月 25 日（日）ポスター会場 5
岡山シティミュージアム 4F：展示室

10：30～11：15
Group 73 多胎妊娠

座長：山口大学附属病院 村田 晋

P―73― 1. KCNN4 変異による脱水型遺伝性有口赤血球症合併二絨毛膜二羊膜双胎妊娠の 1 例
田村早希（さいたま市立病院）他

P―73― 2. 当院における双胎妊娠の管理について 西田昌代（帝京大病院）他
P―73― 3. 一児無頭蓋症の一絨毛膜二羊膜双胎 2 例における選択と管理

丸山慎平（都立墨東病院）他
P―73― 4. 双胎妊娠に対する子宮内バルーンの予防的使用の有効性の後方視的検討

髙橋海果莉（小牧市民病院）他
P―73― 5. 当院で経験した胎盤位置異常を合併した双胎妊娠 7 例の妊娠分娩転帰

栗原美晴（聖路加国際病院）他
P―73― 6. 双胎一児死亡における分娩時出血量は単胎と比べて多くない

立原茉優（東邦大）他



2025年 2 月 323プログラム

25
日
㈰

プ
ロ
グ
ラ
ム

P―73― 7. 妊娠継続し生児を得た一絨毛膜二羊膜双胎一児死亡の一例
斉藤梨紗（市立青梅総合医療センター）他

P―73― 8. 当科で経験した品胎妊娠 24 例の検討 横畑理美（市立広島市民病院）他
P―73― 9. 単施設単群前向き介入研究「多胎妊娠における減胎手術の早期安全性試験」に関す

る実施状況の報告 涌井菜央（大阪大）他

第 3日 5月 25 日（日）ポスター会場 6
岡山シティミュージアム 4F：展示室

10：30～11：15
Group 74 合併症妊娠 6

座長：名古屋市立大学 北折 珠央

P―74― 1. 既往子宮術後に妊娠成立し子宮破裂を来した 3 例 山本絢可（大阪赤十字病院）他
P―74― 2. OHVIRA 症候群合併妊婦が後屈妊娠子宮嵌頓症となり帝王切開術にて分娩に至っ

た 1 例 入江勇介（北見赤十字病院）他
P―74― 3. 子宮腺筋症びまん性病変部に胎盤全面付着し，妊娠高血圧腎症，胎児発育不全のた

め早産となった極低出生体重児の一例
敦澤美月（国立国際医療研究センター病院）他

P―74― 4. 妊娠中期に Severe FGR を呈するも妊娠後期まで妊娠継続し生児を得た巨大筋腫合
併妊娠の 2 例 近藤友宏（名古屋第一病院）他

P―74― 5. 子宮鏡下子宮筋腫摘出術後妊娠の分娩様式に関する多施設共同調査研究
渡辺 正（東北医科薬科大若林病院）他

P―74― 6. Late Preterm の付属器捻転に対し囊腫核出術を行い，正期産で経腟分娩となった 1
例：症例報告と文献的考察 田中佑治（滋賀医大附属病院）他

P―74― 7. 卵巣子宮内膜症性囊胞合併妊娠の周産期予後についての検討
小島七瀬（昭和医科大病院）他

P―74― 8. 子宮頸部静脈瘤合併妊娠に子宮頸管縫縮術を行い経腟分娩に至った 1 例
野村郁哉（岐阜大附属病院）

P―74― 9. 子宮腺筋症核出術後の全前置癒着胎盤に対し保存的対処法にて管理した症例
新垣紀子（近畿大病院）他

第 3日 5月 25 日（日）ポスター会場 7
岡山シティミュージアム 4F：展示室

10：30～11：30
Group 75 胎児異常（その他）

座長：昭和医科大学横浜北部病院 市塚 清健

P―75― 1. 妊娠中期に胎児水腫を伴う頭蓋内出血を発症し新生児死亡に至った 1 例
小山樹音（JA 安城更生病院）他
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P―75― 2. 新生児同種免疫性血小板減少症の児を分娩した母体の第 2 子の分娩管理
森本裕美子（川崎医大）他

P―75― 3. 先天性新生児頭蓋骨陥凹の 1 例 南川太一（砂川市立病院）
P―75― 4. 羊水過多を呈するも心不全兆候なく経過した無心体双胎の一症例

徐 碧美（岩手医大附属病院）他
P―75― 5. 表皮水疱症を合併した幽門閉鎖症の胎児診断 武田恵美（関西医大附属病院）他
P―75― 6. 胎児高度脳室拡大症例への情報提供―糖尿病合併妊娠の 1 例を通して―

佐々木美唯（札幌医大附属病院）他
P―75― 7. 拡大新生児マススクリーニングから発見された脊髄性筋萎縮症の 1 例

児玉光紗（和歌山医療センター）
P―75― 8. 羊水過多および小さな胃泡を認めたが，出生前に食道閉鎖症の可能性は低いと判断

した一症例～当院における胎児食道スクリーニングの現状～
髙橋周平（母恋天使病院）他

P―75― 9. 先天性腸閉鎖症における臍帯潰瘍と Chorioamniotic membrane separation の関連
についての検討 横浜祐子（旭川医科大）他

P―75― 10. 羊水過多を認めた新生児低位鎖肛および半椎体の一例
西村かれん（大阪医科薬科大）他

P―75― 11. 異なる転帰を辿った胎児仙尾部奇形腫の 2 例
築比地彩香（水戸済生会総合病院）他

P―75― 12. 妊娠初期より胎児の後頸部に多囊胞性病変を認めた頸部髄膜瘤の 1 例
藥袋真帆（弘前大附属病院）他

第 3日 5月 25 日（日）ポスター会場 8
岡山シティミュージアム 4F：展示室

10：30～11：10
Group 76 精神疾患・社会的ハイリスク

座長：名古屋大学 小谷 友美

P―76― 1. 環境への適応能力に着目することで治療方針が明確化した重症妊娠うつの 2 症例
安部加奈子（茨城県立中央病院）他

P―76― 2. 精神疾患合併妊娠の周産期予後に関する検討 五十畑仁志（北里大病院）他
P―76― 3. ハイリスクな社会背景を持つ精神疾患合併妊娠に妊娠中から child protection team

が介入し，異なる転機となった 2 例 中並弥生（国立九州医療センター）他
P―76― 4. 当院における未受診飛び込み分娩と特定妊婦の動向

渡邊こころ（奈良県総合医療センター）他
P―76― 5. 当院における未受診妊婦症例の検討 菅原茉佑（賛育会病院）他
P―76― 6. 母体の喫煙が新生児の体格と体重に及ぼす影響：単一施設における後方視的検討

西村智樹（浜松医科大）他
P―76― 7. 婚姻届提出から妊娠届提出までの母体年齢別の妊婦の特性検討

藤田太輔（大阪医科薬科大）他
P―76― 8. 外国人ムスリム女性の周産期管理 大谷清香（緑成会横浜総合病院）他
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第 3日 5月 25 日（日）ポスター会場 9
ホテルグランヴィア岡山 3F：ルビー

10：30～11：25
Group 77 手術

座長：日本大学病院 永石 匡司

P―77― 1. 後腹膜の筋膜層の理解により安全に止血し得た分娩後卵巣動静脈破裂の 1 例
小林さくら（関西医大附属病院）他

P―77― 2. 子宮の異常偏位を伴った分娩時後腹膜血腫の一例
楠山良子（東邦大医療センター大森病院）他

P―77― 3. MVA 法にて人工妊娠中絶術実施中に大網の一部が腟内に視認され，子宮穿孔を疑
い，腹腔鏡下で修復した一例 富山大勝（日本生命病院）

P―77― 4. 痛を伴う超早産期子宮腺筋症合併妊娠に対して子宮内感染との鑑別に苦慮した 2
症例 廣瀨陸人（愛染橋病院）他

P―77― 5. 演題取り下げ
P―77― 6. MVA 法での子宮内容除去術で子宮穿孔を来し，小腸の子宮内への嵌頓で絞扼性イ

レウスに至った一例 池田光希（兵庫県立尼崎総合医療センター）他
P―77― 7. 帝王切開術後の創部被覆剤の検討 元田愛佳（高山赤十字病院）他
P―77― 8. 子宮圧迫縫合後に癒着性腸閉塞を発症し，再手術を行った一例

中谷沙也佳（大阪はびきの医療センター）他
P―77― 9. 当院における超緊急帝王切開術（gradeA）の現状と課題の検討

粟生晃司（名古屋市立大附属西部医療センター）他
P―77― 10. 当院における超緊急帝王切開術の現状とその評価 杉原可那子（日本医科大）他
P―77― 11. 帝王切開の脊髄くも膜下麻酔後に高度徐脈により心停止となった一例

中谷真豪（奈良県総合医療センター）他

第 3日 5月 25 日（日）ポスター会場 10
ホテルグランヴィア岡山 3F：トパーズ

10：30～11：05
Group 78 メンタルヘルス・女性医学

座長：徳島大学 吉田加奈子

P―78― 1. 当院におけるデルイソマルトース第二鉄の従来治療法との産科婦人科別治療成績比
較 吉田誠哉（聖霊病院）

P―78― 2. EQ-5D-5L を用いた月経前症候群・月経前不快気分障害における健康関連 QOL 評
価解析 甲斐 冴（近畿大東洋医学研究所）他

P―78― 3. 生殖可能年齢女性の婦人科治療による内因性エストロゲンレベルの変化とその血液
凝固線溶系への影響：Rotational thromboelastometry を用いた解析

東堂祐介（浜松医科大）他
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P―78― 4. 当院における若年性脳卒中の症例検討～脳卒中発症予防のために産婦人科医として
できること～ 峰松麻里（福岡徳洲会病院）他

P―78― 5. 更年期症状および対処行動における有職女性と無職女性の違い
木内理世（徳島大）他

P―78― 6. 閉経関連泌尿性器症候群に対しての新しいアプローチ
金山尚裕（静岡医療科学専門大学校助産科）

P―78― 7. エクオール産生の安定性と腸内細菌の多様性 飯野香理（弘前大）他

第 3日 5月 25 日（日）ポスター会場 1
岡山コンベンションセンター 1F：屋外テント

13：20～14：30
Group 79 治療関連有害事象

座長：大阪大学 澤田健二郎

P―79― 1. Bevacizumab 投与中に消化管穿孔を発症した 6 症例の検討
築澤良亮（市立広島市民病院）他

P―79― 2. Bevacizumab 投与中に S 状結腸癌の転移性卵巣腫瘍が茎捻転した 1 例
植苗舞果（大阪府済生会中津病院）他

P―79― 3. 婦人科悪性腫瘍化学療法中に発症した治療関連骨髄性腫瘍の 4 例
里見雪音（松山赤十字病院）他

P―79― 4. 原発性腹膜癌の再発治療中にフルニエ壊疽を発症した一例
山本美香（東邦大医療センター大森病院）他

P―79― 5. 卵巣癌 IC2 期治療中にビタミン K 欠乏と診断した一症例 瓜生泰恵（別府病院）他
P―79― 6. 卵巣子宮内膜症性囊胞破裂後, 汎発性腹膜炎から多臓器不全に至った若年骨髄異形

成症候群の 1 例 阿久津茉莉子（筑波大）他
P―79― 7. 当院における婦人科悪性腫瘍術後リンパ漏の検討 今氏晶梨（防衛医大病院）他
P―79― 8. 感染性リンパ囊胞の 3 例～当院での治療経験と考察～

宇田菜都（愛仁会高槻病院）他
P―79― 9. 腹腔鏡下子宮全摘術後に卵巣静脈血栓症を発症した 4 例

熊坂諒大（箕面市立病院）他
P―79― 10. 開腹傍大動脈リンパ節郭清術における術後イレウスおよび乳び漏発症に関する因子

の検討 吉本梓希子（神戸大附属病院）他
P―79― 11. 当科における皮膚筋炎，強皮症合併悪性腫瘍についての後方視的検討

谷岡桃子（岡山大病院）他
P―79― 12. 腎移植後免疫抑制剤使用と婦人科がん罹患リスクに関する後方視的検討

若橋 宣（神戸大）他
P―79― 13. 栄養障害を伴う進行子宮体癌患者に対しがん治療とともに診断時からの積極的な栄

養療法を実施した一例 山口稜人（豊中病院）他
P―79― 14. 癌性腹膜炎との鑑別を要した結核性腹膜炎の一例 小髙紗季（三重大）他
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第 3日 5月 25 日（日）ポスター会場 2
岡山コンベンションセンター 1F：屋外テント

13：20～14：05
Group 80 支持・緩和医療

座長：京都大学 山口 建

P―80― 1. パクリタキセル誘発性の筋肉痛・関節痛に対する芍薬甘草湯の緩和作用を検討する
プラセボ対照二重盲検クロスオーバー試験（医師主導治験） 安田一平（富山大）他

P―80― 2. 婦人科がん薬物療法を実施する患者に対する，electric patient reported outcome
（ePRO）の臨床導入 宮澤千夏（聖マリアンナ医大）他

P―80― 3. がん治療中の『食の楽しみ』を改善する サポーティブケアに関する病院スタッフの
ニーズの実態調査 石井純麗（順天堂大順天堂医院）他

P―80― 4. 多剤抵抗性再発となった卵巣癌・卵管癌患者への単剤治療がもたらす時間毒性
（time toxicity）に関する検討 伊田昂平（豊岡病院）他

P―80― 5. 終末期卵巣癌患者の下肢浮腫の改善にアミノ酸サプリメント摂取が有効だった一例
五十嵐冬華（王子総合病院）他

P―80― 6. 短腸症候群に対して GLP-2 アナログ製剤を用いた再発腹膜癌の一例
吉本有希（総合南東北病院）他

P―80― 7. AYA 世代の婦人科悪性腫瘍症例における生存率についての検討
細川美津希（福井大附属病院）他

P―80― 8. AYA（adolescent and young adult）世代の婦人科癌患者に対する治療の現状
河合清日（姫路赤十字病院）他

P―80― 9. Insulin-like growth factor-2 産生 solitary fibrous tumor の再発による難治性低血糖
に対し多職種連携で在宅緩和ケアを実現した一例

土屋葉名子（順天堂大順天堂医院）他

第 3日 5月 25 日（日）ポスター会場 3
岡山コンベンションセンター 1F：屋外テント

13：20～14：05
Group 81 子宮頸がん 臨床研究 3

座長：藤田医科大学ばんたね病院 柴田 清住

P―81― 1. 子宮頸部腺癌に対する術前抗癌剤動注療法の有効性に関する検討
網師本健佑（手稲渓仁会病院）他

P―81― 2. 局所進行子宮頸癌に対して導入化学療法後に化学放射線療法を施行した症例の検討
黄 弘吉（自治医大さいたま医療センター）他

P―81― 3. 子宮頸癌再発治療後 5 年以上の長期 CR を維持している症例の検討
追切裕江（弘前大附属病院）他
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P―81― 4. 当院における子宮頸癌 IB 期再発中リスク群の予後因子に関する検討
中嶋太郎（千葉県がんセンター）他

P―81― 5. 放射線治療中の子宮頸がん患者における子宮留膿症：画像所見と臨床経過との相関
佐藤祐輔（大分大附属病院）他

P―81― 6. 子宮頸癌 IVB 期に対する放射線治療先行症例の治療成績
水野 祥（埼玉県立がんセンター）他

P―81― 7. 子宮頸癌に対する放射線治療後に子宮摘出術を行った症例についての検討
栗原麻希子（佐賀大附属病院）他

P―81― 8. 子宮頸部腺癌症例において Silva 分類による治療選択への有用性について
松原慕慶（豊岡病院）他

P―81― 9. 子宮頸癌における HALP スコアの有用性について 三上智香（弘前大附属病院）他

第 3日 5月 25 日（日）ポスター会場 4
岡山シティミュージアム 4F：展示室

13：20～14：05
Group 82 生殖補助医療 3

座長：山口大学 田村 功

P―82― 1. 保温容器や保温剤を用いて冷所で保管した際の精液所見の変化についての検討
高山恵理奈（三重大附属病院）他

P―82― 2. 当院における精子結合抗体検査（イムノスフェアーズ試験），精子受精機能検査（ヘ
ミゾナアッセイ）の導入経験について 鍋田基生（つばきウイメンズクリニック）他

P―82― 3. 精巣精子による ICSI 症例における Ca イオノフォアの有用性
伊藤 歩（東邦大医療センター大森病院）

P―82― 4. TESE-ICSI と ICSI による凍結融解胚移植の治療成績と周産期予後の比較検討
保田 歩（順天堂大浦安病院）他

P―82― 5. 当院における精巣内精子採取術症例に対する生殖補助医療の転帰と遺伝学的背景の
関連の検討 稲垣里咲（獨協医大埼玉医療センター）他

P―82― 6. 無精子症の術式選択における精巣超音波“Crepe paper Sign”の有用性の検討
丸茂雄太（埼玉医大病院）他

P―82― 7. ヒト第二有糸分裂紡錘体の機能的安定性と多核修復
坂口太一（JA 大曲厚生医療センター）他

P―82― 8. 胚の形態及び凍結前後の動態的指標による新たな胚の評価法の確立：Time-lapse
Imaging System を用いた前方視的研究

米山雅人（東邦大医療センター大森病院）他
P―82― 9. ミトコンドリア病の着床前遺伝学的検査（PGT-M）の現況

上村のぞみ（埼玉医大病院）他
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第 3日 5月 25 日（日）ポスター会場 6
岡山シティミュージアム 4F：展示室

13：20～14：00
Group 83 早産 4

座長：九州大学 諸隈 誠一

P―83― 1. 当院における COVID-19 陽性妊婦の妊娠分娩予後―流早産が多い―
渡邉智也（帝京大ちば総合医療センター）他

P―83― 2. 本邦の大規模データを用いた 1500g 以下出生児における短期及び長期予後の産科
的決定因子の解析 下川貴志（昭和医科大江東豊洲病院）他

P―83― 3. 当院の早産既往回数別の分娩転帰についての検討
鈴木 朋（国立成育医療研究センター）他

P―83― 4. 腎移植後妊娠における早産予測の新たな指標：妊娠初期および妊娠 22 週時の収縮
期血圧解析による妊娠 34 週未満早産リスクの評価 白石佳孝（名古屋第二病院）他

P―83― 5. 早産予測スコアとしての preterm labor index の有用性，及び子宮収縮時の 痛の有
無と妊娠延長期間との関連について 山根尚史（広島大病院）他

P―83― 6. 当院における妊娠 25 週未満の分娩様式と周産期予後に関する検討
加藤奈都美（新潟市民病院）他

P―83― 7. 早産低リスクの単胎妊婦における子宮頸管長の自然早産予測能の検討
元村衣里（大阪母子医療センター）他

P―83― 8. 母体搬送症例における早産リスクの検討 高岡 宰（京都第一赤十字病院）他

第 3日 5月 25 日（日）ポスター会場 7
岡山シティミュージアム 4F：展示室

13：20～14：20
Group 84 分娩誘発

座長：東京女子医科大学八千代医療センター 小川 正樹

P―84― 1. 国内周産期登録データベースを用いた分娩誘発・陣痛促進の成否の予測モデルの開
発 下川理沙（熊本大病院）他

P―84― 2. 第 2 子の計画分娩を行う時期を第 1 子の妊娠期間から設定できるか
志村茉衣（横浜労災病院）他

P―84― 3. 分娩誘発は帝王切開のリスクとなるか 髙橋裕也（山形県立中央病院）他
P―84― 4. 当院での肥満合併妊娠における分娩誘発の現状

坂口史奈（埼玉医大総合医療センター）他
P―84― 5. 妊娠 41 週の予定日超過症例の分娩誘発の転帰に関するリスク因子の検討

金子 愛（新潟大病院）他
P―84― 6. 初産婦の分娩までに必要なオキシトシンの総投与量について

岩田瑞生（山梨大附属病院）他
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P―84― 7. 前期破水の妊婦に対するジノプロストン腟内留置用製剤（プロウペスⓇ）の有効性と
安全性に関する単施設後方視的研究 矢倉百花（豊岡病院）他

P―84― 8. 当院におけるジノプロストン腟内留置用製剤使用と分娩転帰の検討
松本知子（大阪医科薬科大病院）他

P―84― 9. 心疾患合併妊娠の分娩誘発におけるジノプロストン腟内留置用製剤の産褥心血管へ
の影響 北山和樹（国立循環器病研究センター）他

P―84― 10. 当院におけるプロウペスを用いた分娩誘発の症例から考える有効な使用方法に関し
ての考察 中野秀亮（倉敷中央病院）他

P―84― 11. 当院におけるジノプロストン腟内留置用製剤を用いた分娩誘発症例の検討
榊原尚敬（岡崎市民病院）他

P―84― 12. 当院におけるジノプロストン腟内留置用製剤の使用経験
吉本 望（宮崎大附属病院）他

第 3日 5月 25 日（日）ポスター会場 8
岡山シティミュージアム 4F：展示室

13：20～14：00
Group 85 胎児発育不全・感染症

座長：筑波大学 小畠 真奈

P―85― 1. 当院における RS ウイルスワクチン接種状況とワクチン接種に関する患者アンケー
ト調査結果について 横山美奈子（弘前総合医療センター）他

P―85― 2. 胎児発育不全管理における胎児前脛骨動脈血流評価の有用性
齋藤翔子（東北大病院）他

P―85― 3. 臍帯静脈血流の途絶を伴う超早産の高度 FGR の一例
陌間亮一（淀川キリスト教病院）他

P―85― 4. 出生直後に貧血を認め，低体温療法を要した新生児仮死の 3 例
田中清史（福田病院）他

P―85― 5. 妊娠 34 週未満の血圧上昇を認めない胎児発育不全の周産期管理における sFlt-1/
PlGF 比の有用性に関する検討 篠原諭史（山梨県立中央病院）他

P―85― 6. 当院での RS ウイルス母子免疫ワクチン接種率と妊婦の認識についての検討
竹田佳奈（奈良県総合医療センター）他

P―85― 7. 胎児発育不全における胎盤病理と臨床所見の関連についての検討
峯田あゆか（徳島大）他

P―85― 8. 妊娠中のワクチン接種の妊婦の意識調査
柊 一哉（横浜市立大市民総合医療センター）他
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第 3日 5月 25 日（日）ポスター会場 9
ホテルグランヴィア岡山 3F：ルビー

13：20～14：05
Group 86 その他

座長：川崎医科大学 坪内 弘明

P―86― 1. プレコンセプションケア外来の周産期管理への影響
小林千絵（杏林大付属病院）他

P―86― 2. 当院におけるプレコンセプションケア外来設立を経て
上野尚子（広島市立広島市民病院）他

P―86― 3. 妊婦のマイナートラブルの時間的推移および QOL 関する前向きコホート研究
柿沼裕樹（国立成育医療研究センター）他

P―86― 4. 妊娠中体重減少が周産期予後に与える影響 木村由実子（慶應義塾大）他
P―86― 5. 当院の院内助産導入前後における後視的検討 讃井絢子（福岡大病院）他
P―86― 6. 当院における BMI 30 以上の肥満妊娠における分娩転帰

大谷萌絵（日赤医療センター）他
P―86― 7. 胎動増加と周産期予後の関連についての研究―FMAM recorder による胎動計測―

鎌田英男（帝京大病院）他
P―86― 8. 胎児性別が妊娠 41 週以降妊婦の周産期予後に与える影響 橋本一郎（小池病院）他
P―86― 9. Gestation adjusted projection 法による出生体重予測の精度と巨大児予測能の検討

小松直人（大阪母子医療センター）他

第 3日 5月 25 日（日）ポスター会場 10
ホテルグランヴィア岡山 3F：トパーズ

13：20～14：00
Group 87 社会問題・その他

座長：昭和医科大学 白土なほ子

P―87― 1. コロナ禍を経た女性の生活環境と受診行動の変化（市民調査から）
島本太香子（奈良大総合社会学科）

P―87― 2. 遺伝性乳癌卵巣癌症候群専門外来開設の試み 塩田恭子（聖路加国際病院）他
P―87― 3. 当科における女性アスリート支援の現況 寺本瑞絵（NTT 東日本札幌病院）他
P―87― 4. ビッグデータの時系列解析に基づく女性の喫煙と脂質代謝

藤戸 菫（名古屋大附属病院）
P―87― 5. 看護学生を対象としたセクシュアル・リプロダクティブ・ヘルツ/ライツに関する

アンケート調査 山本真澄（亀田総合病院）他
P―87― 6. 産婦人科医を対象としたリスキリングおよびリカレント教育プログラムの効果と課

題 梅﨑 靖（佐賀大附属病院）他
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P―87― 7. 医師の旧姓使用の現状や課題，改善の必要性について～制度として担保されている
各種国家資格，弁護士のシステムを参照に 生月弓子（御茶の水浜田病院）他

P―87― 8. 介護老人保健施設における施設長の現状
星野達二（介護老人保健施設らぽーと診療部）
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WEB開催のみ（オンデマンド配信）

専攻医教育プログラム 1

周産期画像診断
演者：香川大学 金 西 賢 治

専攻医教育プログラム 2

産婦人科と静脈血栓塞栓症
演者：関西医科大学 森 川 守

専攻医教育プログラム 3

産婦人科に関する医療制度（産科医療補償制度/事故調査制度など）
演者：島根大学 皆 本 敏 子

専攻医教育プログラム 4

多囊胞卵巣症候群/高プロラクチン血症の診断と治療
演者：山口大学 田 村 功

専攻医教育プログラム 5

不育症の診断と治療
演者：岡山大学 中 塚 幹 也

専攻医教育プログラム 6

多胎妊娠の診断と管理
演者：国立循環器病研究センター研究振興部 三 好 剛 一

専攻医教育プログラム 7

低置/前置/癒着胎盤の診断と管理
演者：岡山大学 衛 藤 英理子
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専攻医教育プログラム 8

急速遂娩法と子宮底圧迫法
演者：宮崎大学 桂 木 真 司

専攻医教育プログラム 9

母子感染の診断と管理
演者：広島市立広島市民病院 上 野 尚 子

専攻医教育プログラム 10

卵巣良性腫瘍の診断と治療（機能性腫大/類腫瘍病変を含む）
演者：広島大学 古 宇 家 正

専攻医教育プログラム 11

子宮頸部悪性腫瘍の疫学・診断・治療（頸部上皮内腫瘍/頸癌など）
演者：杏林大学 森 定 徹

専攻医教育プログラム 12

絨毛性疾患の疫学・診断・治療
演者：川崎医科大学総合医療センター 本 郷 淳 司

専攻医教育プログラム 13

外陰/腟の腫瘍の診断・治療
演者：九州大学 矢 幡 秀 昭

専攻医教育プログラム 14

思春期のヘルスケア
演者：香川大学医学部医学科健康科学 塩 田 敦 子
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専攻医教育プログラム 15

中高年のヘルスケア（HRT/骨粗鬆症/脂質異常症/下部尿路症状など）
演者：姫路赤十字病院 関 典 子

専攻医教育プログラム 16

セクシュアル・リプロダクティブ・ヘルス/ライツ（SRHR）
演者：聖マリアンナ医科大学，難病治療研究センター

杉 下 陽 堂



一　般　演　題

座長索引
（五十音順）

JSOG Congress Award Candidate
International Session Workshop
ACOG 2026 若手派遣選考（ACOG）
International Session Poster
高得点日本語演題
日本語ポスター
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引■あ

青木 茂 Group 18 母子感染 1 5月23日（金）ポスター会場 8 16：00～16：40
新井隆成 Group 66 災害・教育 5月25日（日）ポスター会場 8 9：00～9：50

■い
池ノ上学 Group 37 GDM 5月24日（土）ポスター会場 8 13：20～14：15
石川博士 Group 29 女性ヘルスケア 1 5月24日（土）ポスター会場 10 9：30～10：10
市川雅男 Group 10 骨盤臓器脱（POP） 5月23日（金）ポスター会場 10 14：40～15：30
市塚清健 Group 75 胎児異常（その他） 5月25日（日）ポスター会場 7 10：30～11：30
井箟一彦 高得点 3 婦人科腫瘍 5月25日（日）第 6 会場 8：30～9：30
今井雄一 Group 51 ICI 有害事象 5月24日（土）ポスター会場 2 16：00～16：50
入山高行 Group 15 HDP（基礎） 5月23日（金）ポスター会場 5 16：00～16：50
岩橋尚幸 Group 13 社会問題・医学教育 5月23日（金）ポスター会場 3 16：00～16：45

■う
上田 豊 Group 24 HPV 5月24日（土）ポスター会場 5 9：30～10：20
宇佐美知香 Group 49 思春期・HPV ワクチン 5月24日（土）ポスター会場 10 14：40～15：30
牛若昂志 Group 61 骨盤内病変 5月25日（日）ポスター会場 3 9：00～9：55
碓井宏和 Group 31 絨毛性疾患・その他 5月24日（土）ポスター会場 2 13：20～14：00
馬詰 武 Group 16 早産 2 5月23日（金）ポスター会場 6 16：00～16：50

■お
大口昭英 Group 17 合併症妊娠 2 5月23日（金）ポスター会場 7 16：00～16：50
太田邦明 Group 68 女性ヘルスケア 2 5月25日（日）ポスター会場 10 9：00～9：40
太田 剛 Group 42 子宮頸がん 臨床研究 2 5月24日（土）ポスター会場 3 14：40～15：25
太田啓明 Group 60 MIS 2 5月25日（日）ポスター会場 2 9：00～9：50
岡田英孝 高得点 2 生殖・内分泌 5月25日（日）第 4 会場 8：30～9：10
小川正樹 Group 84 分娩誘発 5月25日（日）ポスター会場 7 13：20～14：20
小野政徳 Group 72 不妊症 5月25日（日）ポスター会場 4 10：30～11：30
小畠真奈 Group 85 胎児発育不全・感染症 5月25日（日）ポスター会場 8 13：20～14：00
小山理恵 Group 7 合併症妊娠 1 5月23日（金）ポスター会場 7 14：40～15：25

■か
利部正裕 Group 33 卵巣がん バイオマーカー 5月24日（土）ポスター会場 4 13：20～14：25
水主川純 Group 20 感染症・その他 5月23日（金）ポスター会場 10 16：00～16：45
加地 剛 Group 48 無痛分娩 2 5月24日（土）ポスター会場 9 14：40～15：45
加藤育民 高得点 2 生殖・内分泌 5月25日（日）第 4 会場 8：30～9：10
金崎春彦 Group 4 生殖生理・内分泌・不育症 5月23日（金）ポスター会場 4 14：40～15：20
鎌田泰彦 Group 39 性分化疾患（DSDs） 5月24日（土）ポスター会場 10 13：20～14：00
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■き
岸 裕司 Group 14 生殖補助医療 1 5月23日（金）ポスター会場 4 16：00～16：50
北折珠央 Group 74 合併症妊娠 6 5月25日（日）ポスター会場 6 10：30～11：15

■く
久慈志保 Group 71 腫瘍随伴症状 5月25日（日）ポスター会場 3 10：30～11：30
久高 亘 Group 52 外陰・腟壁 子宮頸部腫瘍 2 5月24日（土）ポスター会場 3 16：00～16：55
熊澤惠一 Group 6 早産 1 5月23日（金）ポスター会場 6 14：40～15：25
桑原慶充 Group 58 分娩管理 5月24日（土）ポスター会場 9 16：00～16：40

■こ
小出馨子 Group 46 合併症妊娠 3 5月24日（土）ポスター会場 7 14：40～15：35
小谷友美 高得点 1 周産期 5月25日（日）第 3 会場 8：30～9：30

Group 76 精神疾患・社会的ハイリスク 5月25日（日）ポスター会場 8 10：30～11：10
児玉由紀 Group 36 母子感染 2 5月24日（土）ポスター会場 7 13：20～13：55
小林佑介 Group 11 子宮体がん バイオマーカー 5月23日（金）ポスター会場 1 16：00～16：50
近藤英司 Group 2 子宮体がん 手術 5月23日（金）ポスター会場 2 14：40～15：45
金野陽輔 Group 30 子宮体がん Lp 療法 5月24日（土）ポスター会場 1 13：20～14：10

■さ
斎藤元章 Group 50 子宮筋腫 5月24日（土）ポスター会場 1 16：00～16：50
佐藤慎也 Group 1 卵巣稀少がん 5月23日（金）ポスター会場 1 14：40～15：20
澤井英明 Group 19 高年妊娠 5月23日（金）ポスター会場 9 16：00～16：40
澤田健二郎 Group 79 治療関連有害事象 5月25日（日）ポスター会場 1 13：20～14：30

■し
志鎌あゆみ Group 34 悪性転化 5月24日（土）ポスター会場 5 13：20～14：10
重田昌吾 Group 44 子宮肉腫 5月24日（土）ポスター会場 5 14：40～15：15
柴田清住 Group 81 子宮頸がん 臨床研究 3 5月25日（日）ポスター会場 3 13：20～14：05
白土なほ子 Group 87 社会問題・その他 5月25日（日）ポスター会場 10 13：20～14：00

■す
末岡幸太郎 Group 22 子宮頸がん 臨床研究 1 5月24日（土）ポスター会場 3 9：30～10：15

■せ
関口敦子 Group 67 産褥 5月25日（日）ポスター会場 9 9：00～9：40
芹沢麻里子 Group 64 合併症妊娠 5 5月25日（日）ポスター会場 6 9：00～9：50

■た
竹井裕二 Group 59 子宮体がん その他 5月25日（日）ポスター会場 1 9：00～9：50
竹田 純 Group 47 産科 DIC・産科出血・羊水塞栓 2 5月24日（土）ポスター会場 8 14：40～15：25
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竹谷俊明 Group 62 子宮筋腫・子宮内膜症 5月25日（日）ポスター会場 4 9：00～10：00
楯 真一 Group 23 卵巣悪性腫瘍手術 5月24日（土）ポスター会場 4 9：30～10：10
谷村憲司 Group 65 性感染症 5月25日（日）ポスター会場 7 9：00～9：40
田村 功 Group 82 生殖補助医療 3 5月25日（日）ポスター会場 4 13：20～14：05

■ち
千草義継 Group 9 無痛分娩 1 5月23日（金）ポスター会場 9 14：40～15：40

■つ
坪内弘明 Group 86 その他 5月25日（日）ポスター会場 9 13：20～14：05

■と
戸上真一 Group 3 子宮頸部腫瘍 1 5月23日（金）ポスター会場 3 14：40～15：35

■な
中井英勝 Group 53 付属器腫瘍 5月24日（土）ポスター会場 4 16：00～16：55
永石匡司 Group 77 手術 5月25日（日）ポスター会場 9 10：30～11：25
長尾昌二 高得点 3 婦人科腫瘍 5月25日（日）第 6 会場 8：30～9：30
中山健太郎 Group 41 MIS 1 5月24日（土）ポスター会場 2 14：40～15：30
成瀬勝彦 高得点 1 周産期 5月25日（日）第 3 会場 8：30～9：30

■に
西尾 真 Group 43 卵巣がん 臨床研究 5月24日（土）ポスター会場 4 14：40～15：30
西尾 浩 Group 40 子宮体部腫瘍 2 5月24日（土）ポスター会場 1 14：40～15：25
西田欣広 Group 55 異常妊娠 5月24日（土）ポスター会場 6 16：00～16：40
西野幸治 Group 54 家族性腫瘍 5月24日（土）ポスター会場 5 16：00～16：55

■は
長谷川ゆり Group 57 PPH 5月24日（土）ポスター会場 8 16：00～16：50
花岡有為子 Group 26 早産 3 5月24日（土）ポスター会場 7 9：30～10：15
原田 崇 Group 45 胎盤・臍帯 2 5月24日（土）ポスター会場 6 14：40～15：20

■ひ
平川隆史 Group 12 子宮体部腫瘍 1 5月23日（金）ポスター会場 2 16：00～16：45

■ふ
福井淳史 Group 25 生殖補助医療 2 5月24日（土）ポスター会場 6 9：30～10：25
藤原聡枝 Group 21 卵巣性索間質性腫瘍・その他 5月24日（土）ポスター会場 2 9：30～10：10
古井辰郎 Group 35 がん生殖・卵子凍結・プレコンセプションケア 5月24日（土）ポスター会場 6 13：20～14：15

■ま
前川 亮 Group 27 HDP（臨床） 5月24日（土）ポスター会場 8 9：30～10：35
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松岡 隆 Group 38 出生前診断 5月24日（土）ポスター会場 9 13：20～14：25
松原裕子 Group 56 合併症妊娠 4 5月24日（土）ポスター会場 7 16：00～16：50

■み
味村和哉 Group 63 羊水・胎盤 5月25日（日）ポスター会場 5 9：00～9：45

■む
村田 晋 Group 73 多胎妊娠 5月25日（日）ポスター会場 5 10：30～11：15

■も
最上晴太 Group 5 胎盤・臍帯 1 5月23日（金）ポスター会場 5 14：40～15：30
森川 守 Group 8 産科 DIC・産科出血・羊水塞栓 1 5月23日（金）ポスター会場 8 14：40～15：25
諸隈誠一 Group 83 早産 4 5月25日（日）ポスター会場 6 13：20～14：00

■や
安岡稔晃 Group 69 子宮腺筋症・その他 5月25日（日）ポスター会場 1 10：30～11：10
藪野 彰 Group 70 卵巣がん PARP 阻害薬 5月25日（日）ポスター会場 2 10：30～11：35
山口 建 Group 80 支持・緩和医療 5月25日（日）ポスター会場 2 13：20～14：05

■よ
横井 暁 Group 32 子宮頸がん ICI 5月24日（土）ポスター会場 3 13：20～14：15
吉田加奈子 Group 78 メンタルヘルス・女性医学 5月25日（日）ポスター会場 10 10：30～11：05
吉松 淳 Group 28 胎児異常（CHD） 5月24日（土）ポスター会場 9 9：30～10：25

■B
Banno Kouji Group 23 Oncology 2 5月23日（金）ポスター会場 3 13：20～14：25

■H
Harada Miyuki Group 19 Women’s Health Care 2 5月23日（金）ポスター会場 9 10：20～11：00
Higuchi Tsuyoshi WS Group 11 Women’s Health Care 2 5月24日（土）第 7 会場 10：30～11：20
Hiraike Osamu Group 14 PCOS / Surgery 5月23日（金）ポスター会場 4 10：20～10：55
Hirota Yasushi Group 15 Endometriosis / Adenomyosis 5月23日（金）ポスター会場 5 10：20～10：55
Hongo Atsushi Group 13 Oncology 1 5月23日（金）ポスター会場 3 10：20～11：20

■I
Ishimoto Hitoshi Group 8 Pregnancy with Medical Complications 5月23日（金）ポスター会場 8 9：00～10：00
Itakura Atsuo WS Group 5 Perinatology 2 5月23日（金）第 5 会場 13：20～14：40
Iwasa Takeshi AC Group 3 Reproductive Endocrinology 5月23日（金）第 4 会場 9：00～10：45
Iwase Akira WS Group 8 Reproductive Endocrinology 2 5月24日（土）第 5 会場 9：00～10：20

■J
Jwa Seung Chik Group 5 ART 1 / Oncofertility 5月23日（金）ポスター会場 5 9：00～9：35
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Katsuragi Shinji WS Group 10 Perinatology 3 5月24日（土）第 7 会場 9：00～10：20
Kitade Mari Group 9 Adolescent and Young Adult 5月23日（金）ポスター会場 9 9：00～9：45
Kondo Eiji WS Group 5 Perinatology 2 5月23日（金）第 5 会場 13：20～14：40

■M
Machida Hiroko Group 2 Ovarian Cancer/ Clinical Research 5月23日（金）ポスター会場 2 9：00～9：45
Mandai Masaki WS Group 6 Gynecologic Oncology 2 5月23日（金）第 6 会場 13：20～14：30
Miyasaka Naoyuki AC Group 2 Perinatology 5月23日（金）第 3 会場 8：50～10：35
Morisada Tohru Group 20 Infection / HPV Vaccine 5月23日（金）ポスター会場 10 10：20～11：00

■N
Nagai Ryuhei Group 26 Abnormal Pregnancy 5月23日（金）ポスター会場 6 13：20～14：15
Nagaishi Masaji Group 10 Women’s Health Care 1 5月23日（金）ポスター会場 10 9：00～9：40
Nagao Shoji Group 11 Endometrial Cancer / Biomarkers 5月23日（金）ポスター会場 1 10：20～11：00
Nagase Satoru AC Group 1 Gynecologic Oncology 5月23日（金）第 6 会場 8：50～10：05
Nakanishi Kentaro Group 7 HDP / FGR / Placenta 5月23日（金）ポスター会場 7 9：00～10：05
Nakashima Akitoshi WS Group 1 Perinatology 1 5月23日（金）第 5 会場 9：00～10：20
Nakata Masahiko Group 25 Fetal / Newborn Physiology 5月23日（金）ポスター会場 5 13：20～14：10
Nakatsuka Mikiya WS Group 8 Reproductive Endocrinology 2 5月24日（土）第 5 会場 9：00～10：20
Nishi Hirotaka Group 21 Cervical Cancer / CIN 5月23日（金）ポスター会場 1 13：20～14：25
Nishijima Koji Group 17 Placenta 5月23日（金）ポスター会場 7 10：20～11：20

■O
Ochiai Daigo Group 27 Management of Delivery 1 5月23日（金）ポスター会場 7 13：20～14：25
Ogawa Mariko WS Group 11 Women’s Health Care 2 5月24日（土）第 7 会場 10：30～11：20
Okamoto Aikou WS Group 3 Gynecologic Oncology 1 5月23日（金）第 6 会場 10：20～11：30
Orisaka Makoto Group 24 ART 2 / Others 5月23日（金）ポスター会場 4 13：20～14：20
Osuga Yutaka WS Group 4 Reproductive Endocrinology 1 5月23日（金）第 4 会場 13：20～14：40

■S
Saito Masatoshi Group 18 Preterm Delivery 5月23日（金）ポスター会場 8 10：20～11：10
Samura Osamu Group 16 Prenatal Diagnosis / Fetal Congenital Disease 5月23日（金）ポスター会場 6 10：20～11：20
Satoh Toyomi WS Group 7 Gynecologic Oncology 3 5月24日（土）第 2 会場 9：00～10：10
Sekiya Takao Group 6 Maternal Physiology / Perinatal Care 5月23日（金）ポスター会場 6 9：00～9：55
Sekizawa Akihiko AC Group 2 Perinatology 5月23日（金）第 3 会場 8：50～10：35
Shinohara Koichi Group 29 Mental Health / Others 5月23日（金）ポスター会場 10 13：20～14：00
Shoji Tadahiro Group 22 Endometrial Cancer / Clinical Research 5月23日（金）ポスター会場 2 13：20～13：45
Sumi Toshiyuki WS Group 9 Gynecologic Oncology 4 5月24日（土）第 6 会場 9：00～10：10
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■T
Tachibana Daisuke WS Group 1 Perinatology 1 5月23日（金）第 5 会場 9：00～10：20

Group 28 Management of Delivery 2 5月23日（金）ポスター会場 8 13：20～14：10
Takakura Satoshi AC Group 1 Gynecologic Oncology 5月23日（金）第 6 会場 8：50～10：05
Tanaka Mamoru WS Group 10 Perinatology 3 5月24日（土）第 7 会場 9：00～10：20
Taniguchi Fuminori WS Group 4 Reproductive Endocrinology 1 5月23日（金）第 4 会場 13：20～14：40
Terada Yukihiro AC Group 3 Reproductive Endocrinology 5月23日（金）第 4 会場 9：00～10：45
Terao Yasuhisa WS Group 3 Gynecologic Oncology 1 5月23日（金）第 6 会場 10：20～11：30
Terauchi Masakazu WS Group 2 Women’s Health Care 1 5月23日（金）第 7 会場 9：00～9：50

■W
Wakahashi Senn Group 3 Ovarian Cancer / Case Reports 5月23日（金）ポスター会場 3 9：00～10：05
Wakatsuki Akihiko WS Group 2 Women’s Health Care 1 5月23日（金）第 7 会場 9：00～9：50
Watari Hidemichi WS Group 9 Gynecologic Oncology 4 5月24日（土）第 6 会場 9：00～10：10

■Y
Yahata Hideaki Group 1 Cervical Cancer 5月23日（金）ポスター会場 1 9：00～9：45
Yamagami Wataru WS Group 12 Gynecologic Oncology 5 5月24日（土）第 5 会場 13：10～14：10
Yanaihara Nozomu Group 12 Ovarian Cancer / Biomarkers 5月23日（金）ポスター会場 2 10：20～11：10
Yokoyama Yoshihito WS Group 7 Gynecologic Oncology 3 5月24日（土）第 2 会場 9：00～10：10
Yoshida Yoshio WS Group 6 Gynecologic Oncology 2 5月23日（金）第 6 会場 13：20～14：30

ACOG 5月24日（土）ポスター会場 1 9：30～10：25
Yoshino Kiyoshi WS Group 12 Gynecologic Oncology 5 5月24日（土）第 5 会場 13：10～14：10
Yoshino Osamu Group 4 Reproductive Physiology / Endocrinology 5月23日（金）ポスター会場 4 9：00～9：35
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JSOG Congress Award Candidate（IS-AC）
International Session Workshop（IS-WS）
ACOG 2026 若手派遣選考（ACOG）
International Session Poster（ISP）
高得点日本語演題（HS）
日本語ポスター（P）

太字は筆頭演者を示します
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・  JSOG Congress Award Candidate（IS-AC）は，JSOG Congress Award候補
者による口演になります．

・  International Session Workshop（IS-WS）は，JSOG Congress Encourage-
ment Award 候補者による口演になります．

・  高得点日本語演題（HS）は，優秀日本語演題賞候補者による口演になります．
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■あ

合阪幸三 P-29-4，P-49-10，
P-87-7

愛洲紀子 P-49-9，P-68-4
会田剛史 P-70-6，P-70-9
相本法慧 P-69-1
粟生晃司 P-77-9
青江尚志 P-31-1
青木藍子 P-4-8，P-41-9，P-72-2
青木羽衣 P-31-2
青木 茂 P-16-2，P-19-1，

P-37-8，P-37-10，
P-57-9，P-85-8

青木大輔 P-24-6
青木卓哉 P-27-5，P-31-3，

P-45-8，P-53-4，P-54-2
青木雅文 P-72-5
青木洋一 P-30-9
青島友維 P-39-4
青柳陽子 P-61-1，P-81-5
青山聖美 P-70-13
青山利奈 P-48-11
赤石理奈 P-38-6
赤熊 藍 P-1-2，P-11-6，

P-41-7，P-48-4
赤坂往倫範 P-52-5
明石京子 P-46-11，P-83-8
赤田 忍 P-23-7，P-31-5，

P-48-5，P-62-12，
P-70-7，P-77-8

縣 博也 P-5-4，P-6-5
赤羽慧一郎 P-67-1
赤堀洋一郎 P-86-8
赤間孝洋 P-80-2
秋田啓介 P-19-4，P-26-2，

P-38-10，P-86-4
秋田寛文 P-73-4
秋田真友 P-6-7，P-12-2，P-33-7，

P-51-8，P-53-10，
P-67-8

秋谷 文 P-64-10，P-87-2
秋津憲佑 HS-2-2
秋月皐佑 P-39-5，P-51-10，

P-62-11
穐西実加 P-31-5，P-77-8
秋野亮介 P-14-6
秋葉純也 P-8-7，P-18-7，P-27-7，

P-69-3，P-82-4
秋葉美里 P-66-2
秋山 梓 P-11-9，P-32-7
秋山純子 P-29-4
秋山悠歩 P-53-7
阿久津茉莉子

P-79-6
淺井和貴 P-70-10
浅井大策 P-3-9，P-12-4，P-42-4，

P-71-9，P-72-9
浅井智奈美 P-77-6
浅香亮一 HS-3-4，P-22-8，

P-42-2
浅桐育男 P-6-4
淺田健正 P-20-3
浅田義正 P-82-7
麻野徳仁 P-7-5，P-52-11，

P-62-7
朝野拓史 P-11-2，P-24-3，

P-67-1，P-80-5
浅野史男 P-70-10
浅野涼子 HS-3-6，P-29-1，

P-29-5，P-49-3，
P-72-10

浅原奈々 P-12-8
朝比奈慧杏 P-44-7
朝見友香 P-21-6，P-22-9，P-33-8
浅見里紗 P-61-3，P-61-5
味岡博美 P-69-5
芦田円香 P-2-5，P-21-7
芦原隆仁 P-1-2，P-11-6，P-41-7，

P-48-4
網師本健佑 P-81-1
東 裕福 P-16-1，P-86-3
東 美夕 P-5-9，P-62-9
東 幸弘 HS-2-1
安宅真名美 P-74-2
足立和繁 P-79-9
足立克之 P-10-4，P-32-11，

P-40-3，P-71-10，

P-83-1
安達卓哉 P-35-6
足立健敏 P-1-1
安達弥生 P-60-2，P-75-1
足立結華 P-25-1
阿部彰子 P-30-9
安部加奈子 P-71-1，P-76-1
阿部祥子 P-72-4
安部直希 P-20-2，P-36-6
阿部夏未 P-19-8，P-64-2
阿部春奈 P-25-1，P-58-4
安部正和 P-2-12，P-39-7，

P-40-7，P-59-10，
P-78-3

阿部まどか P-67-6
阿部真璃奈 P-70-6
阿部由紀子 P-27-4，P-28-3
安部倫太郎 P-2-5，P-21-7
天野 創 P-30-2，P-74-6
天谷優介 P-16-9
網野ちひろ P-26-1，P-45-6
網本頌子 P-17-5，P-46-9，

P-63-6，P-64-4
雨田 恵 P-76-8
飴谷由佳 P-68-2
雨宮京夏 P-53-6
新井佳奈 P-6-7，P-33-7，P-51-8，

P-53-10，P-67-8
荒井貴子 P-26-5，P-45-5，

P-63-2
新井隆成 P-52-11
新井舞香 P-27-12
荒井理沙 P-83-2
荒井稚未 P-27-10，P-85-4
新垣達也 P-6-8，P-9-2，P-58-3
新垣紀子 P-30-8，P-62-9，

P-74-9
新垣精久 P-54-3
新垣亮輔 P-19-3，P-68-3
荒川敦志 P-77-9
荒川聡美 P-84-2
荒木左諭 P-32-1，P-39-8，

P-54-6
荒木裕子 P-2-5，P-21-7
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荒田与志子 P-84-2
荒堀憲二 P-77-7
有明千賀 P-82-7
有賀治子 P-73-1
有野祐子 HS-3-6
有馬香織 P-47-1，P-47-9，

P-57-3，P-86-6
有馬 薫 P-25-3
有本貴英 P-35-6
有吉和也 P-24-8，P-32-5
安藤 歩 P-61-9
安藤 健 P-1-1
安藤智子 P-74-4
安東奈於 P-47-9
安藤花野 P-72-2
安藤大史 P-2-1，P-22-6，P-22-8，

P-51-5，P-51-6，P-59-6
安藤正明 P-40-1
安堂有希子 P-64-1，P-64-9，P-77-6
安部真希子 P-28-4，P-64-6

■い

飯尾一陽 P-17-5，P-46-9，
P-63-6，P-64-4

飯島崇善 P-22-2，P-43-4
飯島 百 P-49-8
飯田紗羅 P-34-5
飯田泰志 P-33-1
飯田理央子 P-9-4，P-20-5
飯塚 真 P-33-1
飯藤依里子 P-20-2，P-36-6
飯藤宰士 P-10-5，P-68-7
飯藤啓高 P-3-4
飯野香理 P-5-6，P-27-6，

P-75-12，P-78-7
飯場萌絵 P-75-11
家永 聡 P-9-12
家村洋子 P-1-2，P-11-6，

P-41-7，P-48-4
五十嵐豪 P-48-8
五十嵐敏雄 P-10-4，P-32-11，

P-40-3，P-71-10，
P-83-1

五十嵐冬華 P-2-8，P-53-1，P-80-5

伊木朱有美 P-82-2
伊熊健一郎 P-46-10，P-53-3，

P-58-2，P-85-3
伊熊慎一郎 P-82-4
池田祥碩 P-10-5，P-68-7
池田愛紗美 P-62-4
池田禎智 P-32-6，P-43-2，P-51-9
池田沙矢子 P-73-4
池田俊之 P-73-1
池田智明 P-35-1，P-36-2，

P-49-7，P-56-6，
P-57-4，P-64-7，
P-70-3，P-70-8，P-82-1

池田正純 P-12-3，P-24-4，
P-58-1，P-81-7

池田真由香 P-35-5
池田光希 P-64-9，P-77-6
池田義和 P-66-7
池田芳紀 P-32-8
生月弓子 P-49-10，P-87-7
池永晃大 P-82-5
池野慎治 P-9-8
池ノ上学 P-19-4，P-26-2，

P-38-10，P-86-4
池淵圭祐 P-1-1
伊佐 健 P-18-2
諌山瑞紀 P-32-7
井澤美穂 P-28-2
石井彩加 P-25-2
石井桂介 P-27-1，P-37-1，

P-58-7，P-83-7，P-86-9
石井純麗 P-80-3，P-80-9
石井達子 P-38-1，P-38-2
石井ほたか P-73-3
石井雅人 P-11-4，P-71-4，P-80-2
石井美佳 P-71-8
石井裕友 P-7-4
石井利奈 P-56-10，P-79-13
石岡伸一 P-8-5，P-16-3，P-75-6
石河育慧 P-25-8
石川久美子 P-47-1，P-47-9，P-57-3
石川 源 P-7-6
石川哲也 P-74-7
石川智則 P-35-3

石川奈央 P-38-12，P-47-5，
P-53-7，P-84-11

石川直嗣 P-19-4，P-26-2，
P-38-10

石川 渚 P-39-5，P-62-11，
P-75-10，P-76-7，
P-84-8

石川博士 P-78-5
石川雅子 P-12-1，P-35-2，

P-37-4，P-60-3，
P-60-7

石川美佳 P-5-4，P-6-5，P-86-1
石川瑞季 P-2-9，P-16-6
石川光也 P-2-7，P-22-7，P-22-9，

P-23-4，P-33-8，
P-38-13，P-59-3

石川雄大 P-75-9
石川陽子 P-55-3
石黒 元 P-32-9
石阪麻莉 P-84-2
石田享相 P-56-10，P-79-13
石田久美子 P-27-1
石田憲太郎 P-13-6
石田倖子 P-9-11，P-32-4
石田貴大 P-27-8
石田洋昭 P-3-2，P-7-5，P-62-7
石田美希 P-32-4
石田ゆり P-8-2
伊地知航司 P-7-1，P-22-5，P-34-1
石寺由美 P-22-2
石野朝美 P-30-10
石橋理子 P-8-3，P-77-11，P-85-6
石橋哲冶 P-28-7，P-31-8
石橋朋佳 P-3-9，P-12-4，

P-42-4，P-71-9，P-72-9
石橋ますみ P-13-7
石濱加彌子 P-86-5
石原あゆみ P-46-10，P-53-3，

P-58-2，P-85-3
石原 剛 P-20-1
石本人士 P-26-1，P-33-6，

P-45-6，P-51-2
井尻美輪 P-81-4
石若夏季 P-68-2
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イズデプスキアレクサンデル龍也
P-26-3，P-46-4，
P-56-3

岩動ちず子 P-49-8，P-75-4
井関真梨子 P-38-12，P-47-5，

P-53-7，P-84-11
伊勢田侑鼓 P-3-6
磯 晴菜 P-25-11
五十川智司 P-37-3，P-58-8
磯嶋裕佳 P-17-5
磯野 渉 P-19-3，P-60-8，

P-68-3
五十畑仁志 P-48-3，P-76-2
磯部真倫 P-39-4
磯村くるみ P-30-4
磯村直美 P-15-10，P-36-3，

P-57-5，P-63-8，P-76-6
井田耕一 P-2-1，P-22-6，

P-51-5，P-51-6，
P-59-6

伊田昂平 P-17-1，P-80-4，
P-84-7

伊田 勉 P-42-8，P-60-6，
P-69-8，P-73-7

依田尚之 P-79-11
板井俊幸 P-85-8
板井侑里 P-38-7，P-48-1
板岡奈央 P-49-10，P-87-7
板垣博也 P-11-9，P-25-1，

P-32-7，P-79-6
板垣望央 P-8-6
板倉敦夫 P-8-2，P-28-10，

P-33-8，P-80-3，P-80-9
板橋香奈 P-29-4
板谷雪子 P-35-7
一井直樹 P-81-2
市川 剛 P-47-2
市川直樹 P-5-1
市川冬輝 P-29-3，P-52-1，P-70-1
市川麻以子 P-6-7，P-12-2，P-51-8，

P-53-10，P-67-8
市川雅男 P-47-2
市川麻祐子 P-9-10，P-18-4，P-35-5
市川義一 P-7-9

市川亮子 P-11-10，P-30-4
市川瑠里子 P-2-13，P-30-6，

P-70-4
一條梨沙 P-20-5
市田啓佑 P-59-8
市田宏司 P-65-3
市塚清健 P-26-3，P-46-4，P-56-3
一瀬俊一郎 P-35-7
一瀬隆行 P-42-6，P-50-2，P-54-4
市原文野 P-65-5
一宮汐里 P-9-9，P-55-6，P-65-4
市村友季 P-21-7
市山卓彦 P-35-9，P-35-11
五日市美奈 P-64-5，P-84-5
井土琴美 P-38-12，P-47-5，

P-53-7，P-84-11
井槌大介 P-86-5
井手里紗 P-63-5
井出瑠衣 P-57-5，P-78-3
出井 麗 P-15-1
糸井瑞恵 P-81-4
伊東麻美 P-5-6，P-75-12
伊藤 綾 P-63-9
伊藤 歩 P-14-1，P-72-1，

P-77-2，P-82-3，
P-82-8

伊藤公彦 P-8-9，P-56-2
伊藤沙希 P-55-3
伊藤早紀 P-76-5
伊東孝晃 P-8-8，P-38-8
伊藤 翼 P-40-8，P-43-5，

P-44-3，P-50-4，P-79-7
伊藤敏谷 P-2-12，P-39-7，

P-40-7，P-59-10，
P-78-3

伊東智宏 P-86-5
伊藤友理 P-15-1，P-19-8，

P-64-2，P-67-6
伊藤 恭 P-2-13，P-30-6，

P-70-4
伊東宏晃 P-15-10，P-24-9，

P-28-11，P-36-3，
P-39-7，P-40-7，
P-57-5，P-59-10，

P-63-8，P-67-6，
P-76-6，P-78-3

伊藤風太 P-9-1
伊東史学 P-3-11，P-22-1，

P-33-4，P-42-5
伊藤正典 P-25-6
伊藤雅之 P-10-5，P-68-7
伊藤真友子 P-11-10，P-30-4
伊藤 恵 P-45-1，P-65-7
伊東 優 P-56-10，P-79-13
伊藤佑奈 P-30-3，P-51-4，

P-70-2，P-79-1
伊藤由美子 P-74-4
伊藤陽介 P-7-1，P-22-5，P-34-1
伊東慶彦 HS-3-5
糸賀俊一 P-44-7
稲垣聖子 P-39-3，P-40-2，

P-40-4
稲垣美恵子 P-66-9
稲垣里咲 P-82-5
稲川貴一 P-28-7，P-31-8
稲熊真悟 P-12-4
稲田貢三子 P-19-5
稲富絢子 P-18-1，P-45-4，

P-58-6，P-63-1，P-74-6
稲村由香 P-46-9
乾 宏彰 HS-1-5，P-3-8，P-42-9
井箟一彦 P-2-6，P-5-2，P-10-2，

P-40-5，P-50-3，
P-51-1，P-54-1

井上健太 P-56-8
井上滋夫 P-62-2
井上大幹 P-3-2，P-7-5，P-62-7
井上貴史 P-9-9，P-55-6，P-65-4
井上直紀 P-32-6，P-43-2，

P-51-9
井上尚実 HS-1-3
井上寧々 P-32-9
井上風香 P-11-1，P-14-2，

P-29-2，P-76-7
井上 充 P-49-9，P-68-4
井上美帆 P-29-6
井上 基 P-2-11，P-71-7
井上 桃 P-7-6，P-14-7
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井上由夏 P-74-3
猪木千春 P-39-5
猪早阿紗子 P-47-3，P-48-13
井平 圭 P-13-8，P-24-3，

P-30-1，P-30-5
井淵誠吾 P-75-10，P-76-7，

P-84-8
今井彰子 P-53-11
今井 賢 P-81-2
今井健史 HS-1-2
今井 悠 P-11-4，P-71-4，P-80-2
今井雄一 P-22-2，P-43-4
今泉絢貴 P-37-1
今泉 翠 P-26-8，P-61-8，

P-69-6，P-71-12
今氏晶梨 P-79-7
今枝慶蓉 P-54-5
今川天美 P-18-5
今城有芸 P-49-9，P-68-4
今北 幸 P-62-4
今田信哉 P-73-3
今谷稜子 P-79-11
今西俊明 P-61-2
今福仁美 P-5-3，P-16-4，

P-17-10，P-65-1，
P-65-8，P-66-10

今村加代 P-16-5，P-37-4，
P-48-12，P-60-3

今村裕子 P-1-4，P-52-4
井村祐己 P-41-8，P-66-5
伊吉祥平 P-33-10，P-34-2
苛原 稔 HS-2-2
入江恭平 P-79-11
入江太一 P-33-1
入江勇介 P-74-2
岩井加奈 HS-3-2，P-1-3，

P-11-3，P-30-7，
P-35-5，P-41-1，
P-44-6，P-50-1，
P-51-7

祝小百合 P-3-10，P-50-8
岩井志満 P-55-5
岩井夏実 HS-3-1，P-2-3，

P-57-7，P-59-2

祝井麻希 P-14-9，P-14-10
祝迫清美 P-5-5，P-57-10
岩泉しず葉 HS-3-6
岩柿柚子 P-16-9
岩垣杏奈 P-76-5
岩越 裕 P-5-7，P-52-4，P-84-1
岩佐 武 HS-1-5，HS-2-2，

P-3-8，P-42-9，P-78-5，
P-85-7

岩﨑健太 P-17-7
岩澤卓也 P-39-2，P-74-5，P-82-7
岩瀬 明 P-14-1，P-18-3，

P-32-6，P-43-2，P-51-9
岩瀨小春 P-7-1，P-22-5，P-34-1
岩瀬 哲 P-20-9
岩瀬 純 P-46-3
岩田英梨子 P-9-12
岩田 卓 P-24-8
岩田瑞生 P-84-6
岩田隆一 P-28-1，P-29-8
岩永直子 P-7-3，P-7-4，P-7-8，

P-29-8，P-84-9
岩橋尚幸 P-2-6，P-10-2，P-40-5，

P-50-3，P-51-1，P-54-1
岩端秀之 P-48-8
岩原由樹 P-35-3
岩渕野衣 P-27-13
岩間公隆 P-43-5
岩間憲之 P-85-2
岩見州一郎 P-12-7，P-19-2，

P-41-10，P-47-8，
P-74-1

尹 麗梅 P-32-2

■う

上川篤志 P-35-4
植木典和 P-8-7，P-18-7，P-27-7，

P-82-4
植木雅子 P-66-6
上田明子 P-44-4
植田彰彦 P-14-1
上田三郎 P-17-1，P-64-1
植田多恵子 P-21-8
上田友子 P-54-7，P-54-8，

P-54-9
植田麻衣子 P-5-8，P-27-9，P-30-3，

P-51-4，P-63-4，
P-70-2，P-73-8，
P-79-1，P-86-2

上田真子 P-4-4，P-54-7
植田まさみ P-3-11，P-22-1，

P-33-4，P-76-4
上田めぐみ P-15-10，P-57-5
植田陽子 P-40-6
植竹七海 P-33-11，P-52-6，

P-81-6
植苗舞果 P-34-6，P-79-2
上野晃子 P-46-2，P-59-4
上野和典 P-73-1
上野啓子 HS-2-2，P-25-2，

P-62-3，P-62-6
上野尚子 P-5-8，P-27-9，P-30-3，

P-51-4，P-63-4，
P-70-2，P-73-8，
P-79-1，P-86-2

上野洋誉 P-21-5，P-67-3
植野充理 P-2-5
上野悠太 P-47-2
植原貴史 P-70-13
上原理紗 P-18-3
植村育子 P-38-7，P-48-1
上村のぞみ P-38-9，P-82-9
上村浩一 P-78-5
植村 遼 P-5-5，P-57-10
魚川礼子 P-9-7
鵜飼亜里沙 P-2-9
鵜飼真由 P-59-8
浮田宗伯 P-72-3
浮田真沙世 P-28-7，P-31-8，P-81-8
鵜久森夏世 P-9-11，P-35-10
宇佐美拓哉 P-68-2
宇佐美知香 P-2-13，P-30-6，P-70-4
潮田至央 P-79-9
牛田貴文 HS-1-2
氏原悠介 P-23-8，P-53-5，P-59-1
氏平崇文 P-8-7，P-18-7，P-69-3
牛若昂志 P-23-8，P-53-5，P-59-1
碓井 愛 P-21-5，P-47-6，P-67-3
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碓井宏和 P-23-2，P-23-5，
P-31-4，P-43-3

薄井里英 P-8-8，P-36-4，P-38-8
宇田智浩 P-20-6
宇田菜都 P-79-8
宇田 元 P-34-6，P-79-2
宇田葉子 P-8-1，P-53-2
内海裕汰朗 P-73-1
内田明子 P-5-3，P-16-4，P-65-1，

P-66-10
内田小祐貴 P-27-7
内田明花 P-14-9，P-14-10
内田志穂 P-14-9，P-14-10
内田季之 P-15-10，P-36-3，

P-57-5，P-63-8，P-76-6
内田菜緒 P-79-8
内田大貴 P-73-3
内山夏紀 HS-3-4，P-22-8，

P-42-2，P-51-5，
P-51-6，P-59-6

内山陽介 P-18-3
宇津野泰弘 P-14-6
宇津宮隆史 HS-2-2
内海 史 P-1-6，P-50-6
宇野 枢 P-33-10
宇野雅哉 P-2-7，P-22-7，

P-23-4，P-59-3
馬詰 武 P-24-3，P-67-1
楳木美智子 P-85-4
梅﨑 靖 P-12-3，P-24-4，

P-58-1，P-81-7，
P-87-6

梅澤 聡 P-9-4，P-20-5
梅田杏奈 P-2-11，P-71-7
梅原健耶 P-23-7，P-31-5，

P-48-5，P-62-12，
P-70-7，P-77-8

梅原永能 P-38-6，P-83-3
梅村なほみ P-72-1，P-82-8
浦田陽子 P-72-6
浦部夢子 P-44-7
卜部理恵 P-50-7
浦山彩子 P-63-7
瓜生泰恵 P-13-4，P-71-6，

P-79-5
漆山大知 P-86-5

■え

江頭大樹 P-3-2，P-7-5，P-62-7
江上有沙 P-8-1，P-53-2
江川朗生 P-3-10，P-50-8
江川恵子 P-49-10，P-87-7
江河由起子 P-1-1
江口武志 P-63-9
江﨑高明 P-19-6，P-76-3
衛藤英理子 P-48-2
江藤千佳 P-23-3
江夏宜シェン

P-25-9，P-25-10
江夏国宏 P-25-10
江夏徳寿 P-25-9，P-25-10
榎園優香 P-83-5
榎本紗也子 P-35-1，P-82-1
榎本隆之 P-53-6
榎本尚助 P-34-8，P-64-7，P-65-2
海老沢桂子 P-81-4
胡 詩音 P-53-3，P-85-3
胡 脩平 P-7-3，P-7-4，P-7-8，

P-29-8，P-84-9
戎野志織 P-69-7
海老名杏奈 P-28-6
江本郁子 P-57-1，P-57-2，P-81-8
江本永真 P-26-5，P-45-5，

P-63-2
江良澄子 P-6-2，P-6-9，P-37-5，

P-48-9，P-84-4
遠藤輝人 P-64-2
遠藤英作 P-75-11
遠藤誠一 P-6-7，P-12-2，

P-33-7，P-51-8，
P-53-10，P-67-8

遠藤大介 P-24-3，P-30-1，P-30-5
遠藤 拓 P-11-4
遠藤誠之 P-73-9
遠藤美波 P-25-2，P-62-3，

P-62-6
遠藤雄太 P-76-5
遠藤雄大 P-80-6

遠藤ゆり香 P-56-5，P-57-8

■お

及川 慶 P-43-7
追切裕江 P-24-10，P-43-6，

P-81-3，P-81-9
尾池 妙 P-32-6，P-43-2，

P-51-9
近江英理子 P-75-11
大井帆波 P-65-5
大井美奈 P-28-7，P-31-8
大井由佳 P-84-2
大井友香子 P-77-4
大石 元 P-74-3
大石舞香 P-75-12
大内久美 P-72-11
大内 望 P-5-1，P-69-4
大岡令奈 P-14-9，P-14-10
大川智実 P-9-4
大木慎也 P-21-2，P-54-5
大木崇広 P-12-2，P-33-7
大木規義 P-66-9
大木麻喜 P-72-12
大草陽史 P-36-4，P-38-8
大口昭英 HS-1-1，P-8-8，

P-15-4，P-36-4，P-38-8
大久保智治 P-46-11，P-83-8
大久保奈緒 HS-3-3，P-42-3
大久保美紀 P-82-5
大久保理恵子

P-8-9，P-56-2
大久保諒 P-25-2
大熊勇気 P-41-9，P-72-2
大藏慶憲 P-64-3
大河内教充 P-42-8，P-60-6，

P-69-8，P-73-7
大澤奈月 P-81-2
大澤有姫 P-24-10，P-27-6，

P-33-3
大路斐子 P-73-6
大鹿 茜 P-37-9
大柴 翼 P-17-4，P-79-3
大島千明 P-17-6，P-30-4
大島直紀 P-18-7，P-69-3
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大島侑子 P-26-4，P-26-6
大城築己 P-58-4
大城大介 HS-3-3，P-42-3
大城華佳 P-77-7
大城 陽 P-59-2
大須賀智子 P-4-4，P-72-6
大須賀穣 P-14-3，P-14-4，P-14-5
大角規子 P-66-9
太田邦明 P-41-3，P-75-2
太田早希 P-46-11，P-83-8
太田貴斗 P-2-9
太田 剛 P-13-1，P-33-9
多田名保美 P-12-8
太田 創 P-36-1
太田 肇 P-1-1，P-32-8
太田博明 P-20-8
太田行信 P-12-6，P-21-3
太田啓明 P-41-3，P-75-2
大武慧子 P-79-9
大竹紀子 P-27-5，P-31-3，

P-45-8，P-53-4，P-54-2
大舘花子 P-8-8
大谷梓沙 P-2-11，P-71-7
大谷綾乃 P-38-5
大谷清香 P-76-8
大谷利光 P-19-4，P-26-2，

P-38-10，P-86-4
大谷真弘 P-10-6，P-52-3，

P-60-1
大谷萌絵 P-86-6
大谷遼子 P-18-1，P-45-4，

P-58-6，P-63-1
大塚伊佐夫 P-2-9，P-87-5
大塚康二 P-2-9
大塚沙織 P-17-4，P-79-3
大塚早織 P-55-5
大塚聡代 P-23-2，P-23-5，

P-31-4，P-43-3
大塚由花 P-40-8，P-43-5，

P-44-3，P-50-4，P-79-7
大槻克文 P-48-11，P-83-2
大月美輝 HS-3-1，P-2-3，

P-57-7，P-59-2
大月萌詩 P-59-8

大坪 翔 P-43-8
大中一矢 P-20-6
大西和哉 P-22-7
大西淳仁 P-27-8
大西 勉 P-44-2
大西 優 P-25-1
大西佑実 P-12-9，P-18-8，

P-27-11
大西庸子 P-48-3，P-76-2
大西洋子 P-2-11，P-71-7
大西義孝 P-78-4
大沼利通 P-11-8，P-13-9，

P-24-5，P-80-7
大野 礼 P-47-2
大野 叶 P-79-13
大野珠美 P-37-11
大野 菜 P-70-12
大野元彰 P-71-8
大場 隆 P-1-4，P-5-7，P-52-4，

P-84-1
大場智洋 P-26-3，P-56-3
大橋麻衣 P-14-1
大橋容子 HS-3-3
大原 樹 P-11-4，P-71-4，P-80-2
大原紀子 P-25-3
大平安希子 P-48-2
大道正英 P-11-1，P-14-2，

P-29-2，P-39-5，
P-51-10，P-62-11，
P-75-10，P-76-7，
P-84-8

大室美沙子 P-70-12
大森明澄 P-28-2
大森由里子 P-83-5
大彌 歩 P-22-6
大屋勇人 P-71-8
大山千恵 P-53-8，P-61-11
大山尚彦 P-86-5
大吉裕子 P-42-8，P-60-6，

P-69-8，P-73-7
大脇晶子 P-11-10，P-30-4
大和田壮 P-37-2，P-84-6
大和田真樹子

P-25-1

岡 藤博 P-29-3，P-52-1，P-70-1
岡 眞萌 P-23-8，P-53-5
岡真由子 P-55-3
岡 洋甫 P-26-4，P-26-6
小笠原英理子

P-37-2，P-84-6
小笠原仁子 P-33-5，P-59-9，P-71-3
小笠原桜 P-4-7，P-16-8
小笠原愛 P-33-1
岡嶋晋加 P-2-5，P-21-7
岡田愛子 P-73-9
岡田秀治 P-27-9
岡田十三 P-66-9
岡田知之 P-8-6，P-48-7，P-77-10
岡田奈津実 P-18-1，P-45-4，

P-58-6，P-63-1
岡田晴貴 P-49-5
岡田英孝 P-3-4，P-9-5，P-25-11，

P-57-6，P-65-6，
P-75-5，P-77-1

岡田裕枝 P-4-3，P-12-1，P-35-2，
P-60-3，P-72-8

岡田 弘 P-82-5，P-82-6
岡田由貴子 P-23-6，P-61-10
緒方泰彦 P-19-4，P-26-2，

P-38-10
緒方佑莉 P-74-3
岡留雅夫 P-32-5
岡部慈子 P-21-1，P-49-6，P-80-6
岡村麻子 P-67-8
岡本恵理 P-25-9，P-25-10
岡元一平 P-24-3
岡本幸太 P-31-6，P-49-7，

P-70-3，P-70-8，
P-79-14

岡本三四郎 P-30-9
岡本修平 P-19-7
岡本知士 P-15-3，P-15-9
岡本凪り P-66-10
岡本 華 P-41-3，P-75-2
岡本真実子 P-61-1
岡本美穂 P-3-11，P-22-1，

P-33-4，P-42-5
岡本陽子 P-37-1
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岡本宜士 P-15-3
小川史子 P-2-7，P-22-7，P-23-4，

P-59-3，P-59-9
小川紋奈 P-7-3，P-7-4，P-7-8，

P-29-8，P-84-9
小川浩平 P-16-1，P-38-6，

P-83-3，P-86-3
小川真吾 P-5-1
小川伸二 P-19-6，P-76-3
小川隆一 P-8-6，P-48-7，

P-77-10
小川千加子 P-79-11
小川千紗 P-1-6，P-50-6
小川 舞 P-56-4，P-71-5，P-83-4
小川真幸 P-37-3
小川万梨絵 P-8-5，P-16-3，P-75-6
小川美咲 P-64-3
小川美祈 P-79-9
小川 萌 P-27-8
小河原由貴 P-22-2，P-43-4
沖 明典 P-71-1，P-76-1
沖 絵梨 P-5-5，P-57-10
荻島大貴 P-7-1，P-22-5，P-34-1
沖田まどか P-12-1，P-16-5，

P-37-4，P-48-12，
P-60-3

荻田和秀 P-7-2，P-29-3，P-45-3，
P-52-1，P-70-1

荻野敦子 P-27-5，P-31-3，
P-45-8，P-53-4，P-54-2

沖本直輝 P-6-4
荻本圭祐 P-59-8
荻本宏美 P-53-6
奥井陽介 P-13-1，P-33-9
奥川 馨 P-12-3，P-24-4，

P-58-1，P-81-7，P-87-6
奥川利治 P-52-10，P-59-7
奥口聡美 P-10-6，P-52-3，P-60-1
奥田亜紀子 HS-3-1，P-2-3，

P-57-7，P-59-2
奥田知宏 P-8-1，P-53-2
奥田直貴 P-8-6，P-48-7，P-77-10
奥田靖彦 P-37-2，P-84-6
小口秀紀 P-10-7，P-18-6，

P-20-3，P-45-7，
P-46-1，P-48-6，P-61-7

小國信嗣 P-63-9
奥野健太郎 P-77-4
奥宮明日香 P-62-4
奥村亜純 P-36-2，P-56-6，

P-57-4，P-64-7，
P-70-3，P-70-8

奥村俊之 P-27-7，P-69-3，P-80-9
奥本美里 P-35-5
奥谷理恵 P-23-2，P-23-5，

P-31-4，P-43-3
奥山亜由美 P-26-3，P-46-4，

P-56-3
奥山和彦 P-26-8，P-71-12
小倉直子 P-46-10，P-85-3
小古山学 P-8-8，P-15-4，P-36-4，

P-38-8
尾坂 真 P-29-6
尾崎 馨 P-77-9
尾崎公章 P-34-6，P-79-2
尾﨑浩士 P-27-6
尾崎知佳 P-86-5
尾崎康彦 P-77-9
尾崎佑太 P-18-3
小作大賢 P-39-3，P-40-2，

P-40-4
長田尚夫 P-25-6，P-62-8
長内喜代乃 P-29-6
小澤克典 P-38-6
小澤史子 P-4-7
小澤桃子 P-42-8，P-60-6，

P-69-8，P-73-7
押切実波 P-70-9
小田慎一 P-19-1
小田隆司 P-63-9
小田智昭 P-57-5，P-78-3
尾臺珠美 HS-2-3
小高晃嗣 P-2-4，P-6-3，P-9-3，

P-59-5，P-80-8
小田木秋人 P-53-8，P-61-11
小田原未波 P-3-1
越智寛幸 P-71-1，P-76-1
越智良文 P-40-1

落合彩子 P-32-9
落合郁哉 P-48-11
落合大吾 P-48-3，P-76-2
落合大輔 P-21-2，P-43-9
落合みゆき P-5-7
乙咩三里 P-1-1
女屋隼人 P-26-8，P-61-8，

P-69-6，P-71-12
小貫麻美子 P-21-6，P-24-8，P-74-7
小沼圭祐 P-71-1，P-76-1
尾野香織 P-32-7
小野健太郎 P-46-3
小野剛史 P-26-4，P-26-6
小野真彩 P-12-9，P-18-8，

P-27-11
小野政徳 HS-2-2，P-10-1，

P-25-2，P-62-3，P-62-6
小野有紀 P-39-2，P-82-7
尾上洋樹 P-74-5
小野木さちえ

P-25-6
小野田亮 P-1-1
小野寺貴子 P-42-6，P-50-2，P-54-4
小畑権大 P-17-10
小畑聡一朗 P-16-2，P-19-1，

P-37-8，P-37-10，
P-57-9，P-85-8

小畑英慎 P-36-2
小畠真奈 P-58-4
小畑実加 P-26-4
小幡美由紀 P-84-3
尾林 聡 P-11-5，P-44-5
小原 勉 P-62-4
尾松公平 P-40-8，P-43-5，P-44-3
尾身牧子 P-30-9
尾本暁子 P-28-4，P-64-6
小柳津美佳 P-46-7
小山文望恵 P-33-3
小山理恵 P-43-7，P-49-8，

P-75-4
尾山量子 P-21-5，P-47-6，P-67-3
折坂俊介 P-27-2
折坂 誠 P-11-8，P-13-9，

P-24-5，P-28-9，P-80-7
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折出亜希 P-4-3，P-12-1，
P-35-2，P-37-4，
P-60-3，P-72-8

恩地孝尚 P-3-5，P-46-5
恩地裕史 P-40-1

■か

甲斐一華 P-3-6
甲斐憲治 P-6-4
甲斐健太郎 P-61-1，P-81-5
甲斐 冴 P-78-2
海士洋平 P-43-5，P-50-4
貝嶋弘恒 P-25-7
海渡由貴 P-69-4
海道善隆 P-43-1，P-43-7，

P-70-6，P-70-9
貝原賢二 P-25-4
利部正裕 P-30-8，P-43-1，

P-43-7，P-70-6，P-70-9
鏡 京介 P-27-2，P-66-1，

P-66-4
加々美桂子 HS-3-5，P-51-3
鏡 誠治 P-32-10
香川愛子 P-25-7
香川智洋 HS-1-5，P-3-8，P-42-9
香川秀之 P-30-10
柿ヶ野藍子 P-7-3，P-7-4，P-7-8，

P-29-8，P-84-9
柿沼敏行 P-29-7
柿沼裕樹 P-83-3，P-86-3
垣本壮一郎 P-28-8，P-46-7

本昌孝 P-72-4
角井和代 P-64-1，P-64-9，P-77-6
角谷美咲 P-5-5，P-57-10
影近瑠唯 P-49-1
影山優花 P-44-4
水主川純 P-7-6，P-14-7
笠井絢子 P-19-1
笠井真祐子 P-85-5
笠井靖代 P-47-1，P-47-9，

P-57-3，P-86-6
笠原華子 P-7-1，P-22-5，P-34-1
笠原慶充 P-9-12
梶健太郎 P-56-4，P-71-5，P-83-4

加地 剛 P-3-8，P-85-7
梶 優太 P-15-3
梶尾 悠 P-32-10
梶川かおる P-19-4，P-26-2，

P-38-10
槝之浦佳奈 P-19-6，P-76-3
柏原宏美 P-10-8，P-10-10
柏原優花 P-34-8，P-65-2
樫原由樹 P-23-6
梶原 健 P-4-6，P-10-9，P-82-6，

P-82-9
樫山智子 P-87-2
梶山広明 P-4-4，P-32-8，

P-33-10，P-34-2，
P-54-10

柏田浩伸 P-26-6
柏原聡一郎 P-6-2，P-6-9，P-35-7
梶原一紘 P-38-6
梶原涼子 P-17-4，P-79-3
春日摩耶 P-3-5，P-46-5
春日義生 P-12-8
春日義史 P-19-4，P-26-2，

P-38-10，P-86-4
霞澤 亘 P-10-9
粕谷香南子 P-34-6，P-79-2
可世木聡 P-4-4
可世木華子 P-47-2
片岡宙門 P-36-1
片岡尚代 P-62-6
片桐由起子 P-14-1，P-72-1，P-82-8
片倉慧美 P-41-6
片平敦子 P-67-5
片山恵里 P-23-2，P-23-5，

P-31-4，P-43-3
片山菜月 P-55-3
片山浩子 P-5-5，P-57-10
甲木哲也 P-53-8，P-61-11
勝手恵理子 P-38-7，P-48-1
勝又佳菜 P-53-8，P-61-11
桂 大輔 P-18-1，P-45-4，

P-58-6，P-63-1，P-74-6
桂木真司 P-1-5，P-17-3，P-22-3，

P-24-1，P-28-5，
P-36-5，P-38-4，

P-52-8，P-55-4，
P-84-12

角 暢浩 P-23-3
加藤愛理 P-9-1
加藤麻美 P-21-1，P-49-6，P-80-6
加藤興風 P-30-10
加藤果野子 P-41-9，P-72-2
加藤聖子 P-15-7
加藤恵一 P-14-6，P-25-6，

P-62-6，P-62-8
加藤顕人 P-40-8，P-43-5，

P-44-3，P-50-4，P-79-7
加藤弘輔 P-82-5
加藤祥子 P-17-7
加藤 敬 P-71-1，P-76-1
加藤 俊 P-10-5，P-68-7
加藤貴史 P-78-3
加藤稚佳子 P-10-8，P-10-10
加藤友康 P-22-9，P-33-8
加藤奈都美 P-83-6
加藤紀子 P-56-4，P-68-5，

P-71-5，P-83-4
加藤大樹 P-79-8
加藤眞央 P-48-10
加藤正和 P-48-2
加藤雅史 P-46-7
加藤雅也 P-8-7，P-27-7，P-69-3
加藤麻耶 P-31-6，P-49-7，

P-56-6，P-79-14
加藤真由子 P-56-10，P-79-13
加藤真弓 P-2-7，P-22-7，P-22-9，

P-23-4，P-33-8，P-59-3
加藤幹也 P-10-7，P-18-6，

P-20-3，P-45-7，
P-46-1，P-48-6，
P-61-7

加藤未千与 P-47-5，P-84-11
加藤育民 P-49-1，P-75-9
加藤悠太 P-16-8
加藤喜久 P-46-3，P-64-10
加藤梨奈 P-7-1，P-22-5，P-34-1
門岡みずほ P-16-6，P-27-3，

P-67-4
門田優太 P-2-9
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門田友里 HS-1-5，P-3-8，P-42-9
門屋悠里 P-67-7
金井麻子 P-75-9
金井督之 P-55-1
金尾世里加 P-1-6，P-50-6
金尾祐之 P-24-8，P-30-9
金川武司 P-7-3，P-7-4，P-7-8，

P-29-8，P-84-9
金崎春彦 P-4-3，P-12-1，P-16-5，

P-35-2，P-37-4，
P-48-12，P-60-3，
P-60-7，P-72-8

金澤怜佳 P-45-8
金本嘉久 P-2-9，P-16-6
金森 玲 P-11-4，P-71-4，

P-80-2
金山尚裕 P-78-6
金石 環 P-9-11，P-35-10
金内優典 P-49-5
金子修都 P-56-6
金子奈穂美 P-54-5
金子博光 P-55-8
金子政時 P-36-1，P-36-5
金子 愛 P-64-5，P-84-5
金子真由美 P-6-8，P-9-2，P-58-3
金子めぐみ P-26-5，P-45-5，P-63-2
金子優花 P-7-9
金田容秀 P-55-5
金田倫子 P-31-6，P-41-5，

P-49-7，P-64-7，
P-70-3，P-70-8，
P-79-14

金西賢治 P-34-10，P-45-1，
P-57-2，P-65-7

兼森美帆 P-31-1
兼安諒子 P-64-8
狩野雅人 P-23-7，P-31-5，

P-48-5，P-62-12，
P-70-7，P-77-8

嘉納 萌 P-61-3，P-61-5
蒲谷美紀 P-70-12
鎌田早紀 P-41-9，P-72-2
鎌田英男 P-48-10，P-73-2，

P-86-7

鎌田恭輔 P-34-10，P-45-1，
P-65-7

神尾真樹 P-34-3
上岡翔輝 P-45-7
神下 優 P-55-1
上條恭佑 HS-3-4，P-22-8，

P-42-2，P-66-6
上條慎太郎 P-14-9，P-14-10
上谷真生 P-30-10
神谷瑞希 P-6-7，P-33-7，P-51-8，

P-53-10，P-67-8
上塘正人 P-66-2
上林潤也 HS-3-2，P-1-3，

P-11-3，P-30-7，
P-41-1，P-44-6，
P-50-1，P-51-7

上東真理子 P-27-12
上村直美 P-83-6
神谷亮雄 P-9-5，P-25-11，

P-57-6，P-65-6，P-75-5
神谷千津子 P-7-3，P-7-4，P-7-8，

P-29-8，P-84-9
紙谷菜津子 P-22-2，P-23-3
神谷将臣 P-39-6
亀井裕史 P-41-8，P-66-5
亀井良政 P-4-6，P-10-9，P-38-9，

P-82-6，P-82-9
亀山千晶 P-39-4
鴨澤千尋 P-34-7
鴨志田創 P-7-6，P-14-7
賀屋澄枝 P-7-1，P-22-5，P-34-1
苅部瑞穂 P-76-8
河合恵理 HS-3-1，P-2-3，

P-57-7，P-59-2
川井清考 P-14-1
河井啓一郎 P-4-4
河合清日 P-2-4，P-6-3，P-9-3，

P-55-8，P-59-5，
P-80-8

河井孝夫 P-30-10
川井まりえ P-28-8
河合要介 P-71-8
川内華佳 P-28-8，P-46-7
川岡大才 P-2-12，P-39-7，

P-63-8
川上香織 P-9-12
川上浩介 P-57-1，P-57-2
河上祥一 P-27-10，P-85-4
川上七海 P-6-7，P-33-7，P-51-8，

P-53-10，P-67-8
川口晴菜 P-37-1
川口雄亮 P-1-2，P-11-6，P-41-7，

P-48-4
川口優里香 P-5-8，P-63-4，

P-73-8，P-86-2
川口龍二 HS-3-2，P-1-3，

P-11-3，P-30-7，
P-41-1，P-44-6，
P-50-1，P-51-7

川越万菜 P-1-5，P-17-3，
P-22-3，P-24-1，
P-52-8，P-84-12

川越靖之 P-24-1，P-24-2
川崎彰子 P-11-9，P-25-1，P-79-6
河崎あさひ P-9-8
川嵜 彩 P-38-11，P-75-8
川崎 薫 P-5-9，P-15-5，P-50-5，

P-74-9
川下さやか P-27-4
川嶋章弘 P-6-8，P-9-2
川嶋直之 P-38-9，P-82-9
川島皓雄 P-52-9
川島優貴 P-61-4
川瀬史愛 P-46-2，P-59-4
川瀬里衣子 P-37-11
川瀧英梨子 P-51-3
河竹里奈 P-69-5
嘉和知成美 P-35-6
河津 理 P-48-8
川名 敬 P-4-8，P-41-9，P-60-9，

P-69-5，P-72-2
川西貴之 P-20-1
川野藍子 P-29-1
川野さりあ P-2-7，P-22-7，P-23-4，

P-59-3
川端公輔 P-26-8，P-61-8，

P-69-6，P-71-12
川端俊一 P-77-9
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川畑聖羅 P-74-2
川畑龍暉 P-74-2
河原俊介 P-12-7，P-19-2，

P-41-10，P-47-8，
P-74-1

河原直紀 HS-3-2，P-1-3，
P-11-3，P-30-7，
P-41-1，P-44-6，
P-50-1，P-51-7

川原裕史 P-34-3
河原義文 P-55-3
川原村加奈子

P-64-1，P-64-9，P-77-6
川村温子 P-23-3
河村省吾 P-41-3，P-75-2
河村隆一 P-28-11
川村花恵 P-49-8，P-75-4
川村洋介 P-70-11
川村瑠璃海 P-7-3，P-7-8，P-29-8
河原井麗正 P-11-5，P-44-5
瓦林靖広 P-19-6，P-76-3
菅裕美子 P-17-8，P-41-2
勘澤晴美 P-37-3，P-67-2
神田龍人 P-27-2
神田智子 P-32-2，P-68-8
神田瑞希 P-12-6，P-21-3
貫戸明子 P-62-9
菅野 潔 P-40-1
菅野 顕 P-77-9
菅野晃輔 P-12-1，P-60-3，

P-60-7
勘野真紀 P-2-8，P-53-1，P-80-5
菅野素子 P-30-9
上林翔大 P-28-7，P-31-8

■き

魏 馨予 P-17-3，P-28-5，
P-38-4，P-55-4，
P-84-12

木内健士朗 P-22-4
菊池昭彦 P-6-2，P-6-9，P-37-5，

P-48-9，P-56-8，P-84-4
菊地恵理子 P-8-6，P-48-7，P-77-10
菊池香織 P-20-4

菊池 啓 P-61-2
菊池琴佳 P-75-4
菊野享子 P-39-4
岸 裕司 P-72-6
岸上靖幸 P-10-7，P-18-6，

P-20-3，P-45-7，
P-46-1，P-48-6，P-61-7

木島 幸 P-6-2
岸本叡人 P-46-9，P-63-6，P-64-4
岸本直久 P-40-8，P-43-5，

P-44-3，P-50-4，P-79-7
木須伊織 P-54-5
木多杏依 P-65-8
喜多恒和 P-3-11，P-22-1，

P-33-4，P-42-5，
P-65-3，P-76-4

喜多ともみ P-5-3，P-16-4，
P-17-10，P-65-8，
P-66-10

北 正人 P-3-4，P-77-1
北井俊大 P-41-8，P-66-5
北尾敬祐 P-61-3，P-61-5
北折珠央 P-4-7，P-16-8，

P-39-6，P-72-3
北川早織 P-55-1
北川裕太郎 P-2-8，P-53-1，P-80-5
北島道夫 P-25-3
北島佑佳 P-77-4
北野佐季 P-12-6，P-21-3
北原慈和 P-14-1
北村亜紗 P-34-8，P-36-2，P-65-2
北村亜也 P-56-5，P-57-8
北村絵里 P-8-2
北村幸子 P-27-5，P-31-3，

P-45-8，P-53-4，P-54-2
北村翔一 P-64-3
北村卓也 P-71-4
北村美緒 P-17-8，P-41-2
北村圭広 P-46-11，P-83-8
北山晶菜 P-14-9，P-14-10
北山和樹 P-7-4，P-84-9
北脇佳美 P-62-4
城戸絵里奈 P-53-6
木戸浩一郎 P-48-10，P-73-2，

P-86-7
城戸 咲 P-15-7
木戸道子 P-47-1，P-47-9，

P-57-3，P-86-6
城戸優花 P-7-1，P-22-5
鬼頭慧子 P-4-7，P-16-8，P-72-3
木内理世 HS-1-5，P-3-8，

P-42-9，P-78-5
木下 弾 P-39-3，P-40-2，P-40-4
木林潤一郎 P-76-8
木原智子 P-26-5，P-63-2
紀平 力 P-48-10，P-73-2
紀平知久 P-52-10，P-59-7
木村いぶき P-32-4，P-86-5
木村西施 P-46-7
木村 正 P-73-9
木村敏啓 P-41-8，P-66-5
木村直美 P-37-9
木村英人 P-71-1，P-76-1
木村文則 HS-3-2，P-1-3，

P-9-10，P-11-3，
P-18-4，P-30-7，
P-35-5，P-41-1，
P-43-4，P-44-6，
P-50-1，P-51-7

木村麻衣 P-9-10，P-18-4
木村美葵 P-76-5
木村友沢 P-75-11
木村由実子 P-86-4
木村ゆりあ P-72-1，P-82-8
木山泰之 P-50-7
京 哲 P-4-3，P-12-1，P-16-5，

P-35-2，P-37-4，
P-48-12，P-60-3，
P-60-7，P-72-8

京野廣一 P-25-8
京橋ゆらな P-50-8
清川 晶 P-6-1，P-9-6，P-84-10
清川麻知子 P-63-9
清木場亮 P-15-7
清重紗也 P-70-11
清島千尋 P-32-4，P-86-5
清瀬 愛 P-85-8
清田敦子 P-83-7
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清原裕美子 P-9-9，P-55-6，P-65-4
清元志保 P-2-4，P-9-3，P-55-8，

P-59-5，P-80-8
吉良さちの P-20-2，P-36-6
切替麻衣子 P-55-5
桐野智江 P-48-2
金 紅 P-14-6
金 蒼美 P-73-9
金 共子 P-12-9，P-18-8
金 美娘 P-53-6
金城国俊 P-35-6
金城泰幸 P-21-8
金城淑乃 P-54-3

■く

釘宮剛城 P-12-5，P-52-2，
P-70-5，P-79-4

日下直子 P-52-10，P-59-7
草壁 愛 P-54-9
日下部仁美 P-61-10
草薙康城 P-9-11，P-35-10
草西多香子 P-81-4
草開 妙 P-68-2
草開友理 P-68-2
久慈志保 P-11-4，P-71-4，P-80-2
久慈直昭 HS-2-2，P-25-2，

P-62-6
串本卓哉 P-77-4
楠木 槙 P-30-8
楠瀬祐太郎 P-10-1
久須美真紀 P-72-4
楠本紗羅 P-27-4
楠本知行 P-6-1，P-84-10
楠本実沙 P-74-3
楠本裕紀 P-20-4
楠元理恵 P-2-4，P-6-3，P-9-3，

P-55-8，P-59-5，P-80-8
楠山良子 P-77-2，P-79-4
久高 亘 P-54-3
忽那ともみ P-62-3，P-62-6
久藤麻子 P-76-7
工藤 渉 P-13-9
工藤ひらり P-20-6
工藤美樹 P-15-6，P-83-5

國井基思 P-85-1
國島温志 P-33-10
國友紀子 P-45-1，P-65-7
久野宗一郎 P-17-9
久野達也 P-11-5，P-44-5
久原ゆい P-9-9，P-55-6，P-65-4
久保光太郎 P-2-4，P-6-3，P-9-3，

P-55-8，P-59-5，P-80-8
窪凛太郎 P-11-7
窪川瑞生 P-69-7
久保田いろは

P-66-10
窪田詩乃 P-26-5，P-45-5，P-63-2
久保田未唯 P-19-7
久保田夢音 P-5-1，P-69-4
熊谷麻子 P-8-2
熊谷恭子 P-16-8，P-37-9，

P-38-5
熊谷早織 P-8-7，P-18-7，P-69-3，

P-82-4
熊谷 仁 P-25-8
熊谷奈美 P-10-9
熊谷正俊 P-17-8，P-41-2
熊谷円香 P-3-9，P-12-4，P-42-4，

P-71-9
熊切 順 P-14-7
熊切優子 P-68-5
熊坂諒大 P-79-9
熊﨑晴香 P-64-1
熊﨑誠幸 P-75-11
熊澤一真 P-6-4
熊澤由紀代 P-39-2，P-82-7
熊澤理紗 P-73-3
組橋佳純 P-31-1
倉員正光 P-86-5
倉員真理子 P-32-4
倉﨑昭子 P-38-7，P-48-1
倉澤健太郎 P-38-1，P-38-2
倉品隆平 P-5-1，P-69-4
倉林 工 P-83-6
蔵本昭孝 P-27-10，P-85-4
蔵本武志 HS-2-2
栗木あかね P-48-11
栗下 岳 P-30-10

栗田智子 P-21-8，P-64-4
栗原秀一 P-17-4，P-79-3
栗原麻希子 P-12-3，P-24-4，

P-81-7
栗原美晴 P-73-5
栗山千晶 P-48-2
栗山裕貴 P-26-1，P-45-6
來間愛里 P-7-2，P-45-3
黒岩華子 P-20-5
黒岩征洋 P-21-5，P-47-6，

P-66-1，P-66-4，P-67-3
黒川哲司 P-24-5
黒崎 亮 P-13-3，P-33-5，

P-59-9，P-71-3
黒澤貴子 P-72-4
黒澤大樹 P-74-5
黒島瑞穂 P-26-5，P-45-5，P-63-2
黒須博之 P-24-3，P-30-1，P-30-5
黒瀬苑水 P-3-11，P-22-1，

P-33-4，P-42-5
黒瀬喜子 P-40-1
黒田恵司 HS-2-4，P-14-3，

P-14-4，P-14-5，P-72-6
黒田敬史 P-49-5
黒田亮介 P-6-1，P-9-6，P-84-10
黒星晴夫 P-17-2，P-21-4，P-46-6
黒牧謙一 P-56-8
桑田知之 P-81-2
桑原 章 P-14-1
桑原陽祐 P-21-5，P-47-6，

P-66-1，P-66-4，P-67-3
桑原慶充 P-72-6
桑山太郎 P-39-4

■け

計良光昭 P-75-8
元田愛佳 P-77-7

■こ

小池彩美 P-81-8
小池英爾 P-86-8
小池 剛 P-41-8，P-66-5
小池真琴音 P-29-3，P-52-1，

P-70-1
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小池 亮 P-33-11，P-52-6，
P-81-6

小泉朱里 P-82-4
小泉波留子 P-26-1
小泉弥生子 P-35-9，P-35-11
黄 彩実 P-5-9，P-15-5，

P-15-8，P-74-9
古宇家正 P-83-5
江 沙音 P-73-3
黄 弘吉 P-81-2
甲賀かをり P-23-2，P-23-5，

P-28-4，P-31-4，
P-43-3，P-64-6，P-78-5

香西亜優美 P-3-3，P-34-10
好澤茉由 P-7-7，P-63-7
江田理薫子 P-56-1，P-78-4
合田亮人 P-8-4，P-33-2，

P-50-10
合田知弘 P-32-2，P-68-8
合田真優子 P-33-11，P-52-6，

P-81-6
上妻友隆 P-26-4，P-26-6
郷内雄太 P-13-1，P-33-9
河野慈恵 P-58-4
河野絵里 P-42-8，P-60-6，

P-69-8，P-73-7
河野智考 P-2-9，P-16-6，P-67-4
幸村友季子 P-15-10
香山晋輔 P-3-10，P-50-8
髙鹿泰昌 P-33-1
古賀千悠 P-64-3
古賀 恵 P-37-3，P-37-7，

P-58-8
小暮 藍 P-46-11，P-83-8
苔口昭次 P-25-9，P-25-10
小阪謙三 P-28-7，P-31-8
小阪 俊 P-48-10，P-73-2
小坂由紀子 P-35-8
小島亜輝子 P-47-1
小島和寿 P-3-9，P-12-4，

P-42-4，P-71-9，
P-72-9

小島加代子 P-25-3
小島俊行 P-36-7

小嶋朋之 P-16-2，P-19-1，
P-37-8，P-37-10，
P-57-9

小島七瀬 P-74-7
児嶋真千子 HS-3-1，P-2-3，P-59-2
小嶋里穂 P-48-7，P-77-10
五條実生子 P-54-4
小杉怜史 P-12-8
小菅綺音 P-82-5
小薗祐喜 HS-3-1，P-2-3，

P-57-7，P-59-2
小平雄一 P-52-11
小髙紗季 P-31-6，P-49-7，

P-70-8，P-79-14
小瀧 曜 P-47-7，P-66-8，P-77-2
小舘英明 P-49-5
小谷燦璃古 P-4-1，P-30-4
小谷友美 HS-1-2
小谷陽美 P-38-3
小谷美帆子 P-26-3
小谷泰史 P-50-5，P-62-9
児玉光紗 P-75-7
児玉順一 P-5-8，P-27-9，P-30-3，

P-51-4，P-63-4，
P-70-2，P-73-8，
P-79-1，P-86-2

小玉都萌 P-85-1
児玉遥歩 P-81-5
児玉由紀 P-17-3，P-24-1，

P-28-5，P-36-5，
P-38-4，P-55-4

後藤 彩 P-7-5，P-62-7
後藤公美子 P-38-11，P-75-8
後藤志信 P-4-7，P-16-8，P-38-5，

P-72-3
後藤崇人 P-39-6
後藤智子 P-17-3，P-36-5
五島裕之 P-48-3，P-76-2
後藤真紀 P-38-12，P-47-5，

P-53-7，P-84-11
後藤麻木 P-20-2，P-36-6
後藤摩耶子 P-8-9，P-56-2
後藤美希 P-35-6
後藤未奈子 P-26-3，P-46-4，P-56-3

後藤 恵 P-67-5
後藤裕磨 P-1-5，P-22-3，

P-24-1，P-52-8
小永井奈緒 P-58-2
小西航太 P-61-1，P-81-5
小西 妙 P-7-3，P-7-4，P-15-2，

P-84-9
小西莉奈 P-10-5，P-68-7
木幡 豊 P-38-3
小葉松斐 P-36-1
小林亜美 P-8-8，P-38-8
小林 新 P-4-1，P-11-10，P-30-4
小林栄仁 HS-1-3，P-61-1，

P-81-5
小林 理 P-41-9，P-72-2
小林織恵 P-9-4
小林康祐 P-64-3
小林さくら P-25-11，P-77-1
小林千絵 P-56-5，P-57-8，

P-86-1
小林徳男 P-50-9
小林奈津子 P-70-12
小林裕明 P-3-3，P-3-7，P-11-7，

P-65-5
小林弘樹 P-46-4
小林 浩 P-43-4
小林弘尚 P-12-7，P-19-2，

P-41-10，P-47-8，
P-74-1

小林芙弥香 P-2-9，P-16-6
小林瑞季 P-24-4，P-58-1
小林佑介 P-11-9，P-32-7，P-79-6
小林裕介 P-3-3，P-3-7，P-11-7
小林祐太 P-71-8
小林陽一 P-2-2，P-5-4，P-6-5，

P-43-8，P-56-5，
P-57-8，P-70-10，
P-86-1

小原颯太 P-3-6
小原久典 P-2-1，P-22-6，

P-51-5，P-51-6，P-59-6
媚山友仁 P-20-2，P-36-6
小堀宏之 P-68-5
駒瀬奈央 P-26-3，P-46-4
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小松篤史 P-41-9，P-72-2
小松 恵 P-54-11
小松紗友美 P-12-2，P-33-7
小松淳子 P-46-2，P-59-4
小松直人 P-86-9
小松菜穂子 P-27-4
小松央憲 P-44-7
小松宏彰 P-66-8
小松摩耶 P-66-7
小松玲奈 P-48-11
五味陽亮 P-35-7，P-56-8
五味淵秀人 P-36-7
小宮山慎一 P-12-5，P-52-2，

P-70-5，P-79-4
小宮山朋美 P-3-2，P-7-5，P-62-7
米田圭明 P-46-10，P-58-2
米田征義 P-52-4
菰池哲史 P-39-3，P-40-4
小屋美博 HS-1-2，P-33-10
小柳貴裕 P-33-5，P-33-13
小山樹音 P-60-2，P-75-1
小山御咲 P-17-1，P-80-4，P-84-7
是常有香 P-9-9，P-55-6，P-65-4
今田綾香 P-84-3
近藤英司 P-31-6，P-35-1，

P-36-2，P-41-5，
P-49-7，P-56-6，
P-57-4，P-64-7，
P-70-3，P-70-8，
P-79-14，P-82-1

近藤英治 P-1-4，P-5-7，P-30-8，
P-41-4，P-52-4，P-84-1

近藤恵美 P-77-9
近藤哲郎 P-48-11
近藤友宏 P-74-4
近藤春裕 P-11-4，P-48-8
近藤真奈美 P-27-11
近藤好美 P-3-9，P-12-4，P-42-4，

P-71-9，P-72-9
金野陽輔 P-24-3，P-30-1，P-30-5
今野 良 P-81-2

■さ

税所篤志 P-11-7

西條昌之 P-2-4，P-6-3，P-9-3，
P-59-5，P-80-8

齋竹健彰 P-32-2，P-68-8
齋藤 愛 P-74-4
齋藤有沙 P-12-5，P-52-2，

P-70-5，P-77-2，
P-79-4

齊藤英子 P-24-6
齋藤悦子 P-27-10，P-85-4
齊藤和毅 P-35-3
齋藤加奈美 P-33-1
斉藤圭介 P-41-9，P-69-5，P-72-2
齋藤剛熙 P-67-5
齊藤調子 P-39-1，P-61-6
齋藤翔子 P-85-2
齋藤彰治 P-84-3
齊藤 真 P-29-1，P-29-5，

P-49-3，P-72-10
齋藤 豪 P-8-5，P-16-3，P-49-5，

P-75-6，P-87-3
齋藤俊章 P-32-5
斎藤仁美 P-9-7
齋藤文誉 P-1-4，P-52-4，P-84-1
齋藤 舞 P-32-8
齋藤昌利 P-13-7，P-85-2
齋藤 緑 P-62-5
齋藤もとみ P-56-1，P-78-4
齊藤陽子 P-33-1
西藤吉宏 P-36-1
齊藤良玄 P-67-1
齊藤理恵 P-46-3
斉藤梨紗 P-42-8，P-60-6，

P-69-8，P-73-7
齊藤僚太郎 P-10-4，P-32-11，

P-40-3，P-71-10，
P-83-1

齋藤良平 P-10-9，P-82-6
齋藤 渉 P-41-3，P-75-2
佐伯信一朗 P-25-9
佐伯吉彦 P-34-5
嵯峨 泰 P-15-4，P-33-5，

P-33-13
坂井淳彦 P-15-7
酒井華乃 P-76-5

酒井啓治 P-28-2
坂井健良 P-21-2，P-43-9
酒井紫帆 P-8-1，P-53-2
酒井希望 P-23-2，P-23-5，

P-31-4，P-43-3
酒井美恵 P-27-5，P-31-3，

P-45-8，P-53-4，P-54-2
坂井裕樹 P-5-8，P-27-9，

P-30-3，P-51-4，
P-63-4，P-70-2，
P-73-8，P-79-1，P-86-2

寒河江悠介 P-3-5，P-41-5，P-46-5
榊 宏諭 P-13-1，P-33-9
榊原洸太 P-34-8，P-65-2
榊原尚敬 P-38-12，P-47-5，

P-53-7，P-84-11
榊原秀也 P-29-1，P-29-5，

P-49-3，P-72-10
阪口響子 P-5-4，P-6-5，P-86-1
坂口史奈 P-6-9，P-84-4
坂口太一 P-82-7
坂下知久 P-44-4
坂田周治郎 P-48-2
坂田 純 P-56-4，P-71-5
坂田晴美 P-3-5，P-46-5
坂手慎太郎 P-55-3
坂部晃平 P-17-1，P-80-4，P-84-7
坂巻智美 P-21-2，P-43-9
酒本あい P-63-9
坂本育子 HS-3-5，P-51-3
坂本且一 P-50-9
坂本秀一 P-33-1
坂元崇洋 P-28-8，P-46-7
坂本敬哉 P-28-7，P-31-8
坂本奈緒子 P-26-1，P-45-6
坂本雅恵 P-6-7，P-12-2，P-51-8，

P-53-10，P-67-8
阪本美登 P-35-1，P-49-7，P-82-1
坂本美和 P-38-1，P-38-2
坂元優太 HS-3-2，P-1-3，

P-30-7，P-41-1，
P-44-6，P-50-1，P-51-7

佐川翔子 P-8-3，P-76-4，
P-77-11，P-85-6
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佐川麻衣子 P-17-8，P-41-2，
P-57-1，P-57-2

崎亜嵯子 P-43-8
鷺坂誠宏 P-10-1，P-61-4
﨑山明香 P-76-8
佐久間彗輔 P-44-5
佐久間淳也 P-47-7，P-66-8，

P-73-6，P-77-2
佐久間千晶 P-10-4，P-32-11，

P-40-3，P-71-10，
P-83-1

佐久間萌子 P-14-9，P-14-10
櫻井明弘 P-20-9
櫻井 梓 P-13-6，P-62-4
櫻井香織 P-35-3
櫻井 静 P-29-1，P-29-5，

P-49-3，P-72-10
櫻井愛美 P-30-1
櫻木範明 P-49-5
櫻田尚子 P-1-7
佐護 中 P-25-3
酒向隆博 P-1-6，P-50-6
笹ケ迫奈々代

P-47-3，P-48-13
笹川 輔 P-64-5，P-84-5
笹川勇樹 P-2-10，P-60-4，

P-79-10，P-79-12
佐々木愛子 P-38-6
佐々木暁夫 P-10-1
佐々木高綱 P-40-6
佐々木徹 P-10-1，P-55-5
佐々木晴菜 P-13-9
佐々木博正 P-21-5，P-47-6，

P-66-1，P-66-4，P-67-3
佐々木拓幸 P-14-9，P-14-10
佐々木史子 P-1-7
佐々木麻衣 P-64-9
佐々木美唯 P-75-6
佐々木泰 P-19-5
佐々木容子 P-9-11，P-35-10
笹澤智聡 P-72-11
笹津聡子 P-37-2，P-84-6
笹野 恵 P-9-1
笹野智之 P-34-6，P-79-2

笹原 淳 P-37-1
笹森博貴 P-12-1，P-60-3，

P-60-7
笹森幸文 P-48-10，P-73-2，

P-86-7
密山晶継 P-32-4
佐治正太 P-48-8
佐多綜一郎 P-40-9，P-60-5
定金貴子 P-55-2，P-63-3
定月みゆき P-74-3
佐藤絵理 HS-2-1
佐藤香月 P-32-2，P-68-8
佐藤胡桃 P-69-2
佐藤健二 P-26-1，P-45-6
佐藤元哉 P-26-8，P-61-8，

P-69-6，P-71-12
佐藤冴子 P-16-3
佐藤 翔 P-6-9，P-37-5，P-43-1，

P-43-7，P-70-6，P-70-9
佐藤晋爾 P-76-1
佐藤孝洋 P-67-5
佐藤壮樹 P-74-5
佐藤 剛 P-16-8，P-39-6，P-72-3
佐藤達也 P-18-3
佐藤 團 P-25-6，P-62-8
佐藤 哲 P-21-1，P-49-6，P-80-6
佐藤智紀 P-27-10，P-85-4
佐藤豊実 P-11-9，P-25-1，

P-32-7，P-58-4，P-79-6
佐藤はづき P-82-9
佐藤初美 HS-1-3
佐藤華子 P-30-8
佐藤仁美 P-83-6
佐藤 浩 P-64-1，P-64-9，P-77-6
佐藤真紀 P-27-6
佐藤雅和 P-13-5
佐藤正易 P-59-9，P-71-3
佐藤麻夕子 P-55-3
佐藤美香 P-28-4，P-64-6
佐藤湊斗 P-75-9
佐藤泰紀 P-29-6
佐藤泰昌 P-32-2，P-68-8
佐藤優季 P-55-2，P-63-3
佐藤悠子 P-7-5

佐藤祐輔 P-61-1，P-81-5
佐藤悠太郎 P-4-1，P-30-4
佐藤幸保 P-9-7
佐藤友里恵 P-9-4，P-20-5
佐藤 玲 P-3-9，P-12-4，P-42-4，

P-71-9，P-72-9
佐道俊幸 P-3-11，P-8-3，P-22-1，

P-33-4，P-42-5，
P-76-4，P-77-11，
P-85-6

里見雪音 P-17-4，P-79-3
里吉雅恵 P-38-3
真田ひかり P-50-7
讃井絢子 P-86-5
佐野 匠 P-84-8
佐野真奈美 P-29-5
佐野美保 P-73-4
佐野友香 P-59-8
佐野友里子 P-38-12，P-47-5，

P-53-7，P-84-11
佐野陽子 P-38-7，P-48-1
佐野力哉 P-63-9

島浩輝 P-35-7
澤井英明 P-54-7
澤井瑞穂 P-16-2，P-37-8，

P-37-10，P-57-9
澤田紫乃 P-80-2
澤田雅美 P-7-3，P-7-4，P-7-8，

P-29-8，P-84-9
澤田麻里 P-40-1
澤田祐季 P-4-7，P-16-8，P-72-3
澤村栄里佳 P-45-4，P-63-1
澤山咲輝 P-6-1
山藤晶子 P-49-10，P-87-7

■し

塩崎隆也 P-59-8
塩沢丹里 HS-3-4，P-2-1，

P-22-6，P-22-8，
P-42-2，P-51-5，
P-51-6，P-59-6

塩田さあや P-46-2，P-59-4
塩田 充 P-41-3
塩田恭子 P-54-11，P-64-10，
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P-87-2
塩谷雅英 P-25-9，P-25-10
塩野入規 P-46-10，P-53-3，

P-58-2，P-85-3
塩見まちこ P-10-5，P-68-7
塩見真由 P-3-10，P-50-8
鹿戸佳代子 P-7-2，P-45-3
志鎌あゆみ P-11-9，P-32-7，P-79-6
直原匡志 P-8-9，P-56-2
重川和之 P-42-6，P-54-4
重川浩一郎 P-32-4
重田昌吾 P-13-7
繁田直哉 P-9-9，P-55-6，P-65-4
重藤龍比古 P-24-10，P-43-6，

P-81-3，P-81-9
重松朋宏 P-12-8
重見大介 P-72-7
重光愛子 P-40-6
重盛波留子 P-45-6
重山宗久 P-23-3
地阪光代 P-21-2，P-43-9
志田泰一朗 P-27-4
下仲慎平 P-62-4
品川明子 P-11-8，P-13-9，

P-24-5，P-80-7
品川真奈花 HS-3-4，P-22-6，

P-22-8，P-42-2，
P-51-5，P-51-6，
P-59-6，P-66-6

品川光子 P-51-5
品田衣里 P-11-1，P-14-2，

P-62-11
篠﨑真里奈 P-58-5
信田絢美 P-9-11，P-35-10
篠田弥紀 P-4-7，P-16-8
篠原康一 P-68-6
篠原諭史 P-85-5
篠原拓実 P-72-4
篠原美樹 P-33-5，P-33-13
篠原三津子 P-76-5
篠原由梨 P-87-3
篠原佳子 P-28-4，P-64-6
柴田あずさ P-81-2
柴田綾子 P-46-10，P-53-3，

P-58-2，P-85-3
柴田英治 P-17-7
柴田清住 P-1-6，P-50-6
柴田崇宏 P-10-7，P-18-6，

P-20-3，P-45-7，
P-46-1，P-48-6，P-61-7

柴田健雄 P-34-5
柴田俊章 P-2-12，P-24-9，

P-39-7，P-40-7，
P-59-10

柴田真由 P-71-8
柴田茉里 P-37-9
柴田莉奈 P-10-7，P-18-6，

P-20-3，P-45-7，
P-46-1，P-48-6，P-61-7

柴原浩章 P-25-9，P-25-10，
P-82-2

澁谷剛志 P-59-8
澁谷裕美 P-2-2，P-43-8，

P-70-10
渋谷祐介 P-13-7
島 英里 HS-1-4，P-64-5，

P-84-5
島 友子 P-32-1，P-39-8，

P-54-6，P-80-1
島岡享生 P-48-3，P-76-2
島岡昌生 P-26-7
島田衣里子 P-7-6
島田勝子 P-20-4
島田佳苗 P-21-6，P-74-7
島田清史郎 P-1-4，P-52-4
島田 菫 P-34-5
嶋田知紗 P-70-13
島田智子 P-5-4，P-6-5
島田直未 P-13-4，P-71-6，P-79-5
島田春貴 P-5-1，P-8-6
嶋田真弓 P-37-1
嶋田未知 P-73-1
島田宗昭 P-13-7
島津礼子 P-53-9
島津由紀子 P-9-1
島袋剛二 P-6-7，P-12-2，P-33-7，

P-51-8，P-53-10
島袋麻希子 P-66-8，P-77-2

嶋村勝典 P-64-8
嶋村卓人 P-13-6，P-61-10
島本久美 P-32-5
島本太香子 P-87-1
自見倫敦 P-46-10，P-53-3，

P-58-2，P-85-3
清水彩花 P-29-1，P-49-3，

P-72-10
清水綾乃 P-81-2
清水有紗 P-67-5
清水奈都子 P-9-8
清水元治 P-6-9，P-48-9
清水裕介 P-30-4，P-32-8
清水悠仁 P-85-4
志村茉衣 P-84-2，P-85-8
下川貴志 P-83-2
下川理沙 P-84-1
下河早織 P-69-5
下地 彩 P-1-2，P-11-6，P-41-7，

P-48-4
下地香乃子 P-8-9，P-56-2
下地裕子 P-54-3
下村峻司 P-26-4，P-26-6
下村卓也 P-32-9
下村優莉奈 P-34-8，P-65-2
下元優太 P-5-10
下屋浩一郎 P-41-3，P-42-1，P-75-2
謝敷裕美 HS-2-4
車野晃大 P-35-5
徐 碧美 P-70-6，P-70-9，

P-75-4
庄とも子 P-19-6，P-76-3
諸宇ヒブン P-72-4
庄子忠宏 P-43-1，P-43-7，

P-49-8，P-70-6，P-70-9
東海林なつみ

P-23-1
城内南奈子 P-30-8
白石 慧 P-14-9，P-14-10
白石達典 P-47-2
白石哲郎 P-2-7，P-22-7，

P-23-4，P-59-3
白石眞貴 P-17-9
白石康子 P-25-4
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白石佳孝 P-56-4，P-71-5，
P-83-4

白神 碧 P-27-5，P-45-8，P-54-2
白川ひな子 P-46-7
白國あかり P-61-5
白倉知香 P-7-9
白﨑茉莉 P-38-12，P-47-5，

P-53-7，P-84-11
白澤弘光 P-14-3，P-14-4，

P-14-5，P-39-2，P-82-7
白土なほ子 P-38-1，P-38-2
白藤 文 P-28-9
城 道久 P-66-9
城玲央奈 P-74-9
城山博輝 P-23-7，P-31-5，

P-48-5，P-62-12，
P-70-7，P-77-8

白山裕子 P-7-7，P-63-7
新開翔太 P-8-5，P-16-3，P-75-6
神藤 愛 P-12-3，P-24-4，

P-26-6，P-58-1，
P-81-7

新藤滉大 P-19-6，P-76-3
進藤亮輔 P-16-2，P-19-1，

P-37-8，P-37-10，
P-57-9

神野正雄 P-25-5
神野雄一 P-25-5，P-35-6
新村裕樹 P-5-1，P-69-4
新谷光央 P-28-11，P-57-5，

P-63-8，P-76-6

■す

水津 愛 P-1-2，P-11-6，
P-41-7，P-47-8，
P-48-4

水津枝理 P-33-13
末永 佑 P-10-4，P-32-11，

P-83-1
末光徳匡 P-27-3，P-87-5
末森彩乃 P-48-2
菅 幸恵 P-37-3，P-37-6，

P-57-1，P-57-2，P-58-8
須賀清夏 P-53-6

菅 直子 P-8-7，P-18-7，P-27-7，
P-82-4

菅井駿也 HS-1-4
菅沼貴康 P-60-2，P-75-1
菅沼奈弥 P-46-7
菅沼寛明 P-38-12，P-47-5，

P-53-7，P-84-11
菅沼牧知子 P-46-3，P-64-10
菅原智士 P-10-1
菅原多恵 P-23-1
菅原茉佑 P-76-5
杉 俊隆 P-4-8
杉 俊洸 P-4-8
杉 悠 P-32-9
杉浦 敦 P-9-4，P-20-5，P-65-3
杉浦一優 P-15-3，P-15-9
杉浦多佳子 P-15-7
杉浦真弓 P-4-7，P-16-8，P-38-5，

P-39-6，P-72-3
杉下陽堂 P-35-4
杉田匡聡 P-31-7
杉林里佳 P-38-6
杉原一廣 P-1-6
杉原可那子 P-48-7，P-77-10
杉原花子 P-79-11
杉原弥香 P-41-3，P-75-2
杉原百芳 P-55-3
杉見 創 P-37-3，P-58-8
杉村有泉 P-37-6，P-55-5
杉村 亮 P-69-7
杉本愛沙 P-26-4
杉本 到 P-41-6
杉本公平 P-82-5，P-82-6
杉本 潤 P-15-6
杉本澄美玲 P-9-10，P-11-3，

P-18-4，P-35-5
杉本千里 P-27-10，P-85-4
杉本 誠 P-61-3，P-61-5
杉山冴子 P-52-4
杉山沙織 P-40-9
杉山重里 P-73-1
杉山信哉 P-12-5，P-77-2，

P-79-4
杉山 隆 P-2-13，P-30-6，P-70-4

杉山 徹 P-32-9
杉山美智子 P-64-10，P-87-2
杉山結理佳 P-66-6
杉山力一 P-9-12，P-62-6
助川明子 P-24-7
周郷史雄 P-77-2，P-79-4
鈴鹿清美 P-81-4
鈴木晃子 P-42-8，P-60-6，

P-69-8，P-73-7
鈴木あすか P-25-1
鈴木隆夫 P-36-4
鈴木 淳 P-29-6
鈴木一有 P-36-3，P-63-8，P-76-6
鈴木和久 P-27-10
鈴木香月 P-21-5，P-67-3
鈴木嘉穂 P-46-10，P-53-3，

P-58-2，P-85-3
鈴木敬子 P-56-4，P-83-4
鈴木孝太 HS-2-2
鈴木琴音 P-19-1，P-84-2
鈴木聡史 P-72-4
鈴木沙也香 P-70-12
鈴木俊治 P-5-1，P-8-6，P-47-2，

P-48-7，P-69-4，
P-72-7，P-77-10

鈴木聡一郎 P-10-6，P-52-3，
P-60-1

鈴木崇弘 P-60-2，P-75-1
鈴木拓真 P-64-3
鈴木徹平 P-38-12，P-39-1，

P-47-5，P-53-7，
P-84-11

鈴木 朋 P-16-1，P-38-6，
P-83-3

鈴木智太郎 P-56-4，P-71-5，P-83-4
鈴木 直 P-11-4，P-35-4，

P-48-8，P-61-9，
P-71-4，P-80-2

鈴木七海 P-81-2
鱸 暢彦 P-2-6，P-5-2，P-10-2，

P-40-5，P-51-1
鈴木寛正 P-8-8，P-15-4，P-36-4，

P-38-8
鈴木 真 HS-3-3
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鈴木賢哉 P-27-3
鈴木真理子 P-32-2，P-68-8
鈴木美沙子 P-8-6，P-15-10，

P-57-5，P-77-10
鈴木美里 P-80-3，P-80-9
鈴木美月 P-82-5
鈴木美帆 P-74-4
鈴木雄祐 P-9-2，P-58-3
鈴木裕太郎 P-70-13
鈴木佑奈 P-60-2，P-75-1
鈴木由妃 P-11-4
鈴木幸雄 P-22-2，P-24-7
鈴木由梨奈 P-33-11，P-52-6，

P-81-6
鈴木陽介 P-44-7
鈴木梨央 P-12-5，P-47-7，

P-79-4
鈴木 僚 P-28-2
鈴木 渉 P-8-1，P-53-2
鈴森伸宏 P-38-5
須田一暁 P-64-5，P-84-5
栖田園子 P-16-4，P-17-10，

P-65-8，P-66-10
須田尚美 P-19-5
隅田能雄 P-12-8
須藤麻実 P-11-9，P-71-1，

P-76-1
數藤衣里加 P-57-8
首藤聡子 P-26-8，P-61-8，

P-69-6，P-71-12
須藤 保 P-11-10
砂田真澄 P-13-6，P-23-6，

P-61-10
須波 玲 P-85-5
春原友海 P-10-7，P-18-6，

P-20-3，P-45-7，
P-46-1，P-48-6，P-61-7

角 俊幸 P-52-9
角 央彦 P-71-1，P-76-1
角 真徳 P-45-3
隅井ちひろ P-3-6
炭谷崇義 P-68-2
住友理浩 P-81-8
角倉 仁 P-28-8，P-40-8，

P-43-5，P-44-3，
P-46-7，P-50-4，P-79-7

駿河まどか P-5-5，P-57-10

■せ

清家崇史 P-32-9
清野 学 P-13-1，P-33-9
瀬尾晃司 P-45-2
瀬尾晃平 P-26-3，P-46-4，P-56-3
瀬尾優太朗 P-43-10
瀬川有実 P-71-4，P-80-2
瀬川美雪 P-50-5，P-62-9
関 章秀 P-47-1，P-47-9，P-57-3
関宏一郎 P-3-9，P-12-4，P-42-4，

P-71-9，P-72-9
関 友望 P-4-4
関 典子 P-2-4，P-6-3，P-9-3，

P-55-8，P-59-5，P-80-8
関 萌花 P-36-1
関 莉穂 P-52-9
関口敦子 P-8-6，P-48-7，P-77-10
関口 勲 P-34-7
関口和企 P-48-3，P-76-2
関沢明彦 P-6-8，P-9-2，P-21-6，

P-22-9，P-24-8，
P-38-1，P-38-2，
P-58-3，P-74-7

関根愛子 P-38-1，P-38-2，
P-48-11

関根正幸 P-54-3
関野 和 P-5-8，P-27-9，P-30-3，

P-51-4，P-63-4，
P-70-2，P-73-8，
P-79-1，P-86-2

関亦真生 P-20-2，P-36-6
関谷 葵 P-26-3
関谷 彩 P-64-8
関谷隆夫 P-17-6
瀬村肇子 P-17-4，P-79-3
瀬山理惠 P-8-2
仙道可菜子 P-19-8，P-64-2

■そ

宗 修平 P-14-8

宗万紀子 P-1-2，P-11-6，P-41-7，
P-48-4

副島周子 P-9-5，P-75-5
添田 周 P-21-1，P-49-6，P-80-6
添田わかな P-11-5，P-17-7
曽我江里 P-28-10
曽根香穂 P-68-2
曽根原玲菜 P-4-4
園田あゆみ P-55-7
園田顕三 P-13-4，P-71-6，

P-79-5
傍島 綾 P-60-2，P-75-1
染谷真行 P-8-5，P-16-3，P-75-6
曽山浩明 P-40-8，P-43-5，

P-44-3，P-50-4，
P-60-1，P-79-7

■た

大保 静 P-5-7
大門篤史 P-84-8
平久進也 P-26-5，P-45-5，P-63-2
田岡拓輔 P-40-8
多賀敦子 P-12-9，P-18-8，

P-27-11
多賀紗也香 P-14-2，P-29-2
多賀悠希子 P-12-9，P-18-8
高井 泰 P-6-2，P-6-9，P-35-7，

P-37-5，P-48-9，
P-56-8，P-84-4

高石 侑 P-64-1，P-64-9，P-77-6
高江正道 P-35-4，P-48-8，

P-61-9，P-71-4，P-80-2
高尾由美 P-70-11
高岡 宰 P-46-11，P-83-8
髙岡 幸 P-20-4
髙折 彩 HS-3-1，P-2-3，

P-57-7，P-59-2
高木みか P-43-10
高木章美 P-56-8
高木佳苗 P-37-9
高木 駿 P-60-10
高倉 聡 P-33-1，P-82-5
高倉 翔 P-36-2，P-56-6，

P-57-4，P-64-7



2025年 2 月 361

一
般
演
題

演
者
索
引

髙倉賢人 P-66-7
高倉正博 P-34-5
髙﨑和樹 P-42-6，P-54-4
髙櫻真依子 P-46-5
高島明子 P-3-2，P-7-5，P-62-7
高島田君平 P-53-5
髙杉篤志 P-17-4，P-79-3
髙瀬布未果 P-37-11
髙瀬瑠璃子 P-14-7
髙田 笑 P-34-5，P-66-1，P-66-4
髙田さくら子

P-34-5
高田友美 P-8-9，P-56-2
高田雅代 P-33-2，P-50-10
髙田恭平 P-11-10，P-30-4
高田眞一 P-17-9
髙田未咲 P-49-5
髙取恵里子 P-43-1，P-43-7，

P-70-6，P-70-9
髙鳥望海 P-44-2
小鳥遊明 P-10-7，P-18-6，

P-20-3，P-45-7，
P-46-1，P-48-6，
P-61-7，P-67-3

鷹野夏子 P-10-9，P-38-9
高野政志 P-40-8，P-43-5，

P-44-3，P-50-4，
P-65-3，P-79-7

鷹野真由実 P-47-7，P-66-8，
P-73-6，P-77-2

髙野理紗 P-46-3，P-87-2
髙野 亮 P-75-11
高橋顕雅 P-30-2，P-74-6
髙橋和哉 P-34-8，P-65-2
高橋佳代 P-15-4
高橋佳世子 P-56-10
高橋 健 P-28-10
髙橋健太 P-64-3
髙橋小百合 P-28-7，P-31-8
髙橋沙里 P-56-5，P-57-8
高橋しづこ P-49-10，P-87-7
髙橋周平 P-38-11，P-75-8
髙橋寿々代 P-33-5，P-33-13
髙橋 菫 P-70-10

高橋聡太 P-27-6
髙橋 司 P-85-2
髙橋俊文 P-74-5，P-78-5
高橋知子 P-67-4
高橋伸卓 P-23-3
高橋宏典 HS-1-1，P-8-8，

P-15-4，P-36-4，P-38-8
髙橋茉由 P-73-3
髙橋美央 P-21-2，P-43-9
髙橋海果莉 P-73-4
高橋泰洋 P-19-7
髙橋 優 P-29-4
髙橋ゆう子 P-54-4
髙橋優太郎 P-16-2，P-37-8，

P-37-10，P-57-9
髙橋裕也 P-84-3
高橋詳史 P-33-5，P-33-13
高橋慶行 P-52-7
高橋良子 P-56-10，P-79-13
髙橋良輔 P-2-10，P-60-4，

P-65-8，P-79-10，
P-79-12

髙原悦子 P-31-1
高水 藍 P-8-7，P-18-7，P-27-7，

P-82-4
高村将司 P-4-6，P-10-9
高本真弥 P-74-3
高屋敷瑞穂 P-56-5，P-57-8
高山恵理奈 P-35-1，P-49-7，

P-82-1
髙山 茅 P-20-5
髙山圭介 P-1-7
高吉理子 P-63-9
寳田健平 P-34-9
滝 真奈 P-13-6，P-23-6，

P-32-3，P-61-10
瀧川 若 P-2-7，P-22-7，

P-23-4，P-59-3
瀧澤俊広 HS-1-1
瀧田寛子 P-6-8，P-9-2，P-58-3
瀧本裕美 P-54-7，P-54-8，P-54-9
田杭千穂 P-7-5
田口 育 P-38-5
田口京華 P-39-4

田口こころ P-5-6，P-75-12
田口貴子 P-9-1
田口朋子 P-24-10，P-85-1
田口奈緒 P-64-1，P-64-9，P-77-6
田口晴賀 P-2-13，P-30-6，P-70-4
武井かほり P-35-7
竹井智彦 P-79-9
竹井裕二 P-33-5，P-33-13
竹内亜利砂 P-35-9，P-35-11
竹内佳織 P-71-1
武内享介 P-61-3，P-61-5
竹内久美 P-67-7
竹内智子 P-39-1，P-61-6
竹内 淳 P-11-4，P-71-4，

P-80-2
竹内 肇 P-20-2，P-36-6
竹内穂高 P-2-1，P-22-6，P-51-5，

P-51-6，P-59-6
竹川悠起子 P-82-5
武隈宗孝 P-23-3
竹沢亜美 P-83-3
武士ゆい P-84-3
竹島和美 P-14-6，P-25-6
武末日向子 P-73-3
武田愛紗 P-27-6
武田晃子 P-68-1
武田恵美 P-9-5，P-65-6，P-75-5
武田恵利 P-38-5
武田 理 P-44-2
竹田佳奈 P-8-3，P-76-4，

P-77-11，P-85-6
竹田 純 P-8-2
武田真一郎 P-2-6，P-5-2，P-10-2，

P-50-3，P-51-1
武田 卓 HS-2-4，P-78-2
竹田健彦 P-4-4
武田智幸 P-56-9
竹田満寿美 P-12-6，P-21-3
竹田善紀 P-65-3
竹谷陽子 P-6-7，P-12-2，P-33-7，

P-51-8，P-53-10，
P-67-8

武富瑠香 P-17-5，P-46-9，
P-63-6，P-64-4
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竹中 慎 P-41-6
竹林綾香 P-60-4
竹原 功 P-62-5，P-74-5
竹原和宏 P-24-8
竹原洸平 P-42-6，P-50-2，P-54-4
竹村京子 P-32-1，P-39-8，

P-54-6，P-80-1
竹村昌彦 P-9-1
竹村昌親 P-9-1
田坂佳太郎 P-41-3，P-75-2
田坂玲子 P-52-9
太崎友紀子 P-65-5
田嶋 敦 P-5-4，P-6-5，P-56-5，

P-86-1
田嶋俊彬 P-55-5
田尻亮祐 P-17-5，P-46-9，

P-63-6，P-64-4
多田和美 P-17-7
多田克彦 P-6-4，P-57-1，P-57-2
多田裕り P-72-12
只川真理 P-85-2
立花眞仁 P-13-7，P-74-5
立花由理 P-42-8，P-60-6，

P-69-8，P-73-7
立原茉優 P-73-6
田付駿介 P-70-6，P-70-9
楯 真一 P-23-2，P-23-5，

P-31-4，P-43-3
立山明日香 P-9-9，P-55-6，P-65-4
田中 晶 P-69-7
田中あすか P-29-3，P-52-1，P-70-1
田中 温 HS-2-2，P-49-2
田中亜由子 P-18-3
田中あゆみ P-9-8
田中江里子 P-53-6
田中幹二 P-27-6，P-75-12，

P-85-1
田中清史 P-27-10，P-85-4
田中久美子 P-12-3，P-81-7
田中孝太 P-72-12
田中沙英 P-25-2，P-62-3
田中沙織 P-76-5
田中里美 P-16-10，P-55-5
田中惇也 P-19-3，P-68-3

田中仁悟 P-66-2
田中大智 P-19-6，P-76-3
田中圭紀 P-34-10
田中利隆 P-16-10，P-55-5
田中智人 P-11-1，P-51-10
田中奈緒子 P-5-8，P-27-9，P-30-3，

P-51-4，P-63-4，
P-70-2，P-73-8，
P-79-1，P-86-2

田中尚武 P-81-4
田中教文 P-55-2，P-57-1，

P-57-2，P-63-3
田中秀明 P-73-4
田中博子 P-56-10，P-79-13
田中浩彦 P-52-10，P-59-7
田中宏幸 P-27-12
田中 舞 P-29-1，P-29-5，

P-49-3，P-72-10
田中真帆 P-79-4
田中 守 P-14-9，P-14-10，

P-19-4，P-21-2，
P-26-2，P-38-10，
P-43-9，P-54-5，P-86-4

田中稔恵 P-9-9，P-55-6，P-65-4
田中美柚 P-17-1，P-80-4，P-84-7
田中美幸 HS-3-4
田中元基 P-8-2
田中泰裕 P-22-8
田中佑衣 P-2-4，P-6-3，P-55-8
田中 優 P-6-1，P-9-6，P-84-10
田中佑治 P-30-2，P-74-6
田中雄也 P-19-4，P-26-2，

P-38-10，P-86-4
田中有華 P-27-2
田中佑奈 P-28-8
田中良明 P-13-9
田中良和 P-52-10，P-59-7
田中良知 P-7-8
田中良道 P-11-1，P-51-10
田中理恵子 P-25-7
棚瀬康仁 P-2-7，P-22-7，P-23-4，

P-59-3
田辺紋子 P-38-5
田邉更衣子 P-27-5，P-31-3，

P-45-8，P-53-4，P-54-2
田鍋智世 P-3-10，P-50-8
田邊 学 P-64-8
田邉利砂 P-28-8，P-50-4，P-79-7
谷 和祐 P-5-8，P-27-9，

P-30-3，P-51-4，
P-63-4，P-70-2，
P-73-8，P-79-1，P-86-2

谷 洋彦 P-28-7，P-31-8
谷 佳紀 P-13-2，P-79-11
谷岡沙紀 HS-3-6
谷岡桃子 P-79-11
谷垣伸治 P-5-4，P-6-5，P-56-5，

P-57-8，P-70-10，
P-86-1

谷川珠美子 P-56-5，P-57-8，P-86-1
谷川りか P-34-10，P-45-1，

P-65-7
谷川輝美 P-30-9
谷口佳代 P-62-1
谷口健太郎 P-74-6
谷口 肇 P-1-5
谷口博子 P-66-2
谷口文章 P-10-6，P-52-3，P-60-1
谷口文紀 HS-2-1
谷口真紀子 P-3-11，P-22-1，

P-33-4，P-42-5
谷口優羽 P-1-7
谷口 僚 P-40-1
谷口綾亮 P-27-6
谷口路善 P-54-7，P-54-8，P-54-9
谷郷花圭 P-8-9，P-56-2
谷村憲司 P-5-3，P-16-4，

P-17-10，P-65-1，
P-65-8，P-66-10

谷村 悟 P-68-2
谷村昌哉 P-80-4
谷村吏香 P-2-4，P-6-3，P-9-3，

P-55-8，P-59-5，P-80-8
谷本早紀 P-30-10
田沼史恵 P-36-1
種市明代 P-33-5，P-33-13
田上可桜 P-14-6
田野島美城 P-16-2，P-19-1，
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P-37-8，P-37-10，
P-57-9，P-85-8

田畑知沙 P-72-4
田畑 務 P-14-7
田伏真理 P-73-9
田渕明彦 P-25-6
田渕雄大 P-87-3
田部みどり P-83-3
玉井順子 P-19-4，P-26-2，

P-38-10，P-86-4
玉石雄也 P-36-2，P-49-7，

P-56-6，P-57-4，
P-64-7

玉内学志 P-32-8，P-34-2，
P-54-10

玉置淳子 P-76-7
玉置優子 P-72-1，P-82-8
玉城 良 P-67-1
玉城夏季 P-54-3
玉田祥子 P-2-4，P-6-3，P-9-3，

P-55-8，P-59-5，P-80-8
玉村千代 P-28-9
田丸俊輔 P-4-6，P-38-9
田村 功 P-72-6
田村和也 P-9-4，P-20-5
田村昂平 P-33-5，P-33-13
田村早希 P-73-1
田村 聡 P-27-8
田村直顕 P-15-10，P-36-3，

P-57-5，P-63-8，
P-76-6，P-78-3

田村正毅 P-83-6
田村みどり P-61-9
田村優介 P-60-2，P-75-1
為我井加菜 P-64-5，P-84-5
俵 史子 P-14-8
丹藤伴江 P-27-6
反中志緒理 P-77-7
丹場智香 P-33-3

■ち

斉 楠 P-11-9
近澤研郎 P-81-2
千草義継 P-66-7

知念行子 P-54-3
知野陽子 P-24-5
左 勝則 P-14-1，P-14-3，

P-14-4，P-14-5
茶木 修 P-84-2
茶谷順也 P-56-4，P-71-5
張 良実 P-7-2，P-45-3
趙 現 P-53-8，P-61-11
長たまき P-22-2，P-43-4
張 凌雲 P-71-2
千代田達幸 P-21-2，P-43-9
沈 嬌 P-2-11，P-71-7

■つ

築比地彩香 P-32-7，P-75-11
塚田和彦 P-1-6，P-50-6
塚原紗耶 P-6-4
塚本博幸 P-55-5
築澤良亮 P-5-8，P-27-9，P-30-3，

P-51-4，P-63-4，
P-70-2，P-73-8，
P-79-1，P-86-2

月永理恵 P-46-10，P-53-3，
P-58-2，P-85-3

柘植竜太 P-53-11
告野絵里 P-74-4
辻 勲 P-62-9
辻 佳世 P-34-10，P-45-1，

P-65-7
辻 季野 P-13-9
辻 浩介 P-54-5
辻俊一郎 P-18-1，P-30-2，

P-45-4，P-58-6，
P-63-1，P-74-6

辻 由真 P-38-3
辻江智子 P-56-10，P-79-13
辻岡 寛 P-20-2，P-36-6
對馬可菜 P-56-5，P-57-8
對馬立人 P-85-1
辻本晶紀 P-55-7
津田聡子 P-12-3，P-26-6，

P-58-1，P-81-7
津田千春 P-11-4
津田弘之 P-74-4

津田洋之介 P-7-8，P-84-9
土川 恵 P-75-9
土橋裕允 P-51-10
土持早希 P-10-4，P-32-11，

P-40-3，P-71-10，
P-83-1

土本紘子 P-55-2，P-63-3
土屋 慶 P-33-1
土屋恵祐 P-63-8
土屋繁一郎 P-75-4
土屋貴裕 P-47-7，P-72-1，

P-82-8
土屋葉名子 P-80-3，P-80-9
土屋富士子 P-29-4
土山哲史 P-14-6
筒井建紀 P-9-9，P-55-6，P-65-4
筒井元海 P-7-1，P-22-5，P-34-1
都築たまみ P-62-1
堤 治 P-72-4
堤 誠司 P-84-3
堤 春香 P-58-4
津戸寿幸 P-10-5，P-68-7
綱掛 恵 P-17-8，P-41-2
常木郁之輔 P-83-6
恒遠啓示 P-11-1，P-39-5，

P-51-10，P-62-11
角田麻衣 P-72-5
鍔田芙実子 P-42-8，P-60-6，

P-69-8，P-73-7
鍔本浩志 P-54-7，P-54-8，P-54-9
坪内弘明 P-41-3，P-75-2
坪木純子 P-43-10
莟 綾乃 P-32-5
津村圭介 P-26-4，P-26-6，

P-57-1，P-57-2
津村志穂 P-47-1，P-47-9，P-57-3
津吉秀昭 P-11-8，P-13-9，

P-24-5，P-80-7
釣餌咲希 P-39-4
敦澤美月 P-74-3
鶴田智彦 P-34-10，P-45-1，

P-65-7
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鄭 博仁 P-61-2
出口雅士 P-5-3，P-16-4，

P-17-10，P-65-1，
P-65-8，P-66-10

出口真理 P-30-2
手島早希 P-48-2
出嶋弥広 P-21-6，P-74-7
手塚敦子 P-74-4
手塚慶吾 P-39-4
手塚 聡 P-6-1，P-9-6，P-84-10
手向麻衣 P-7-3，P-7-4，P-7-8，

P-29-8，P-84-9
寺井義人 P-2-10，P-5-3，P-16-4，

P-17-10，P-60-4，
P-65-1，P-65-8，
P-66-10，P-79-10，
P-79-12

寺内公一 HS-2-3
寺尾純奈 P-80-3，P-80-9
寺尾美代子 P-16-7，P-66-6
寺尾泰久 P-22-9，P-33-8，

P-80-3，P-80-9
寺岡有子 P-83-5
寺沢直浩 P-7-9
寺島豪志 P-48-10，P-73-2
寺島久敦 P-29-3，P-52-1
寺田貴武 P-32-9
寺田光二郎 P-25-7
寺田さなえ P-35-8
寺田信一 P-11-1，P-51-10，

P-62-11
寺田美希子 P-3-10，P-50-8
寺田幸弘 P-23-1，P-39-2，

P-74-5，P-82-7
寺本麻友子 P-53-8，P-61-11
寺本瑞絵 P-87-3
天雲千晶 P-34-10，P-45-1，

P-65-7
天神林友梨 P-11-9，P-32-7，P-79-6

■と

土井宏太郎 P-17-3，P-28-5，

P-36-5，P-38-4，
P-55-4

東海林芽 P-87-3
田路明彦 P-11-1，P-29-2，

P-62-11
堂下ちひろ P-36-3
當瀬ちひろ P-17-3，P-28-5，

P-38-4，P-55-4，
P-84-12

同前 愛 P-73-1
東堂祐介 P-2-12，P-39-7，

P-40-7，P-57-5，
P-59-10，P-78-3

藤内伸智 P-58-7
道佛香奈江 P-9-1
道佛美帆子 P-43-4
戸枝 満 P-41-9，P-72-2
遠山篤史 P-21-8
戸上真一 P-3-3，P-3-7，P-11-7
土岐尚之 P-32-10
時光亜希子 P-51-5，P-51-6
時元菜帆 P-31-3
德川睦美 P-3-10，P-50-8
徳重 悠 P-12-7，P-19-2，

P-41-10，P-47-8，
P-74-1

德田妃里 P-79-8
徳永小町 P-43-7
徳永直樹 P-53-8，P-61-11
徳永英樹 P-1-7，P-13-7
德光隆一 P-81-5
徳山 治 P-2-5，P-21-7
都甲明子 P-67-7
所 伸介 P-18-1，P-45-4，

P-58-6，P-63-1，
P-74-6

戸澤晃子 P-11-4
斗澤昇平 HS-1-1，P-15-4，

P-38-8
戸田愛理 P-9-6
戸田有朱香 P-41-8，P-66-5
戸田友美 P-5-4，P-6-5
栃尾 梓 P-70-12，P-85-8
栃木秀乃 P-4-6

土肥聖未 P-9-4，P-20-5
苫居英梨彩 P-77-4
富家真理 P-34-6，P-79-2
冨尾賢介 P-74-3
冨岡領太 P-20-1
富田芙弥 P-85-2
冨松侑真 P-56-10，P-79-13
冨谷紘加 P-61-2
富山大勝 P-77-3
友成美鈴 P-49-9，P-68-4
友野勝幸 P-83-5
友野美穂 P-7-7
豊泉理絵 P-42-8，P-60-6，

P-69-8，P-73-7
豊島のどか P-10-4，P-32-11，

P-40-3，P-71-10，
P-83-1

豊田祐里子 P-44-4
豊田奏子 P-18-3
豊田祥子 P-38-8
豊田進司 P-3-11，P-42-5
豊福 彩 P-3-5，P-46-5
鳥居恵梨子 P-7-7，P-63-7
鳥海玲奈 P-72-7
鳥谷部邦明 P-31-6，P-36-2，

P-49-7，P-56-6，
P-57-4，P-64-7，P-70-3

■な

内藤麻衣 P-77-9
内藤水音 P-37-11
内藤未帆 P-38-7，P-48-1
直聖一郎 P-75-10，P-76-7，

P-84-8
直海 玲 P-38-6
中井英勝 P-50-5
永井 景 P-40-6
永井彩華 P-37-9
永井康一 HS-3-6，P-22-2
永井 匠 P-38-11，P-75-8
長井智則 P-6-2，P-48-9，P-84-4
永井智之 P-13-7
長井美佳 P-41-9
永井立平 P-23-8，P-53-5
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永石匡司 P-60-9，P-69-5
中尾愛子 P-65-5
中尾恵津子 P-77-4
中尾光資郎 P-32-6，P-43-2，P-51-9
中尾紗由美 P-28-2
中尾砂理 P-11-9，P-32-7，P-79-6
中尾朋子 P-25-11
中尾優里 P-38-6
中尾佳史 P-49-9，P-68-4
長尾昌二 P-79-11
中岡義晴 P-82-9
中垣成子 P-19-5
中川敦史 P-34-2
中川江里子 P-12-7，P-19-2，

P-41-10，P-47-8，
P-74-1

中川恭子 P-12-1，P-16-5，
P-37-4，P-48-12，
P-60-3

中川浩次 P-62-6
中川公平 P-27-12
中川敏浩 P-50-9
中川奉宇 HS-1-5，P-3-8，P-42-9
中川直貴 P-41-3，P-75-2
中川博之 P-73-1
中川萌花 P-32-2，P-68-8
中北 麦 P-1-2，P-11-6，P-41-7，

P-48-4
中後 聡 P-79-8
長阪一憲 P-29-4，P-42-6，

P-48-10，P-50-2，
P-54-4，P-73-2，P-86-7

永坂久子 P-33-2，P-50-10
長﨑澄人 P-47-7，P-66-8，

P-73-6，P-77-2
中里愛里 P-39-1，P-61-6
仲里博恵 P-44-2
中澤 毅 P-52-7
仲澤美善 P-87-3
中沢洋三 HS-3-4
長澤亜希子 P-28-4，P-64-6
長澤さや P-7-1，P-22-5，P-34-1
永沢崇幸 P-43-1，P-43-7，

P-70-6，P-70-9

長澤友紀 P-26-5，P-45-5，
P-63-2

中島彰俊 P-32-1，P-39-8，
P-54-6，P-80-1

中嶋太郎 P-81-4
中島由貴 P-68-1
中島祐美子 P-7-7，P-63-7
中島亜矢子 P-81-1
中嶋えりか P-40-9，P-60-5
中島大輔 P-49-2
中島文恵 P-42-8，P-60-6，

P-69-8，P-73-7
中島雅子 P-2-1，P-51-5，P-51-6
中嶋理恵 P-26-1，P-45-6
長嶋武雄 P-44-1
永島弘捺 P-83-3
長島 克 P-12-5，P-52-2，

P-70-5，P-79-4
永嶋美華子 P-15-1
長島 稔 P-21-6
中陳哲也 P-40-9，P-60-5
中瀬香織 P-14-6
永瀬 智 P-13-1，P-15-1，

P-19-8，P-33-9，
P-62-5，P-64-2，P-67-6

永瀬慶和 P-29-3，P-52-1，P-70-1
中田久実子 P-5-2，P-10-2，P-40-5，

P-50-3，P-54-1
中田俊之 P-40-9，P-60-5
中田雅彦 P-12-5，P-47-7，

P-52-2，P-66-8，
P-70-5，P-72-1，
P-73-6，P-77-2，
P-79-4，P-82-8

中田恵美里 P-28-4，P-64-6
中田敏英 P-25-2，P-62-3
永田 愛 P-27-4，P-28-3
永田一郎 P-10-9
永田 幸 P-27-4
永田真子 P-3-3，P-3-7，P-11-7
長田広樹 HS-2-1
中谷早希 P-7-2，P-45-3
中谷沙也佳 P-23-7，P-31-5，

P-48-5，P-62-12，

P-70-7，P-77-8
中谷真豪 P-8-3，P-76-4，

P-77-11，P-85-6
中塚えりか P-2-11，P-71-7
中藤光里 P-48-2
中並弥生 P-19-6，P-76-3
中西一歩 P-31-7
中西健太郎 P-39-3
中西研太郎 P-75-9
中西沙由理 P-16-2，P-19-1，

P-37-8，P-37-10，
P-57-9

中西美紗緒 P-65-3，P-74-3
中西美惠 P-33-2，P-50-10
中野秀亮 P-9-6，P-84-10
中林 章 P-7-6，P-14-7
中林裕貴 P-25-6，P-48-11
中林 誠 P-21-6
中林桃子 P-53-6
中原一成 P-15-7
中原万里子 P-7-1，P-22-5，P-34-1，

P-38-13
中平理恵 P-41-8，P-66-5
中堀 隆 P-6-1，P-84-10
長又哲史 P-2-10，P-60-4，

P-79-10，P-79-12
永松 健 P-15-6
中溝めぐみ P-19-6，P-76-3
中村彩加 P-27-11
中村永信 P-6-2，P-6-9，P-37-5，

P-48-9，P-84-4
中村加奈子 P-54-5
中村恭子 P-13-4，P-71-6，

P-79-5
中村圭一郎 P-79-11
中村昌平 P-17-1，P-80-4，P-84-7
中村 豪 P-9-2，P-58-3
中村達矢 P-79-8
中村千栄 P-79-9
中村智子 P-4-4
中村名律子 P-23-2，P-23-5，

P-31-4，P-43-3
中村紀友喜 P-60-2，P-75-1
中村仁美 P-73-9
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中村 響 P-44-5
中村博昭 P-5-5，P-57-10
中村紘子 P-17-8，P-41-2
中村文洋 P-62-5
中村真季子 P-77-1
中村真子 P-33-3
中村真彰 P-34-9
仲村将光 P-17-6
中村 学 P-19-7
中村真由美 P-14-2，P-29-2，P-39-5
中村美裕 P-27-5
中村泰昭 P-32-11，P-40-3，

P-83-1
中村佳子 P-75-11
中村慶乃 P-27-2
仲村理恵 P-54-3
中元永理 P-77-9
中本 収 P-5-5，P-57-10
仲本朋子 P-54-3
長安実加 P-23-7，P-31-5，

P-48-5，P-62-12，
P-70-7，P-77-8

永昜洋子 P-29-2，P-75-10，
P-76-7，P-84-8

中山敬登 P-37-2，P-72-12
中山健太郎 P-3-9，P-12-4，P-42-4，

P-71-9，P-72-9
中山さわ HS-3-2，P-1-3，

P-35-5，P-41-1，
P-44-6，P-50-1，
P-51-7

中山大輝 P-36-1
中山徹男 P-1-8，P-17-3，P-38-4，

P-55-4，P-71-11，
P-84-12

中山朋子 P-2-4，P-6-3，P-9-3，
P-55-8，P-59-5，P-80-8

中山真里 P-7-9
長山利奈 P-32-5
永吉 基 P-49-2
名川歩美 P-47-2
柳樂 慶 HS-2-1
南雲泰斗 P-50-2
夏秋伸平 P-56-1，P-78-4

夏目貴史 P-23-4，P-59-3
鍋田基生 P-9-11，P-35-10，

P-82-2
鍋谷 望 P-17-6
波入友香里 P-56-4，P-71-5，P-83-4
並木俊始 P-85-8
並木竜介 P-39-2
奈良亮謙 P-23-3
成重さつき P-67-5
成田さくら P-32-7
成田幸代 P-54-7，P-54-8，

P-54-9
成田達哉 P-35-7
成田佑一郎 P-6-6
成田悠樹 P-33-3
成田吉央 P-29-4
成瀬勝彦 P-17-7
成冨祥子 P-10-5，P-68-7
成味 恵 P-2-12，P-39-7，

P-40-7，P-59-10，
P-67-6，P-78-3

成見莉紗 P-15-4
那波明宏 P-33-10
南條佐輝子 P-27-8
難波 聡 P-38-9，P-82-9
難波孝臣 P-46-2，P-59-4
南波美沙 P-14-8

■に

仁位史建 P-9-11，P-35-10
二井理文 P-31-6，P-36-2，

P-49-7，P-56-6，
P-57-4，P-64-7，P-70-3

新居真理 HS-1-5，P-3-8，P-42-9
二井結香 P-34-8
倪 暁文 P-14-6
新倉 仁 P-13-7
新原有一朗 P-65-5
新美 薫 P-32-8，P-34-2，

P-54-10
新納恵美子 P-3-11，P-22-1，

P-33-4，P-42-5
二尾 愛 P-32-5
二階堂菜月 P-9-1，P-23-7，P-70-7

西 隆寛 P-52-4
西 健 P-48-11
西 洋孝 HS-1-6，HS-2-2，

P-10-1，P-25-2，
P-62-3，P-62-6

西 真輝 P-28-3
西 美智 P-62-5
西 亮哉 P-5-2
西江瑠璃 P-29-2，P-39-5，

P-51-10，P-62-11
西尾永司 P-4-1
西尾 空 P-87-3
西尾幸浩 P-3-10，P-50-8
西岡香穂 P-50-3，P-54-1
西岡美喜子 P-35-1，P-48-8，P-82-1
西垣 諒 P-5-1，P-69-4
西川茂樹 P-79-8
西川晶子 P-1-2，P-11-6，P-41-7，

P-48-4
西川尚実 P-77-9
西川真世 P-2-6，P-5-2，P-51-1
西川隆太郎 P-39-6
錦見恭子 P-23-2，P-23-5，

P-31-4，P-43-3
錦見幸子 P-1-6，P-50-6
西口茉優 HS-3-2，P-1-3，

P-35-5，P-41-1，
P-44-6，P-50-1，P-51-7

西崎孝道 P-2-11，P-71-7
西澤千津恵 P-61-2
西澤春紀 P-4-1，P-11-10，

P-17-6，P-30-4
西澤美紀 P-48-10
西沢美奈子 P-2-11，P-71-7
西島浩二 HS-1-4，P-64-5，

P-84-5
西島光浩 P-55-7
西田恵子 P-58-4
西田晴香 P-42-6，P-50-2，P-54-4
西田正和 P-62-10
西田昌代 P-73-2
西田裕亮 P-10-7，P-18-6，

P-48-6
西田欣広 HS-1-3
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西舘野阿 P-20-4
西出麻美 P-44-7
西野由香里 P-55-7
西端修平 P-9-5，P-65-6，P-75-5
西村朗甫 P-41-4
西村和朗 P-4-2，P-21-8，P-64-4
西村かれん P-39-5，P-62-11，

P-75-10
西村想子 P-50-4，P-79-7
西村拓也 HS-3-3，P-42-3
西村俊哉 P-16-9
西村智樹 P-2-12，P-57-5，

P-63-8，P-76-6
西村真衣 P-17-2，P-21-4，

P-46-6
西村美咲 P-2-6，P-5-2，P-51-1
西村美帆子 P-1-8，P-71-11
西村陽子 P-48-8
西本幸代 P-5-5，P-57-10
西本昌司 P-2-10，P-60-4，

P-79-10，P-79-12
西本裕喜 P-64-8
西森早苗 P-73-9
西山 哲 P-20-2，P-36-6
西脇邦彦 P-34-9
新田絵美子 P-45-1，P-65-7
新田 慧 P-73-3
新田 愼 P-27-10，P-85-4
二宮彩橘 P-21-8，P-63-6，

P-64-4
丹羽堅太郎 P-16-9

■ぬ

布出実紗 P-84-8
沼田朋子 P-17-2，P-21-4，

P-46-6

■ね

根井 駿 P-38-12，P-47-5，
P-53-7，P-84-11

根木玲子 P-7-3，P-15-2，P-29-8
根岸秀明 P-74-2
根岸靖幸 HS-1-1
根津幸穂 P-30-9

根本泰子 P-7-9

■の

能重仁美 P-82-5
納富嗣人 P-8-6，P-48-7，P-77-10
野上侑哉 P-54-5
野口隼矢 HS-1-1
野口智子 P-2-6，P-10-2，

P-40-5，P-50-3，
P-51-1，P-54-1

野口光代 P-26-4
野口 結 P-29-1，P-29-5，

P-49-3，P-72-10
野口梨佳 P-35-7
野坂 豪 P-83-5
野坂舞子 HS-3-3
野﨑綾子 P-40-9，P-60-5
野﨑敬博 HS-3-5，P-51-3
野崎雄揮 P-28-6
野路千智 P-68-5
能代 究 P-67-1
能瀬さやか P-29-4
野田拓也 P-52-9
野中みづき P-3-2，P-7-5，P-62-7
野々川結依 P-66-9
野々部恵 P-4-7
野々村由紀 P-12-1，P-16-5，

P-37-4，P-48-12，
P-60-3

野原 当 P-9-8
野原 理 HS-3-3
野平知良 HS-1-6
延原一郎 P-52-5
信正智輝 P-12-9，P-18-8，

P-27-11
信保有希 P-63-6
野間 桃 P-72-4
野溝万吏 P-56-7
野見山亮 P-26-4，P-26-6
野見山真理 P-25-3
野村英司 P-2-8，P-53-1，P-80-5
野村奈南 P-55-2，P-63-3
野村春香 P-46-1
野村秀高 P-30-9

野村弘行 P-26-1，P-33-6，
P-45-6，P-51-2

野村郁哉 P-74-8
野村友香 P-29-3，P-52-1
野村理絵 P-71-5，P-83-4
野元正崇 P-71-8
則竹夕真 P-39-1，P-61-6
乘濵結夏 P-57-3

■は

生野寿史 P-83-6
萩元美季 P-52-10，P-59-7
萩原聖子 P-68-5
萩原真由美 P-85-8
萩原友梨 P-48-7
朴 鐘明 P-32-9
箱山聖子 P-26-8，P-61-8，

P-69-6，P-71-12
陌間亮一 P-46-10，P-53-3，

P-58-2，P-85-3
橋井康二 P-9-7
橋口和生 P-38-3
橋口真理子 P-24-4
橋都 薫 P-47-2
橋田宗祐 P-11-1，P-14-2，

P-29-2，P-51-10，
P-62-11

橋本明璃 P-61-7
橋本一郎 P-86-8
橋本沙季 P-29-1，P-49-3，

P-72-10
橋本崇史 P-66-2
橋本 雅 P-63-9
橋本千明 P-13-7
橋本哲司 P-27-6
橋本歳洋 P-50-9
橋本友美 P-14-7
橋本大樹 P-26-8，P-61-8，

P-69-6，P-71-12
橋本優子 P-10-4，P-32-11，

P-40-3
橋本佳子 P-77-1
橋本吏可子 P-27-6
柱本 真 P-9-2，P-58-3
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橋脇冴弥 P-17-5，P-64-4
長谷夏乃 P-18-1
長谷川亜希子

P-29-4
長谷川奏 P-26-1，P-45-6
長谷川幸清 P-13-3，P-33-5，

P-59-9，P-71-3
長谷川崇 P-37-5
長谷川雅明 P-6-1，P-9-6，P-84-10
長谷川美奈 P-81-2
長谷川祐子 P-72-6
長谷川ゆり P-27-4，P-28-3
秦 利之 P-63-9
羽田 平 P-40-8，P-43-5，

P-44-3，P-50-4，P-79-7
畑中佳奈子 P-11-2
畑中 豊 P-11-2
幡野菜穂 P-39-1，P-61-6
蜂須賀信孝 P-15-7
八田夏渚子 P-17-8，P-41-2
服部 葵 P-25-11
服部響子 P-48-3，P-76-2
服部 惠 P-71-8
服部瑞貴 P-34-6，P-79-2
服部 渉 P-56-4，P-71-5，P-83-4
花岡有為子 P-34-10，P-45-1，

P-65-7
花岡美枝子 P-71-3
花澤綾香 P-20-4
葉梨真由子 P-61-4
花谷茉也 P-60-2，P-75-1
羽生忠義 P-50-9
羽野瑠花 P-59-6
羽場 厳 P-75-4
馬場 聡 P-35-6
馬場 長 P-30-8，P-43-1，

P-43-7，P-49-8，
P-70-6，P-70-9，P-75-4

馬場 剛 P-8-5，P-16-3，P-75-6
羽原俊宏 P-14-1，P-35-8
羽生裕二 P-23-2，P-23-5，

P-31-4，P-43-3，P-64-6
濱川和音 P-59-9，P-71-3
濱口史香 P-64-1，P-64-9，P-77-6

濵﨑京子 P-59-8
濱田絵莉 P-9-4
濱田雄行 P-14-6
濱田航平 P-13-6
濱田真一 P-27-8
濱田朋紀 P-65-5
濱田裕貴 P-85-2
濱田洋実 P-58-4
濱田真彰 P-27-9
濵西潤三 P-13-6，P-23-6，

P-32-3，P-61-10
浜本えり子 P-73-9
葉室明香 P-73-1
早貸幸辰 P-26-8，P-61-8，

P-69-6，P-71-12
早川博生 P-28-6
林 和俊 P-46-2，P-59-4
林 和正 P-56-4，P-71-5，P-83-4
林 果穂 P-2-3
林 晃輝 P-7-2，P-45-3
林 咲良 P-47-6
林 子耕 P-19-3，P-68-3
林しほり P-2-3，P-57-7，P-59-2
林 周作 P-27-1，P-58-7，

P-83-7，P-86-9
林祥太郎 P-77-9
林宗太郎 P-20-2，P-36-6
林 俊輝 P-18-3
林 奈央 P-25-10
林 直樹 P-82-9
林 伸樹 P-41-9，P-72-2
林 信孝 P-27-5，P-31-3，

P-45-8，P-53-4，P-54-2
林 伸旨 P-35-8
林 久雄 P-65-5
林 昌子 P-8-6，P-48-7，P-77-10
林 正美 P-14-2
林 正路 P-72-11
林 萌恵 P-46-8
林 元茂 P-61-4
早瀬千尋 P-19-6，P-76-3
早田 桂 P-31-1
早田弘美 P-9-12
早田 裕 P-33-2，P-50-10

原 澄子 P-38-7，P-48-1
原 武也 P-77-4
原 知史 P-9-9，P-55-6，P-65-4
原 友美 P-9-8
原マイケルシャノン

P-7-2，P-45-3
原麻里絵 P-62-6
原岡優子 P-53-4
原賀順子 P-79-11
原賀 光 P-16-5，P-37-4，

P-48-12
原澤孝綱 P-46-4
原田統子 P-10-7，P-18-6，

P-20-3，P-45-7，
P-46-1，P-48-6，P-61-7

原田 文 P-47-3，P-48-13
原田 賢 P-61-9
原田直哉 P-52-5
原田大史 P-21-8
原田美由紀 P-14-3，P-14-4，P-14-5
原田麗嗣 P-32-4
針金幸代 P-25-7
張本 姿 P-63-7
春田祥治 P-10-3
春田典子 P-52-5
半田 康 P-49-5
坂堂美央子 P-74-4
阪埜浩司 P-83-5
伴野千尋 P-4-7，P-16-8，P-72-3

■ひ

柊 一哉 P-16-2，P-19-1，
P-37-8，P-37-10，
P-57-9，P-85-8

比嘉 健 HS-3-3，P-42-3
比嘉博香 P-44-2
東 恭子 P-21-5，P-47-6，P-67-3
東 福祥 P-58-4
東真理恵 P-17-3，P-36-5，

P-38-4，P-55-4，
P-84-12

東浦友美 P-52-5
樋上翔大 P-21-8
光 貴子 P-55-1
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樋口和宏 P-37-9
樋口正太郎 P-51-6
樋口大樹 P-22-9，P-33-8
樋口 毅 P-78-7
樋口尚史 P-40-1
樋口やよい P-23-8，P-53-5，P-59-1
日下田大輔 P-18-3
久後ゆい P-25-1
久松洋司 P-25-11，P-77-1
菱田真里亜 P-77-7
飛田真由 P-5-5，P-57-10
秀島未紗子 P-25-3
人見義郎 P-75-11
日根早貴 P-62-5
日野麻世 P-3-5，P-46-5
日野友紀子 P-9-10，P-18-4
兵藤博信 P-73-3
平池春子 P-29-4，P-42-6，

P-48-10，P-50-2，
P-54-4，P-86-7

平川安佳里 HS-3-1
平川英司 P-66-2
平川隆史 P-32-6，P-43-2，

P-51-9
平川威夫 P-23-1
平川豊文 P-86-5
平川充保 P-62-1
平澤 猛 P-33-6，P-51-2
平嶋泰之 P-23-3
平田 豪 P-29-1，P-29-5，

P-49-3，P-72-10
平田修司 P-4-5
平田哲也 P-46-3，P-54-11
平田 徹 P-1-5，P-22-3，P-24-1，

P-52-8
平田智子 P-6-3，P-9-3，P-55-8，

P-59-5，P-80-8
平田悠起 P-21-5
平沼賢悟 P-22-9，P-33-8，P-55-5
平野志織 P-36-2，P-64-7
平野 拓 P-12-2，P-33-7
平野智佳 P-9-11，P-35-10
平野茉来 P-42-6，P-50-2，P-54-4
平野裕樹 P-64-9

平林耕一 HS-3-4
平原裕也 HS-3-6
平吹信弥 P-21-5，P-47-6，

P-66-1，P-66-4，
P-67-3

平松 桜 P-9-6
平松真生子 P-7-9
平山恵美 P-26-8，P-61-8，

P-69-6，P-71-12
平山純也 P-5-2，P-50-3，P-54-1
平山貴士 P-80-3，P-80-9
平山貴裕 P-70-11，P-81-8
平山雄一朗 P-8-7，P-18-7，

P-69-3，P-82-4
廣岡千草 P-28-4，P-64-6
廣兼綾華 P-32-1，P-39-8，P-54-6
廣澤聡子 P-28-4，P-64-6
廣瀬雅紀 P-11-5，P-44-5
廣瀬佑輔 P-21-6，P-74-7
廣瀨陸人 P-77-4
廣田智子 P-56-1，P-78-4
廣村勝彦 P-74-4

■ふ

深江 郁 P-6-1，P-9-6，P-84-10
深川知明 P-47-2
深川真弓 P-9-11，P-35-10
深澤宏子 P-4-5
深澤祐子 P-41-6
深瀬実加 P-13-1，P-15-1，

P-19-8，P-64-2
深津彰子 P-60-2，P-75-1
福井希実 P-12-7，P-19-2，

P-41-10，P-47-8，
P-74-1

福井寛子 P-8-3，P-76-4，
P-77-11，P-85-6

福井陽介 HS-3-2，P-1-3，
P-11-3，P-30-7，
P-41-1，P-44-6，
P-50-1，P-51-7

福岡 操 P-37-6
福岡泰教 P-79-8
福士義将 P-36-1

福島 愛 P-56-1，P-78-4
福田愛作 P-62-9
福田亜紗子 P-12-3，P-24-4，

P-81-7
福田圭佑 P-25-1
福田紫穂 P-17-7
福田修司 P-3-6
福田淳一郎 P-14-6，P-25-6，

P-62-8
福田武史 P-52-9
福田大晃 P-19-3，P-68-3
福田雅史 P-37-3，P-58-8
福田真優 P-12-7，P-19-2，

P-32-3，P-41-10，
P-47-8，P-74-1

福田美香 P-3-3，P-3-7，P-11-7
福田曜子 P-85-4
福武功志朗 P-6-4
福地千恵 P-57-5，P-78-3
福西優花 P-34-3
福原 健 P-6-1，P-9-6，P-84-10
福原伸彦 P-74-4
福原理恵 P-74-5
福間優花 P-19-4，P-26-2，

P-38-10，P-86-4
福元拓郎 P-1-8，P-71-11
福元裕貴 P-29-3，P-52-1
麸澤章太郎 P-40-9，P-60-5
藤井彩乃 P-2-9，P-16-6
藤井詩子 P-39-1，P-61-6
藤井えりさ P-22-9，P-33-8
藤井健太 P-40-6
藤井貴頌 P-2-13，P-30-6，P-70-4
藤井 剛 P-9-7
藤井菜月美 P-64-8
藤井 肇 P-52-5
藤井穂高 P-24-10
藤井侑子 P-44-1
藤井莉栄 P-74-3
藤枝 薫 P-11-9
藤枝聡子 P-38-11，P-75-8
藤岡彩夏 P-30-2
藤岡 徹 P-17-4，P-79-3
藤岡磨里奈 HS-3-4，P-22-8，



370 日産婦誌77巻 2 号

一
般
演
題

演
者
索
引

P-42-2，P-51-6，P-59-6
藤岡悠介 P-46-11，P-83-8
藤木 豊 P-75-11
藤﨑 碧 P-1-5，P-22-3，

P-24-1，P-52-8
藤城栄美 P-25-7
藤田和寿 P-1-6，P-50-6
藤田 啓 P-60-2，P-75-1
藤田浩平 P-12-9，P-18-8，

P-27-11
藤田智子 P-34-5
藤田太輔 P-75-10，P-76-7，

P-84-8
藤田敏次 P-24-10
藤田 裕 P-25-6，P-62-8
藤田博正 P-24-3
藤田将行 P-11-8，P-13-9
藤田侑里 P-28-4，P-64-6
伏津建太朗 P-30-1
藤戸 菫 P-87-4
藤野一成 P-80-3，P-80-9
藤部佑哉 P-9-12
藤本 新 P-46-7
藤本久美子 P-67-5
藤本茂樹 P-49-2
藤本裕基 P-33-10
藤森敬也 P-21-1，P-49-6，P-80-6
藤盛允章 P-15-3
藤山昂也 P-80-3，P-80-9
藤原ありさ P-19-6，P-76-3
藤原聡枝 P-11-1，P-51-10
藤原清香 P-16-9
藤原多子 P-73-4
藤原卓夫 P-9-8
藤原晴菜 P-20-1
藤原久也 P-50-7
藤原寛行 HS-1-1，P-8-8，

P-15-4，P-33-5，
P-33-13，P-36-4，
P-38-8

伏木 淳 P-30-9
二神真行 P-61-4
船倉 翠 P-73-3
船古美帆子 P-46-4，P-56-3

船越 徹 P-26-5，P-45-5，P-63-2
舩山由有子 P-67-5
史 新源 P-44-1
古井達人 P-33-12
古井辰郎 P-39-4
古井俊光 P-71-8
古市 愛 P-65-7
古川佳容子 P-5-1，P-69-4
古川茂宜 P-21-1，P-49-6，P-80-6
古川誠志 P-37-11
古川雄一 P-25-6，P-62-6
古澤啓子 P-23-3
古澤嘉明 P-16-6，P-27-3，P-67-4
古園 希 P-3-3，P-3-7，P-11-7，

P-65-5
古田 惇 P-32-1，P-39-8，P-54-6
古田 賢 P-1-8，P-71-11
古田 祐 P-36-1
古田祐美 P-1-8，P-71-11
古野敦子 P-24-7
古谷毅一郎 P-7-2，P-45-3
古谷菜摘 P-48-8
文美智子 P-2-11，P-71-7

■ほ

保﨑憲人 P-66-2
星野 香 P-21-8
星野達二 P-87-8
星野将輝 P-69-3
干場 勉 P-40-1
星本泰文 P-12-9，P-18-8，

P-27-11
細井文子 P-3-10，P-50-8
細井毬愛 P-6-7，P-12-2，P-33-7，

P-51-8，P-53-10，
P-67-8

細川亜美 P-67-1
細川さつき P-47-1，P-47-9，

P-57-3，P-86-6
細川奈月 P-10-3
細川満由 P-2-9，P-16-6，P-67-4
細川美津希 P-13-9，P-80-7
細川有美 P-69-1
細野 隆 P-27-2

細溝美瑛 P-12-9，P-18-8，
P-27-11

堀 謙輔 P-8-9，P-56-2
堀 智志 P-20-5
堀 祥子 P-74-7
堀 翔大 P-39-4
堀 大蔵 P-32-9
堀 洋暢 P-32-9
堀内 縁 P-28-2
堀内優子 P-2-6，P-10-2，P-40-5，

P-50-3，P-51-1，P-54-1
堀内僚介 P-77-6
堀江昭史 HS-3-1，P-2-3，

P-57-7，P-59-2，P-62-4
堀江健司 P-8-8，P-36-4，P-38-8
堀江弘二 P-33-11，P-52-6，

P-81-6
堀江 稔 P-2-11，P-71-7
堀川翔太 P-13-1，P-33-9
堀川輝久 P-49-5
堀川直城 P-6-1，P-84-10
堀口育代 P-33-2，P-50-10
堀口竜也 P-17-7
堀越あずさ P-48-10
堀澤 信 P-61-2
堀ノ内萌里 P-65-5
堀部 悠 P-14-7
堀本直幹 P-44-2
黄 海鵬 P-35-7
本郷淳司 P-42-1
本多明日美 P-25-3
本田徹郎 P-6-1，P-9-6，P-84-10
本田直利 P-17-4，P-79-3
本田晴香 P-27-12
本田 裕 P-3-6
本多真澄 P-68-2
本藤 徹 P-61-2

■ま

前川 亮 P-9-10，P-11-3，
P-18-4，P-35-5

前川有香 P-52-10，P-59-7
前島 翼 P-3-9，P-12-4，

P-42-4，P-71-9，P-72-9
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前田杏樹 P-10-5，P-68-7
前田和寿 P-57-1，P-57-2
前田振一郎 P-27-5，P-31-3，

P-45-8，P-53-4，P-54-2
前田隆嗣 P-66-2
前田長正 P-23-8，P-53-5，

P-59-1，P-62-1
前田菜々 P-43-10
前田万里紗 P-12-7，P-19-2，

P-41-10，P-47-8，
P-74-1

前田美亜 P-55-7
前田れな P-84-2
前中隆秀 P-41-8，P-66-5
前花知果 P-9-10，P-11-3
前濱俊之 HS-3-3，P-42-3，

P-42-7
前林亜紀 P-60-9，P-69-5
真川祥一 P-36-2，P-56-6，

P-57-4，P-64-7
牧 尉太 P-48-2
牧野加奈 P-37-2
牧野健一 P-23-1
牧野弘毅 P-9-2，P-58-3
牧野琴音 P-65-6
牧野真太郎 P-8-7，P-18-7，P-27-7，

P-69-3，P-82-4
牧野博朗 P-9-5，P-57-6，

P-65-6，P-75-5
牧野麻理恵 P-31-6，P-56-6，

P-57-4，P-64-7，
P-79-14

牧野佑子 P-9-10，P-18-4
牧野祐也 P-49-2
牧野涼馬 P-61-3，P-61-5
牧野内理子 P-16-7，P-66-6
牧野田知奈美

P-33-6，P-51-2
正岡直樹 P-7-6
正岡 龍 P-8-7，P-18-7，

P-69-3，P-82-4
正木希世 P-82-5
正橋佳樹 P-74-4
政廣聡子 P-6-4

増井好穂 P-28-11
桝岡大起 P-71-8
益子尚久 P-5-3，P-16-4，

P-17-10，P-65-1，
P-65-8，P-66-10

増田 拡 P-28-3
増田健太 P-54-5
桝田沙也加 P-40-1
益田真志 P-27-8
増田望穂 P-64-1，P-64-9，P-77-6
増田美和 P-39-4
増田由起子 P-12-8
増成寿浩 P-63-3
増本由美 P-35-8
増山 寿 P-48-2，P-79-11
増山洋平 HS-3-2，P-35-5，

P-41-1，P-44-6，
P-50-1

町田静生 P-34-7
町田弘子 P-33-6，P-51-2
町田真雄子 P-35-9，P-35-11
町田芳知 P-54-4
町村栄聡 P-73-9
松 敬介 P-1-5，P-22-3，P-24-1，

P-52-8
松井佳子 P-34-10，P-45-1，

P-65-7
松井克憲 P-59-8
松井尚彦 P-38-7，P-48-1
松井真実 P-60-2，P-75-1
松井 萌 P-61-3，P-61-5
松浦拓也 P-23-8，P-53-5，

P-59-1
松浦祐介 P-21-8，P-64-4
松尾聖子 HS-1-2
松岡咲子 P-46-3
松岡竜也 P-6-7，P-12-2，P-51-8，

P-53-10，P-67-8
松岡珠緒 P-2-8，P-53-1，P-80-5
松岡敬典 P-79-11
松岡基樹 P-30-7
松岡 隆 P-6-8，P-9-2，P-58-3
松川華那 P-57-7
松川 哲 P-47-4

松川 淳 P-62-5，P-64-2，
P-74-5

松川 泰 P-37-9
松木貴子 P-27-8
松澤聡史 P-17-3，P-28-5，

P-36-5，P-38-4，
P-55-4，P-84-12

松澤奈々 P-8-2
松澤由記子 P-1-7
松下 宏 P-10-7，P-18-6，

P-20-3，P-45-7，
P-46-1，P-48-6，P-61-7

松下 充 P-64-5，P-84-5
松下容子 P-38-11，P-75-8
松島幸生 P-46-2，P-59-4
松島 隆 P-5-1，P-69-4
松島実穂 P-5-4，P-6-5，P-86-1
松田恵里那 P-41-9，P-72-2
松田康佑 HS-3-5，P-51-3
松田泰介 P-46-4
松田理邦 P-20-7
松田望帆 P-7-6
松田義雄 P-83-2
松谷和奈 P-29-3，P-52-1，

P-70-1
松永麻美 P-60-9，P-69-5
松永茂剛 P-6-2，P-6-9，P-35-7，

P-37-5，P-48-9，
P-56-8，P-84-4

松永竜也 P-22-2，P-84-2
松永梨沙 P-22-2，P-43-4
松波貴大 P-73-1
松野孝幸 P-7-9
松野真莉子 P-17-5，P-46-9，

P-63-6，P-64-4
松林 彩 P-27-5，P-31-3，

P-45-8，P-53-4，P-54-2
松原佳奈 P-77-7
松原圭一 P-2-13，P-30-6，P-70-4
松原慕慶 P-17-1，P-80-4，

P-81-8，P-84-7
松原裕子 P-2-13，P-30-6，P-70-4
松宮寛子 P-24-3，P-30-1，

P-30-5
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松村謙臣 P-5-9，P-15-5，P-30-8，
P-50-5，P-62-9，
P-74-9，P-81-8

松村英祥 P-63-5
松村有起 P-72-4
松村由紀子 P-24-10，P-43-6，

P-81-3，P-81-9
松本加奈子 P-28-3
松本桂子 P-75-2
松本光司 P-21-6，P-22-9，

P-24-8，P-33-8，P-74-7
松本沙英 P-47-3，P-48-13
松元 隆 P-2-13，P-30-6，P-70-4
松本 貴 P-69-1
松本多圭夫 P-34-5
松本剛史 P-31-6，P-70-3，

P-70-8，P-79-14
松本知子 P-75-10，P-76-7，

P-84-8
松本典子 P-17-1，P-80-4，P-84-7
松本日向 P-12-9，P-18-8，

P-27-11
松本浩範 P-2-2，P-43-8，P-70-10
松本雅子 P-36-3，P-63-8，

P-76-6，P-78-3
松本培世 P-26-5，P-45-5，P-63-2
松本真理子 P-46-11，P-83-8
松本侑子 P-74-3
松本陽子 P-30-10
松本洋介 P-77-9
松家まどか P-2-12，P-39-7，

P-40-7，P-59-10，
P-78-3

松山佳奈子 P-27-8
松山達也 P-34-6，P-79-2
松吉 光 P-3-10，P-50-8
的場優介 P-83-5
的場 亮 P-11-2
眞鍋静恵 P-38-7，P-48-1
間邊貴俊 P-33-6，P-51-2
真鍋 仁 P-68-1
真野雄貴 P-7-2，P-45-3
馬淵誠士 P-27-12，P-54-7，

P-54-8，P-54-9

馬淵 正 P-4-5
馬淵泰士 P-2-6，P-10-2，P-40-5，

P-50-3，P-51-1，P-54-1
眞弓みゆき P-58-4
真里谷奨 P-8-5，P-16-3
丸尾原義 P-68-1
丸岡 寛 P-11-1，P-29-2，

P-39-5，P-62-11
丸茂雄太 P-10-9，P-82-6
丸山俊輔 P-9-7
丸山祥子 P-64-8
丸山慎平 P-73-3
丸山真弓 P-84-3
丸山万理子 P-56-4，P-71-5，P-83-4
丸山洋二郎 P-7-1，P-22-5，P-34-1
丸山るり子 P-38-4
萬代翔香 P-39-5，P-51-10，

P-76-7
万代昌紀 P-13-6，P-23-6，

P-32-3，P-41-5，
P-61-10，P-62-4，
P-66-7

萬来めぐみ P-3-2，P-7-5，P-62-7

■み

三浦清徳 P-27-4，P-28-3
三浦耕子 P-52-7
三浦聡美 P-7-7，P-63-7
三浦紫保 P-33-11，P-52-6，

P-81-6
三浦秀樹 P-21-1，P-49-6，

P-80-6
三浦 萌 P-43-7
三浦理恵子 P-42-8，P-60-6，

P-69-8，P-73-7
三浦瑠衣子 P-26-3，P-46-4
三枝 遥 HS-3-1，P-57-7
三上智香 P-24-10，P-81-9
三上千尋 P-46-10，P-53-3，

P-58-2，P-85-3
三上祐紀子 P-47-3，P-48-13
三木通保 P-31-3
三木梨可 HS-1-2
三國和美 P-67-4

美坂聡樹 P-23-3
三沢昭彦 P-29-6
三澤亜純 P-33-11，P-81-6
三澤将大 P-81-2
三島桜子 P-48-2
水澤友利 P-25-10
水島大一 P-22-2，P-24-7，P-43-4
水田知紘 P-2-11，P-71-7
水田結花 P-12-7，P-19-2，

P-41-10，P-47-8，
P-74-1

水谷靖司 P-2-4，P-6-3，P-9-3，
P-55-8，P-59-5，P-80-8

水沼槙人 P-43-6，P-81-3，P-81-9
水沼正弘 P-74-2
水野 祥 P-33-11，P-52-6，

P-81-6
水野 翔 P-83-4
水野輝子 P-37-9
水野美香 P-3-3，P-11-7
水野雄介 P-11-10，P-30-4
水野友香子 P-12-7，P-19-2，

P-41-10，P-74-1
水野有里 P-15-10
水野吉章 P-73-3
水野 林 P-23-6，P-32-3，

P-61-10
三角 史 P-33-11，P-52-6，

P-81-6
水本泰成 P-21-5，P-47-6，P-67-3
三瀬望未 P-45-4，P-63-1
溝口美佳 P-5-2，P-10-2，P-40-5，

P-54-1
三田尾有美 P-49-9，P-68-4
三武 普 P-77-4
三谷尚弘 P-16-6，P-27-3，P-67-4
三谷 穣 P-27-10，P-85-4
三田村卓 P-24-3，P-30-1，P-30-5
三田村真希 P-4-1
道上大雄 P-71-1，P-76-1
道﨑 護 P-51-9
光井潤一郎 P-35-3
光岡真優香 P-59-8
劉 安依 P-68-1
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三塚加奈子 P-26-1，P-45-6
三橋 暁 P-11-5，P-44-5，P-64-6
三橋玉枝 P-39-3，P-40-2
光部兼六郎 P-40-9，P-60-5
三ツ矢紫音 P-29-6
三苫 博 HS-1-6
藥袋真帆 P-5-6，P-75-12
南川太一 P-20-6，P-75-3
皆川友希 P-69-4
水口剛雄 P-11-9，P-32-7，P-79-6
湊 純子 P-13-7
港 友美 P-9-4，P-20-5
湊 怜子 P-9-4，P-65-3
南佐和子 P-2-6，P-5-2，P-10-2，

P-40-5，P-51-1，P-54-1
南 晴菜 P-70-12
美並優希 P-3-11，P-22-1，

P-33-4，P-42-5，P-76-4
南 里恵 P-68-2
南野有紗 P-50-3
源 祥子 P-26-9，P-35-7
皆本敏子 P-16-5，P-35-2，

P-37-4，P-48-12
峯田あゆか P-3-8，P-85-7
峰松麻里 P-56-1，P-78-4
峰村 成 P-32-6，P-51-9
箕浦茂樹 P-65-3
見延進一郎 P-30-1，P-30-5，

P-70-13
美濃部奈美子

P-76-8
簑輪 郁 P-81-1
三原綺乃 P-68-1
三村 治 P-9-8
味村和哉 P-73-9
三村貴志 P-21-6，P-74-7
味村嵩之 P-10-1，P-44-1
三村暢子 P-28-2
宮内彰人 P-47-1，P-47-9，

P-57-3，P-86-6
宮川 孝 P-56-1，P-78-4
宮川穂波 P-39-8，P-54-6
宮川知保 P-26-7
宮城悦子 HS-3-6，P-16-2，

P-19-1，P-22-2，
P-24-7，P-29-1，
P-29-5，P-37-8，
P-37-10，P-43-4，
P-49-3，P-57-9，
P-70-12，P-72-10，
P-84-2，P-85-8

宮城正太 P-2-8，P-53-1，P-80-5
宮木康成 P-57-1，P-57-2，

P-63-9
三宅貴仁 P-63-9
三宅達也 P-73-9
三宅太郎 P-28-8，P-46-7
三宅菜月 P-4-4，P-72-6
三宅眞友子 P-44-3
宮越 敬 HS-2-2
宮坂尚幸 HS-2-3，P-35-3
宮坂正道 P-60-9，P-69-5
宮﨑加寿子 P-10-9
宮崎聖子 P-2-9，P-16-6
宮崎優樹 P-44-2
宮澤 彩 P-20-4
宮澤千夏 P-71-4，P-80-2
宮澤祐樹 P-6-9，P-48-9
宮下幸一 P-55-7
宮下昭太 P-61-2
宮下 大 P-72-12
宮下大輔 P-63-5
宮下真奈美 P-63-5
宮田康平 P-3-3，P-32-4
宮武 崇 P-27-8
宮地 葵 P-31-1
宮野奈緒美 P-14-8
宮野音沙也 P-44-4
宮原 新 P-55-2，P-63-3
宮村浩徳 P-17-6
宮本絵美里 P-33-10
宮本和恵 P-58-4
宮本真豪 P-46-4
宮本純孝 P-19-7
宮本聖愛 P-29-2
宮本泰斗 P-13-6，P-23-6，P-32-3
宮本 強 HS-3-4，P-2-1，

P-22-6，P-22-8，

P-42-2，P-51-5，
P-51-6，P-59-6

宮本守員 P-40-8，P-43-5，
P-44-3，P-50-4，P-79-7

三好博史 P-7-7，P-63-7
三好ゆかり P-53-6

■む

向井健人 P-57-2
向井隆文 P-12-5，P-52-2，

P-70-5，P-79-4
向井勇貴 P-6-8，P-9-2，P-58-3
向井百合香 P-83-5
向田一憲 P-70-12
武蔵実久 P-43-7，P-70-6，P-70-9
武藤はる香 P-9-1
宗岡清香 P-64-5，P-84-5
村井 健 P-10-7，P-18-6，

P-20-3，P-45-7，
P-46-1，P-48-6，P-61-7

村井侑奈 P-17-3，P-28-5，
P-55-4，P-84-12

村江正宇 P-11-1，P-51-10，
P-75-10

村岡彩子 P-4-4
村岡純輔 P-38-4，P-81-4
村上 勇 P-3-9，P-12-4，P-42-4，

P-72-9
村上幸治 P-40-9，P-60-5
村上幸祐 P-50-5，P-62-9
村上祥子 P-2-13，P-30-6，

P-70-4
村上 節 P-18-1，P-30-2，

P-45-4，P-58-6，
P-63-1，P-74-6

村上楠菜 P-61-4
村上のどか P-9-5
村上法子 P-10-5，P-68-7
村上浩雄 P-2-12，P-39-7，

P-40-7，P-59-10
村上 誠 P-2-5，P-21-7
村上暢子 P-46-10，P-53-3，

P-58-2，P-85-3
村上真凪 P-37-9
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村上 緑 P-21-8
村上裕介 P-69-7
村上隆介 P-13-6，P-23-6，

P-32-3，P-61-10，
P-70-11

村越 誉 P-66-9
村瀬結香 P-65-2
村田周子 P-14-7
村田卓也 P-42-1
村田千恵 HS-3-6
邨田裕子 P-3-10，P-50-8
村田紘未 P-77-1
村田雄二 P-27-8
村林奈緒 P-14-8
村松七生 P-21-1，P-49-6，

P-80-6
室 雅巳 P-55-1
室本 仁 P-38-6

■め

銘苅桂子 P-54-3
食野真美 P-8-9，P-56-2
米良健輝 P-64-3

■も

最上多恵 P-70-12
最上晴太 P-66-7
茂木一将 P-33-10，P-34-2，

P-54-10
茂古沼二葉 P-49-8
望月亜矢子 P-23-3
望月加奈 P-84-6
望月慎介 P-68-1
望月善子 P-78-5
持丸 綾 P-85-8
本原剛志 P-1-4，P-30-8，

P-41-4，P-52-4
元村衣里 P-83-7
元山貴仁 P-5-5，P-57-10
百瀬浩晃 P-26-1，P-45-6
百瀬美咲 P-26-1，P-45-6
桃原祥人 P-65-3
百村麻衣 P-2-2，P-70-10
森 将 P-10-7，P-18-6，

P-20-3，P-45-7，
P-46-1，P-48-6，P-61-7

森向日留 P-87-5
森 博士 P-53-11
森 悠樹 P-25-1
森 裕介 P-34-1
森裕太郎 HS-1-4，P-64-5，

P-84-5
森 禎人 P-56-10，P-79-13
森 涼子 P-27-10
森内 芳 P-5-9，P-15-5，P-74-9
森内航生 P-17-10，P-55-7，

P-65-8
森岡 均 P-64-8
森川香子 P-83-6
森川恵司 P-5-8，P-27-9，P-30-3，

P-51-4，P-63-4，
P-70-2，P-73-8，
P-79-1，P-86-2

森川重彦 P-73-4
森川まどか P-30-10
森川 守 P-9-5，P-25-11，

P-57-6，P-65-6，
P-75-5

森崎秋乃 P-10-10
森定 徹 P-2-2，P-24-6，P-43-8，

P-70-10
森重健一郎 P-9-1
森下博貴 P-15-7
森下 舞 P-28-7，P-31-8
森下美幸 P-8-5，P-16-3，P-75-6
森下優史 P-19-6，P-76-3
森下佳登 P-17-4，P-79-3
森嶋かほる P-29-4，P-35-9，

P-35-11
森田晶人 P-18-3
森田一輝 P-36-7
森田聡美 P-59-4
森田小百合 P-8-3，P-76-4，

P-77-11，P-85-6
森田剛文 P-38-12，P-47-5，

P-53-7，P-84-11
森田奈津子 P-29-2，P-39-5，

P-62-11

森田章嗣 P-19-5
森田林平 HS-1-1
森部絢子 P-57-7
森本明美 P-2-13，P-30-6，P-70-4
森本裕美子 P-41-3，P-75-2
森本義晴 P-62-9
森山明宏 P-34-6，P-79-2
森山佳則 P-17-6

■や

八重樫伸生 P-24-8
矢壁和之 P-64-8
八木一暢 P-10-8，P-10-10
八木光生 P-20-2，P-36-6
八木太郎 P-9-1
八木 萌 P-32-1，P-39-8，

P-54-6
八木由里子 P-48-11
柳下正人 P-9-12
柳生茂希 HS-3-4
谷口千津子 P-15-10，P-36-3，

P-63-8
矢倉百花 P-17-1，P-80-4，

P-84-7
矢坂美和 P-33-6，P-51-2
矢嶋秀彬 P-35-1，P-82-1
八代藍子 P-29-5，P-49-3，

P-72-10
八代憲司 P-21-5，P-47-6，P-67-3
安井敏之 HS-1-5，P-78-5
安井智代 P-52-9
安井悠里 P-2-11，P-71-7
安岡稔晃 P-2-13，P-30-6
安川久吉 P-23-7，P-31-5，

P-48-5，P-62-12，
P-70-7，P-77-8

保田 歩 P-8-7，P-18-7，P-69-3，
P-82-4

安田一平 P-32-1，P-39-8，
P-54-6，P-80-1

安田枝里子 P-66-7
安田元己 P-85-5
安田幸矢 P-16-2，P-37-8，

P-37-10，P-57-9
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安田麻友 P-83-6
安田 豊 P-52-11
安永牧生 P-55-1
安原裕美子 P-12-6，P-21-3
安日一郎 P-37-3，P-37-6，

P-37-7，P-58-8，P-67-2
八十島巌 P-27-2
矢田昌太郎 P-55-5
谷田部典之 P-14-6
八木慶太 P-48-10，P-73-2，

P-86-7
八並直子 P-55-1
矢内晶太 P-62-4
柳井咲花 P-5-5，P-57-10
柳井しおり P-40-1
柳田純子 P-85-2
柳田 怜 P-14-7
柳瀬 徹 P-83-6
簗詰伸太郎 P-3-3，P-3-7，P-11-7
矢野美秋 P-7-6
矢野友梨 P-33-2，P-50-10
矢野好隆 P-4-7，P-16-8，P-72-3
八幡 環 P-2-6，P-10-2，

P-40-5，P-50-3，
P-51-1，P-54-1

矢幡秀昭 P-24-8
八幡将喜 P-48-8
矢吹淳司 P-4-4
籔田薫理 P-64-3
藪野 彰 P-59-9，P-71-3
矢部慎一郎 P-6-2，P-6-9，P-37-5，

P-48-9，P-84-4
山内桂花 P-37-9
山内綱大 HS-3-1，P-2-3，

P-57-7，P-59-2
山内 真 P-52-9
山岡恵美里 P-46-3，P-64-10，

P-87-2
山岡結香 P-7-6
山岡侑介 P-64-1，P-64-9，P-77-6
山縣 洸 P-4-6
山形知央 P-17-1，P-80-4，

P-84-7
山上 亘 P-14-9，P-14-10，

P-19-4，P-21-2，
P-26-2，P-38-10，
P-43-9，P-54-5，P-86-4

山岸絵美 P-8-6，P-48-7，P-77-10
山口暁子 P-7-6
山口明子 P-49-6，P-80-6
山口綾香 P-66-7
山口加恵 P-26-4
山口恭平 P-34-8，P-57-1，

P-57-2，P-65-2
山口 建 P-13-6，P-23-6，

P-32-3，P-61-10，
P-66-7

山口 聡 P-24-8，P-59-8
山口 暁 P-67-7
山口詩織 P-35-1
山口純子 P-37-3，P-58-8
山口翔吾 P-74-3
山口真一郎 P-32-5
山口稜人 P-79-13
山口 哲 P-4-6
山口舞子 P-22-9，P-33-8
山口昌俊 P-38-4
山口正博 P-38-11，P-75-8
山口雅幸 P-83-6
山口瑞希 P-36-2，P-56-6，P-57-4
山口 稔 P-67-7
山口宗影 P-84-1
山口 祐 P-67-7
山口理紗子 P-19-8，P-64-2
山口和香佐 P-14-8
山腰菜緒 P-35-6
山崎温詞 P-12-3，P-24-4，

P-58-1，P-81-7
山崎則行 P-39-3，P-40-2，P-40-4
山崎裕行 P-25-6，P-62-8
山嵜正人 P-27-8
山崎 萌 P-29-1，P-29-5，

P-49-3，P-72-10
山崎友維 P-61-3，P-61-5
山﨑 亮 P-39-3，P-40-2，

P-40-4
山﨑友美 P-15-6，P-55-2，

P-63-3，P-83-5

山崎博之 P-24-3，P-30-1，
P-30-5

山崎 優 P-48-3，P-76-2
山﨑悠紀 P-32-1，P-39-8，

P-54-6
山崎玲奈 P-27-2
山下紗弥 P-7-2，P-45-3
山下 優 P-17-2，P-21-4，P-46-6
山下 創 P-16-7，P-66-6
山下大祐 P-53-4
山下夏未 P-12-3，P-24-4，

P-58-1，P-81-7
山下 瞳 P-12-1，P-35-2，

P-37-4，P-60-3，P-60-7
山下 博 P-56-5
山下 洋 P-37-3，P-37-6，

P-37-7，P-58-8，P-67-2
山下 守 P-33-10
山下真祐子 P-87-3
山下有加 P-6-8，P-9-2，P-58-3
山下陽一郎 P-20-6
山添紗恵子 P-27-5，P-31-3，

P-45-8，P-53-4，P-54-2
山田 愛 P-25-10
山田惇之 P-46-11，P-83-8
山田育子 P-48-11
山田弘次 P-25-10
山田 聡 P-25-10
山田 諭 P-16-7，P-66-6
山田しず佳 P-11-8，P-13-9，

P-24-5，P-80-7
山田真司 HS-3-3，P-42-3
山田崇弘 P-38-1，P-38-2
山田健史 P-3-5
山田知徳 P-61-1
山田直樹 P-75-11
山田野々花 P-52-11
山田秀人 P-36-1
山田雅恵 P-47-3，P-48-13
山田 学 P-47-1，P-47-9，

P-57-3，P-86-6
山田美恵 P-76-5
山田瑞季 P-44-1
山田満稔 P-14-3，P-14-4，
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P-14-5，P-14-9，
P-14-10

山田 靖 P-2-1，P-22-6，P-51-5
山田有紀 HS-3-2，P-1-3，

P-11-3，P-30-7，
P-41-1，P-43-4，
P-44-6，P-50-1，P-51-7

山田祥登 P-1-6，P-50-6
山田嘉彦 P-40-6
山田竜太郎 P-30-1，P-30-5，

P-70-13
山中啓太郎 P-79-10，P-79-12
山中彰一郎 HS-3-2，P-11-3，

P-30-7，P-35-5，
P-41-1，P-44-6，
P-50-1，P-51-7，P-65-3

山中智裕 P-9-6
山中弘之 P-30-2
山中美智子 P-46-3，P-54-11，

P-64-10，P-73-5，
P-87-2

山西 恵 P-3-5，P-46-5
山西優紀夫 P-3-5，P-46-5，P-81-8
山根尚史 P-83-5
山野友加里 P-64-1
山ノ井康二 P-13-6，P-23-6，

P-32-3，P-41-5，
P-61-10

山内敬子 P-13-1，P-15-1，
P-19-8，P-64-2，P-67-6

山之内僚 P-34-5
山枡誠一 P-20-4
山道里佳 P-25-3
山村聡俊 P-62-4
山村省吾 P-3-5，P-46-5
山村菜実 P-29-4
山村満恵 P-70-13
山本絢可 P-12-7，P-19-2，

P-41-10，P-47-8，
P-74-1

山本香澄 P-59-8
山本貴子 P-50-5，P-62-9
山本健太 P-45-1，P-68-2
山本皇之祐 P-9-10，P-18-4

山本祥子 P-6-2
山本静香 P-81-5
山本槙平 P-62-1
山本樹生 P-17-9
山本敏也 P-12-6，P-21-3
山本徒子 P-58-1
山本 直 P-43-10
山本奈緒 P-6-7，P-33-7，

P-51-8，P-53-10，
P-67-8

山本憲子 P-68-5
山本広子 P-49-9，P-68-4
山本眞緒 P-59-4
山本征輝 P-72-5
山本賢史 P-19-1
山本真澄 P-16-6，P-67-4，

P-87-5
山本美香 P-79-4
山本実咲 P-8-9，P-56-2
山本 恵 P-34-5
山本萌子 P-46-3，P-64-10，

P-73-5
山元康寛 P-5-7，P-52-4
山本祐華 P-8-2，P-28-10
山本由起 P-46-7
山本善光 P-79-9
山本寄人 P-46-2，P-59-4
山本竜太郎 P-67-1
山本 亮 P-27-1，P-58-7，

P-83-7，P-86-9
山本瑠美子 P-27-1，P-37-1
山森玲奈 P-37-9
山脇 芳 HS-1-4，P-64-5，

P-84-5

■ゆ

兪 史夏 P-12-6，P-21-3
劉 昌恵 P-14-2，P-29-2，P-39-5
行元志門 P-17-4，P-79-3
雪本めぐみ P-56-5，P-57-8，

P-86-1
雪森彩花 P-84-2
弓立 大 P-3-2，P-7-5，P-62-7
温泉川真由 P-30-9

弓指里萌 P-34-3

■よ

楊 絢太 P-27-10
葉 宜慧 P-5-9，P-26-7，P-74-9
横井 暁 P-32-8，P-34-2，

P-54-10
横井 猛 P-7-2，P-29-3，P-45-3，

P-52-1，P-70-1
横江巧也 P-3-4，P-77-1
横川裕亮 HS-3-4，P-22-8，

P-42-2
横須賀治子 P-49-4
横須賀愛恵 P-10-1
横田明重 P-67-7
横田めぐみ P-54-5
横田 恵 P-74-5
横田祐子 P-87-2
横畑理美 P-5-8，P-27-9，P-30-3，

P-51-4，P-63-4，
P-70-2，P-73-8，
P-79-1，P-86-2

横浜祐子 P-49-1，P-75-9
横山拓平 P-12-6，P-21-3
横山真紀 P-70-4
横山正俊 P-12-3，P-24-4，

P-26-6，P-58-1，
P-81-7，P-87-6

横山万智 P-33-3
横山美奈子 P-24-10，P-85-1
横山康宏 P-32-2，P-68-8
横山良仁 P-5-6，P-24-10，

P-27-6，P-43-6，
P-75-12，P-78-7，
P-81-3，P-81-9

横山玲子 P-3-5，P-46-5
吉井恵理佳 P-46-3
吉井紀子 P-38-7，P-48-1
吉泉絵理 P-24-8
吉岡恵美 P-8-9，P-56-2
吉岡奈々子 P-35-8
吉岡弓子 HS-3-1，P-2-3，P-59-2
吉川和泉 HS-3-3，P-42-3
吉川賢一 P-32-4
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芳川修久 P-32-8，P-34-2，
P-54-10

吉川裕之 P-24-8
吉川諒子 P-38-11，P-75-8
吉越信一 P-68-2
吉里俊幸 P-72-5
吉澤明希子 P-75-9
吉田 愛 P-61-3，P-61-5
吉田あつ子 P-3-8，P-85-7
吉田篤史 P-75-10，P-76-7，

P-84-8
吉田 彩 P-9-5，P-57-6，P-75-5
吉田惠美子 P-80-3，P-80-9
吉田加奈子 HS-1-5，P-3-8，

P-42-9，P-78-5
吉田健太 P-31-6，P-49-7，

P-70-3，P-70-8，
P-79-14

吉田康将 P-32-8，P-34-2，
P-54-10

吉田郷佑 P-10-4，P-32-11，
P-40-3，P-71-10，
P-83-1

吉田幸洋 P-8-7，P-18-7，P-69-3，
P-82-4

吉田智子 P-36-7
吉田茂樹 P-66-9
吉田尚平 P-46-11，P-83-8
吉田志朗 P-16-7，P-66-6
吉田 晋 P-56-10，P-79-13
吉田誠哉 P-78-1
吉田貴光 P-28-7，P-31-8
吉田隆昭 P-3-5，P-46-5
吉田高士 P-48-8
吉田剛祥 P-10-6，P-52-3，

P-60-1
吉田 司 P-54-11
吉田旭輝 P-28-7，P-31-8
吉田 華 P-30-10
吉田ひなた P-49-8
吉田 浩 P-33-6，P-51-2
吉田裕之 P-59-9，P-71-3
吉田瑞穂 P-6-4，P-57-1
吉田光代 P-35-6

吉田美保子 P-19-5
吉田 優 P-32-5
吉田有輝 P-72-3
吉田幸弘 P-17-9，P-69-5
吉田好雄 P-11-8，P-13-9，

P-24-5，P-28-9，P-80-7
吉田良一 P-36-7
吉武薫子 P-12-3，P-24-4，

P-58-1，P-81-7
吉永千夏 P-31-6
吉野 修 P-4-5，P-37-2，

P-72-12，P-84-6
吉野 潔 P-4-2，P-17-5，P-21-8，

P-46-9，P-63-6，P-64-4
吉野涼香 P-35-3
吉野なな実 P-16-7，P-66-6
葭葉貴弘 P-34-7
吉浜智子 P-21-2，P-43-9，P-54-5
吉原弘祐 HS-1-4，P-64-5，

P-84-5
吉原達哉 P-37-2，P-72-12，

P-84-6
吉原紘行 P-4-7
吉原雅人 P-32-8，P-33-10，

P-34-2
吉増崇志 P-81-1
吉松 淳 P-7-3，P-7-4，P-7-8，

P-15-2，P-29-8，P-84-9
吉見佳奈 P-78-2
吉村明彦 P-29-3，P-52-1，P-70-1
吉村清隆 P-32-9
吉村公一 P-34-8，P-65-2
吉村康平 P-10-2，P-40-5，

P-50-3，P-51-1，P-54-1
吉村早織 P-25-9
吉村嘉広 P-48-3，P-76-2
吉本梓希子 P-79-10
吉元千陽 P-8-3，P-76-4，

P-77-11，P-85-6
吉本 望 P-28-5，P-38-4，

P-55-4，P-84-12
吉本有希 P-80-6
四元房典 P-9-11，P-32-4，P-86-5
世永由里子 P-86-7

米岡 完 P-30-2，P-74-6
米沢 優 P-33-2，P-50-10
米山剛一 P-25-7
米山雅人 P-72-1，P-77-2，

P-82-8
依光正枝 P-5-8，P-30-3，P-51-4，

P-63-4，P-70-2，
P-73-8，P-79-1，P-86-2

■り

李 理華 P-20-2，P-36-6
劉 璟壬 P-71-4
梁 栄治 P-86-7
梁 善光 P-10-4，P-32-11，

P-40-3，P-71-10，
P-83-1

■る

ルイズ横田奈朋
P-43-4

■わ

和賀正人 P-23-1
和形麻衣子 P-27-1，P-58-7，

P-83-7，P-86-9
若槻真也 P-46-2，P-59-4
若橋 宣 P-2-10，P-60-4，

P-79-10，P-79-12
若林慧美里 P-52-10，P-59-7
脇 啓太 P-9-10，P-18-4，

P-62-12
脇本昭憲 P-56-10
脇本 謙 P-27-12
脇本 裕 P-27-12，P-54-8，

P-54-9
涌井菜央 P-73-9
早田憲司 P-77-4
鷲尾佳一 P-55-7
鷲田貴一 P-9-4，P-20-5
和田愛加 P-14-4
和田郁美 HS-2-1
和田恵子 P-62-8
和田真一郎 P-36-1，P-81-1
和田誠司 P-16-1，P-38-6，
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P-83-3，P-86-3
和田卓磨 P-52-9
和田 環 P-32-10
和田美紅 P-30-10
和田美智子 P-21-2，P-43-9
綿重直樹 P-31-6，P-70-3，

P-70-8，P-79-14
渡邉朝子 P-5-1，P-69-4
渡邉亜矢 P-17-2，P-21-4，

P-46-6
渡辺員支 P-15-3，P-15-9
渡邊こころ P-3-11，P-22-1，

P-33-4，P-76-4
渡邉さや P-73-2
渡辺しおか P-8-3，P-76-4，

P-77-11，P-85-6
渡邉 善 P-13-7
渡邊理史 P-46-2，P-59-4，

P-66-3
渡辺 正 P-74-5
渡部俊陽 P-30-9
渡邉智也 P-10-4，P-32-11，

P-40-3，P-71-10，
P-83-1

渡辺智之 P-7-6
渡邉憲和 P-13-1，P-15-1，

P-19-8，P-64-2，
P-67-6

渡邉久貴 P-67-4
渡邊理子 P-47-1，P-47-9，

P-57-3，P-86-6
渡邊 碧 P-26-8，P-61-8，

P-69-6，P-71-12
渡邉百恵 P-2-2，P-43-8，P-70-10
渡邉有稀 P-47-2
渡部百合子 P-39-1，P-61-6
渡部 洋 P-1-7
渡邉怜子 P-54-2
渡利英道 P-11-2，P-13-8，

P-24-3，P-30-1，
P-30-5，P-67-1

渡利道子 P-38-11，P-75-8

■Ａ

Abe Akiko ISP-23-13
Abe Yuka IS-WS-7-3
Adachi Sosuke

IS-WS-9-5
Aguilar Ma Katrina M

ISP-10-4
Aichi Masahiro

IS-WS-6-3，ISP-3-2，
ISP-12-5，ISP-26-8

Aimoto Noritoshi
ISP-23-4

Akada Masashi
ISP-22-1

Akamatsu Chika
ISP-28-1

Akashi Kazuhiro
IS-WS-8-5

Akashi Kyoko
ISP-7-12

Akazawa Munetoshi
ISP-6-7

Akita Keisuke
ISP-6-4，ISP-25-2

Akiyama Azusa
ISP-2-4，ISP-13-10，
ISP-23-9

Akutsu Hidenori
IS-WS-4-3，
IS-WS-8-2，ACOG-9

Alcasabas Kristine Maizie K
IS-WS-11-4

Alfonso Azel G
ISP-27-12

Ametani Yuka
ISP-28-2

Amimoto Shoko
ISP-7-7

Ando Hanano
ISP-21-9，ISP-26-10

Ando Hitomi
ISP-19-6

Anh Quynh Duong

IS-WS-12-6
Aoki Aiko ISP-13-9，ISP-21-9，

ISP-21-11，
ISP-23-10，ISP-26-10

Aoki Chizu ISP-19-4
Aoki Hidenori

ISP-14-1
Aoki Kota IS-WS-4-6
Aoki Shigeru

ISP-9-4
Aoyagi Ryo ISP-3-3
Aoyagi Yoko

IS-WS-6-6，ISP-23-12
Aoyama Kohei

ACOG-11
Aoyama Rina

ISP-16-7
Arai Erinoel

ISP-26-11
Arai Risa ISP-18-7
Arakaki Tatsuya

IS-WS-1-4，ISP-7-9，
ISP-17-6，ISP-27-11，
ISP-28-3

Araki Hajime
ISP-12-8

Araneta Ruvie Pearl R
ISP-20-6

Arima Kaori
ISP-8-3

Arima Kaoru
ISP-5-2

Ariyoshi Yu
IS-WS-5-5，
IS-WS-10-5，
ISP-18-6

Arjunan Subramanian
ISP-13-4

Asada Kimiko
ISP-1-5，ISP-1-7，
ISP-29-4

Asai Kazuhiko
ISP-27-7

Asami Shunsuke
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ISP-3-2
Asano Keita ISP-10-3
Asano Ryoko

ISP-1-2，ISP-9-4
Asanoma Kazuo

IS-AC-1-4，
IS-WS-7-6，
IS-WS-9-1，ISP-1-6，
ISP-8-6，ISP-11-2

Ashihara Keisuke
ISP-8-9

Ashihara Takahito
IS-WS-12-2

Aso Saki IS-WS-6-6，ISP-22-1
Awaji Takuya

ISP-8-8
Azakami Mai

ISP-17-11
Azuma Yukihiro

IS-WS-2-1
Azumi Maho

ISP-12-7

■Ｂ

Baba Nao ISP-13-7
Ballesteros Veronica M

ISP-19-2
Banno Kouji

IS-WS-4-5，ISP-11-3
Batjargal Lkhagvajav

ISP-4-1，ISP-4-2，
P-4-3

Bautista Eirene C
ISP-9-7

Beckham Jenna
IS-WS-11-2

Benny Paula
ISP-14-2

Bhateja Bhavna
ISP-19-7

Billig Håkan
IS-AC-3-7

Bo Hyon Yun
IS-WS-6-4

Boriboonhirunsarn Dittakarn
ISP-6-1

Botha Stefan M
ISP-4-7

Brännström Mats
IS-AC-3-7

Bun Michiko
IS-WS-7-1

■Ｃ

Calo Maria Imelda F
IS-WS-1-8

Carter Sean IS-WS-5-2
Carter Sean W

IS-WS-10-8
Carter Sean W. D.

IS-WS-1-7
Carter Sean Wd

IS-AC-3-1
Cayabyab Grace P

ISP-22-3
Chang Wen-Chun

IS-WS-7-4，ISP-14-4，
ISP-14-5，ISP-23-11

Chang Yu-Yuan
IS-WS-5-8，ISP-24-12

Chen Daijuan
ISP-26-7

Chen Ko-Chen
IS-WS-7-4

Chen Linji ISP-24-1
Chen Mei-Jou

IS-WS-5-8，ISP-24-12
Chen Qianrun

ISP-2-2，ISP-23-2
Chen Shee Uan

ISP-5-6
Cheng Hsin-Hsin

IS-WS-8-8
Cheng Yun IS-WS-8-8
Chiang Ying Cheng

ISP-10-2
Chiang Ying-Cheng

IS-WS-3-4

Chigusa Yoshitsugu
IS-WS-1-6，
IS-WS-10-2，ISP-18-4

Chikazawa Kenro
ACOG-3

Chikumi Jun
ISP-29-3

Chiu Han-Mo
IS-WS-5-8

Chiyoda Tatsuyuki
ISP-13-11

Cho Hyun Woong
IS-AC-1-1

Cho Tamaki IS-WS-6-3，ISP-1-2，
ISP-3-2，ISP-12-5，
ISP-26-8

Choi Bumchae
ISP-9-2

Chong Gun Oh
ISP-20-4，ISP-20-5，
ISP-20-6

Choolani Mahesh
IS-WS-10-8

Chou Hung-Chieh
IS-WS-5-8

Chua Charmaine
IS-AC-3-1

Chun Yikyeong
IS-AC-1-1

Chung Young Shin
ISP-2-1

Chung Yun Soo
IS-WS-6-4

Cortez Feliza Vida D
IS-AC-1-5，ISP-17-1

■Ｄ

De Paz Patricia R
ISP-8-12

Dechend Ralf
ISP-4-7

Dofutsu Kanae
ACOG-5

Dofutsu Mihoko
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IS-WS-6-3，ISP-3-2，
ISP-12-5，ISP-26-8

Doi Koutarou
ISP-16-5

Doman Kae IS-AC-2-5
Duong Anh ISP-11-8，ISP-21-6
Duong Anh Quynh

ISP-3-12
Duong Quynh Anh

ISP-21-5
Dutra Karley

IS-WS-11-5

■Ｅ

Egami Arisa
ISP-13-3

Egawa Miho
ISP-29-1，ISP-29-5

Eguchi Satoko
IS-WS-3-6，IS-WS-9-3

Ei-Omar Emad M
IS-WS-5-8

En Si IS-WS-10-8
Endo Masayuki

IS-WS-5-1，ISP-6-6，
ISP-8-7，ISP-8-8，
ISP-25-1，ISP-25-3，
ISP-25-5，ISP-27-2

Endo Yuta IS-WS-9-4
Enomoto Yuki

IS-WS-2-5，ISP-6-8
Erfiandi Febia

ISP-10-8
Eshraghi Nooshin

IS-AC-2-6
Eto Eriko IS-AC-2-5，ISP-6-2，

ISP-7-1，ISP-17-9，
ISP-17-12，
ISP-24-10，
ISP-25-10，ISP-26-6，
ISP-27-3，ISP-27-6，
ISP-29-7

Eun A Choi IS-WS-6-4
Ezawa Masahiro

ISP-19-4

■Ｆ

Fee Erin IS-WS-5-2
Fee Erin L IS-WS-1-7，

IS-WS-10-8
Frame Brianna

IS-WS-11-2
Franada Maria Cristina C

ISP-10-7，ISP-22-3
Fuchi Naoki IS-WS-2-3
Fujii Rie ISP-3-4
Fujii Shin-ichiro

IS-WS-9-6
Fujikawa Rie

ISP-27-10
Fujimori Keiya

IS-WS-9-4，ISP-6-9，
ISP-16-9，ISP-24-8，
ISP-26-9，ISP-28-5

Fujimoto Hiroki
IS-WS-6-7，
IS-WS-9-2，
IS-WS-9-7，ISP-3-6，
ISP-3-11

Fujimura Taishi
IS-WS-4-2，ISP-4-5，
ISP-15-4

Fujino Kazunari
ISP-10-1，ISP-12-10

Fujino Megumi
IS-WS-7-7，ISP-7-2

Fujioka Yusuke
ISP-7-12

Fujishima Akiko
IS-WS-2-4，ISP-16-6

Fujita Daiki ISP-7-8
Fujita Daisuke

ISP-16-4
Fujita Masayuki

ISP-2-5
Fujiwara Haruka

ISP-27-8
Fujiwara Hiroshi

ISP-24-4
Fujiwara Hiroyuki

IS-WS-6-2，ISP-1-1，
ISP-3-13，ISP-16-1，
ISP-17-7，ISP-17-8

Fujiyama Koya
ISP-10-1

Fukuda Atsushi
IS-WS-8-2

Fukuda Takanori
ISP-3-3

Fukuda Takeshi
ISP-20-8，ISP-22-2，
ISP-23-6

Fukuda Toma
ISP-6-9，ISP-16-9，
ISP-24-8，ISP-26-9

Fukui Atsushi
IS-WS-8-3

Fukui Yosuke
ISP-2-3

Fukuma Yuka
ISP-6-4，ISP-25-2

Fukumoto Takuro
ISP-16-5

Fukunishi Tomomi
ISP-8-9

Fukuoka Mio
IS-WS-4-3，ACOG-9，
ISP-24-6

Fuma Kazuya
IS-WS-1-3，ISP-7-5，
ISP-17-4

Funada Eitaro
ISP-23-13

Furui Kensaku
IS-WS-2-2

Furui Tatsuro
ISP-21-8

Furukawa Maho
IS-WS-2-5，ISP-6-8

Furuta Atsushi
ISP-4-4，ISP-7-6

Furuya Natsumi
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ISP-26-4
Fusegi Atsushi

ISP-23-13

■Ｇ

Ga Hiromi IS-WS-2-5，IS-WS-3-6
Garcia Maria Isidora Margarita Y

IS-WS-11-4
Garg Sonal S

ISP-19-7
Geisberger Sabrina

ISP-4-7
Gilkey Melissa

ISP-21-1
Gim Jeong-An

IS-AC-1-1
Go Rossellini-Marie E

ISP-9-7
Gojo Mioko ISP-3-9
Gonai Yuta IS-WS-7-2
Gorgonio Nephtali M

ISP-10-4，ISP-27-12
Gorospe Marisol P

IS-WS-11-4
Goto Daisuke

ISP-9-1
Goto Maki ISP-19-8
Goto Shinobu

ISP-7-13
Goto Takeshi

ISP-5-1
Goto Tomoko

ISP-16-5
Grover Seema

ISP-19-7
Guo Bing ISP-26-7

■Ｈ

Habara Toshihiro
ISP-24-10

Habata Shutaro
ISP-13-5

Habu Yuji ACOG-2，ISP-2-7，
ISP-22-4

Habuchi Erika
ISP-12-4

Hachijo Ryuta
ISP-12-3

Hachisuga Kazuhisa
IS-AC-1-4，
IS-WS-7-6，
IS-WS-9-1，ISP-1-6，
ISP-11-2

Hachisuga Nobutaka
ISP-8-6

Hada Taira ISP-8-2
Hagihara Tatsuya

IS-WS-12-1，ACOG-4
Hamada Norio

IS-WS-8-7
Hamada Rintaro

IS-WS-10-4
Hamada Yoshinobu

IS-WS-7-3
Hamamoto Eriko

ISP-25-1
Hamanishi Junzo

IS-AC-1-3，
IS-WS-3-2，
IS-WS-12-3，
ACOG-7，ISP-1-4，
ISP-13-2，ISP-13-6

Hamuro Akihiro
IS-WS-4-7，ISP-7-10，
ISP-8-10，ISP-18-10

Han Ji Yeon ISP-24-11
Hanawa Shinsuke

ISP-22-4
Handa Mika ISP-5-1，ISP-25-5
Hara Kazuhiro

ISP-27-5
Hara Risako ISP-27-2
Harada Miyuki

IS-WS-2-5，ISP-15-6，
ISP-15-7，ISP-21-8

Harada Tasuku
ISP-15-3，ISP-29-3

Harai Ayane

ISP-8-5
Harata Toko

ISP-28-7
Hartanto Amadea Ivana

ISP-10-8
Hartmann Sunhild

ISP-4-7
Haruki Atsushi

IS-WS-4-7
Hasegawa Akihiro

IS-WS-10-4，
ISP-18-2，ISP-18-3

Hasegawa Junichi
ISP-17-7，ISP-17-8，
ISP-28-5

Hasegawa Yuri
IS-WS-2-3，ISP-25-9

Hasegawa - Minato Junko
IS-WS-12-1，ACOG-4

Hashimoto Ayako
ISP-14-6，ISP-18-6

Hashimoto Kae
IS-WS-11-1，ISP-9-3，
ISP-9-6

Hashimoto Kazunori
ISP-6-7

Hashimoto Tomomi
ISP-5-7

Hashiramoto Shin
ISP-27-11

Hasunuma Ayako
ISP-5-4

Hata Kenichiro
ISP-4-6，ISP-16-1

Hattori Satomi
IS-WS-3-7，
ISP-11-4，ISP-11-6，
ISP-11-7

Hayashi Nobuki
ISP-13-9，ISP-21-9，
ISP-21-10，
ISP-23-10，ISP-26-10

Hayashi Nobuyoshi
ISP-24-10



382 日産婦誌77巻 2 号

一
般
演
題

演
者
索
引

Hayashi Ryoma
IS-WS-4-5

Hee Yon Kim
IS-WS-6-4

Hideshima Misako
ISP-5-2

Higashi Marie
ISP-16-5

Higashiyama Nozomi
IS-AC-1-3，
IS-WS-12-3

Hikino Kohei
ISP-12-2，ISP-13-1

Hine Saki ISP-24-3
Hino Yukiko

IS-WS-10-3，
ISP-16-10，ISP-26-1，
ISP-26-5

Hirahara Yuhya
IS-WS-9-6

Hiraike Haruko
ISP-3-9

Hiraike Osamu
IS-WS-2-5，ISP-3-12，
ISP-6-8，ISP-14-6，
ISP-15-6，ISP-15-7，
ISP-28-9

Hiraiwa Tsuyoshi
ISP-6-9，ISP-26-9

Hirakawa Toyofumi
ISP-4-6，ISP-27-5

Hiramatsu Kosuke
IS-WS-3-3，
IS-WS-5-1，
IS-WS-12-5，
ACOG-6，ISP-1-9，
ISP-8-8，ISP-21-13，
ISP-25-3，ISP-25-5，
ISP-27-2

Hirano Mana
ISP-3-9

Hirano Shiori
ISP-25-6

Hirata Tetsuya

ISP-15-6，ISP-15-7
Hirayama Junya

ISP-7-2
Hirayama Takashi

ISP-10-1，ISP-12-10
Hirono Satsuki

ISP-17-7，ISP-17-8
Hirota Keiko

ISP-3-3
Hirota Yasushi

IS-AC-2-4，
IS-WS-2-5，
IS-WS-3-6，
IS-WS-5-4，
IS-WS-5-5，
IS-WS-8-5，
IS-WS-9-3，
IS-WS-10-5，
IS-WS-12-6，
ISP-3-12，ISP-6-8，
ISP-11-8，ISP-12-3，
ISP-14-6，ISP-15-6，
ISP-15-7，ISP-18-6，
ISP-21-5，ISP-21-6，
ISP-21-7，ISP-28-9

Hisa Tsuyoshi
ISP-21-12

Hishikawa Risa
ISP-12-1

Honda Masako
IS-WS-4-4

Honda Masumi
ISP-28-2

Hong Jin Hwa
IS-AC-1-1

Hong Su Bin
IS-AC-2-1

Honjoh Harunori
IS-WS-9-3

Horage Yuki
ISP-26-4

Horai Megumi
ISP-9-3

Hori Daizou ISP-8-5

Hori Hironobu
ISP-8-5

Horibe Yu ISP-5-7
Horie Akihito

IS-WS-4-1，
IS-WS-8-1，ISP-13-6

Horie Kenji ISP-16-1，ISP-17-7，
ISP-17-8

Horikawa Shota
IS-WS-7-2

Horinouchi Takashi
IS-WS-10-6，
ISP-17-11，ISP-26-3，
ISP-27-9

Horiuchi Yuko
IS-WS-7-7

Hoshiba Nao
ISP-28-2

Hosokawa Mizuki
ISP-2-5

Hosokawa Satsuki
ISP-8-3

Hosokawa Yumi
ISP-23-4

Hotta Yuichiro
ISP-3-2，ISP-12-5，
ISP-26-8

Hsiao Yu Yang
ISP-24-7

Hsieh Meng-Hsuen
IS-WS-11-3

Hsieh Yao-Te
ISP-24-12

Hsu Chun Tzu
ISP-24-2

Hsu Isabel ISP-24-12
Hsu Te-Yao IS-WS-8-8
Hu Min IS-AC-3-7
Huang Chu-Chun

ISP-24-12
Huang Hsuan Wei

ISP-24-7
Huang Kun-Long

IS-WS-8-8
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Huang Pi Tsang
ISP-24-7

Huang Ruby Yun-Ju
IS-WS-7-4

Huang Sing Ying
ISP-16-8

Huang Yung
ISP-24-12

Huang Zhongwei
IS-AC-3-1，ISP-14-2

Huppertz Berthold
ISP-4-7

Hwang Jiun-Chyi
IS-WS-11-3

■Ｉ

Ibuchi Seigo
ISP-16-4

Ichikawa Go
ISP-20-7

Ichikawa Masao
ISP-15-1，ISP-20-7

Ichikawa Mayuko
IS-WS-10-3，
ISP-16-10，ISP-26-1，
ISP-26-5

Ichikawa Tomoko
IS-WS-8-4，ISP-4-3，
ISP-20-7

Ichimura Takaya
ISP-20-1

Ichinose Mari
IS-AC-2-4，
IS-WS-5-4，
IS-WS-10-5，
ISP-14-6，ISP-18-6

Ichinose Takayuki
ISP-3-9

Ichizuka Kiyotake
ISP-28-5

Igarashi Suguru
ISP-26-4

Iida Yasushi
IS-WS-7-3

Iida Yuki ISP-2-8，ISP-12-2，
ISP-13-1

Iijima Takayoshi
IS-WS-6-3，ISP-3-2，
ISP-12-5，ISP-26-8

Iio Kazuaki ISP-7-7
Iizuka Makoto

IS-WS-7-3
Ikebuchi Ai ISP-29-3
Ikeda Asami

IS-WS-4-1，IS-WS-8-1
Ikeda Hideyuki

IS-WS-10-8
Ikeda Tomoaki

ISP-7-3，ISP-25-6，
ISP-28-5

Ikeda Yuji ISP-21-10，ISP-21-11
Ikeda Yumie

ISP-29-1
Ikenaga Yuka

IS-WS-7-1，
IS-WS-11-1，ISP-9-3

Ikenoue Satoru
ISP-6-4，ISP-25-2

Ikenoue Tsuyomu
ISP-16-5

Imaeda Keiyo
ISP-13-11

Imai Airi ISP-1-5，ISP-1-7
Imai Ken ACOG-3
Imai Kenji IS-WS-1-1，

IS-WS-1-3，ISP-7-5，
ISP-17-4

Imai Yuichi IS-WS-6-3，ISP-1-2，
ISP-3-2，ISP-12-5，
ISP-26-8，ISP-28-1

Imaizumi Karin
ISP-26-9

Imakita Sachi
IS-WS-4-1，IS-WS-8-1

Imamura Toshiro
ISP-27-5

Inagaki Risa
IS-WS-7-3

Inamura Tatsuwo
ISP-28-7

Inamura Yuka
ISP-7-7

Inayama Yoshihide
IS-AC-1-3，
IS-WS-12-3

Ino Kazuhiko
IS-WS-7-7，ISP-7-2

Inomata Yusuke
IS-AC-1-4，
IS-WS-7-6，
IS-WS-9-1，ISP-1-6，
ISP-11-2

Inoue Asami
IS-WS-10-6，
ISP-17-11，ISP-27-9

Inoue Hiromi
ISP-3-3

Inoue Miho ISP-13-8
Inoue Yuka ISP-3-4
Inuzuka Saki

ISP-27-7
Ip Chelsea Hl

IS-AC-3-1
Irabon Ina S ISP-10-5，ISP-19-2
Irie Genta ISP-13-10
Irie Miho IS-WS-10-5
Irie Taichi IS-WS-7-3
Iriyama Takayuki

IS-AC-2-4，
IS-WS-2-5，
IS-WS-5-4，
IS-WS-5-5，
IS-WS-10-5，ISP-6-8，
ISP-14-6，ISP-15-7，
ISP-18-6，ISP-28-9

Ishibashi Hiroki
ISP-23-5，ISP-23-7，
ISP-27-10

Ishibashi Makiho
ISP-26-9

Ishibashi Masumi
IS-WS-12-1，ACOG-4
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Ishida Kentaro
IS-WS-3-2

Ishida Risa ISP-20-3
Ishida Tomohiro

ISP-27-5
Ishida Yuri ISP-26-2，ISP-28-6
Ishiguro Hajime

ISP-8-5
Ishii Chiaki ISP-8-3
Ishii Saki ISP-9-3
Ishii Sumire ISP-10-1，ISP-12-10
Ishii Tatsuko

ISP-6-10，ISP-6-11
Ishikawa Mitsuya

ISP-2-8，ISP-13-12
Ishikawa Nagisa

ISP-16-4
Ishikawa Naotsugu

ISP-6-4，ISP-25-2
Ishimoto Hitoshi

IS-WS-8-2
Ishizaka Aya

ISP-11-8，ISP-21-6
Isobe Akiko IS-WS-8-7
Isobe Masanori

ISP-18-8
Isogami Hirotaka

ISP-6-9，ISP-24-8
Isomura Kurumi

ISP-25-4
Itagaki Hiroya

ISP-23-9
Itai Toshiyuki

IS-WS-6-3，ISP-1-2，
ISP-3-2，ISP-12-5，
ISP-26-8，ISP-28-1

Itakura Atsuo
IS-AC-2-2，
IS-AC-2-7，ISP-6-3，
ISP-10-1，ISP-12-10，
ISP-19-3，ISP-19-6，
ISP-26-2，ISP-28-6，
ISP-28-8

Ito Ayumu ISP-28-4

Ito Fumihiro
ISP-26-9

Ito Fumitake
IS-WS-4-6，ACOG-11

Ito Futa ACOG-5
Ito Keisuke ISP-18-8
Ito Masami IS-WS-4-4，ISP-4-4，

ISP-26-11
Ito Mayuko ISP-14-3
Ito Tsubasa ISP-8-2
Ito Yosuke ISP-12-10
Ito Yuki IS-WS-10-4，

ISP-18-2，ISP-18-3
Ito Yuri IS-WS-3-3，ACOG-6
Itoda Yukiko

ISP-13-9
Itoi Shiori ISP-29-2
Iwagaki Shigenori

ISP-27-7
Iwahashi Masayuki

IS-AC-2-3，ISP-7-11
Iwahashi Naoyuki

IS-WS-7-7，ISP-7-2
Iwai Kana ISP-2-3
Iwai Maki IS-WS-4-3，ACOG-9，

ISP-24-6
Iwama Kimitaka

ISP-8-2
Iwamiya Tadashi

IS-WS-3-3，
IS-WS-12-5，
ACOG-6，ISP-1-9，
ISP-9-6，ISP-10-3，
ISP-21-13

Iwasa Takeshi
ISP-5-3，ISP-14-1

Iwase Akira ISP-19-8
Iwashita Mitsutoshi

ISP-28-5
Iwata Takashi

IS-WS-6-1，ISP-1-5，
ISP-1-7，ISP-1-8，
ISP-21-2，ISP-29-4

Iyoshi Shohei

IS-WS-3-7，
IS-WS-6-7，
IS-WS-9-2，
IS-WS-12-4，
ISP-3-6，ISP-3-11，
ISP-19-8，ISP-23-1

Izuchi Daisuke
ISP-27-5

Izumi Gentaro
IS-WS-2-5，ISP-15-6，
ISP-15-7，ISP-20-3，
ISP-29-2

Izumi Kenji IS-WS-8-2
Izumi Yuko IS-WS-4-6，

ACOG-11，ISP-16-11

■Ｊ

James Wing IS-AC-2-4，ISP-21-5
James B Wing

IS-WS-12-6
Jatzlau Jerome

ISP-4-7
Jeon Seyoung

ISP-20-4，ISP-20-5，
ISP-20-6

Jeong So Hyeon
IS-AC-1-1

Jimbo Masatoshi
ISP-6-9

Jin Kyung Baek
IS-WS-6-4

Jobe Alan H IS-WS-1-7
Jonouchi Yuri

IS-WS-9-3，ISP-12-3
Jung Eun Sim

IS-WS-6-4
Jwa Seung Chik

IS-WS-8-5

■Ｋ

K. Tsang Benjamin
ISP-12-6

Kai Kentaro IS-WS-6-6，ISP-23-12
Kaishi Yohei
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ISP-8-2
Kaitu’u- Lino Tu’uhevaha J

ISP-4-7
Kajikawa Kaoru

ISP-6-4，ISP-25-2
Kajimura Takuya

ISP-21-4
Kajiwara Kazuhiro

IS-WS-5-6，ISP-17-3
Kajiyama Hiroaki

IS-AC-1-2，
IS-AC-3-3，
IS-AC-3-5，
IS-WS-1-1，
IS-WS-1-3，
IS-WS-2-2，
IS-WS-3-1，
IS-WS-3-5，
IS-WS-3-7，
IS-WS-6-7，
IS-WS-7-5，
IS-WS-9-2，
IS-WS-9-7，
IS-WS-12-4，ISP-3-6，
ISP-3-7，ISP-3-8，
ISP-3-11，ISP-7-5，
ISP-11-4，ISP-11-6，
ISP-11-7，ISP-12-1，
ISP-12-8，ISP-15-5，
ISP-17-4，ISP-19-1，
ISP-19-8，ISP-21-8，
ISP-23-1，ISP-24-5

Kakibuchi Akiyo
ISP-8-1，ISP-8-4，
ISP-16-11，
ISP-16-12，ISP-18-9，
ISP-27-8

Kakogawa Jyun
ISP-5-7

Kakuda Mamoru
IS-WS-3-3，
IS-WS-5-1，
IS-WS-12-5，
ACOG-6，ISP-1-9，

ISP-9-6，ISP-10-3，
ISP-21-13

Kamada Shuhei
ISP-14-1

Kamada Yasuhiko
IS-AC-3-6，
ISP-17-12，ISP-24-9，
ISP-24-10

Kamata Mayumi
ISP-23-13

Kamata Saki
ISP-21-9，ISP-21-10，
ISP-21-11，
ISP-23-10

Kamei Hidetake
IS-WS-8-3

Kamei Yoshimasa
ISP-25-8

Kamei Yuji ISP-21-13
Kamibayashi Junya

ISP-2-3
Kamide Taizan

IS-WS-10-4，ISP-18-3
Kamijo Shintaro

IS-WS-4-3，
IS-WS-8-5，ACOG-9，
ISP-24-6

Kamiya Chizuko
ISP-8-7

Kamiya Mio ISP-19-4，ISP-28-4
Kamiya Natsuko

IS-WS-6-3
Kamo Norihito

ISP-26-9
Kamoshida Tsukuru

ISP-5-7
Kanao Hiroyuki

ISP-13-5，ISP-23-13
Kanasaki Haruhiko

ISP-4-1，ISP-4-2
Kanda Mizuki

ISP-21-13
Kaneko Kayoko

ISP-8-11

Kaneko Masatoki
ISP-16-5

Kaneko Mayumi
IS-AC-2-3，
IS-WS-1-4，ISP-7-9，
ISP-16-7，ISP-17-6，
ISP-27-11，ISP-28-3

Kang Hyeryeon
ISP-26-8

Kanto Akiko
IS-WS-12-2

Kasahara Yuta
IS-AC-3-2，ACOG-8

Kasai Junko ISP-1-2
Kasai Yasuyo

ISP-8-3，ISP-27-1
Kaseki Hanako

ISP-15-1
Kaseki Satoshi

IS-AC-3-3，
IS-AC-3-5，
IS-WS-2-2，ISP-15-5，
ISP-19-1，ISP-19-8

Kashanian Maryam M
IS-AC-2-6

Kashima Yoko
IS-WS-6-5，ACOG-1

Kashino Chiaki
IS-AC-3-6，ISP-24-9，
ISP-24-10

Kashiwabara Miki
ISP-1-8

Kasuga Yoshifumi
ISP-6-4，ISP-25-2

Katagiri Yukiko
ISP-25-8

Katakura Masafumi
ISP-19-4

Katakura Wakako
ISP-5-4

Kataoka Hisashi
IS-WS-4-6，ACOG-11

Katayama Akihisa
ISP-8-1，ISP-8-4，
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ISP-16-11，
ISP-16-12，ISP-18-9，
ISP-27-8

Katayama Eri
ACOG-2，ISP-2-7，
ISP-22-4

Katayama Komei
ISP-11-4，ISP-11-6，
ISP-11-7

Kato Airi ACOG-5
Kato Akihito

ISP-7-5
Kato Kazuyoshi

IS-WS-4-4
Kato Kento ISP-8-2
Kato Kiyoko

IS-AC-1-4，
IS-WS-5-7，
IS-WS-7-6，
IS-WS-8-7，
IS-WS-9-1，ISP-1-6，
ISP-8-6，ISP-11-2

Kato Masakazu
ISP-6-2，ISP-7-1，
ISP-17-9，ISP-17-12，
ISP-24-10，
ISP-25-10，ISP-26-6

Kato Mayumi
ISP-2-8，ISP-13-12

Kato Mikiya
ISP-28-7

Kato Sayako
ISP-11-5

Katoh Kanoko
ISP-13-9，ISP-21-2，
ISP-21-9，ISP-26-10

Katoh Yuki ISP-21-2
Katsuragi Shinji

ISP-16-5
Kawabata Ayako

ISP-2-9，ISP-12-4
Kawagoe Hidehiro

ISP-23-5，ISP-23-7
Kawaguchi Ryuji

ISP-2-3，ISP-26-5
Kawahara Naoki

ISP-2-3
Kawai Keiichiro

IS-AC-3-3，
IS-AC-3-5，
IS-WS-2-2，
ISP-15-5，ISP-19-1

Kawai Michiyasu
IS-WS-12-4

Kawakami Kosuke
ISP-9-5，ISP-23-5，
ISP-23-7，ISP-27-10

Kawakami Minoru
IS-AC-1-4，
IS-WS-7-6，
IS-WS-9-1，ISP-1-6，
ISP-11-2

Kawamata Mari
ISP-8-1，ISP-8-4，
ISP-16-11，
ISP-16-12，ISP-18-9，
ISP-27-8

Kawamura Keiko
IS-WS-8-7

Kawamura Kyoko
ISP-23-5，ISP-23-7

Kawamura Teruhiko
IS-WS-8-7

Kawamura Tomomi
ISP-24-4

Kawamura Yosuke
IS-WS-1-6

Kawana Kei ISP-13-9，ISP-21-2，
ISP-21-9，ISP-21-10，
ISP-21-11，
ISP-23-10，ISP-26-10

Kawano Aiko
ISP-1-2

Kawano Mahiru
IS-WS-5-1，
IS-WS-7-1，
IS-WS-11-1，ISP-2-6，
ISP-5-1，ISP-8-8，

ISP-9-3，ISP-12-9，
ISP-25-3，ISP-25-5，
ISP-27-2

Kawasaki Kaoru
IS-WS-5-3

Kawasaki Yu
ISP-19-3，ISP-19-6

Kawashima Akihiro
IS-AC-2-3，
IS-WS-1-4，ISP-7-9，
ISP-7-11，ISP-17-6，
ISP-28-3

Kawashima Hiroo
ISP-7-10

Kawasumi Yuri
ISP-8-4

Kawata Akira
IS-WS-3-6，ISP-22-5

Kawata Yoshiko
IS-WS-3-6

Kawatake Rina
ISP-21-9，ISP-21-11

Kawatsu Satoru
ISP-26-4

Kemp Matthew
IS-WS-5-2

Kemp Matthew W
IS-AC-3-1，
IS-WS-1-7，
IS-WS-10-8

Khemworapong Khemanat
ISP-6-1

Kido Michiko
ISP-8-3，ISP-27-1

Kido Saki ISP-8-6
Kikuchi Eriko

ISP-20-7
Kikuchi Taiki

IS-WS-4-7，
ISP-7-10，ISP-18-10

Kikuchi Takayuki
ISP-24-4

Kim Hee Seung
ISP-3-5
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Kim Hoon ISP-24-11
Kim Jae-Weon

IS-WS-6-1
Kim Jong Mi

ISP-20-4，ISP-20-5，
ISP-20-6

Kim Min Ju ISP-20-4，ISP-20-5，
ISP-20-6

Kim Sung Woo
ISP-24-11

Kim Yooyeon
ISP-20-4，ISP-20-5，
ISP-20-6

Kimura Fuminori
IS-WS-10-3，ISP-2-3，
ISP-16-10，ISP-26-1，
ISP-26-5

Kimura Mai IS-WS-10-3，
ISP-16-10，ISP-26-1，
ISP-26-5

Kimura Tadashi
ISP-6-6，ISP-8-7

Kin Shogo ISP-16-9
Kin Sohmi ISP-8-7，ISP-25-1
Kinose Yasuto

IS-WS-7-1，
IS-WS-11-1，ISP-2-6，
ISP-9-3，ISP-9-6，
ISP-10-3，ISP-12-9

Kinouchi Riyo
ISP-14-1

Kirino Satoe
ISP-6-2，ISP-7-1，
ISP-17-9，
ISP-24-10，
ISP-25-10，ISP-26-6，
ISP-27-3，ISP-27-6，
ISP-29-7

Kishi Hiroshi
IS-AC-3-2，ACOG-8，
ISP-5-4

Kishigami Yasuyuki
ISP-28-7

Kishimoto Naohisa

ISP-8-2
Kisu Iori IS-WS-4-5，

ISP-13-11
Kitada Kohei

IS-WS-4-7，ISP-7-10，
ISP-8-10，ISP-18-10

Kitade Mari ISP-19-3
Kitagawa Marie

ISP-27-10
Kitagawa Masami

IS-AC-1-2，
IS-WS-7-5，ISP-3-8，
ISP-12-1，ISP-12-8，
ISP-24-5

Kitahara Yoshikazu
ISP-19-8

Kitai Miho ISP-21-12
Kitajima Michio

ISP-5-2，ISP-15-2
Kitajima Ryo

IS-WS-5-1
Kitajima Yuriko

ISP-25-9
Kitami Kazuhisa

IS-WS-6-7，
IS-WS-9-2，
IS-WS-9-7，ISP-3-6，
ISP-3-11

Kitamura Eri
ISP-19-6，ISP-26-2，
ISP-28-6

Kitamura Shuhei
IS-WS-12-6，
ISP-3-12，ISP-21-5

Kitamura Yoshihiro
ISP-7-12

Kitaori Tamao
ISP-7-13

Kitawaki Yoshimi
IS-WS-4-1，
IS-WS-8-1，ACOG-7

Kiyokoba Ryo
ISP-8-6

Knaus Petra

ISP-4-7
Ko Hiroyoshi

ACOG-3
Ko Mu-En ISP-14-4
Kobayashi Eiji

IS-WS-6-6，ISP-23-12
Kobayashi Koichi

IS-WS-5-5
Kobayashi Mariya

ISP-21-13，ISP-22-1
Kobayashi Mutsumi

ISP-19-3
Kobayashi Osamu

ISP-13-9，ISP-21-9，
ISP-21-10，
ISP-21-11，
ISP-23-10，ISP-26-10

Kobayashi Yoichi
IS-WS-6-1

Kobayashi Yusuke
IS-WS-6-1，ISP-2-4，
ISP-13-10，ISP-23-9

Kochi Yuki ISP-2-9
Kodama Haruho

ISP-23-12
Kodama Keisuke

IS-AC-1-4，
IS-WS-7-6，
IS-WS-9-1，ISP-1-6，
ISP-11-2

Kodama Michiko
IS-WS-7-1，
IS-WS-11-1，ISP-2-6，
ISP-9-3，ISP-9-6，
ISP-10-3，ISP-12-9

Kodama Yuki
ISP-16-5

Koga Kaori ACOG-2，ISP-2-7，
ISP-13-7，ISP-15-6，
ISP-15-7，ISP-20-3，
ISP-22-4，ISP-29-2

Kogure Ai ISP-7-12
Koh Iemasa ISP-11-3
Koh Iiji IS-WS-5-3
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Koh Winston
IS-WS-10-8

Koide Keiko ISP-7-11
Koike Ayami

IS-AC-1-3，
IS-WS-12-3

Koike Yuki ISP-11-5
Koizumi Mai

ISP-9-3
Koizumi Mayuko

IS-WS-3-6
Kojima Junya

ISP-24-4
Kojima Kanako

ISP-26-10
Kojima Kayoko

ISP-5-2
Kojima Tomoyuki

ISP-9-4
Komatsu Atsushi

ISP-13-9，ISP-21-9，
ISP-21-10，
ISP-21-11，
ISP-23-10，ISP-26-10

Komatsu Hiroaki
ISP-2-8，ISP-12-2，
ISP-13-1

Komatsu Masaaki
ISP-13-12，ISP-16-7

Komatsu Nahoko
IS-WS-2-3

Komatsu Reina
ISP-16-7

Kon Tsubasa
ISP-23-13

Kondo Eiji ISP-25-6
Kondo Emi ISP-7-7，ISP-9-5，

ISP-27-10
Kondo Haruhiro

ISP-26-4
Kondo Shinya

ISP-28-1
Konno Ryo ACOG-3
Kono Masami

ISP-11-5
Koshiba Akemi

ACOG-11
Kotaki Hikari

IS-WS-1-2，ISP-7-8，
ISP-28-4

Kotani Tomomi
IS-WS-1-1，
IS-WS-1-3，ISP-7-5，
ISP-17-4

Kou Kazuhiro
ISP-1-4

Kouchi Yoshihiro
ISP-26-9

Koya Yoshihiro
IS-WS-6-7，
IS-WS-9-7，ISP-3-6，
ISP-3-11

Koyama Shingo
ISP-13-2

Koyama Shinsuke
ISP-21-12

Koyanagi Takahiro
IS-WS-6-2，ISP-1-1，
ISP-3-13

Kozuka Ayaka
IS-WS-6-3

Ku Seung-Yup
ISP-24-11

Kubo Kotaro
IS-AC-3-6

Kubo Tomohiro
IS-WS-4-7

Kubokawa Mei
ISP-11-4，ISP-11-6，
ISP-11-7

Kubota Satoshi
ACOG-5

Kubota Yumene
IS-WS-8-4，ISP-4-3

Kuboya Takuya
IS-WS-6-1

Kudaka Wataru
ISP-22-1

Kudo Kei IS-WS-12-1，ACOG-4
Kudo Sho ISP-2-5
Kudo Yoshiki

ISP-11-3
Kuji Naoaki IS-WS-8-5，ISP-24-4
Kumagai Asako

ISP-26-2，ISP-28-6，
ISP-28-8

Kumagai Yusaku
ISP-3-10

Kumakiri Jun
ISP-5-7

Kumasawa Keiichi
IS-WS-2-5，
IS-WS-5-4，
IS-WS-5-5，
IS-WS-10-5，
ISP-14-6，ISP-15-6，
ISP-15-7，ISP-18-6，
ISP-28-9

Kunishima Atsushi
IS-WS-6-7，
IS-WS-9-7，ISP-3-6，
ISP-3-11

Kunita Akiko
ISP-21-10

Kunitake Kazuya
ISP-27-9

Kurahashi Hiroki
IS-AC-3-4，
IS-WS-12-5

Kurakazu Masamitsu
ISP-4-6，ISP-27-5

Kurasawa Kentaro
ISP-6-10，ISP-6-11

Kurashina Ryuhei
ISP-20-7

Kuratomi Yuri
ISP-23-13

Kurihara Yasushi
ISP-7-10，ISP-8-10，
ISP-18-10

Kurita Tomoko
ISP-22-1
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Kuriyama Chiaki
ISP-6-2，ISP-7-1，
ISP-17-9，ISP-25-10，
ISP-26-6，ISP-27-3，
ISP-27-6，ISP-29-7

Kuroda Takafumi
ISP-11-5，ISP-12-4，
ISP-23-8

Kurokawa Yusuke
IS-WS-10-6，
ISP-17-11，ISP-26-3，
ISP-27-9

Kusabiraki Tae
ISP-28-2

Kusabiraki Yuri
ISP-28-2

Kusakabe Misako
ISP-21-6

Kusuki Izumi
IS-WS-4-6，ACOG-11

Kusumoto Misa
ISP-3-4

Kusuyama Yoshiko
ISP-7-8

Kuwabara Yoshimitsu
IS-WS-8-4，ISP-4-3，
ISP-15-1

Kuwata Tomoyuki
ACOG-3

Kwon Ji Young
ISP-18-1

Kwon Ji Young
ISP-2-1

Kyo Satoru ISP-4-1，ISP-4-2

■Ｌ

Labao Romina Blanca D
ISP-17-5

Lai Chi-Ting
IS-WS-5-8

Lan Kuo Chung
ISP-24-7

Lan Kuo-Chung
IS-WS-4-8，

IS-WS-8-8
Lau Hui-Hsuan

IS-WS-11-3
Lau Langchu

ISP-14-2
Lazenby Gweneth B

IS-WS-11-5
Lee Chen-Hao

IS-WS-8-8
Lee Chia-Yi IS-WS-3-4
Lee Jae Kwan

IS-AC-1-1
Lee Jong Min

ISP-18-1
Lee Jong-Min

ISP-2-1
Lee Jovin ISP-14-2
Lee Jung-Hwa

ISP-20-4，ISP-20-6
Lee Juong Hwa

ISP-20-5
Lee Kuang Yen

ISP-10-2
Lee San-Hui ISP-3-5
Lee Seungmee

ISP-3-5
Lee Wei-Hsiang

IS-WS-5-8
Lee William Hao-Yu

ISP-3-1，ISP-5-6
Lee Yoon Hee

ISP-20-4，ISP-20-5，
ISP-20-6

Lee Young Joo
ISP-2-1，ISP-18-1

Lee Yu Hsuan
ISP-24-2

Li Xueqi ISP-26-7
Li Yingxuan

IS-WS-7-4
Liao Jou-Chien

ISP-3-1
Lien Hao Ting

ISP-24-7

Lin Chih Wei
ISP-24-2

Lin Ting Chien
ISP-24-2

Lin Wei-Chou
IS-WS-7-4

Lin Yu Ju ISP-24-7
Lin Yu-Ju IS-WS-8-8
Lin Yu-Ting

ISP-23-11
Llenos Earlyn Marie F

ISP-9-9
Lopez Kamla Carmela C

ISP-9-8
Lupague Ryan Marcus Jeremy M

IS-AC-1-5

■Ｍ

Mabuchi Seiji
IS-WS-8-3，ISP-21-12

Machi Maya
IS-WS-1-4，ISP-7-9

Machimura Sakaaki
ISP-6-6，ISP-25-1

Maeda Eri IS-WS-2-4
Maeda Michihide

ISP-21-12
Maeda Tsugio

ISP-28-5
Maehana Tomoka

IS-WS-10-3，ISP-2-3，
ISP-16-10，ISP-26-1

Maekawa Ryo
IS-WS-10-3，
ISP-15-4，ISP-16-10，
ISP-26-1，ISP-26-5

Maenohara Shoji
IS-AC-1-4，
IS-WS-7-6，
IS-WS-9-1，ISP-1-6，
ISP-11-2

Magawa Shoichi
ISP-25-6，ISP-28-5

Maida Yoshiko
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ISP-24-4
Makabe Tomoko

ISP-15-6，ISP-15-7
Maki Eiko ISP-15-6
Maki Jota IS-AC-2-5，ISP-6-2，

ISP-7-1，ISP-17-9，
ISP-19-5，ISP-25-10，
ISP-26-6，ISP-27-3，
ISP-27-6，ISP-29-7

Makino Kana
ISP-17-2

Makino Koki
IS-WS-1-4，ISP-7-9，
ISP-18-5

Makino Shintaro
IS-AC-2-2，ISP-19-6

Makino Yuko
IS-WS-10-3，
ISP-16-10，ISP-26-1，
ISP-26-5

Manahan Joyce C
ISP-20-2

Mandai Masaki
IS-AC-1-3，
IS-WS-1-6，
IS-WS-3-2，
IS-WS-4-1，
IS-WS-8-1，
IS-WS-10-2，
IS-WS-12-3，
ACOG-7，ISP-1-4，
ISP-13-2，ISP-13-6，
ISP-18-4，ISP-29-1，
ISP-29-5

Mariya Tasuku
IS-AC-3-4

Maruyama Yojiro
IS-AC-2-2

Masaoka Shun
ISP-6-3

Masuda Kaku
ISP-25-9

Masuda Kenta
IS-WS-4-5，ISP-13-11

Masuda Kumi
ACOG-5

Masuda Layla
ISP-18-2

Masuda Tatsuo
IS-WS-3-3，
IS-WS-5-1，
IS-WS-12-5，
ACOG-6，ISP-1-9，
ISP-8-8，ISP-21-13，
ISP-25-3，ISP-25-5，
ISP-27-2

Masuyama Hisashi
IS-AC-2-5，
IS-AC-3-6，ISP-6-2，
ISP-7-1，ISP-12-6，
ISP-17-9，ISP-17-12，
ISP-19-5，ISP-24-9，
ISP-24-10，
ISP-25-10，ISP-26-6，
ISP-27-3，ISP-27-6，
ISP-29-7

Matoba Yusuke
IS-WS-4-5，ISP-11-3

Matsuda Erina
ISP-13-9，ISP-21-9，
ISP-23-10，ISP-26-10

Matsuda Miho
ISP-5-7

Matsuda Risa
ISP-1-5，ISP-1-7，
ISP-1-8，ISP-29-4

Matsuda Shigeru
IS-WS-8-4，ISP-4-3

Matsuda Yoshio
ISP-18-7

Matsui Fuka
ISP-16-3，ISP-17-10

Matsui Hitoshi
IS-WS-5-6，
IS-WS-10-4，ISP-18-3

Matsui Masako
ISP-27-7

Matsui Shunichiro

ISP-28-2
Matsui Tomoya

ISP-1-5，ISP-1-7，
ISP-1-8，ISP-29-4

Matsukawa Jun
ISP-24-3

Matsukawa Tetsuya
ISP-11-4，ISP-11-6，
ISP-11-7

Matsumoto Hironori
IS-WS-6-1

Matsumoto Koji
ISP-21-3

Matsumoto Manayo
ISP-3-3

Matsumoto Mariko
ISP-7-12

Matsumoto Mei
IS-WS-2-1

Matsumoto Takashi
ISP-23-4

Matsumoto Tomoko
ISP-16-4

Matsumoto Yuko
ISP-3-4

Matsumura Asako
ISP-15-2

Matsumura Noriomi
IS-WS-5-3，
IS-WS-6-5，
IS-WS-12-2，ACOG-1

Matsunaga Asami
ISP-21-10

Matsunaga Risa
ISP-3-2，ISP-12-5，
ISP-26-8

Matsuno Mariko
ISP-7-7

Matsuo Mitsunori
ISP-14-6

Matsuo Seiko
IS-WS-1-1，
IS-WS-1-3，ISP-7-5，
ISP-17-4
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Matsuoka Motoki
ISP-2-3

Matsuoka Ryo
IS-WS-5-5，ISP-6-9

Matsuoka Ryu
IS-WS-1-4，ISP-7-9，
ISP-16-7，ISP-17-6，
ISP-18-5，ISP-27-11，
ISP-28-3

Matsuoka Tomona
IS-WS-10-4，ISP-18-3

Matsushima Takashi
ISP-20-7

Matsuura Miki
ISP-23-8

Matsuura Motoki
ISP-13-5

Matsuzaka Sunao
IS-WS-1-6，ISP-18-4

Matsuzaka Yu
IS-WS-1-6，ISP-18-4

Matsuzaki Satoko
ACOG-5

Matsuzaki Shinya
IS-WS-3-3，
IS-WS-5-1，
IS-WS-12-5，
ACOG-6，ISP-1-9，
ISP-8-8，ISP-21-13，
ISP-22-1，ISP-25-3，
ISP-25-5，ISP-27-2

Matsuzaki Toshiya
ISP-14-1

Matsuzawa Nana
IS-AC-2-7，ISP-26-2，
ISP-28-6，ISP-28-8

Matsuzawa Satoshi
ISP-16-5

Matsuzawa Yuichi
IS-WS-4-3，ACOG-9，
ISP-24-6

Mau Yu Lin ISP-24-2
Mavins Miyonta

IS-WS-11-5

Mihara Yumiko
ISP-15-4，ISP-16-3，
ISP-17-10

Miki Rika IS-WS-1-3
Mimura Kazuya

IS-WS-5-1，ISP-6-6，
ISP-8-7，ISP-8-8，
ISP-25-1，ISP-25-3，
ISP-25-5，ISP-25-8，
ISP-27-2

Minaguchi Takeo
ISP-2-4，ISP-13-10，
ISP-23-9

Minami Rie ISP-28-2
Minato Saki ISP-5-3，ISP-14-1
Misawa Akihiko

ISP-13-8
Mishima Sakurako

IS-AC-2-5，ISP-6-2，
ISP-7-1，ISP-17-9，
ISP-17-12，
ISP-25-10，ISP-26-6，
ISP-27-3，ISP-27-6，
ISP-29-7

Misugi Takuya
ISP-7-10，ISP-8-10，
ISP-18-10

Misumi Fumi
IS-AC-2-4

Mitoma Tomohiro
IS-AC-2-5，ISP-17-9，
ISP-19-5，ISP-27-3，
ISP-27-6，ISP-29-7

Mitsuhashi Akira
ISP-22-4

Mitsui Takashi
IS-AC-3-6，ISP-7-1，
ISP-17-12，
ISP-24-9，ISP-24-10

Mitsuya Shion
ISP-13-8

Miura Hideki
ISP-16-9

Miura Hiroshi

ISP-16-6
Miura Kiyonori

IS-WS-2-3，ISP-15-2，
ISP-25-8，ISP-25-9

Miura Shoko
IS-WS-2-3，ISP-25-9

Miya Michiko
ISP-18-2

Miyagawa Chiho
IS-WS-6-5，
IS-WS-12-2，ACOG-1

Miyagi Etsuko
IS-WS-6-3，
IS-WS-9-6，ISP-1-2，
ISP-3-2，ISP-9-4，
ISP-12-5，ISP-26-8，
ISP-28-1

Miyahara Hideyuki
ISP-23-5，ISP-27-10

Miyahara Shuko
IS-WS-12-1，ACOG-4

Miyakawa Honami
ISP-26-11

Miyakawa Kazunori
ISP-16-9

Miyake Natsuki
IS-AC-3-3，
IS-AC-3-5，
IS-WS-2-2，ISP-15-5，
ISP-19-1，ISP-19-8，
ISP-24-5

Miyake Tatsuya
IS-WS-5-1，ISP-5-1，
ISP-25-3，ISP-25-5，
ISP-27-2

Miyakoshi Ai
ISP-9-4

Miyamori Mika
ISP-7-10，ISP-18-10

Miyamoto Emiri
IS-WS-6-7，
IS-WS-9-2，
IS-WS-9-7，ISP-3-6，
ISP-3-11
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Miyamoto Morikazu
ISP-8-2

Miyamoto Shingo
ISP-4-6，ISP-27-5

Miyamoto Taito
IS-WS-3-2，ISP-13-6

Miyamoto Yuichiro
IS-WS-3-6，
IS-WS-9-3，ISP-11-8，
ISP-12-3，ISP-21-5

Miyamura Hironori
ISP-14-3

Miyamura Tomoya
ISP-21-3

Miyasaka Naoyuki
IS-WS-10-7

Miyashita Dai
IS-WS-4-4，ACOG-10

Miyata Kohei
ISP-4-6

Miyauchi Akito
ISP-8-3，ISP-27-1

Miyauchi Hidetaka
ISP-27-5

Miyazaki Kotaro
IS-WS-8-5

Mizuguchi Yuki
ISP-25-7

Mizuno Izumi
ISP-3-3

Mizuno Rin IS-AC-1-3，
IS-WS-3-2，
IS-WS-12-3，ISP-13-2

Mizuno Yusuke
ISP-14-3

Mizushima Shohei
ISP-27-9

Mizushima Taichi
IS-WS-6-3，ISP-1-2，
ISP-3-2，ISP-12-5，
ISP-26-8

Mizutani Hidesuke
ISP-7-5

Mochizuki Kana

ACOG-10
Mogami Haruta

IS-WS-1-6，ISP-18-4
Mogami Tae

ISP-1-2
Mogi Kazumasa

IS-WS-3-7，
IS-WS-6-7，
IS-WS-9-2，
IS-WS-9-7，
IS-WS-12-4，
ISP-3-6，ISP-3-8，
ISP-3-11，ISP-11-4，
ISP-11-7，ISP-12-1

Mohammed Elsherbini
ISP-15-6

Mohammed Elsherbinielshal
ISP-15-7

Montecillo Jake Adolf
ISP-20-5

Montecillo Jake Adolf V
ISP-20-4，ISP-20-6

Mori Ayako IS-WS-12-6，ISP-21-5
Mori Hiroshi

ISP-6-5
Mori Mayuyo

IS-WS-3-6，
IS-WS-9-3，ISP-3-12，
ISP-6-8，ISP-11-8，
ISP-12-3，ISP-21-5，
ISP-21-7

Mori Sho ISP-28-7
Mori Taisuke

IS-WS-4-6，
ACOG-11，ISP-8-1，
ISP-8-4，ISP-16-11，
ISP-16-12，ISP-18-9，
ISP-27-8

Mori Tsubasa
ISP-19-4，ISP-28-4

Mori Yusuke
IS-AC-3-2，ACOG-8

Mori Yutaro
IS-WS-1-5

Morisaki Naho
ISP-29-2

Morishige Kenichiro
ACOG-5，ISP-21-8

Morita Keiko
ISP-28-6

Moriuchi Kaori
IS-WS-5-3

Moriyama Maako
IS-WS-2-1

Moriyama Yoshinori
ISP-25-4

Morokuma Seiichi
IS-WS-5-7

Motoki Takahiro
ISP-13-2

Motomura Kenichiro
ISP-7-4

Motoshima Shigenobu
ISP-23-5，ISP-23-7，
ISP-27-10

Mukai Yurika
ISP-11-3

Müller Dominik N
ISP-4-7

Murai Takeru
ISP-28-7

Murakami Keisuke
ISP-19-3

Murakami Kosuke
IS-WS-6-5，
IS-WS-12-2，ACOG-1

Murakami Masao
IS-WS-9-4

Murakami Midori
ISP-6-5

Murakami Ryusuke
IS-AC-1-3，
IS-WS-3-2，
IS-WS-12-3，ISP-1-4，
ISP-13-2，ISP-13-6

Murakami Takashi
IS-WS-10-1

Muraoka Ayako
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IS-AC-3-3，
IS-AC-3-5，
IS-WS-2-2，ISP-15-5，
ISP-19-1，ISP-19-8，
ISP-24-5

Murata Shuko
ISP-5-7

Murata Susumu
ISP-16-3，ISP-17-10

Murata Tsuyoshi
ISP-6-9

Muromoto Jin
ISP-17-3

Muto Megumi
IS-WS-10-6，
ISP-17-11，ISP-26-3，
ISP-27-9

■Ｎ

Nagai Koichi
IS-WS-6-3

Nagai Mika ISP-26-10
Nagai Shimpei

ISP-13-11
Nagamatsu Takeshi

IS-AC-2-4，
IS-WS-5-4，
IS-WS-10-5

Nagao Takeshi
ISP-18-2

Nagao Yukari
IS-WS-7-5，ISP-3-8，
ISP-12-1

Nagasaka Kazunori
ISP-3-9，ISP-21-7

Nagasaki Sumito
IS-WS-1-2，ISP-7-8，
ISP-16-2，ISP-28-4

Nagase Satoru
IS-WS-7-2，ISP-22-5，
ISP-24-3

Nagase Yoshikazu
ISP-22-1

Nagata Ai IS-WS-2-3，ISP-25-9

Nagata Chie ISP-2-9
Nagata Hiroki

ISP-15-3
Nagata Koh IS-WS-2-3，ISP-25-9
Nagayasu Yoko

ISP-16-4
Nakabayashi Akira

ISP-5-7
Nakabayashi Kazuhiko

ISP-4-6
Nakagawa Kohei

IS-WS-8-3
Nakagawa Satoshi

IS-WS-3-3，
IS-WS-12-5，
ACOG-6，ISP-1-9，
ISP-9-6，ISP-10-3，
ISP-21-13，ISP-22-1，
ISP-27-2

Nakagomi Akiko
IS-WS-4-4

Nakahara Kazushige
IS-WS-5-7，ISP-8-6

Nakai Akihito
ISP-28-5

Nakai Maki ISP-1-9
Nakajima Keisuke

IS-WS-5-4
Nakajima Marie

ISP-15-7
Nakajima Takahiro

ISP-21-11，ISP-23-10
Nakakuma Masahito

ISP-19-4
Nakamae Akiko

ISP-25-3
Nakamoto Emi

ISP-7-10，ISP-8-10
Nakamura Ayano

IS-WS-10-2
Nakamura Fumihiro

ISP-24-3
Nakamura Hitomi

ISP-8-7，ISP-25-1

Nakamura Kanako
ISP-13-11

Nakamura Keiichiro
IS-AC-3-6，ISP-12-6

Nakamura Masamitsu
ISP-25-4

Nakamura Mitsuhiro
IS-WS-4-1，IS-WS-8-1

Nakamura Natsuko
ACOG-2，ISP-2-7，
ISP-22-4

Nakamura Tomoko
IS-AC-3-3，
IS-AC-3-5，
IS-WS-2-2，ISP-15-5，
ISP-19-1，ISP-19-8，
ISP-24-5

Nakamura Yoshihiro
IS-WS-4-7

Nakanishi Misao
ISP-3-4

Nakano Akemi
ISP-7-10，ISP-8-10，
ISP-18-10

Nakao Kimihiko
ISP-4-3

Nakao Masahiro
ISP-28-5

Nakao Sari ISP-2-4，ISP-13-10，
ISP-23-9

Nakao Yumi
ISP-5-1

Nakashima Akitoshi
ISP-4-4，ISP-7-6，
ISP-26-11

Nakaso Takaya
ISP-26-2，ISP-28-6，
ISP-28-8

Nakata Masahiko
IS-WS-1-2，ISP-7-8，
ISP-16-2，ISP-28-4

Nakato Hikari
IS-AC-2-5，ISP-6-2，
ISP-7-1，ISP-17-9，
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ISP-17-12，
ISP-25-10，ISP-26-6，
ISP-27-3，ISP-27-6，
ISP-29-7

Nakatsuka Mikiya
ISP-24-9，ISP-24-10

Nakayama Setsuko
ISP-25-8

Nakazawa Miseon
ISP-13-5

Namihira Tadashi
ISP-19-4

Namimatsu Kyoko
IS-AC-2-7，ISP-19-6

Nao Seiichiro
ISP-16-4

Nariai Maika
ISP-28-9

Natsume Takashi
ISP-13-12

Navaei Amir
ISP-28-10

Negishi Yasuyuki
IS-WS-8-4

Nii Masafumi
ISP-25-6

Niimi Kaoru
IS-WS-3-1，
IS-WS-3-5，
IS-WS-3-7，
IS-WS-7-5，
IS-WS-12-4，ISP-3-8，
ISP-11-4，ISP-11-6，
ISP-11-7，ISP-12-1，
ISP-12-8，ISP-23-1

Nishi Hirotaka
ISP-24-4

Nishi Michi ISP-24-3
Nishida Haruka

ISP-3-9
Nishida Kohei

IS-AC-3-6，ISP-24-9
Nishigori Takashi

ISP-4-4

Nishiguchi Mayu
ISP-26-5

Nishii Shogo
ISP-24-1

Nishijima Koji
IS-WS-1-5

Nishikawa Kyohei
ISP-2-3

Nishikawa Tadaaki
ISP-11-5，ISP-23-8

Nishiki Masaaki
ISP-3-3

Nishikimi Kyoko
ACOG-2，ISP-2-7，
ISP-22-4

Nishiko Yuki
IS-WS-3-1，
IS-WS-3-5，ISP-23-1

Nishimori Sanae
ISP-25-1

Nishimura Yoko
ISP-26-4

Nishino Kimihiro
IS-WS-3-1，
IS-WS-3-5，ISP-23-1

Nishio Eiji ISP-14-3
Nishio Hiroshi

ISP-1-5，ISP-1-7，
ISP-1-8，ISP-21-2，
ISP-29-4

Nishioka Kaho
IS-WS-7-7，ISP-7-2

Nishioka Mikiko
ISP-26-4

Nishizawa Haruki
ISP-14-3，ISP-25-4

Nogami Yuya
IS-WS-4-5，ISP-13-11

Noguchi Daito
ISP-12-4

Noguchi Hiroki
ISP-5-3，ISP-14-1

Noguchi Tomoko
IS-WS-7-7

Nomiyama Mari
ISP-5-2

Nomura Hidetaka
ISP-23-13

Nonaka Yuri
IS-WS-3-6

Nonn Olivia ISP-4-7
Nonobe Megumi

ISP-7-13
Nosaka Suguru

ISP-11-3
Nunomura Haruka

ISP-4-4，ISP-7-6

■Ｏ

Obata Eri IS-WS-6-6，ISP-23-12
Obata Kenta

ISP-12-7
Ochiai Asako

ISP-19-3
Ochiai Ayako

ISP-8-5
Oda Katsutoshi

IS-WS-12-6，
ISP-3-12，ISP-11-8，
ISP-21-5，ISP-21-6，
ISP-21-10

Oda Tomoaki
ISP-28-1，ISP-28-10

Odevilas Maria Teresa A
ISP-8-12

Ogasahara Eriko
ACOG-10，ISP-17-2

Ogata Yasuhiko
ISP-6-4，ISP-25-2

Ogata Yhuko
ISP-27-5

Ogata Yuri ISP-3-4
Ogawa Miho

ISP-21-10
Ogawa Momoko

ISP-18-3
Ogawa Noriko

ISP-8-9
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Ogawa Takakazu
ISP-20-7

Ogawa Tatsuyuki
IS-WS-4-4

Ogawara Yuki
IS-WS-6-3，ISP-3-2，
ISP-12-5，ISP-26-8

Ogishima Daiki
ISP-12-10

Ogoyama Manabu
ISP-16-1，ISP-17-7，
ISP-17-8

Oguchi Hidenori
ISP-28-7

Oh Sungtack
ISP-9-2

Ohara Noriko
ISP-5-2

Ohara Tsutomu
IS-WS-4-1，
IS-WS-8-1，ACOG-7

Ohashi Mizuki
IS-WS-10-1

Ohgi Maki IS-WS-4-4，ACOG-10
Ohira Akiko

ISP-25-10
Ohkuchi Akihide

ISP-16-1，ISP-17-7，
ISP-17-8

Ohmichi Masahide
ISP-16-4

Ohno Ayumi
ISP-1-5，ISP-1-7，
ISP-1-8，ISP-29-4

Ohsuga Takuma
ISP-29-1，ISP-29-5

Ohtani Tomohiro
IS-AC-2-4，
IS-WS-10-5

Ohtsuka Yuka
ISP-8-2

Ohyama Kaname
ISP-15-2

Oishi Hajime

ISP-3-4
Oishi Keiichi

IS-AC-2-5，ISP-19-5，
ISP-29-7

Oishi Yumiko
ISP-4-3

Oka Emiko IS-WS-3-3，
ACOG-6，ISP-1-9

Oka Kazuhiko
ISP-5-4

Okada Aiko IS-WS-5-1，ISP-5-1，
ISP-8-7，ISP-8-8，
ISP-25-1，ISP-25-3，
ISP-25-5，ISP-27-2

Okada Hiroe
ISP-4-1，ISP-4-2

Okada Maki ISP-21-4
Okada Yukiko

ACOG-7，ISP-13-2
Okaki Hiromu

ISP-5-1
Okamoto Aikou

IS-AC-3-2，
IS-WS-5-6，
IS-WS-6-1，
IS-WS-10-4，
ACOG-8，ISP-2-9，
ISP-5-4，ISP-11-5，
ISP-12-4，ISP-18-2，
ISP-18-3，ISP-23-8

Okamoto Kazuhiro
ISP-12-6

Okamoto Mamiko
IS-WS-6-6，ISP-23-12

Okamura Ayaka
IS-WS-4-6，ACOG-11

Okamura Satoshi
ISP-27-4

Okamura Yu
ISP-17-11，ISP-26-3，
ISP-27-9

Okawa Masayo
ISP-12-2，ISP-13-1

Okimura Hiroyuki

IS-WS-4-6
Okoshi Chihiro

ISP-6-9，ISP-24-8
Okubo Haruna

IS-WS-10-4
Okuda Naofumi

ISP-15-1
Okuda Tomohiro

ISP-13-3
Okuda Yasuhiko

ACOG-10，ISP-17-2
Okui Yosuke

IS-WS-7-2
Okuma Yuki

ISP-13-9，ISP-21-9，
ISP-21-10，
ISP-21-11，
ISP-23-10，ISP-26-10

Okumura Asumi
ISP-25-6

Okumura Yukiko
ISP-5-4

Okunomiya Asuka
IS-WS-4-1，
IS-WS-8-1，ACOG-7，
ISP-13-6

Okura Naofumi
ISP-23-5

Okusa Takafumi
ISP-17-11，ISP-27-9

Okuya Rie ACOG-2，ISP-2-7，
ISP-22-4

Omote Maya
IS-WS-8-3

Onishi Junki
ISP-12-4

Ono Hitomi ISP-27-7
Ono Kaori ISP-2-4
Ono Masanori

ISP-24-4
Ono Yosuke IS-WS-4-4
Onodera Takako

ISP-3-9
Onodera Yohei
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ISP-16-6
Onoyama Ichiro

IS-AC-1-4，
IS-WS-7-6，
IS-WS-9-1，ISP-1-6，
ISP-8-6，ISP-11-2

Onuki Mamiko
ISP-21-3

Onuma Kazuya
ISP-3-3

Onuma Toshimichi
ISP-2-5

Ooba Hikaru
IS-AC-2-5，ISP-19-5，
ISP-25-10，ISP-26-6，
ISP-27-3，ISP-27-6

Oohira Akiko
ISP-6-2，ISP-7-1，
ISP-17-9，ISP-26-6，
ISP-27-3，ISP-27-6，
ISP-29-7

Ooka Reina IS-WS-4-3，
ACOG-9，ISP-24-6

Ookubo Tomoharu
ISP-7-12

Oomori Yuriko
ISP-11-3

Ordoño Crisostomo Santos O
ISP-10-5

Oride Aki ISP-4-1，ISP-4-2
Oride Tadashi

ISP-9-3
Orisaka Makoto

IS-WS-8-6，ISP-2-5
Osaka Makoto

ISP-13-8
Osanai Kiyono

ISP-13-8
Osato Kazuhiro

ISP-7-3
Osawa Natsuki

ACOG-3
Osone Fumimasa

ISP-23-8

Osuga Yutaka
IS-AC-2-4，
IS-WS-2-5，
IS-WS-3-6，
IS-WS-5-4，
IS-WS-5-5，
IS-WS-8-5，
IS-WS-9-3，
IS-WS-10-5，
IS-WS-12-6，
ISP-3-12，ISP-6-8，
ISP-9-1，ISP-11-8，
ISP-12-3，ISP-14-6，
ISP-15-6，ISP-15-7，
ISP-18-6，ISP-20-3，
ISP-21-5，ISP-21-6，
ISP-21-7，ISP-28-9，
ISP-29-2

Osuka Satoko
IS-AC-3-3，
IS-AC-3-5，
IS-WS-2-2，ISP-15-5，
ISP-19-1，ISP-19-8，
ISP-24-5

Ota Saki ISP-7-12
Ota Tsuyoshi

IS-WS-7-2
Otani Toshimitsu

ISP-6-4，ISP-25-2
Otsuka Satoyo

ACOG-2，ISP-2-7，
ISP-22-4

Otsuki Katsufumi
ISP-18-7

Ou Huang Tz
ISP-24-2

Oue Kenta ISP-20-8，ISP-22-2，
ISP-23-6

Owada Momoko
ISP-20-7

Owada So ACOG-10，ISP-17-2
Owaki Aakiko

ISP-14-3
Ozaki Yasuhiko

ISP-7-13
Ozawa Fumiko

ISP-7-13
Ozawa Katsusuke

ISP-8-11，ISP-17-3
Ozeki Shizue

ISP-25-6

■Ｐ

Pahulo Anan
ISP-6-1

Pangilinan Nelinda Catherine P
IS-AC-1-5，
ISP-17-1，ISP-20-2

Park In Yang
IS-AC-2-1

Park Jee Young
ISP-20-4，ISP-20-5，
ISP-20-6

Park Ji Yoon
ISP-29-8

Park Jongmyung
ISP-8-5

Park Soo Jin
ISP-24-11

Pearce Teresa
ISP-21-1

Penick Emily R
ISP-21-1

Polaskey Kathryn
ISP-21-1

Posadas Janica Caye T
ISP-10-7

Prentice-Dunn Hannah
ISP-21-1

Purwosunu Yuditiya
ISP-27-13

Pyeon Seung Yeon
ISP-18-1

■Ｒ

Rodriguez Juan Vitelio
ISP-28-10

Rueda Bo ISP-11-3
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Rumondang Amanda
ISP-27-13

■Ｓ

Sadatsuki Miyuki
ISP-3-4

Saga Yasushi
IS-WS-6-2，ISP-1-1，
ISP-3-13

Sago Haruhiko
ISP-25-8

Sago Naka ISP-5-2
Saito Kyota IS-WS-1-5
Saito Masatoshi

IS-WS-12-1，ACOG-4
Saito Midori

ISP-24-3
Saito Motoaki

ISP-2-9，ISP-23-8
Saito Ryosuke

ISP-12-4
Saito Shin ISP-9-4
Saito Tsuyoshi

IS-AC-3-4，ISP-13-5
Saito Yoko IS-WS-7-3
Saitou Hidekazu

IS-WS-2-4
Saitou Keisuke

ISP-13-9，ISP-21-9，
ISP-21-10，
ISP-21-11，
ISP-23-10，ISP-26-10

Saji Haruya IS-WS-9-6
Saji Shota ISP-17-7，ISP-17-8，

ISP-26-4
Sakaguchi-Mukaida Hitomi

IS-WS-12-5
Sakai Atsuhiko

ISP-8-6
Sakai Nozomi

ACOG-2，ISP-2-7，
ISP-22-4

Sakai Shiho ISP-13-3
Sakaki Hirotsugu

IS-WS-7-2
Sakakibara Hideya

ISP-9-4
Sakamoto Miwa

ISP-6-10，ISP-6-11，
ISP-24-1

Sakamoto Ryusuke
ISP-13-9

Sakamoto Shuichi
IS-WS-7-3

Sakata Akiko
ISP-4-3

Sakata Mina
IS-WS-7-1，
IS-WS-11-1，ISP-9-3

Sakata Shujiro
IS-AC-2-5，ISP-6-2，
ISP-7-1，ISP-17-9，
ISP-19-5，ISP-25-10，
ISP-26-6，ISP-27-3，
ISP-27-6，ISP-29-7

Sakuma Junya
IS-WS-1-2，ISP-7-8，
ISP-16-2

Sakuma Moeko
IS-WS-4-3，ACOG-9，
ISP-24-6

Sakuragi Toshihide
ISP-7-7

Sakurai Azusa
IS-WS-4-1，
IS-WS-8-1，ISP-13-6

Salvador-Montaos Alpha A
ISP-17-5

Sameshima Hiroshi
ISP-16-5

Sampei Makiko
ISP-29-2

Samura Osamu
IS-WS-5-6，
IS-WS-10-4，
ISP-18-2，ISP-18-3，
ISP-25-8

Sano Soichi IS-WS-4-7

Sanui Ayako
ISP-27-5

Sasa Hidenori
ISP-20-1

Sasaki Hiroyuki
IS-WS-4-3，ACOG-9，
ISP-24-6

Sasatsu Satoko
ACOG-10，ISP-17-2

Sashidharan Shaili
ISP-14-2

Satake Erina
ISP-15-6

Sato Eri IS-WS-2-1，ISP-29-3
Sato Koki IS-WS-2-4
Sato Masako

ISP-27-1
Sato Naoto IS-WS-12-1，

ACOG-4
Sato Shinya ISP-12-2，ISP-13-1
Sato Shun ISP-15-4
Sato Suguru ISP-25-7
Sato Takuma

ISP-5-4
Sato Yasunori

ISP-13-8
Sato Yuki ISP-6-9，ISP-16-9，

ISP-24-8
Satoh Shoji ISP-28-5
Satoh Toyomi

IS-WS-6-1，ISP-2-4，
ISP-2-8，ISP-13-10，
ISP-23-9

Sawada Kenjiro
IS-WS-7-1，
IS-WS-11-1，ISP-2-6，
ISP-9-3，ISP-9-6，
ISP-10-3，ISP-12-9

Sawada Mayumi
ISP-12-2，ISP-13-1

Sawai Hideaki
ISP-25-8

Sayama Seisuke
IS-WS-5-4，
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IS-WS-5-5，ISP-14-6，
ISP-18-6

Schmidt- Ullrich Ruth
ISP-4-7

Seah Michelle
IS-AC-3-1

Seike Takashi
ISP-8-5

Seino Manabu
IS-WS-7-2，ISP-22-5

Seki Tomomi
IS-AC-3-3，
IS-AC-3-5，
IS-WS-2-2，ISP-15-5，
ISP-19-1

Seki Toshiyuki
ISP-11-5，ISP-12-4

Sekiguchi Atsuko
ISP-20-7

Sekine Aiko ISP-6-10，ISP-6-11
Sekine Hanae

ISP-12-10
Sekine Masayuki

ISP-1-2
Sekiya Takao

ISP-25-4
Sekizawa Akihiko

IS-AC-2-3，
IS-WS-1-4，ISP-6-10，
ISP-6-11，ISP-7-9，
ISP-7-11，ISP-16-7，
ISP-17-6，ISP-18-5，
ISP-21-3，ISP-24-1，
ISP-25-8，ISP-25-9，
ISP-27-11，ISP-28-3

Sekizuka Tomoyuki
IS-WS-1-5

Senado-Amoroto Cecilia P
ISP-22-3

Sengiku Tomoki
ISP-20-8，ISP-22-2

Seo Incheol ISP-20-4，ISP-20-5，
ISP-20-6

Seo Jiwoo ISP-20-5

Seok Kyo Seo
IS-WS-6-4

Seol Hyun Joo
ISP-18-1

Seyama Rie ISP-28-6
Seyama Takahiro

IS-WS-2-5，
IS-WS-5-4，
IS-WS-5-5，ISP-14-6，
ISP-18-6，ISP-28-9

Sferruzzi-Perri Amanda N
IS-AC-3-7

Shao Linus R
IS-AC-3-7

Sheen Jiun-Yi
ISP-14-4

Shen Hung IS-WS-3-4
Sheu Bor Ching

ISP-10-2
Sheu Bor-Ching

IS-WS-7-4，ISP-14-4，
ISP-14-5，ISP-23-11

Shi Jiayan ISP-2-2，ISP-23-2
Shibata Mayu

IS-WS-3-5
Shibata Rina

ISP-28-7
Shibata Satoshi

ISP-18-10
Shibata Takahiro

ISP-28-7
Shibuya Yusuke

IS-WS-12-1，ACOG-4
Shigekawa Kazuyuki

ISP-3-9
Shigemi Daisuke

ISP-27-1
Shigeta Shogo

IS-WS-12-1，ACOG-4
Shiina Miki ISP-29-4
Shikama Ayumi

ISP-2-4，ISP-13-10，
ISP-23-9

Shima Tomoko

ISP-4-4，ISP-7-6
Shima Yuma

ISP-18-9
Shimabukuro Makiko

IS-WS-1-2，ISP-28-4
Shimada Muneaki

IS-WS-12-1，ACOG-4
Shimada Yukiyo

IS-WS-5-7
Shimamura Takuto

ISP-13-2
Shimaoka Ryuichi

ISP-27-7
Shimaya Takuma

ISP-7-5，ISP-17-4
Shimazaki Miwako

ISP-11-5
Shimizu Aasa

IS-WS-7-1，
IS-WS-11-1，ISP-2-6，
ISP-9-3，ISP-9-6，
ISP-10-3，ISP-12-9

Shimizu Fumika
ISP-28-3

Shimizu Kanako
IS-WS-9-6

Shimizu Takahiro
IS-WS-10-6，
ISP-17-11，ISP-27-9

Shimizu Yuri
ISP-23-10

Shimizu Yusuke
ISP-21-8

Shimokawa Takashi
ISP-18-7

Shimomura Takuya
ISP-8-5

Shimura Koki
ISP-7-12，ISP-8-1，
ISP-8-4，ISP-16-11，
ISP-16-12，ISP-18-9，
ISP-27-8

Shin Ha Lim
ISP-29-8
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Shinagawa Akiko
ISP-2-5

Shinagawa Masahiro
ISP-16-3，ISP-17-10

Shinoda Akari
ISP-5-4

Shinohara Miki
IS-WS-6-2，ISP-1-1，
ISP-3-13

Shirafuji Aya
IS-WS-8-6

Shirafuta Yuichiro
ISP-15-4

Shiraishi Eriko
ISP-5-4

Shiraishi Tatsunori
ISP-4-3，ISP-15-1

Shiraishi Tetsuro
IS-WS-4-5

Shirasaki Mari
ISP-19-8

Shirato Nahoko
ISP-6-10，ISP-6-11

Shiro Reona IS-WS-5-3
Shiroshita Amon

IS-WS-4-2，ISP-4-5，
ISP-15-4

Shirota Yasuhiro
ISP-2-9

Shitanaka Shimpei
IS-WS-4-1，IS-WS-8-1

Shozu Kanto
ISP-26-11

Siddiq Amillia
ISP-10-8

Soeda Shu IS-WS-9-4
Son Hee Jin ISP-24-11
Sone Kaho ISP-28-2
Sone Kenbun

IS-WS-3-6，
IS-WS-9-3，
IS-WS-12-6，
ISP-3-12，ISP-11-8，
ISP-12-3，ISP-18-6，

ISP-21-5，ISP-21-6，
ISP-22-5

Sonehara Reina
IS-AC-3-3，
IS-AC-3-5，
IS-WS-2-2，ISP-15-5，
ISP-19-1，ISP-19-8，
ISP-24-5

Song Jeong Min
ISP-2-1，ISP-18-1

Soyama Hiroaki
ISP-8-2

Su Pei Fang ISP-24-2
Su Tsung-Hsien

IS-WS-11-3
Su Yu Ting ISP-24-7
Suemitsu Tokumasa

IS-WS-5-6，
IS-WS-10-4，ISP-18-3

Suemori Ayano
IS-AC-2-5，ISP-6-2，
ISP-7-1，ISP-17-9，
ISP-25-10，ISP-26-6，
ISP-27-3，ISP-27-6，
ISP-29-7

Sueoka Kou ISP-25-7
Sueoka Koutarou

ISP-21-4
Suetsugu Masaho

ISP-8-1
Suga Naoko IS-AC-2-2
Sugai Shunya

IS-WS-1-5
Sugeno Misa

ISP-6-9，ISP-26-9
Sugeta Kana

IS-WS-10-1
Sugi Haruka

ISP-8-5
Sugi Toshihiro

ISP-21-2，ISP-21-11
Sugibayashi Rika

ISP-17-3
Sugimoto Jun

ISP-11-3
Sugimoto Kouhei

IS-WS-7-3
Sugimoto Sumire

ISP-16-10，ISP-26-1，
ISP-26-5

Sugino Norihiro
IS-WS-4-2，ISP-4-5，
ISP-15-4，ISP-16-3，
ISP-17-10，ISP-21-4

Sugiura Mayumi
ISP-7-13

Sugiura Takako
ISP-8-6

Sugiyama Shinya
ISP-7-8

Sugiyama Takashi
IS-WS-2-4

Sugiyama Toru
ISP-8-5

Sugo Fumio ISP-7-8
Suizu Eri IS-WS-6-2，ISP-1-1，

ISP-3-13
Sukegawa Akiko

ISP-1-2
Sumi Toshiyuki

ISP-20-8，ISP-22-2，
ISP-23-6

Sumikura Tomoko
ACOG-5

Suminokura Jin
ISP-8-2

Sumitani Takayoshi
ISP-28-2

Sunada Masumi
ACOG-7，ISP-13-2，
ISP-13-6

Suzuki Atsushi
ISP-13-8

Suzuki Eri ISP-12-3
Suzuki Hironori

IS-WS-1-1，ISP-3-7，
ISP-3-8，ISP-12-8

Suzuki Hirotada
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ISP-16-1，ISP-17-7，
ISP-17-8

Suzuki Jiro ISP-11-5
Suzuki Kazuhiro

IS-AC-1-2，ISP-3-7，
ISP-12-1，ISP-12-8

Suzuki Kensuke
ISP-14-6，ISP-18-6

Suzuki Misato
ISP-10-1，ISP-12-10

Suzuki Mitsuaki
ISP-1-1

Suzuki Nao ISP-26-4
Suzuki Naohiro

IS-WS-10-2
Suzuki Rio ISP-7-8
Suzuki Shunji

IS-WS-8-4，ISP-4-3，
ISP-15-1，ISP-20-7

Suzuki Wataru
ISP-13-3

Suzuki Yusuke
IS-WS-1-4，ISP-7-9

Suzumori Nobuhiro
ISP-25-8，ISP-25-9

■Ｔ

Tabata Tsutomu
ISP-5-7

Tabuse Mari
ISP-25-1

Tachibana Daisuke
IS-WS-4-7，ISP-7-10，
ISP-8-10，ISP-18-10

Tachihara Mayu
ISP-16-2

Tagawa Minato
ISP-23-6

Tagaya Hikaru
IS-WS-4-4

Taguchi Ayumi
IS-AC-2-4，
IS-WS-3-6，
IS-WS-12-6，

ISP-3-12，ISP-11-8，
ISP-12-3，ISP-21-5，
ISP-21-6，ISP-21-7，
ISP-21-11

Taguchi Tomomi
ISP-21-8

Tahara Mie ISP-7-10，ISP-8-10，
ISP-18-10

Tai Yi-Jou IS-WS-3-4
Tajima Yui ISP-3-3
Tajiri Ryosuke

ISP-7-7
Takada Kyohei

ISP-14-3，ISP-25-4
Takae Seido

ISP-21-8，ISP-26-4
Takagi Haruka

ISP-21-4
Takahashi Hironori

ISP-7-4，ISP-16-1，
ISP-17-7，ISP-17-8

Takahashi Kazuaki
ISP-11-5，ISP-12-4

Takahashi Ken
IS-WS-5-6，
IS-WS-10-4，
ISP-18-2，ISP-18-3

Takahashi Kotaro
IS-WS-1-5，
IS-WS-9-5

Takahashi Shinji
ISP-3-3

Takahashi Suzuyo
IS-WS-6-2，ISP-1-1，
ISP-3-13

Takahashi Yoshifumi
IS-WS-6-2，ISP-1-1，
ISP-3-13

Takahashi Yuichiro
ISP-27-7

Takahashi Yuko
ISP-3-9

Takahata Mioko
ISP-1-5，ISP-1-7，

ISP-1-8，ISP-29-4
Takai Risa IS-WS-2-5，ISP-13-7
Takakura Masahito

IS-WS-1-6，ISP-18-4
Takakura Satoshi

IS-WS-7-3
Takakura Sho

ISP-25-6
Takamatsu Shiro

IS-WS-12-2
Takamizu Ai

IS-AC-2-7
Takamoto Maya

ISP-3-4
Takanashi Akira

ISP-28-7
Takano Hirokuni

ISP-2-9，ISP-23-8
Takano Kyohei

ISP-18-8
Takano Masashi

ISP-8-2
Takano Mayumi

IS-WS-1-2，ISP-7-8，
ISP-16-2

Takaoka Osamu
ISP-7-12

Takasaki Hitomi
IS-WS-4-2，ISP-4-5，
ISP-15-4

Takasaki Kazuki
ISP-3-9

Takasaki Yohsuke
ISP-18-8

Takashima Yasuhiro
IS-WS-10-2

Takata Tomomi
ISP-21-13

Takeda Asuka
ISP-5-3，ISP-14-1

Takeda Jun IS-AC-2-2，ISP-19-6，
ISP-26-2，ISP-28-6，
ISP-28-8

Takeda Satoru
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ISP-19-6
Takeda Takehiko

IS-AC-3-3，
IS-AC-3-5，
IS-WS-2-2，
ISP-15-5，ISP-19-1，
ISP-28-7

Takedomi Ruka
ISP-7-7

Takehara Isao
ISP-24-3

Takehara Kohei
ISP-3-9

Takehara Mikio
ISP-8-9

Takei Yuji IS-WS-6-2，ISP-1-1，
ISP-3-13

Takemura Masahiko
ACOG-5

Takenaka Masataka
ISP-11-5，ISP-12-4，
ISP-23-8

Takenaka Shin
ISP-13-7

Takesawa Ami
ISP-8-11

Taketani Toshiaki
ISP-21-4

Taketani Yuji
IS-WS-5-5

Takeuchi Mayuko
ISP-26-11

Takeuchi Shiori
ISP-19-3

Taki Mana IS-AC-1-3，
IS-WS-3-2，
IS-WS-12-3，
ACOG-7，ISP-1-4，
ISP-13-2，ISP-13-6

Takimoto Yumi
ISP-21-12

Takita Hiroko
IS-WS-1-4，ISP-7-9，
ISP-17-6，ISP-18-5，

ISP-27-11，ISP-28-3
Takiuchi Tsuyoshi

ISP-5-1，ISP-9-6，
ISP-10-3，ISP-25-5

Takiyama Maho
ISP-2-6

Tamai Junko
ISP-6-4，ISP-25-2

Tamai Kana ISP-11-8，ISP-21-7
Tamaishi Yuya

ISP-25-6
Tamate Masato

ISP-13-5，ISP-14-7
Tamauchi Satoshi

IS-WS-3-7，
IS-WS-7-5，
IS-WS-12-4，ISP-3-8，
ISP-11-4，ISP-11-6，
ISP-11-7，ISP-12-1，
ISP-12-8

Tamehisa Tetsuro
ISP-21-4

Tamura Isao
IS-WS-4-2，ISP-4-5，
ISP-15-4，ISP-21-4

Tamura Ko ISP-5-3，ISP-14-1
Tamura Kouhei

IS-WS-6-2，ISP-1-1，
ISP-3-13

Tamura Nami
ISP-28-8

Tamura Naoaki
ISP-28-1

Tamura Ryo
IS-WS-9-5

Tamura Tomohiro
ISP-13-11

Tanaka Kota
IS-WS-4-4

Tanaka Maho
ISP-7-8

Tanaka Mamoru
IS-WS-4-3，
IS-WS-4-5，

IS-WS-8-5，ACOG-9，
ISP-1-5，ISP-1-7，
ISP-1-8，ISP-6-4，
ISP-13-11，ISP-24-6，
ISP-25-2，ISP-25-7，
ISP-29-4

Tanaka Motoki
ISP-26-2，ISP-28-6，
ISP-28-8

Tanaka Saki
ISP-27-9

Tanaka Shunsuke
ISP-18-8

Tanaka Yoshiaki
ISP-2-5

Tanaka Yukiko
ISP-8-1，ISP-8-4，
ISP-16-11，
ISP-16-12，ISP-18-9，
ISP-27-8

Tanaka Yuna
ISP-8-2

Tanaka Yuya
ISP-6-4，ISP-25-2

Tanase Yasuhito
ISP-13-12

Taneichi Akiyo
IS-WS-6-2，ISP-1-1，
ISP-3-13

Tangco Kristine C
ISP-27-12

Taniguchi Fuminori
IS-WS-2-1，ISP-12-2，
ISP-13-1，ISP-15-3，
ISP-29-3

Taniguchi Yuka
ISP-14-1

Tanimoto Saki
IS-WS-9-3，ISP-12-3

Tanimoto Satoko
ISP-1-8，ISP-29-4

Tanimura Satoshi
ISP-28-2

Tanke Ayumi
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ISP-29-6
Tano Sho IS-WS-1-1，

IS-WS-1-3，ISP-7-5，
ISP-17-4，ISP-28-7

Tanoshima Miki
ISP-9-4

Tarumi Yosuke
IS-WS-4-6，ACOG-11

Tasaka Nobutaka
ISP-13-10

Tasaka Reiko
ISP-20-8，ISP-22-2，
ISP-23-6

Tate Shinichi
ACOG-2，ISP-2-7，
ISP-22-4

Tatsumi Takayuki
ISP-29-2

Taura Yumiko
IS-WS-8-7

Tenjimbayashi Yuri
ISP-2-4，ISP-13-10，
ISP-23-9

Terada Atsumu
ISP-8-5

Terada Sanae
ISP-24-10

Terada Shuhei
IS-WS-10-7

Terada Yukihiro
IS-WS-2-4，ISP-16-6

Terai Yoshito
ISP-12-7

Teramoto Mizue
ISP-13-5

Terao Junna
ISP-10-1

Terao Yasuhisa
ISP-10-1，ISP-12-10

Teraoka Yuko
ISP-11-3

Teraya Naoki
ISP-13-12，ISP-16-7

Teruya Jun ISP-28-10

Tiongson Maiden Kristine Y
ISP-10-5

Toba Naoya ISP-20-1
Todo Yusuke

ISP-28-1
Tojo Norie ISP-16-12
Tokuda Tsugumichi

ISP-27-10
Tokunaga Hideki

IS-WS-12-1，ACOG-4
Tomio Kensuke

ISP-3-4
Tomiyama Ryouko

ISP-4-3
Tomono Katsuyuki

ISP-11-3
Tomonobe Shoko

IS-WS-8-7
Tong Stephen

ISP-4-7
Toriyabe Kuniaki

ISP-25-6
Toshimitsu Masatake

IS-WS-5-4，
IS-WS-5-5，ISP-14-6，
ISP-18-6

Toyohara Yusuke
ISP-21-6

Toyokawa Satoshi
ISP-28-5

Toyoshima Masafumi
ISP-15-1

Tsai Ni Chin
ISP-24-7

Tsubamoto Hiroshi
ISP-21-12

Tsuboyama Natsumi
ISP-12-3

Tsuburai Taku
ISP-9-4

Tsuchimochi Saki
IS-WS-12-6，
ISP-3-12，ISP-6-8，
ISP-12-3

Tsuchiya Hanako
ISP-10-1

Tsuda Akina
ISP-11-5

Tsuda Naotake
IS-AC-1-2，
IS-WS-10-6，
ISP-17-11，ISP-26-3，
ISP-27-9

Tsuda Tatsuhiro
ISP-26-11

Tsuji Kino ISP-2-5
Tsuji Kosuke

IS-WS-4-5，ISP-13-11
Tsuji Saori ISP-5-1
Tsuji Shunichiro

IS-WS-10-1
Tsumura Shiho

ISP-8-3，ISP-27-1
Tsuruoka Yuto

IS-WS-10-4，ISP-18-2
Tsurusawa Mitsuki

ISP-3-4
Tsutsumi Haruka

ISP-23-9
Tsuyoshi Hideaki

ISP-2-5
Tsuyuki Kaori

ISP-29-1，ISP-29-5
Tumurbaatar Tuvshintugs

ISP-4-1，ISP-4-2，
P-4-3

Tungcul Anne Karyll T
IS-WS-1-8

■Ｕ

Uchida Azusa
IS-WS-1-3，ISP-7-5

Uchida Shiho
ISP-25-7

Uchikura Yuka
IS-WS-2-4

Uchiyama Masahiko
ISP-9-1
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Uda Yoko ISP-13-3
Ueda Akihiko

IS-WS-3-2，ISP-29-1
Ueda Mako IS-AC-3-3，

IS-AC-3-5，
IS-WS-2-2，ISP-15-5，
ISP-19-1

Ueda Reo ISP-23-10
Ueda Tomoko

ISP-21-12
Ueda Yutaka

IS-WS-3-3，
IS-WS-12-5，
ACOG-6，ISP-1-2，
ISP-1-9，ISP-9-6，
ISP-10-3，ISP-21-8，
ISP-21-13，ISP-22-1

Ueki Arisa ISP-23-13
Uekusa Ryosuke

IS-AC-1-2
Ueno Keiko ISP-24-4
Ueno Yuta ISP-20-7
Ukai Natsuko

ISP-2-9
Um Gi-Soo Elisa

IS-AC-2-1
Umemiya Maki

IS-AC-1-3
Unno Hikari

ACOG-5，ISP-22-1
Uno Kaname

IS-WS-6-7，
IS-WS-9-2，
IS-WS-9-7，ISP-3-6，
ISP-3-11

Uno Masaya
ISP-13-12

Urano Yasuteru
ISP-12-10

Urushiyama Daichi
ISP-4-6，ISP-27-5

Usami Takuya
ISP-28-2

Ushida Takafumi

IS-WS-1-1，
IS-WS-1-3，ISP-7-5，
ISP-17-4

Usuda Haruo
IS-WS-1-7，
IS-WS-5-2，
IS-WS-10-8

Usui Hirokazu
ACOG-2，ISP-2-7，
ISP-22-4

Usui Rie ISP-16-1，ISP-17-7，
ISP-17-8

Uzawa Yoshie
ISP-3-3

■Ｖ

Valles Kara Angelique L
ISP-9-9

Vrooman Hannah
IS-WS-11-2

Vu Thuy Ha
ISP-24-9

Vu Thuyha IS-AC-3-6

■Ｗ

Wada Haruka
ISP-8-9

Wada Ikumi IS-WS-2-1
Wada Seiji ISP-7-4，ISP-8-11，

ISP-17-3，ISP-25-8
Wada Takuma

ISP-20-8，ISP-22-2，
ISP-23-6

Waki Keita IS-WS-10-3，
ISP-16-10，ISP-26-1，
ISP-26-5

Wakimoto Yu
IS-WS-8-3

Wakui Nao ISP-25-1
Wang Jian-Liu

IS-WS-6-1
Wang Wei-Chu

ISP-14-5
Wang Xiaodong

ISP-26-7
Waratani Miyoko

ISP-8-1，ISP-8-4，
ISP-16-11，
ISP-16-12，ISP-18-9，
ISP-27-8

Watanabe Michiko
ISP-8-3

Watanabe Toshiaki
ISP-23-13

Wei Lin-Hung
IS-WS-7-4，ISP-14-4

Weng Kong Eugene Leong
ISP-1-3

Wing James Badger
ISP-3-12，ISP-21-6

Witama I Made Ngurah Surya A
ISP-27-13

Wu Chia-Ying
IS-WS-3-4

Wu Chin-Jui
IS-WS-7-4，ISP-14-5

Wu Chun-Yin
IS-WS-5-8

Wu Mei-Hsuan
IS-WS-3-4

Wu Meng Hsing
ISP-24-2

■Ｘ

Xixi Deng ISP-26-7
Xu Tingting

ISP-26-7

■Ｙ

Yabumoto Kazuya
ISP-8-1，ISP-8-4，
ISP-16-11，
ISP-16-12，ISP-18-9，
ISP-27-8

Yachida Nozomi
IS-WS-9-5

Yagi Asami IS-WS-3-3，ACOG-6，
ISP-1-9，ISP-21-8
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Yagi Hiroshi
IS-AC-1-4，
IS-WS-7-6，
IS-WS-9-1，ISP-1-6，
ISP-8-6，ISP-11-2

Yagi Taro ACOG-5
Yahata Hideaki

IS-AC-1-4，
IS-WS-7-6，
IS-WS-9-1，ISP-1-6，
ISP-8-6，ISP-11-2

Yahata Tamaki
IS-WS-7-7

Yajie Zhao ISP-26-7
Yamada Atsushi

ISP-7-12
Yamada Hiroaki

IS-AC-1-2
Yamada Kiyotaka

ISP-4-4，ISP-7-6
Yamada Kyosuke

ISP-2-9
Yamada Manabu

ISP-8-3，ISP-27-1
Yamada Mitsutoshi

IS-WS-4-3，
IS-WS-8-5，ACOG-9，
ISP-24-6

Yamada Naoshi
ISP-16-5，ISP-25-6

Yamada Shizuka
ISP-2-5

Yamada Takahiro
ISP-6-10，ISP-6-11

Yamada Takashi
ISP-23-3

Yamada Tomonori
IS-WS-6-6，
ISP-23-12

Yamada Yuki
ISP-2-3

Yamagami Wataru
IS-WS-4-3，
IS-WS-4-5，

IS-WS-6-1，
IS-WS-8-5，ACOG-9，
ISP-1-5，ISP-1-7，
ISP-1-8，ISP-6-4，
ISP-13-11，ISP-24-6，
ISP-25-2，ISP-25-7，
ISP-29-4

Yamagishi Akiko
ISP-8-11

Yamaguchi Akiko
IS-WS-9-4，ISP-6-9，
ISP-16-9，ISP-24-8

Yamaguchi Ken
IS-AC-1-3，
IS-WS-3-2，
IS-WS-12-3，
ACOG-7，ISP-1-4，
ISP-13-2，ISP-13-6

Yamaguchi Kyouhei
ISP-7-3

Yamaguchi Mizuki
ISP-25-6

Yamaguchi Shogo
ISP-3-4

Yamamichi Rika
ISP-5-2

Yamamoto Eiko
IS-WS-3-1，
IS-WS-3-5，ISP-23-1

Yamamoto Gaku
IS-WS-7-1，
IS-WS-11-1

Yamamoto Hiromichi
ISP-7-4

Yamamoto Hiroto
IS-WS-1-5

Yamamoto Koji
ISP-12-2，ISP-13-1

Yamamoto Konosuke
IS-WS-10-3，
ISP-16-10，ISP-26-1

Yamamoto Koyo
ISP-5-1

Yamamoto Mika

ISP-7-8
Yamamoto Shizuka

IS-WS-6-6，ISP-23-12
Yamamoto Shotaro

ISP-7-10，ISP-18-10
Yamamoto Yuka

IS-AC-2-7，ISP-26-2，
ISP-28-6，ISP-28-8

Yamamoto Yuri
ISP-5-3，ISP-14-1

Yamamura Akitoshi
ACOG-7

Yamanaka Akina
ISP-24-4

Yamanaka Keitaro
ISP-12-7

Yamanaka Shoichiro
ISP-26-1

Yamanoi Koji
IS-AC-1-3，
IS-WS-3-2，
IS-WS-12-3，
ACOG-7，ISP-1-4，
ISP-13-2，ISP-13-6

Yamasaki Satoru
IS-WS-9-6

Yamashita Yuka
IS-WS-1-4，ISP-7-9，
ISP-17-6，ISP-25-8，
ISP-27-11，ISP-28-3

Yamauchi Makoto
ISP-20-8，ISP-22-2，
ISP-23-6

Yamaya Ayano
IS-WS-8-3

Yamazaki Tomomi
ISP-11-3

Yamazawa Yuki
ISP-28-1

Yamazoe Mai
ACOG-11

Yanagida Satoshi
ISP-23-8

Yanagihara Yasuho
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ISP-19-3
Yanai Akihiro

IS-WS-4-1，
IS-WS-8-1，
ACOG-7，ISP-13-6

Yanaihara Nozomu
ISP-2-9，ISP-12-4，
ISP-23-8

Yano Eriko IS-WS-5-5，
IS-WS-10-5

Yano Mizuho
IS-WS-8-3

Yano Yoko ISP-12-7
Yasuda Eriko

IS-WS-1-6，ISP-18-4
Yasuda Kyosuke

ISP-20-8
Yasuda Shun

ISP-6-9，ISP-16-9，
ISP-24-8，ISP-26-9

Yasui Osamu
ISP-18-5，ISP-28-3

Yasui Tomoyo
ISP-20-8，ISP-22-2，
ISP-23-6

Yasui Yuki ISP-9-6
Yasui Yuko IS-WS-3-1，

IS-WS-3-5，ISP-23-1
Yasunaga Masafumi

IS-AC-1-4，
IS-WS-7-6，
IS-WS-9-1，ISP-1-6，
ISP-8-6，ISP-11-2

Yatabe Sara ACOG-2
Yip Khar Weng

ISP-1-3
Yo Yoshie IS-WS-5-3
Yokoi Akira IS-AC-1-2，

IS-WS-1-1，
IS-WS-3-7，
IS-WS-7-5，
IS-WS-12-4，ISP-3-7，
ISP-3-8，ISP-11-4，
ISP-11-6，ISP-11-7，

ISP-12-1，ISP-12-8，
ISP-24-5

Yokoi Takeshi
ISP-21-12

Yokomine Masato
IS-WS-10-6，
ISP-17-11，ISP-26-3，
ISP-27-9

Yokomizo Ryo
ISP-18-2

Yokota Megumi
ISP-1-5，ISP-1-7，
ISP-1-8，ISP-29-4

Yokota Natsuko
IS-WS-8-7

Yokote Ryouko
ISP-4-3

Yoneda Noriko
ISP-26-11

Yoneda Satoshi
ISP-4-4，ISP-7-6，
ISP-26-11

Yoneda Toshihide
IS-WS-4-2，ISP-4-5，
ISP-15-4

Yonezawa Mirei
IS-WS-8-4，ISP-4-3

Yongchi Zhan
ISP-26-7

Yoon Hee Yeun
ISP-20-4，ISP-20-5，
ISP-20-6

Yoshiba Takahiro
IS-WS-6-2

Yoshida Atsushi
ISP-16-4

Yoshida Emiko
IS-AC-2-2，ISP-10-1，
ISP-12-10

Yoshida Kanako
ISP-14-1

Yoshida Kosuke
IS-AC-1-2，
IS-WS-1-1，

IS-WS-3-1，
IS-WS-3-5，
IS-WS-3-7，
IS-WS-7-5，
IS-WS-12-4，ISP-3-7，
ISP-3-8，ISP-11-4，
ISP-11-6，ISP-11-7，
ISP-12-1，ISP-12-8，
ISP-23-1，ISP-24-5

Yoshida Mihoko
ISP-4-4，ISP-7-6

Yoshida Naofumi
IS-WS-4-7

Yoshida Shohei
ISP-7-12

Yoshida Takashi
ISP-26-4

Yoshida Tomohiro
ISP-18-10

Yoshida Yoshio
IS-WS-8-6，ISP-2-5

Yoshihara Kosuke
IS-WS-1-5，IS-WS-9-5

Yoshihara Masato
IS-WS-3-7，
IS-WS-6-7，
IS-WS-7-5，
IS-WS-9-2，
IS-WS-9-7，
IS-WS-12-4，ISP-3-6，
ISP-3-8，ISP-3-11，
ISP-11-4，ISP-11-6，
ISP-11-7，ISP-12-1，
ISP-12-8，ISP-21-8

Yoshihara Tatsuya
ACOG-10，ISP-17-2

Yoshiizumi Eri
IS-WS-12-1，ACOG-4

Yoshikata Hiromi
ISP-9-4

Yoshikawa Kenichi
ISP-22-1

Yoshikawa Marina
IS-WS-9-2，ISP-3-6
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Yoshikawa Nobuhisa
IS-WS-3-7，
IS-WS-7-5，
IS-WS-12-4，ISP-3-8，
ISP-11-4，ISP-11-6，
ISP-11-7，ISP-12-1，
ISP-12-8

Yoshikoshi Shinichi
ISP-28-2

Yoshimatsu Jun
ISP-8-7

Yoshimoto Daisuke
IS-WS-12-6，
ISP-3-12，ISP-11-8，
ISP-21-5，ISP-21-6，
ISP-21-7

Yoshimoto Yuki
IS-WS-9-4

Yoshimura Kiyotaka
ISP-8-5

Yoshino Kiyoshi
ISP-7-7

Yoshino Osamu
IS-WS-4-4，
ACOG-10，ISP-17-2

Yoshioka Emi
ISP-22-1

Yoshioka Nanako
ISP-24-10

Yoshizato Toshiyuki
IS-WS-10-6，ISP-9-5，
ISP-17-11，ISP-23-5，

ISP-23-7，ISP-26-3，
ISP-27-10

Yotsumoto Fusanori
ISP-4-6，ISP-27-5

Yuhata Masaki
ISP-26-4

■Ｚ

Zhang Yuehui
IS-AC-3-7

Zhao Amy ISP-9-1
Zhu Xiuling ISP-26-7
Zhuoma Cairang

ISP-4-1，ISP-4-2，
P-4-3
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